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総大会の説教
教会員数が 
1,500 万人に達する

専任宣教師の人数が 
8 万人以上に 
増加する
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「『ギレアデに乳香があるではないか。』（エレミヤ 8：22） ……愛は……苦しむ人々を癒
いや

す乳香となります。 
……御子すなわちイエス・キリストは，わたしたちが永遠の命を得られるようにするために御自身の命をささげられました。 

御父とわたしたち人間に対する主の愛は，それほどまでに大きなものだったのです。」 
（トーマス・S・モンソン「愛の道」『聖徒の道』1988 年 1 月号，72 参照）

「ギレアデの乳香」  アニー・ヘンリー画
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2013 年 10 月 5 日 土曜午前，一般部会
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─ヘンリー･B･アイリング管長。開会の祈り
─ケント・F・リチャーズ長老。閉会の祈り
─マシュー・O・リチャードソン。音楽─タ
バナクル合唱団；指揮─マック・ウィルバー
グ，ライアン・マーフィー；オルガン伴奏─アン
ドリュー・アンズワース，クレー・クリスチャンセ
ン。“How Wondrous and Great”Hymns , 267
番；「いざ救いの日を楽しまん」『賛美歌』5
番；「悩めるイスラエル」『賛美歌』6 番，ウィル
バーグ編曲，未 刊；「心に光あり」『賛美歌』
139 番；「いましめを守る人を」『子供の歌集』
68，マーフィー編曲，未刊；「来たりてうたえ」

『賛美歌』51 番，ウィルバーグ編曲，オックス
フォード刊。

2013 年 10 月 5 日 土曜午後，一般部会 
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─ディーター・F・ウークトドルフ管長。開会
の祈り─ポール・V・ジョンソン長老。閉会
の祈り─キャロル・F・マッコンキー。音楽
─ユタ州ロイ，ケインズビル，フーパー，ウェス
トヘイブン地区のステーク合同による家族聖歌
隊；指揮─ジェーン・フェルステッド，オルガ
ン伴奏─リンダ・マーゲッツ。“On This Day 
of Joy and Gladness,”Hymns , 64 番，フェルス
テッド/ マーゲッツ編曲，未刊；「主はわたしを
愛してくださる」『2010 年度　分かち合いの時
間，ならびに聖餐会での発表の概要』，ベル/ク
リーマー詞・曲，フェルステッド/ マーゲッツ編
曲，未刊；“Press Forward, Saints,” Hymns ,  
81番；「家庭の愛」『賛美歌』181番，フェルス
テッド/ マーゲッツ編曲，未刊。

2013 年 10 月 5 日 土曜夜，神権部会 
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─ヘンリー・B・アイリング管長。開会の祈
り─ポール・E・コーリカー長老。閉会の祈
り─ウォルター・F・ゴンサレス長老。音楽
─ユタ州マレー地区のステーク合同によるア
ロン神権者聖歌隊；指揮─ケリー・デハー
ン，オルガン伴奏─リチャード・エリオット，

“Sing Praise to Him,”Hymns ，70 番，ケンプト
ン編曲，未刊；“Like Ten Thousand Legions 
Marching”Hymns ，253 番，エリオット編曲，
未刊；「正しかれ」『賛美歌』151 番；「全能の
父なる神よ」『賛美歌』40 番，ハフ編曲，未刊。

2013 年 10 月 6 日 日曜午前，一般部会 
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─ディーター・F・ウークトドルフ管長。開会
の祈り─チェリル・A・エスプリン。閉会の祈
り─フランシスコ・J・ビニャス長老。音楽
─タバナクル合唱団；指揮─マック・ウィル
バーグ；オルガン伴奏─クレー・クリスチャン
セン，リチャード・エリオット。「わが神，わが王」

『賛美歌』87番；「喜べ，主を」『賛美歌』32番；
「主よ，嵐すさび」『賛美歌』59 番，ウィルバー
グ編曲，未刊；「世はよく働く人を求む」『賛美
歌』161 番；“O Divine Redeemer,”グノ ー；

「感謝を神に捧げん」『賛美歌』11 番， ウィル
バーグ編曲，未刊。

2013 年 10 月 6 日 日曜午後，一般部会 
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─ヘンリー・B・アイリング管長。開会の祈り
─デビッド・L・ベック。閉会の祈り─クラウ
ディオ・R・M・コスタ長老。音楽─タバナクル
合唱団；指揮─マック・ウィルバーグ，ライア
ン・マーフィー；オルガン伴奏─ボニー・グッド
リフ。「国を造りたる」『賛美歌』24 番，ウィル
バーグ編曲，ジャックマン刊；「主の来られる時」

『子供の歌集』46，マーフィー編曲，未刊；「われ
らは天の王に」『賛美歌』157 番；「主よ，われと
共に」『賛美歌』94 番，ウィルバーグ編曲，未刊。

2013 年 9 月 28 日 土曜夜，中央扶助協会集会
管理─トーマス・S・モンソン大管長。司会
─リンダ・K・バートン。開会の祈り─ラレ
イン・スウェンソン。閉会の祈り─アナ・デア
ゴスティーニ。音楽─ユタ州プロボ宣教師訓
練センターの扶助協会聖歌隊；指揮─エミ
リー・ワドリー，オルガン伴奏─ボニー・グッ
ドリフ。「イスラエルの救い主」『賛美歌』4番；

「信仰もて行け」『賛美歌』168 番；「シオンの娘」
『賛美歌』195番，サリー・デフォード編曲，未刊；
「み旨のまま行かん」『賛美歌』172 番，ウェド
リー編曲，未刊；「さらに聖くなお努めん」『賛
美歌』74 番，リオン編曲，ジャックマン刊。

総大会の説教の入手
総大会の説教を様々な言語で聴くことができま
す。インターネットで conference.lds.org にアク
セスし，言語を選択してください。大会説教の
CD は通常，大会後２か月以内に配送センター
から入手できるようになります。

ホームティーチングや家庭訪問のメッセージ 
ホームティーチングまたは家庭訪問用のメッセー
ジとして，訪問する会員の必要に最も適した総
大会説教を一つ選んでください。

表  紙
表紙─写真／コディー・ベル。
裏表紙─写真／コディー・ベル。

大会の写真 
総大会の写真は以下のカメラマンによって撮影
されました。ソルトレーク・シティー─ウェル
デン・C・アンダーセン，コディー・ベル，ラン
ディー・コリアー，ウエストン・コルトン，スコッ
ト・デービス，クレーグ・ダイモンド，ロイド・エ
ルドリッジ，コリン・キング，ジョン・ルーク，レス
リー・ニルソン，マシュー・ライアー，クリス
ティーナ・スミス，バイロン・ワーナー。パナマ，
アライジャン─ジョズエ・ペーニャ。ブラジ
ル，ブラジリア─トメ・シケイラ。フィリピン，
カビテ─ダニロ・ソレタ。アメリカ合衆国テキ
サス州コリービル─マーク・マブリー。ブラ
ジル，フォズ・イグアス─リンコルン・パルメザ
ン・デ・メロ。グアテマラ，グアテマラシティー
─ドン・サール。ペルー，リマ─ステファ
ニー・ナバレッテ。イングランド，ロンドン─
プレストン・ジュディ。フランス，リヨン─キャ
ロリン・カーター。パナマ，パナマシティー─
ジョズエ・ペーニャ。イタリア，ローマ─マッ
シモ・クリスシオーネ。チリ，サンティアゴ─
クリスチャン・F・カストロ・マリン。

第183回
半期総大会の概要
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話者リスト（50 音順）
アイリング，ヘンリー・B
  ……………… 25，58，69
アンダーセン，ニール・L …… 92
ウークトドルフ，ディーター・F　  

 ………………………21，55
オークス，ダリン・H ……… 72
オスカーソン，ボニー・L ……  76
オチョア，アドリアン ……… 102
クック，クエンティン・L …… 88
クリストファーソン，D・トッド 29
コセー，ジェラルド ………… 49
スコット，リチャード・G …… 82
スティーブンズ，キャロル・M　

　 ………………… 12，115
ソアレス，ウリセス …………… 9
ダイクス，ティモシー・J …… 37
デュベ，エドワード ……………15
ニールセン，S・ギフォード … 33
ネルソン，ラッセル・M …… 106
パッカー，ボイド・K ……… 26
ハミルトン，ケビン・S ……… 99
バラード，M・ラッセル …… 43
バレンスエラ，アルヌルフォ … 35
ビンソン，テレンス・M …… 104
ファンク，ランディー・D …… 52
ヘイルズ，ロバート・D ……… 6
ベドナー，デビッド・A ………17
ペリー，L・トム…………… 46
ホランド，ジェフリー・R …… 40
マッコンキー，デビッド・M … 96
メインズ，リチャード・J …… 79
モンソン，トーマス・S
  …… 4，61，85，110，121
リーブズ，リンダ・S ……… 118
リンダ，バートン・K ……… 111

テーマ別索引
あ 愛 ………………12，35，43，
 　　 49，69，104，111，121
 証

あかし

 …………… 76，79，102
 安息日…………………… 99
 イエス・キリスト ……… 9，15，
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罪
ざ い

 … 52，
　　　　　　 55，69，82，118
 イスラエルの家 ………… 88
 一致 ……………… 15，49
 祈り ……………………… 121
 戒め …………………… 72
 癒
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し …………………… 37
 うつ病 …………………… 40
 教え …………………… 96
 思いやり ………………… 40
 終わりの時 ……………… 26
か 改心 …………………… 76
 家族 … 29，69，72，88，106
 活発化 ……… 12，21，35
 感謝 …………………… 85
 義 ……………………… 79
 儀式 ……………… 92，115
 犠牲 …………………… 76
 奇跡 …………………… 43
 帰属意識 ……………… 21
 逆境 ……………… 40，55，
 　　 79，85，104，118，121
 教会指導者 …………… 25
 教会の集会 ……… 15，99
 教会の発展 ……………… 4
 教会の召し ………… 15，69
 悔い改め 26，52，55，82，118
 結婚 ………… 69，72，106
 幸福 ……………… 69，85
さ 慈愛 …………………… 58
 死すべき肉体 …………… 106

 自制 ……………………… 9
 什

じゅう

分
ぶ ん

の一 ……………… 17
 祝福 …………………… 17
 純潔 ……………… 29，72
 女性 …………………… 29
 ジョセフ・スミス … 96，102
 信教の自由 ……………… 88
 神権 …… 46，58，92，115
 信仰 …… 15，21，43，104
 信仰箇条 ……………… 46
 神殿 …………17，115，118
 救いの計画……………… 72
 聖

せ い

餐
さ ん

 ……………… 99，118
 聖典 …………………… 26
 聖文研究 …… 46，96，121
 聖約 12，82，99，111，115，118
 聖霊 …………………… 96
 宣教師 ………………… 33
 選択の自由 ……………… 106
 総大会 …………… 6，110
 束縛 …………………… 88
 備え …………………… 102
た 力 ………………… 92，96
 伝道活動 4，33，35，43，52
 天の御父 ……………… 69
な 柔和 ……………………… 9
 忍耐 …… 40，79，85，99
は 母親の務め ……… 29，72
 フェローシップ …… 21，49
 平和 …………………… 26
 奉仕 12，58，61，82，96，111
 ホームティーチング …… 61
ま メディア ………………… 102
 モルモン書 ……………… 82
や 赦

ゆ る

し …………………… 37
 預言者 …………………… 6
ら 霊感 ………………… 6，58
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末日聖徒イエス・キリスト教会国際機関誌（日本語版）
大管長会：トーマス・S・モンソン，ヘンリー・B・アイリング，ディーター・
F・ウークトドルフ
十二使徒定員会：ボイド・K・パッカー，L・トム・ペリー，ラッセル・M・ネルソ
ン，ダリン・H・オークス，M・ラッセル・バラード，リチャード・G・スコット，ロ
バート・D・ヘイルズ，ジェフリー・R・ホランド，デビッド・A・ベドナー，クエン
ティン・L・クック，D・トッド・クリストファーソン，ニール・L・アンダーセン
編集長：クレーグ・A・カードン
顧問：マービン・B・アーノルド，シェーン・M・ボーエン，スタンリー・G・
エリス，クリストフェル・ゴールデン
実務運営ディレクター：デビッド・T・ワーナー
業務ディレクター：ビンセント・A・ボーン
教会機関誌ディレクター：アラン・R・ロイボーグ
ビジネスマネージャー：ガーフ・キャノン
編集主幹：R・バル・ジョンソン
編集主幹補佐：ライアン ･カー
執筆・編集：スーザン・バレット，ブリッタニー・ビーティー，デビッド・ディク
ソン，デビッド・Ａ・エドワーズ，マシュー・Ｄ・フリットン，ミンディ・ライ・フ
リードマン，ローリー・フラー，ギャレット・Ｈ・ガーフ，ラリーン・ポーター・
ガーント，ジェニファー・グレース・ジョーンズ，マイケル・Ｒ・モリス，サリー・
ジョンソン・オデカーク，ジョシュア・J・パーキー，ジャン・ピンボロー，リ
チャード・Ｍ・ロムニー，ポール・バンデンバーグ，マリッサ・ウィディソン
実務運営アートディレクター：J・スコット・クヌーセン
アートディレクター：タッド・R・ピーターソン
デザイン：ジャネット・アンドリュース，フェイ・P・アンドラス，C・キンボー
ル・ボット，トーマス・チャイルド，ネート・ギネス，コリーン・ヒンクレー，エ
リック・P・ジョンセン，スーザン・ロフグレン，スコット・M・ムーイ，マー
ク・W・ロビソン，ブラッド・テアー， K・ニコール・ウォーケンホースト
版権および許諾コーディネーター：コレット・ネベカー・オーヌ
制作主幹：ジェーン・アン・ピーターズ
制作：ケビン・C・バンクス，コニー・バウソープ・ブリッジ，ジュリー・バー
デット，ブライアン・W・ギュギ，デニス・カービー，ギニー・J・ニルソン，ゲ
イル・テート・ラファティ
製版：ジェフ・L・マーティン
印刷ディレクター：クレーグ・K・セドウィック
配送ディレクター：スティーブン・Ｒ・クリスチャンセン
日本語版翻訳課長：佐藤聖志
●定期購読は，「『リアホナ』注文用紙」でお申し込みになるか，郵便振替 

（口座名／末日聖徒イエス・キリスト教会　振込口座番号／ 00100-6-
41512）にて教会管理本部配送センターへご送金いただければ，直接郵
送いたします。●『リアホナ』のお申し込み・配送についてのお問い合わせ
……〒133− 0057 東京都江戸川区西小岩 5−8−6 ／末日聖徒イエス・
キリスト教会　管理本部配送センター　電話：03−5668−3391
発行所 末日聖徒イエス・キリスト教会
 〒106− 0047 東京都港区南麻布 5−10−30
 電話　03−3440−2351
定　価 年間予約／海外予約　830 円（送料共）
 普通号／大会号　80 円

『リアホナ』へのご投稿およびご質問は，英語版ホームページ liahona.lds.
org からお送りください。電子メールの場合は liahona@ldschurch.
org へお送りください。また，下記の連絡先でも受け付けています。

Liahona, Rm. 2420, 50 E. North Temple St.,
Salt Lake City, UT 84150-0024, USA

『リアホナ』（モルモン書に出てくる言葉。「羅針盤」または「指示器」の
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トーマス・S・モンソン大管長

たちは，奉仕したいという強い望みがあり
ながらも，実行する手段を持ち合わせて
いない人々を助ける必要があります。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちは教え
と霊感を受けるためにここに集いました。
この 2 日間で，様々な福音のテーマを扱っ
た多くのメッセージが話されます。話者

愛する兄弟姉妹の皆さん，再びと
もに集う機会を大変うれしく思
います。主の指示の下で預言者

ジョセフ・スミスによって教会が組織され
てから 183 年余りの歳月がたちました。
1830 年 4 月 6 日に開かれた集会に出席
したのは 6 人の教会員でした。1

2 週間前に教会員の数が 1,500 万人に
達したことを発表できるのをうれしく思い
ます。教会は着実に成長し続け，毎年ま
すます多くの人の生活を変え続けていま
す。真理を探し求めている人を宣教師が
探し出す働きにより，教会は世界中に広
がっています。

わずか 1 年余り前，わたしは宣教師とし
て奉仕できる年齢条件を引き下げると発
表しました。それ以来，専任宣教師の数
が増え，2012 年 10 月には 5 万 8,500 人
でしたが，本日，8 万 333 人に達しまし
た。何とすばらしい感動的な反響を呼ん
でいることでしょう。

復活された主がガリラヤで 11 人の弟
子に御

み

姿
すがた

を現したときにお命じになった
ことは，聖文の中でもこの上なく意義深い
宣言であり，拘束力の強い務めであり，率
直な教えです。主はこう言われました。

「それゆえに，あなたがたは行って，すべ
ての国民を〔教え〕 ，父と子と聖霊との名

によって，彼らにバプテスマを施し〔なさ
い〕。」2 預言者ジョセフ・スミスはこう宣
言しました。「結局のところ，最も偉大で
最も重要な義務は福音を宣

の

べ伝えること
です。」3 今

きょう

日ここにいる皆さんの中には，
デビッド・O・マッケイ大管長の言葉をま
だ覚えている人もいるでしょう。それはわ
たしたちがよく耳にする次の言葉です。

「すべての会員は宣教師である。」4

以上の言葉にわたしの言葉を付け加え
ます。今こそ，会員と宣教師が一致協力し
て，主のぶどう園で働き，人々を主のみも
とに導く時です。様々な方法で福音を分
かち合うための手段を，主はわたしたちの
ために用意しておられ，もしわたしたちが
主の業を成し遂げるために信仰をもって
行動するなら，主はわたしたちの働きを助
けてくださいます。

増し続ける宣教師の数を維持する助け
として，わたしはこれまで会員の皆さん
に，可能ならば，ワード宣教師基金，また
は教会中央宣教師基金に献金してくださ
るようお願いしてきました。うれしいこと
に，皆さんがその呼びかけにこたえ，自分
で資金を出せない状況に置かれた何千人
もの宣教師を支えてくださっています。皆
さんの惜しみない献金にお礼を申します。
引き続き援助が必要です。今後もわたし

土曜午前の部会 ―2013 年10月 5日

大会へようこそ
わたしたちが耳を傾け，学ぶときに，主の御

み

霊
たま

に満たされるよう
祈ります。
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は，自分たちの伝えるメッセージについ
て，天からの助けを求めてきました。

わたしたちが耳を傾け，学ぶときに，主
の御霊に満たされるよう祈ります。わたし
たちの救い主イエス・キリストの御

み

名
な

によ
り，アーメン。■

注
1. 教会が設立された日，数十人の人々がその場

にいましたが，設立時の会員として名前が公
式に記録されたのは 6 人でした。

2. マタイ 28：19
3. 『歴 代 大 管 長 の 教 え―ジョセフ・スミス』

330
4. デビッド・O・マッケイ，Conference Report，

1959 年 4 月，122
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のものを求め」5 ます。それから，ベニヤ
ミン王の民がしたように，主の御言葉を聞
くために家族を集めるのです。6

子供や青少年は大会に参加するのが
大好きです。大会は彼らの知的，霊的な
理解度を超えるものだと憶測するのは大
きな間違いです。教会の若い会員の皆さ
ん，約束します。耳を傾けるなら，御霊が
皆さんの心を揺り動かすのを感じるでしょ
う。主が皆さんに人生においてしてほし
いことを告げてくださるでしょう。

大会では自分だけに当てはまる主の御
言葉を受けることができます。ある会員
はこのように証しています。「あなたの説
教を聞いて，驚きました。……あなたの
話は主がわたしの家族に直接与えてくだ
さった個人的な啓示です。聖霊が直接わ
たしに語ってくださったあのときほど，強
い御霊の現れを経験したことは，かつて
一度もありませんでした。」

別の会員はこう述べています。「ある
説教がわたしのために語られたというこ
とを，それほど力強く感じたことはこれま
でありませんでした。」

このようなことが起こり得るのは，聖霊
がわたしたちの理解できる言葉で，主の
御言葉をわたしたちの心に伝えてくださる
からです。7 わたしは大会でメモを取ると
き，いつも話者の言葉をそのまま書き留
めるとは限りません。御霊が与えてくださ
るわたし個人のための教えを書き留める
のです。
語られている言葉は，わたしたちが聞き，
感じることほど重要ではありません。8 だか
らこそ，御霊の「静かな細い声」をはっき
りと聞き取り，感じ，理解できるような環
境で大会を体験しようと努力するのです。

何とわたしたちは総大会を必要として
いることでしょう。総大会を通してわたし
たちの信仰が強められ，証が深まるので
す。そして，自分が改心したとき，この終
わりの時に飛び交う火矢のただ中にあっ
ても霊的に強くなるよう互いに強め合うの
です。9

会は今
き ょ う

日この日まで続けて開かれていま
す。

こうした大会は常に主の指示の下で開
かれ，主の御

み

霊
たま

により導かれます。3 わた
したちは特定の主題を割り当てられはし
ません。何週，何か月もの間，しばしば眠
れぬ夜を過ごしながら，主を待ち望みま
す。断食と祈り，研究と熟考により，主が
わたしたちに語るよう望まれるメッセージ
を学びます。

こう尋ねる人もいるでしょう。「霊感が
もっと容易に，そして迅速にやって来ない
のはなぜだろうか。」主はオリバー・カウ
ドリにお教えになりました。「あなたは心
の中でそれをよく思い計り，その後，それ
が正しいかどうかわたしに尋ねなければ
ならない。」4  大会のメッセージはよく
祈って備えた後に，聖霊を通して与えられ
るのです。

この原則は，ワード大会，ステーク大
会，総大会に参加する備えをするうえで，
すべての教会員に当てはまります。必要
なもの，天の御父に願い求めるものを心
の中でよく思い計り，教えられることを理
解し応用できるよう祈ります。大会の時
が近づくと，ほかの活動を犠牲にして，

「この世のものを捨てて，この世に勝る世

十二使徒定員会
ロバート・D・ヘイルズ長老

モンソン大管長，キリストのような
奉仕についての教えと模範と，
わたしたち皆が宣教師になるよ

うにとの呼びかけに感謝しています。わ
たしたちはあなたのために常に祈ってい
ます。

現代の神権時代に，救い主イエス・キリ
ストは聖徒の集いを「わたしの総大会」と
言っておられます。1

この世界のどこにいても，いかなる手
段で総大会の放送を受信しようとも，わた
したちは主の大会に集っていると証しま
す。また，主の御

み

言
こと

葉
ば

を聞くと証します。
なぜなら主がこう言っておられるからで
す。「わたし自身の声によろうと，わたし
の僕

しもべ

たちの声によろうと，それは同じであ
る。」2

大会は常にイエス・キリストの真の教
会の一部になっています。アダムは子孫
を集め，将来起きることについて預言しま
した。モーセはイスラエルの子らを集め，
自分が受けた戒めを教えました。救い主
は，聖地とアメリカ大陸の両方で群衆に
お教えになりました。ペテロはエルサレム
で信者を集めました。末日に開かれた最
初の総大会は，教会が組織されてからほ
んの 2 か月後に招集され，それ以来総大

総大会─
信仰と証

あ か し

を強める
何とわたしたちは総大会を必要としていることでしょう。総大会を
通してわたしたちの信仰が強められ，証が深まるのです。
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ここ数十年，教会はおおむね，初期の
聖徒たちが経験したようなひどい誤解や
迫害を受けずに済んできました。ただし，
これからも常にそうだとは限りません。世
の人々はかつてないほどますます早く主
から離れています。サタンは地上に采配
を振っています。わたしたちは前もって警
告を受けて守られるために，預言者の言
葉をよく見て，聞き，読み，研究し，共有し
ます。例えば，「家族 ―世界への宣言」
は，現在，家族が直面している難題をわ
たしたちが経験するずっと前に与えられま
した。「生けるキリスト― 使徒たちの証」
は，わたしたちにそれが最も必要になると
きよりも前に用意されたのです。

預言者や大会の話者が総大会で特定
の主題について語る理由をわたしたちは
すべて知っているわけではありません。
しかし，主は御存じです。ハロルド・B・
リー大管長は次のように教えています。

「教会の会員としてわたしたちが持ってい
る唯一の安全策は，……主が預言者を通
じて下された言葉や戒めに聞き従う〔こ
とです。〕……信仰と忍耐を必要とするも
のもあるでしょう。教会幹部からのメッ
セージを快く思えないこともあるかもしれ
ません。あなたの〔個人的な〕見解や社
会観と相いれないものもあるでしょう。ま
た，あなたの社会生活を多少なりとも犠
牲にしなければならないようなメッセージ
かもしれません。しかし，忍耐と信仰を
もって，主御自身の口から出ているよう
に，これらの教えに耳を傾ける人々に対し
ては，次のような約束がなされています。

『地獄の門もあなたがたに打ち勝つことは
ない……。そして，主なる神はあなたが
たの前から闇

やみ

の力を追い払い，また，あな
たがたのためと，神の名の栄光のために
天を震わせるであろう。』（教 義と聖 約
21：6）」10

リー大管長はわたしたちが今
こん

日
にち

直面す
ることになる事柄をどのようにして知った
のでしょうか。それは大管長が預言者，
聖見者，啓示者だからです。そして，わた

したちが今，この総大会で語る者を含め
預言者たちの声に耳を傾け，それに従う
ならば，強められ，守られるでしょう。

総大会の最大の祝福は大会が終わっ
た後にやって来ます。聖文にしばしば記
されている規範を思い出してください。わ
たしたちは集まって主の御言葉を聞き，家
に帰って主の御言葉に従って生活します。

ベニヤミン王は民を教えた後，「群衆を
解散させた。そこで民は，それぞれ家族ご
とに各自の家へ帰って行〔きました〕。」11 リ
ムハイ王も当時，同じことをしました。12  
救い主はバウンティフルの神殿で民を教
え導いた後，人々に強くお勧めになりまし
た。「自分の家に帰り，わたしが述べたこ
とを深く考えなさい。そして，理解できる
ように，また明日のために心が備えられる
ように，わたしの名によって父に願いなさ
い。わたしはもう一度あなたがたのとこ
ろに来るであろう。」13

わたしたちは教えられたことを深く考
え，理解できるように祈り，その後，主の
御
み

心
こころ

を行うとき，救い主の勧めを受け入
れるのです。スペンサー・W・キンボー
ル大管長の言葉を思い出してください。

「わたしはこの総大会を終えて帰宅したら
やるべきことを決心しました。わたしの生
活には，完全にする余地のある事柄が非
常に多くあります。わたしは心の中でそ

のリストを作りました。そして今，大会を
終えたらすぐにそれを始めたいと思ってい
ます。」14  先日，モンソン大管長はこう述
べました。「各説教をよく読み，そこに含
まれるメッセージについて深く考えるよう
お勧めします。これまでわたし自身の生
活でも，これらの霊感に満ちた説教を深
く研究するときに，そこからいっそう多く
のものを得てきました。」15

個人と家族の聖文の勉強をするように
勧めるほかにも，天の御父はわたしたち
に大会で学んだことを定期的に研究し，
応用するよう望んでおられます。主を信頼
し，信仰をもってこの勧告を心に留める人
は，自分自身と何世代にもわたる家族を
祝福する大いなる強さを得ると証します。

天の御父は道を備えてくださっていま
す。この大会では，教会員の 97 パーセン
トが自らの言語でメッセージを聞くことが
できます。 197 か国にいる数百万人の会
員が 95 の言語でこの大会を視聴できるよ
うになります。 ほんの 2 ，3 日後には，
LDS.org 上に英語のメッセージが掲載さ
れ，1 週間以内に 52 の言語で読めるよう
になり始めます。現在では総大会後 3 週
間以内に，印刷された教会機関誌を受け
取ることができます。郵送で大会号を受
け取るのに数か月も待つ必要はもはやあ
りません。コンピューターや携帯電話，そ
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の他の電子機器を用いて，預言者たちの
教えを読み，聞き，見て，共有することが
できるのです。いつでも，どこでも，知識
を広げ，信仰と証を強め，家族を守り安全
に家庭へと導くことができるのです。

また，この大会のメッセージは，オンラ
インの青少年用教科課程に組み入れられ
ます。親の皆さんは LDS.org 上で青少
年のレッスンに自分でアクセスすることが
できます。皆さんの子供たちが学んでい
ることを知り，自分自身の勉強や家族の
話し合い，家庭の夕べ，家族会議，子供
が個々に何を学ぶべきかについて子供と
個人面接をする際のテーマとして採り上
げてください。

教会のウェブサイトや携帯機器アプリ
に掲載されているリソースを活用するよ
う，すべての会員に勧めます。絶えず改良
され，さらに使いやすく，実生活に応用で
きるものとなっています。 LDS.org 上に
は，福音を勉強し，家庭や家族を強め，召
しを果たすのに役立つリソースが載って
います。また，神殿の儀式を必要としてい
る先祖や，福音を分かち合うなどの救い
の業を行うために役立つリソースを見つけ
ることもできます。親は子供がバプテスマ
や神権，伝道や神殿に備えるうえで先導
的な役割を担うとよいでしょう。これら
は，神殿の儀式を受けて聖約を交わすた
めの細くて狭い道を歩み，永遠の命とい

う祝福にふさわしくなるための助けとなる
のです。

わたしは前回の 4 月の総大会の神権部
会で，自分の父親について話しました。
父は，神の武具を身に着けることとそれが
もたらす霊的な守りについて教えるため
に，甲

かっ

冑
ちゅう

を身に着けた騎士の絵を描いて
くれたという話です。

その部会が終わった後，ある父親が自
分の学んだことを家族に話しました。そ
の話に触発された年若い息子のジェイソ
ンは，自分でそのメッセージを聞くために
LDS.org で検索しました。数日後，家庭
の夕べに姿を見せたジェイソンは，きょう
だいにその教えを伝えました。これが
ジェイソンです。

主から霊感を受けて大会で語られた簡
潔なメッセージを，一人の子供が受け取
り，その子らしい力強い方法で家族に教

えたのです。わたしは彼の正義の胸当て
と信仰の盾に感謝します。敵対する者の
火の矢を妨げるものです。これらは大会
の祝福です。

兄弟姉妹の皆さん，主イエス・キリスト
は生きておられ，この教会の頭として立っ
ておられると特別に証します。これは主
の総大会です。わたしは主の御

み

名
な

により
約束します。皆さんがこの大会のメッセー
ジの中に天の御父の御

み

声
こえ

を聞きたいと心
から望みながら祈るなら，皆さんを助け，
強め，御

み

前
まえ

に帰るよう導くために，御父が
皆さんに語っておられることが分かるで
しょう。イエス・キリストの御名により，
アーメン。■

注
1. 教義と聖約 124：88 ，強調付加
2. 教義と聖約 1：38
3. 教義と聖約 46：2 参照
4. 教義と聖約 9：8
5. 教義と聖約 25：10
6. モーサヤ 2：5 参照
7.  2 ニーファイ 33：1 参照
8. スペン サ ー・W・キンボ ール，Conference 

Report ，トンガ地域大会，1976 年，27 参照
9. ルカ 22：31− 32 参照
10. 『歴代大管長の教え―ハロルド・B・リー』

88 − 89 参照
11. モーサヤ 6：3
12. モーサヤ 8：4 参照
13. 3 ニーファイ 17：3
14. スペンサー・W・キンボール「兄弟たちの説

教」『聖徒の道』1976 年 2 月号，145 参照
15. トーマス・S・モンソン「神よ，また逢

あ

うまで」          
『リアホナ』2012 年 11 月号，110 「神の武具」をまとったジェイソン
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和の種を持って生まれてきます。しかし，
一瞬のうちにその種を育て，伸ばすことは
不可能であり，時間がかかることを理解す
る必要があります。キリストは「日々自分
の十字架を負う」よう求めておられます
が 10 ，それは絶えず関心を向け，望まなく
てはならないという意味です。

現代の神権時代に，5 代目の預言者で
あったロレンゾ・スノー大管長はこう教え
ています。「完全になるように努め，……
日々向上し，先週行ったことを吟味し，今
週はさらによく行うこと，すなわち今

き ょ う

日は
昨日よりもさらによく行うことがわたした
ちの務めです。」11  ですから，柔和になる
第 1 歩は日々向上することです。このよう
にして前進し，昨日よりも向上するよう
日々努力する必要があります。

さらにスノー大管長は次のように述べ
ています。
「少々愚かな行動や弱さがあるにしても，

できるかぎり早くそれらを克服するよう努
めるべきです，そして，子供たちにもそのよ
うな気持ちを心に植え付けて……あらゆ
る状況において主の前にふさわしい行い
ができるように育てるべきなのです。

夫が妻とけんかをせず，だれに対しても
不親切な応対をすることがなく，……神
の御霊を悲しませるようなことのないまま
1 日過ごすことができたとしたら，……そ
の 1 日は完全でした。次の日もそのよう
に過ごしてみましょう。しかし次の日にで
きない点があったとしても，3 日目はうまく
いくかもしれません。」12

主はわたしたちの献身的で根気強い努
力を認めてくださり，わたしたちが不完全
で，人として弱いために達成できないもの
を与えてくださるでしょう。

柔和になるもう一つの重要な方法は，
怒りを抑えるにはどうしたらよいかを学ぶ
ことです。わたしたち一人一人の内には

「生まれながらの人」がおり，またストレス
の多い世に暮らしているので，怒りを抑え
ることは生活の中で最も難しい問題の
一つになることがあるでしょう。少し考え

ら，あなたがたの天の父が完全であられ
るように，あなたがたも完全な者となりな
さい。」6 わたしたちがキリストのもとに来
て，神の御

み

心
こころ

に添わないものをすべて拒
み，神を愛するならば，キリストの恵みに
より，キリストによって完全になれる日が
来るでしょう。7

「キリストのような特質は神から授けら
れる賜

たま

物
もの

です。〔この特質はわたしたち〕
が選択の自由を義にかなって使うときに
もたらされるものです。……神に喜ばれ
ようとする望みを心に抱いて，自分の弱点
を認め，積極的に改善に努め〔なければ
なりません〕。」8

キリストのようになるためには柔和が非
常に重要です。柔和でなければ，ほかの
大切な徳を身に付けることはできません。
柔和であるとは，弱さを意味するのでは
ありません。むしろ強さや平静さ，健全な
自尊心，自制心を秘めた，優しく親切な行
いを意味します。

柔和は救い主の生涯で最も多く示され
た特質の一つです。主御自身が弟子たち
にこう教えられました。「わたしは柔和で
心のへりくだった者であるから，……わた
しに学びなさい。」9

わたしたちは祝福されて，心の中に柔

七十人会長会
ウリセス・ソアレス長老

モルモンは次のように教えていま
す。「柔和で心のへりくだった
人でなければ，信仰と希望を持

つことはできない。」1  さらに付け加えて，
こう述べています。そのような特質がな
ければ，「信仰と希望はむなしいものであ
る。柔和で心のへりくだった人でなけれ
ば，神の御

み

前
まえ

に受け入れられないからで
ある。」2

柔和は「神を畏
おそ

れ……義にかなった，
謙
けん

遜
そん

〔で〕，素直な，苦難に耐える」人の
特質です。3 この特質を持つ人はイエス・
キリストに進んで従います。このような人
は落ち着いていて，おとなしく，寛容で従
順な気性の持ち主です。

柔和は御
み

霊
たま

の実であると使徒パウロは
教えています。4 したがって，もしわたした
ちが「御霊によって生きる」ならば 5 ，柔
和な人になるのはちっとも難しいことでは
ありません。御霊によって生きるには，生
活自体が主の御前にあって義にかなって
いなければなりません。

わたしたちがキリストの御
み

名
な

を受けると
き，主の特質を見習い，日々主のようにな
るために自分の性格を変える努力をする
よう期待されます。救い主は弟子たちに
勧告して，こう言われました。「それだか

柔和で心のへりくだった
人になる
柔和であるとは，弱さを意味するのではありません。むしろ，優し
く親切な行いを意味します。
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てみてください。自分が相手に何かしてほ
しいときに，相手がこちらの要望に応じな
い場合，どのような反応を示すでしょう
か。自分の考えが問題の正しい解決策で
あると確信していても，相手が異議を唱え
る場合はどうでしょうか。自分の感情を
害されたり，努力したことを批判されたり，
気分が悪いからという理由で非常に不親
切にされたりしたら，どんな反応を示すで
しょうか。こうした場合やそのほかの難
しい状況では，怒りを抑え，忍耐と優しい
説得により自分の気持ちを相手に伝える
ことを学ばなければなりません。これは
家庭や永遠の伴

はん

侶
りょ

との関係の中で最も大
切なことです。わたしは妻と 31 年間結婚
生活を送ってきましたが，これまでに心を
乱すような人生の問題に直面したときに，
妻のおかげで度々このことを思い起こすこ
とができました。

使徒パウロはテモテへの第二の手紙の
中で，次のように述べています。
「主の僕

しもべ

たる者は争ってはならない。
だれに対しても親切であって，よく教え，
よく忍び，

反対する者を柔和な心で教え導くべき
である。おそらく神は，彼らに悔

くい

改
あらた

めの
心を与えて，真理を知らせ，

……悪魔……のわなからのがれさせ
て下さるであろう。」13

わたしたちは感情的な行動を抑え，冷
静で穏やかになり，争いを避けることによ
り，柔和の賜

たま

物
もの

を頂くのにふさわしくなり
始めます。ヘンリー・B・アイリング管長
はかつてこう述べました。「信仰をもって
感情の起伏を抑え，高慢な気持ちをへり
くだらせるならば，聖霊が認めてくださ
り，聖なる約束と聖約が確かに果たされ
るのです。」14

柔和を身に付けるもう一つの方法は謙
遜になることです。主は預言者ジョセフ・
スミスを通してトーマス・B・マーシュに
次のように教えました。「あなたは謙遜
でありなさい。そうすれば，主なるあなた
の神は手を引いてあなたを導き，あなた
の祈りに答えを与えるであろう。」15

兄弟姉妹の皆さん，謙遜な人だけが自
分の祈りに対する主の答えを認め，理解
できるとわたしは信じています。謙遜な
人は素直であり，自分がいかに神に依存
しているかを認め，御心に従うことを望み
ます。また，柔和であり，自分と同じよう
になるようほかの人に影響を及ぼす力が
あります。神は手を引いて謙遜な人を導
くと約束しておられます。わたしたちは主

に手を引かれて歩むかぎり，生活の中で回
り道や悲しみを避けることができるとわた
しは心から信じています。

わたしが知っている，現代における最も
美しい柔和の模範の一つは，モーゼス・
マーラング兄弟の話です。彼が改宗した
発端は，モルモン書を受け取った 1964 年
にさかのぼります。彼はモルモン書を読
んで感動しました。しかし，南アフリカの
ヨハネスバーグで通りを歩いていたとき
に，ある建物に末日聖徒教会の看板が出
ているのを見たのは，70 年代初めになっ
てからのことでした。マーラング兄弟は
興味をそそられ，教会についてもっと知る
ために，その建物へ入って行きました。と
ころが，当時は国の法律で許可されてい
なかったために，集会に出席することもバ
プテスマを受けることもできないと丁寧に
断られました。

マーラング兄弟はその決定を聞いて，憤
ることなく，おとなしく謙虚に受け入れま
したが，教会についてもっと多くのことを
知りたいと強く願い続けました。そこで
教会の指導者に要請しました。日曜日の
集会の間，外に座って集会の話を聞けるよ
うに，集会所の窓の一つを開けたままにし
てくださいと頼んだのです。数年間，マー
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ラング兄弟とその家族，友人たちは“窓の
外で”教会に定 期的に出席しました。
1980 年のある日，彼らは教会に出席し，
バプテスマを受けられるようになったと言
われました。マーラング兄弟にとって何と
いうすばらしい日が来たことでしょう。

後に教会は彼が住んでいたソウェトに
支部を設立しました。困難な状況にあっ
ても長年の間忠実であったマーラング兄
弟のような人々の決意と勇気，忠実さのお
かげで，これが可能になったのです。

わたしがソウェトステークを訪問したと
きにこの話をしてくれたのは，マーラング
兄弟の友人の一人でした。兄弟と同時期
に教会に入った人です。会話を終えると，
その人はわたしを抱き締めてくれました。
兄弟姉妹の皆さん，そのときわたしはあ
たかも救い主の愛の御

み

腕
うで

に抱かれている
かのような気持ちがしました。この善良
な兄弟の目には柔和な光が輝いていまし
た。優しく深い感謝の念で胸を満たして，
彼はわたしに頼みました。自分と多くの
人たちの生活が真の福音により祝福され
ていることに対する感謝の気持ちを，トー
マス・S・モンソン大管長に伝えてほしい
とのことでした。マーラング兄弟とその友
人の柔和の模範はほんとうに多くの人々，
特にわたしの人生に永続的な影響を与え
てくれたのです。

兄弟姉妹の皆さん，わたしは救い主イ
エス・キリストが柔和を示した最高の模
範であられると信じています。地上の生
活で最後の時を迎えられたときでさえそ
うでした。主は不正に告発され刑を宣告
され，十字架を背負って苦しみながらゴ
ルゴタの丘へ向かい，敵にあざけられ，の
ろわれ，主を知り奇跡を目にした多くの人
から見捨てられ，十字架にはりつけにさ
れたのです。

この上なく激しい肉体的苦痛を味わっ
た後でさえ，主は御父に向かって，柔和で
謙虚に心の底からこう言われたのです。

「父よ，彼らをおゆるしください。彼らは
何をしているのか，わからずにいるので

す。」16  キリストは肉体的にも霊的にも極
限の苦痛に耐え，わたしたちが霊的な特
性を変えて，主のように柔和になる機会を
与えてくださったのです。

イエス・キリストはわたしたちの救い主
であられると証

あかし

します。主の愛のおかげ
で，変わることが可能であると証します。
生活の中で悪い影響を拒み，怒りを抑え，
柔和になり，救い主の特質を身に付けるこ
とができるのです。主は道を示してくだ
さっています。完全な模範を示し，主のよ
うになるよう一人一人に命じておられます。
主に従い，主の模範に倣

なら

い，主のようにな
るようわたしたちは招かれています。これ
らが真実であると主の聖なる御名，イエ
ス・キリストの御名により証します。アー

メン。■

注
1. モロナイ 7：43
2. モロナイ 7：44
3. 『聖句ガイド』「柔和」の項，191 参照
4. ガラテヤ 5：22 − 23 参照 
5. ガラテヤ 5：25 
6. マタイ 5：48
7. モロナイ 10：32
8. 『わたしの福音を宣

の

べ伝えなさい ― 伝道
活動のガイド』115 −116 

9. マタイ 11：29
10. ルカ 9：23
11. ロ レ ン ゾ・ ス ノ ー，Conference Report ，

1898 年 4 月，13
12. 『歴代大管長の教え―ロレンゾ・スノー』90 
13. 2 テモテ 2：24 ― 26
14. ヘンリー・B・アイリング「聖約の下にある家

族」『リアホナ』2012 年 5 月号，65
15. 教義と聖約 112：10
16. ルカ 23：34
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これらの神権の儀式と聖約により，わ
たしたちは神により約束された満ちあふ
れる祝福を受けることができるのです。
これは救い主の贖罪のおかげで可能に
なったのです。これらの神権の儀式と聖
約を通して神の息子娘は力，すなわち神
の力を帯び 8 ，永遠の命が得られるように
なります。神の御

み

前
まえ

に戻り，神とともに神
の永遠の家族と一緒に住むようになるの
です。　

わたしは最近ホンジュラスで，4 人の女
性の家を訪問しました。この 4 人とその
家族は，神権の鍵

かぎ

と権能，神権の儀式と
聖約，神権の力と祝福を必要としていまし
た。

わたしたちは，かわいい子供が二人い
る既婚の姉妹を訪問しました。彼女は教
会に活発で，子供たちが正しいことを選
ぶように教えています。夫は彼女の教会
通いに協力的ですが，会員ではありませ
ん。強い家族ですが、さらに強固なもの
にするためには，さらに神権の祝福が必
要です。父親がバプテスマの儀式と聖霊
の賜物を受け，神権が授けられなければ
なりません。この家族には，エンダウメン
トと結び固めを通して得られる神権の力
が必要です。

次に訪問したのは，強い信仰を持つ
二人の独身の姉妹が住む家でした。片方
の姉妹には，伝道に出る準備をしている
息子がいました。もう片方の姉妹は癌

がん

の
治療を受けていました。意気消沈し，く
じけそうになるときは，二人とも救い主の
贖
あがな

いを思い起こすのだそうです。すると，
信仰と望みが胸に満ちあふれます。どち
らの姉妹も，神殿の儀式を通して得られ
るさらなる祝福と力を必要としています。
家にいる将来の宣教師とともに神殿の儀
式を受ける備えをしてくださいと二人に勧
めました。

最後に訪問したのは，最近悲惨な事故
で夫を亡くした姉妹の家でした。この姉
妹は教会に最近改宗したばかりだったた
め，自身のエンダウメントが受けられるこ

るものでもなければ，使徒や預言者だけ
に与えられるものでもありません。すべて
の忠実な男性や女性，およびキリストの福
音を十分受け入れられる年齢に達してい
るすべての子供に属するものなのです。」3

わたしたちは神殿のエンダウメントを受
ける必要があります。 M・ラッセル・バ
ラード長老はこう言っています。「男女が
神殿に行くと，彼らには二人とも同じ力が
与えられます。それは，『神権の力』と定
義される力です。……エンダウメントと
は，文字どおり力の賜物なのです。」4

わたしたちには結び固めの儀式が必要
です。これは永遠の命に導く儀式であり，

「神のあらゆる賜物の中で最も大いなるも
の」5 です。この神権の儀式は，男性と女
性が二人で一緒に受けるものです。ラッ
セル・M・ネルソン長老は「神権の権能
が回復されたのは，家族を永遠に結び固
めるためです」と教えています。6

わたしたちは聖
せい

餐
さん

を取ることにより，自
分たちの聖約を毎週新たにする必要があ
ります。末日の預言者や使徒たちは，わ
たしたちはふさわしい状態で聖餐にあず
かることによって，バプテスマの聖約のみ
ならず，「主と交わしたあらゆる聖約」7  を
新たにできるのです，と教えています。

中央扶助協会第一顧問
キャロル・M・スティーブンズ

「家族 ―世界への宣言」で，大
管長会と十二使徒定員会は次
のように宣言しています。「す

べての人は，男性も女性も，神の形に創造
されています。人は皆，天の両親から愛さ
れている霊の息子，娘です。したがって，
人は皆，神の属性と神聖な行く末とを受け
継いでいます。」1 この神聖な行く末に到
達するために，神の息子娘には神権の儀
式と聖約が必要です。

わたしたちにはバプテスマが必要です。
バプテスマの水に沈められるときに，主の
御
み

霊
たま

が常にともにあるように主の御
み

名
な

を
受け，いつも主を覚え，その戒めを守り，
最後まで主に仕えると約束します。2

わたしたちには聖霊の賜
たま

物
もの

が必要で
す。その儀式を通して，わたしたちは絶え
ず御霊を伴

はん

侶
りょ

とすることができるように
なるのです。ウィルフォード・ウッドラフ
大管長は次のように教えています。「神
の教会に入り，罪の赦

ゆる

しのためにバプテ
スマを受けたすべての男女は，啓示を受
ける権利，神の御霊を受ける権利があり
ます。それは人が自分の務めをなし，子
供を教え，子供や，自分が管理するように
召されている人々に勧告を与えるうえで助
けとなります。聖霊は男性だけに与えられ

教会員には何があるか
御存じですか
神権の儀式と聖約により，わたしたちは神により約束された満ちあ
ふれる祝福を受けることができるのです。これは救い主の贖

しょく

罪
ざい

の
おかげで可能になったのです。
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とも，夫との結び固めができることも理解
していませんでした。これらの祝福を彼
女自身と亡くなった夫のために受けること
ができると教えると，彼女の心は希望で
満たされました。神殿の儀式を通して自
分の家族が結び固められることを知った
ので，彼女にはこれから降りかかる試練
に立ち向かう信仰と決意があります。

夫を亡くしたこの女性の息子は，アロン
神権を受ける準備をしています。息子が
神権の聖任を受けると，彼女にとっても
家族にとっても，大きな祝福となるでしょ
う。家庭に神権者が誕生するのです。

ホンジュラスでこの忠実な 4 人の姉妹
に会ったとき，家族が福音に従って生活
できるよう努力している姿を見ることがで
きました。聖約を守るワードの会員が物
質面でも霊的な面でも優しく見守り，助け
てくれることに感謝していると言っていま
した。しかしながら，どの姉妹も，必要が
すべて十分に満たされているというわけ
ではありませんでした。

訪問した 3 家族でそれぞれ，賢明な神
権指導者が，一人一人の姉妹に神権の祝
福を受けたかどうかを尋ねました。答え
はいずれの場合も，「受けていません」

だったのです。どの姉妹もその日，神権
の祝福を求め，受けました。ふさわしい
神権者を通して天の御父から慰めと導
き，励ましを受けたことに対して，皆涙を
流しながら感謝の気持ちを表していまし
た。

この姉妹たちはわたしを鼓舞してくれま
した。皆，神と神の力と権能に対して敬
意を表していたのです。また，この訪問に
同行してくれた神権指導者たちにも感謝
しました。彼女たちが交わした聖約を
守って成長し，家庭を強固にするためには
儀式が必要です。この家族が儀式を受け
られるようにするにはどうしたらよいの
か，それぞれの家を後にする度に，わたし
たちは協議しました。

今
こん

日
にち

，男性と女性が神の息子娘として
互いをさらに尊重し合うこと，および，天
の御父とその神権，すなわち神の力と権
能を敬う気持ちを育

はぐく

むことの必要性が大
きくなっています。

神はわたしたちのための計画をお持ち
です。そして，わたしたちが信仰を働か
せて神の計画を信頼するならば，神を敬
う気持ちも，神の力と権能を敬う気持ちも
強くなります。
「神権を通して家族と教会を強める」と

いうテーマで行われた世界指導者訓練集
会で，わたしたちは次の教えを受けまし
た。家庭に神権者のいない姉妹たちは，
……決して孤独を感じる必要はありませ
ん。儀式を受け，聖約を守っているなら
ば，それを通して祝福と力が与えられま
す。助けが必要なときには，助けを求め
るのに躊

ちゅう

躇
ちょ

するべきではありません。
M・ラッセル・バラード長老は次のように
教えています。教会のすべての女性は，
自分には頼れるビショップや長老定員会
会長やホームティーチャーなどのふさわし
い神権者がいて，家に来て助け，そして，
ローズマリー・M・ウィクソム姉妹が言い
添えたように，「祝福を授ける」ことがで
きるということを知っておく必要がありま
す。9
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バラード長老は次のようにも教えていま
す。「天の御父は，その力を惜しみなく
使ってくださいます。すべての男女は，生
活の中でこの力から助けを得ることがで
きます。主と聖約を交わし，その聖約を尊
ぶ人は皆，個人の啓示と天使の働きの祝
福を受け，神と親しく交わることができる
のです。」10

わたしたちはだれでも，互いを必要とし
ています。神の息子には神の娘が必要で
すし，神の娘には神の息子が必要なので
す。

持っている賜物や長所は人によって異
なります。第一コリント12 章では，すべ
ての人が益を得るためには神の息子娘，
つまりわたしたち一人一人が，神の計画に
従って自分の役割や責任を果たさなけれ
ばならないということが力説されていま
す。11

神の息子である皆さんは，自分が何者
か知っていますか。自分には何があるか，
分かっていますか。神権を行使し，神権
の力と祝福を受けるにふさわしいですか。
父親として，祖父として，息子として，兄弟
として，おじとして，家庭を強固なものに
するという役割と責任を受け入れていま
すか。女性や女らしさ，母親の役割に敬
意を表していますか。

神の娘であるわたしたちは，自分が何
者か知っているでしょうか。自分には何

があるか，分かっているでしょうか。神権
の力と祝福を受けるにふさわしいでしょう
か。与えられる賜物を，感謝して潔く謹ん
で受け取っているでしょうか。母親とし
て，祖母として，娘として，姉妹として，お
ばとして，家庭を強固なものにするという
役割と責任を受け入れているでしょうか。
男性や男らしさ，父親の役割に敬意を表
しているでしょうか。

聖約を交わした息子娘として，わたした
ちは天の御父を信じる信仰と，人のため
に作られた御父の永遠の計画を信じる信
仰を持っているでしょうか。イエス・キリ
ストとその贖罪を信じる信仰があります
か。神の属性と神聖な行く末を自分が受
け継いでいることを信じていますか。そ
して，この行く末に到達して御父が持って
おられるすべてを享受できるよう努力する
過程で 12 ，神権の儀式を受け，主と聖約
を交わし，守り，更新することの重要性を
理解していますか。

わたしたちは，神から受け継いだ特質
を持った天の父母の霊の息子娘です。救
い主イエス・キリストは命をささげるほど
にわたしたちを愛してくださいました。そ
の贖いによって，わたしたちが聖なる神権
の儀式と聖約を通して天の家に戻る道を
進んで行くことができるよう道を備えてく
ださいました。

この神権の儀式と聖約は預言者ジョセ

フ・スミスを通して，地上に回復されまし
た。そして今日，モンソン大管長は，この
地上における神権のすべての鍵を持って
います。

D・トッド・クリストファーソン長老は
つぎのように教えています。「末日聖徒イ
エス・キリスト教会には，人が聖なる御子
の御名により，天の御父との聖約に入れ
るように，そのための儀式を行う神権の
権威が存在します。……神は聖約を尊ぶ
人に約束を果たし〔てくださいます〕。」13

これらのことをイエス・キリストの御名
によって証

あかし

します，アーメン。■
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尽きて灰となった経験からではなく，まだ
熱の残る経験から最高のものを学ぶため
です。そうして必要なことを学習し，最高
の経験を生かしたら，将来に目を向け，信
仰が常に将来を指し示していることを覚
えていてください。」（「最善はこれからだ」

『リアホナ』2010 年 1 月号，18）
「先を見ていなさい」という母の教えは

目に見える畑の雑草についてであって，初
期の開拓者が経験した試練に比べれば，
小さなことです。ジョセフ・B・ワースリ
ン長老は，開拓者の経験を明確に説明し
ています。「1846 年には，ミシシッピ川
沿いに築かれたあの繁栄した町から 1 万
人以上の人々が離れました。預言者であ
る指導者たちに信仰をもって，これら初
期の教会員は『美しい町』を後にして，ア
メリカ最果ての地である荒野へと足を向
けたのです。聖徒たちはその行き先を
はっきりとは知りませんでした。どのくら
いの距離を行くのかも，どれほどの期間
を旅するのかも，将来がどうなるかも知り
ませんでした。しかし聖徒たちは主と主
の僕たちに導かれているということを知っ
ていました。」（「先祖の信仰」『聖徒の道』
1996 年 7 月号，39） 

彼らは，先を見て信じることがどんなこ
とかを分かっていました。開拓者の何人
かは，その 15 年前に啓示が与えられたと
き，その場にいたのです。
「まことに，わたしはあなたがたに言う。

生きるも死ぬも，わたしの戒めを守る者は
幸いである。艱

かん

難
なん

の中で忠実な者の受け
る報いは，天の王国においてもっと大き
い。

あなたがたは，この後に起こることに
関するあなたがたの神の計画と，多くの
艱難の後に来る栄光を，今は肉体の目で
見ることができない。」（教義と聖約 58：
2 − 3）

わたしたちも先を見て信じることができ
ます。御

み

腕
うで

を広げてわたしたちを呼ばれ
る主の招きを受け入れることができるの
です。

ます。解任されて別な割り当てを与えられ
れば，喜んでその召しを受けます。先人
が知っていたように「主に仕えるに当たっ
て大切なのは，どこで奉仕するかではな
く，どのように奉仕するか」であることを
知っているからです（ J・ルーベン・ク
ラーク・ジュニア，Conference Report ，
1951 年 4 月，154）。

ですから，ステーク会長やビショップが
解任されるとき，彼は喜んで解任を受け
入れます。また，僕を通して主から「負わ
せるのがふさわしい」奉仕に召されるとき

（モーサヤ 3：19），過去の経験のために
影が薄くなったり，それまでを振り返って
奉仕は十分にしたと思ったりすることはあ
りません。「善を行うことに疲れ果て」て
いないのです。自分のしていることが

「大いなる業の基を据え」ることであると
知っており，そのための努力が人を永遠に
わたり祝福するというはっきりしたビジョ
ンを持っているからです。こうして，「小さ
なことから大いなることが生じる」のです

（教義と聖約 64：33）。
「人は熱心に善いことに携わり，多くの

ことを〔自らの〕自由意志によって行い，
義にかなう多くのことを成し遂げなけれ
ばならない。」（教義と聖約 58：27）

十二使徒定員会のジェフリー・Ｒ・ホラ
ンド長老は次のように勧告しました。「過
去はそこから学ぶものであって，生きる場
所ではありません。振り返るのは，燃え

七十人
エドワード・デュベ長老

子供のころ母と畑で働いていたと
きに，母から人生で最も大切な
教訓の一つを教わりました。朝

も遅い時間で日は昇り，わたしにはずいぶ
ん長い間二人で畑を耕したように思えま
した。わたしは手を止めて振り返り，どの
くらいできたかを見ると，母に言いまし
た。「見てよ，ずいぶんできたよ。」母の
返事はありませんでした。聞こえなかっ
たのだと思い，もう少し大きな声でまた言
いました。それでも母の返事はありませ
ん。また少し声を上げて，もう一度言いま
した。ようやく振り向いた母はこう言いま
した。「エドワード，決して振り返っては
だめよ。これからまだしなければならな
い，先を見ていなさい。」

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちがバプ
テスマのときに主と交わした，「いつでも，
どのようなことについても，どのような所
にいても，……神の証人になる」という聖
約は，終 生の 約束で す（モーサヤ 18：
9）。ディーター・F・ウークトドルフ管長
は次のように勧告しました。「バプテスマ
の水に入り，聖霊の賜

たま

物
もの

を受けた人々は，
主の弟子となる道を踏み出し，救い主に
倣
なら

って着実に，そして忠実に従うように命
じられています。」（「人生の四季」『リアホ
ナ』2013 年 9 月号，5 ） 主は 僕

しもべ

を通し
て，わたしたちを様々な召しにおいて奉仕
するように召されます。そしてわたしたち
は全力で果たす決意をもってそれに応じ

先を見て信じる
主の目には，わたしたちが何をしたのか，どこにいたのかよりも，喜
んで行こうとしている先がどこであるかが重要なのです。
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「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとにきなさい。あなたがた
を休ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへりくだった者で
あるから，わたしのくびきを負うて，わた
しに学びなさい。そうすれば，あなたが
たの魂に休みが与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷
は軽いからである。」（マタイ11：28 −30）

愛する預言者トーマス・Ｓ・モンソン大
管長ならびに大管長会顧問，十二使徒定
員会は，救いの業に携わるようわたしたち
を招きました。新しい改宗者，青少年，ヤ
ングアダルト，退職した人たち，そして専
任宣教師は，救いの業を速めるために等
しくくびきで結ばれる必要があります。

十二使徒定員会会長のボイド・K・パッ
カー会長は雄牛の荷引き競技を見に行っ
たことがあり，その経験をたとえにして次
のように話しました。「木製のそりにはセ
メントのブロックが積まれて，1 万ポンド

（4,535 キロ），つまり 4.5トンの重さがあ
りました。……雄牛がそりを 3 フィート

（91 センチ）動かせるかどうかを競う競
技 で す。 ……非常に大きい，まだらで
青っぽい灰色の，釣り合いの取れたペア
に目が留まりました。……前シーズンから
出ていた大きな青い雄牛のペアです。」

競技の結果について，彼はこう言いまし
た。「1 組，また 1 組と脱落していきまし
た。……大きな青牛のペアは上位にも入
りませんでした。小さくて目立たず，体格
も不ぞろいなペアが 3 回ともそりを動か
しました。」

この意外な結果をパッカー会長はこう説
明しています。「大きな青牛のペアは，ほ
かのペアより大きくて強く，体格もそろって
いました。しかし，この小さな雄牛のペア
はチームワークと協調性に勝

まさ

っていたので
す。ともに，まったく同時に前にぐいっと押
し，荷を動かしていました。」（“ Equally 
Yoked Together,” 1975 年 4 月 3 日に行

わ れ た 地 区 代 表 セ ミナ ー の 説 教；
Teach ing  S em ina ry :  P reserv ice 
Readings 〔2004 年〕， 30 より）

先を見て信じるなら，人々をキリストのみ
もとに招き，救いの業を速めるときに，こ
れと同じチームワークが必要です。それ
ぞれ個人の立場で，ディーター・F・ウーク
トドルフ管長の「肩を寄せ合って立ち，自
分の立っている場所で持ち上げ〔る〕」と
いう助言に従うことが必要です（「自分の
立っている場所で持ち上げる」『リアホナ』
2008 年 11 月号，53）。わたしたちの最
大の可能性は，十二使徒定員会の L・ト
ム・ペリー長老の次の見解に見いだすこ
とができます。「わたしは世界中の教会
を回っていて，多くの建設的な事柄を目に
し，驚かされています。それでもなお，わ
たしたちは一つの民としてまだ十分に可
能性を発揮しているとは言えません。必
ずしも一致協力しているとは言えないの
です。個人的な名誉や成功の方に関心が
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発見をイエス・キリストの福音に関連づ
け，娘に次のような力強い真理を話して聞
かせました。すなわち，什分の一の律法
に従った生活を送ると数多くの祝福を受
けるが，その祝福は重要でありながらもと
らえにくく，必ずしも自分たちの期待どお
りのものではないので見逃しやすい，とい
うことです。家族の収入が急に，あるい
は目に見えて増えるということはありませ
んでした。その代わり，愛にあふれる天
の御父は単純な祝福を，一見平凡に思え
る方法で授けてくださっていたのです。ベ
ドナー姉妹は，母親から教わったこの大
切な教訓，すなわち，旧約聖書のマラキ
書で約束されている，天の窓を通してわた
したちに与えられる助けについての教訓
をいつも覚えていました（マラキ 3：10 参
照）。

什分の一の律法について教え，証
あかし

する
とき，わたしたちは自分たちが受ける即座
の，劇的な，またすぐにそれと分かる物質
的な祝福を強調することがよくあります。
確かに，そのような祝福を受けることもあ
ります。しかし，この戒めに従うときに受
ける様々な祝福の中には，重要でありなが
らもとらえにくい祝福もあるのです。霊的
に注意深く観察力を働かせなければ，そ
のような祝福は識別できません（1コリン
ト2：14 参照）。

マラキが用いている天の「窓」というイ
メージは，実に教訓的です。窓がなけれ

十二使徒定員会
デビッド・A・ベドナー長老

わたしは什分の一について学んだ
二つの大切な教訓についてお話
ししたいと思います。一つ目の

教訓では，この戒めを忠実に守る個人と
家族にもたらされる祝福に焦点が当てら
れています。二つ目の教訓では，末日聖
徒イエス・キリスト教会が全世界におい
て成長するうえで什分の一が占める重要
性が強調されています。聖霊の力によっ
て，皆さん一人一人が，これからお話しす
る原則の真実性を確認できるように祈り
ます。

教訓1―重要でありながらもとらえに
くい祝福

ベドナー姉妹の母親は，信仰篤
あつ

い女性
であり，霊感あふれる主婦です。結婚当
初から，彼女は入念に家計簿をつけてき
ました。何十年も，ありふれた帳簿を使っ
て，家族の収入と支出をきちんと記録して
きました。彼女が長年にわたって集めた
情報は，広範囲に及び，大変参考になるも
のです。

ベドナー姉妹が若い女性の年代だった
ころ，彼女の母親は家計簿の情報に基づ
いて，賢明な生活と家庭管理に関する基
本的な原則を強調しました。ある日のこ
と，様々な分野の支出について家族で検
討していたとき，興味深いパターンに気づ
きました。医療費が予想していたよりも
はるかに少なかったのです。彼女はこの

天の窓
什
じゅう

分
ぶん

の一の律法に従った生活には，霊的にも，物質的にも祝福が
もたらされます。

行きすぎて，神の王国建設という共通の
目標に対する関心が薄すぎるようです。」

（「一致して神の王国を建てる」『聖徒の
道』1987 年 7 月号，38）
「人の不死不滅と永遠の命をもたらす」

（モーセ 1：39）という共通の目的でわた
したちが一致できますように。

始めから終わりまでを理解しておられ
る救い主イエス・キリストは，御自分が歩
むことになるゲツセマネとゴルゴタまでの
道をよく御存じでした。主はこう言われま
した。「手をすきにかけてから，うしろを
見る者は，神の国にふさわしくないもので
ある。」（ルカ 9：62）主の目には，わたし
たちが何をしたのか，どこにいたのかより
も，喜んで行こうとしている先がどこであ
るかが重要なのです。

ジョセフ・スミスは教会の指針となる原
則を教えました。「わたしたちの宗教の
基本原則は，使徒と預言者たちがイエス・
キリストについて立てた証

あかし

です。すなわ
ち主が亡くなり，葬られ，3 日目に再びよ
みがえって，天に昇られたことです。わた
したちの宗教に関するほかのすべての事
柄は，それに付随するものにすぎませ
ん。」（『歴代大管長の教え―ジョセフ・
スミス』49 − 50）

救い主イエス・キリストの模範に従うと
き，また，腕を直角に挙げて愛するトーマ
ス・Ｓ・モンソン大管長を行いにより支持
するとき，わたしたちは平安と慰め，喜び
を見いだし，「この終わりの時に……地の
良いものを食べる」ことを証します（教義
と聖約 64：34）。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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ば，自然の光が建物の中に差し込むこと
はできません。同様に，わたしたちが什
分の一の律法を尊ぶときに，天の窓を通
して，霊的な目覚めや永遠の見地がわた
したちの生活にあふれるほど与えられる
のです。

例えば，わたしたちが受ける，とらえにく
くても重要な祝福として，感謝という霊的
な賜

たま

物
もの

があります。この賜物があれば自
分が持っているものを正しく評価し，自分
が欲しいものに対する欲求を抑えること
ができます。感謝しない人は，尽きること
のない不満という貧困の中で苦しみます

（ルカ12：15 参照）。
わたしたちは，適切な仕事に就くため

の助けを求めて祈ることがあります。しか
し，ほかの多くの人たちが見逃すかもしれ
ない就職の機会を見いだす力を与える，よ
り優れた識別力という霊的な賜物，ある
いはほかの人の能力や意欲を上回るほど
に熱心かつ根気強く勤め口を探すため
の，より確固とした決断力という祝福に気
づくためには，信仰の目や耳（エテル 12：
19 参照）が必要です。皆さんは就職先
を望んだり，期待したりすることがあるで
しょう。しかし，天の窓を通してもたらさ
れる祝福は，ほかのだれか，あるいは何
かがきっかけとなって自分の置かれてい
る環境が変わる可能性というよりはむし
ろ，自ら行動することによって自分の環境
を変える能力が増大するという祝福なの

かもしれません。
わたしたちは，給与を引き上げてもら

い，生活必需品を十二分に供給できるよう
になるために，望みを抱き，適切な努力を
払うかもしれません。しかし，自分の内面
において，より少ないお金でより多くの必
要を満たすための霊的，物質的な能力が
高まったこと（ルカ 2：52 参照），優先順
位を決め，簡素化する能力が研ぎ澄まさ
れたこと，すでに獲得した物質的所有物
を適切に管理する能力が増し加わったこ
とに気づくためには，信仰の目や耳が求め
られます。皆さんはより多くの給与を望ん
だり，それを期待したりすることがあるで
しょう。しかし，天の窓を通してもたらさ
れる祝福は，ほかのだれか，あるいは何
かがきっかけとなって自分の置かれてい
る環境が変わる可能性というよりはむし
ろ，自分の環境を変える能力が増大する
という祝福なのかもしれません。

モルモン書に出て来る若い兵士（アル
マ 53 章；56 − 58 章参照）は，神が彼ら
を強め，敵の手から救ってくださるよう熱
心に祈りました。興味深いことに，こうし
た祈りに対して，武器が補充されるとか，
兵士の数が増えるとかいった答えは与え
られませんでした。その代わりに，これら
の忠実な兵士に与えられたのは，神が彼
らをお救いになるという保証，彼らの霊に
もたらされる平安，大いなる信仰，また神
によって解放されるという望みでした（ア

ルマ 58：11 参照）。このようにして，ヒラ
マンの息子たちは勇気を奮い起こし，敵を
打ち破ろうと固く決意し，レーマン人と戦
うために全勢力を注いで出て行きました

（アル マ 58：12 −13 参 照）。 保 証，平
安，信仰そして希望は，一見，戦う兵士が
望む祝福のようには思われないかもしれ
ません。しかし，まさしくそれらは勇敢な
若い兵士が力強く進み，肉体的にも霊的
にも勝利を得るために必要な祝福だった
のです。

わたしたちが神に成功を求めると，神
はわたしたちに肉体的，精神的な持久力
をお与えになるかもしれません。わたした
ちが繁栄を求めると，わたしたちの物の
見方を広げ，忍耐力を増し加えてくださる
かもしれません。あるいはわたしたちが
成長を願い求めると，恵みという賜物を
祝福してくださるかもしれません。わたし
たちが価値ある目標を達成しようと努力
すると，確信や自信を授けてくださるかも
しれません。肉体的，精神的，また霊的
困難からの救いを願い求めると，わたし
たちの決断力と何度でも立ち直る力を増
し加えてくださるかもしれません。

わたしは，皆さんやわたしが 什分の
一の律法に従い，それを守るならば，確
かに，天の窓が開かれ，霊的にも物質的
にも，あふれんばかりの祝福が降り注が
れると約束します（マラキ 3：10 参照）。
また，わたしたちは主の次の宣言を忘れ
てはなりません。
「わが思いは，あなたがたの思いとは異

なり，わが道は，あなたがたの道とは異
なっていると主は言われる。

天が地よりも高いように，わが道は，あ
なたがたの道よりも高く，わが思いは，あ
なたがたの思いよりも高い。」（イザヤ 55：
8 − 9）

わたしは証
あかし

します。わたしたちは霊的
に注意深く観察力を働かせれば，もっと
明確に見る目，もっと一貫して聞く耳，重
要でもとらえにくい主の方法，主の思い，
そしてわたしたちの生活における主の祝
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福をもっと十分に理解する心を授かりま
す。

教訓 2―主の方法の簡潔さ
十二使徒定員会会員として奉仕する召

しを受ける前に，わたしは教義と聖約で，
神聖な什分の一基金を監督し配分するよ
う任命されている評議会について何度も
読みました。什分の一配分評議会は啓示
によって定められ，大管長会，十二使徒定
員会，管理ビショップリックで構成されてい
ます（教義と聖約 120 章参照）。 2004 年
12 月，同評議会の集会に初めて出席する
ために準備していたとき，わたしはこれま
でに経験したことのないような学ぶ機会
があることを心から期待しました。

その評議会で経験し，感じたことを今
でもよく覚えています。個人，家族，そし
て主の教会に対する主の財政の律法に，
以前にも増して感謝するとともに畏

い

敬
けい

の
念を抱くようになったのです。末日聖徒イ
エス・キリスト教会の財政に関する基本
的なプログラムは，収入であれ，支出であ
れ，教義と聖約の 119 章と 120 章で定め
られています。これらの啓示で述べられ
ている二つの言葉から，教会の財務に関
する基本的事項が分かります。

119 章には，次のような簡潔な言葉が
記されています。すべての会員は「毎年
彼らの得る全利益の什分の一を納めるの
である。そして，これは……とこしえに彼
らにとっての永続的な律法となる，と主は
言う。」（4 節）

次に，認可を受けた什分の一の配分に
関して，主はこう言っておられます。「わた
しの教会の大管長会と，ビショップとその
評議会，ならびにわたしの高等評議会に
より構成される評議会によって，また彼ら
へのわたし自身の声によって，それが配分
されるべき時が今や来た，と主は言う。」

（教義と聖約 120：1）この啓示で言及さ
れている「ビショップとその評議会」およ
び「わたしの高等評議会」は，今

こん

日
にち

，それ
ぞれ管理ビショップリックおよび十二使徒

定員会という名で呼ばれています。こうし
た神聖な基金は，急速に成長しつつある
教会で，個人や家族を霊的に祝福するた
めに用いられています。主の聖任された
僕

しもべ

の指示に基づいて，神殿や礼拝の家の
建設および維持，伝道活動の支援，聖文
の翻訳や出版，家族歴史探究の奨励，学
校や宗教教育に対する資金提供，教会が
掲げるほかの多くの目的の達成などを
行っているのです。

世界中にある実に多くの組織や政府で
用いられている財政上の指針や管理上の
手順が複雑なのに比べて，これら二つの
啓示が明

めい

瞭
りょう

かつ簡潔なことにわたしは驚
嘆するばかりです。回復されたイエス・キ
リスト教会ほど大きな組織の実務が，こ

れほど簡潔な指示に基づいて全世界で機
能できるのは，果たしてどういう理由によ
るのでしょうか。わたしにとって，その答
えは実に簡単です。これが主の業であり，
主には御自分の業を行う力がおありになり

（2 ニーファイ 27：20 参照），救い主が御
自分の僕に霊感と指示をお与えになり，
その僕が主の導きを取り入れ，主の大義
のために働いているからです。

その最初の評議会で，わたしが感心し
たのは，わたしたちの審議と決定を導く
原則の簡潔さでした。教会の財務管理で
は，二つの基本的で一定した原則が守ら
れています。第 1 は，収入の範囲内で活
動し，収入以上の支出を避けるということ
です。第 2 に，年間収入の一部を，不測
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の事態や予期せぬ必要のための予備費と
して蓄えるということです。何十年にもわ
たって，教会は会員に，起こり得る緊急事
態に対処するために，余分な食糧，燃料，
金銭を蓄えるという原則を教えてきまし
た。教会も，一つの機関として，会員に繰
り返し教えている同じ原則に従っている
のです。

集会が進むにつれて，わたしはすべて
の教会員が次のことに気づくよう望むよう
になりました。それは主の教会の実務を
行ううえで，主御自身の方法がどれほど簡
潔かつ明瞭であり，整然として，慈愛に満
ち，力強いものかということです（教義と
聖約 104：16 参照）。それから何年もの
間，わたしは什分の一配分評議会に参加
しています。年を追うごとに，主の規範に
対するわたしの感謝と畏敬の念は増して
きました。また，そこで学んだ教訓はます
ます深みを帯びてきています。

わたしの心は，すべての国民，部族，国
語の民，民族の中にあって，この教会に集
う忠実で従順な会員に対する愛と称賛の
念にあふれています。全世界を旅するう
ちに，わたしは皆さんの希望や夢，皆さん
の異なる生活環境，皆さんの苦悩につい
て知ることができます。わたしは皆さんと
ともに教会の集会に出席し，皆さんの家
庭を何軒か訪問しました。皆さんの信仰

はわたしの信仰を強めてくれます。皆さ
んの献身を通して，わたしはますます献身
的になれます。また，皆さんの善良さと什
分の一の律法に対する従順は，わたしを
より良い男性，夫，父親，教会指導者とな
るように駆り立ててくれます。什分の一配
分評議会に参加する度に，わたしは皆さ
んのことを思い出し，考えます。皆さんが
善良かつ忠実で，自分の交わした聖約を
尊んでいることに感謝しています。

主の回復された教会の指導者は，教会
員によって奉献されたささげ物を適切に
管理するという途方もなく大きな責任を
感じています。わたしたちはやもめのレプ
タがどれほど神聖なものかを痛感してい
ます。
「イエスは，さいせん箱にむかってすわ

り，群衆がその箱に金を投げ入れる様子
を見ておられた。多くの金

かね

持
もち

は，たくさん
の金を投げ入れていた。

ところが，ひとりの貧しいやもめがき
て，レプタ二つを入れた。それは一コドラ
ントに当る。

そこで，イエスは弟子たちを呼び寄せて
言われた，『よく聞きなさい。あの貧しい
やもめは，さいせん箱に投げ入れている
人たちの中で，だれよりもたくさん入れた
のだ。

みんなの者はありあまる中から投げ入

れたが，あの婦人はその乏しい中から，あ
らゆる持ち物，その生活費全部を入れた
からである。』」（マルコ 12：41− 44）

自分の個人的な経験から，什分の一配
分評議会は，やもめのレプタの管理に関
して細心の注意を払っていることを知っ
ています。この神聖な管理の職を遂行す
るうえで，トーマス・S・モンソン大管長と
二人の顧問が優れた指導力を発揮してい
ることに感謝しています。また，御自分の
聖任された僕が，御自分に代わって義務
を果たすとき，御

み

声
こえ

（教義と聖約 120：
1 参照）と御

み

手
て

をもって主がそれらの働
きを支持してくださることに感謝していま
す。

勧めと証
什分の一を正直に納めるという行為

は，義務をはるかに超えたものです。そ
れは個人の聖

きよ

めという過程における重要
な一歩です。什分の一を納める人を，わ
たしは称賛します。

現在，什分の一の律法に従っていない
人については，自分のなすべきことをよく
考え，悔い改めるようお勧めします。この
主の律法に従うならば，天の窓が開かれ
ることを証します。どうぞ最後まで悔い
改めの日を引き延ばすことがないようにし
てください。

什分の一の律法に従った生活には，霊
的にも，物質的にも祝福がもたらされるこ
とを証します。そのような祝福は往々にし
て，重要でありながらもとらえにくいこと
を証します。また，主の教会の実務面に
はっきりと表れることですが，主の方法は
簡潔であり，わたしたちを個人として，ま
た家族として導く規範を提供してくれま
す。そのことを確信をもって申し上げま
す。わたしたち一人一人がこれらの大切
な教訓から学び，祝福を得られますよう
に，主イエス・キリストの聖なる御

み

名
な

に
よって祈ります，アーメン。■
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救い主の教会
第 1 に，この教会はイエス・キリスト御

自身によって現代に回復されました。罪
の赦

ゆる

しのためのバプテスマを施し，聖霊
の賜

たま

物
もの

を授け，地上で結ぶことを天にお
いても結ぶことなど，主の御

み

名
な

によって務
めを行う権能がこの教会にはあります。1

この教会に加わる人々は，救い主イエ
ス・キリストを愛し，救い主に従いたいと
思っています。彼らは神が再び人類に語
られることを知って，喜んでいます。聖な
る神権の儀式を受けて，神と聖約を交わ
すとき，彼らはその生活の中で神の力を感
じることができます。2  聖なる神殿に入る
とき，神の御

み

前
まえ

にいることを感じます。聖
文を読み 3 ，神の預言者の教えに従うと
き，心から愛する救い主に近づいていくの
です。

行いの伴う信仰
もう一つの理由は，善を行う機会が教

会にあるからです。
神を信じることは立派なことですが，ほと

んどの人は感動的な説教や「天の夢」4  に
耳を傾けるだけでなくそれ以上のことを
行いたいと思っています。彼らは信仰を
行いに表すことを願い，腕まくりをして，こ
の大いなる大義に携わることを願ってい
ます。

わたしたちとともに集うと，それらが実
現するのです。自分の才能や思いやり，
時間を善い行いに変える多くの機会を手
にします。世界中のどの集会所にも有給
の聖職者がいないため，会員たちは奉仕
し，教え，導く業を自分たちで行います。
彼らは霊感によって召されます。時には自
発的に，時には割り当てによって奉仕しま
す。わたしたちにとって割り当ては重荷で
なく，神と神の子供たちに仕えると喜んで
交わした聖約を守る機会なのです。

かけがえのない祝福
人々がこの教会に加わる第 3 の理由

は，キリストの弟子として生活することが

「毎週の教会の集会はどうですか。何
時間ですか。」
「毎週日曜日に 3 時間開かれます。」
「何てことだ。教会員はあなたのおっ

しゃったことをほんとうに実行しているの
ですか」と男性は言いました。
「まだまだあります。言いませんでした

が，ほかに家族歴史，青少年のキャンプ，
ディボーショナル，聖文の研究，指導者の
訓練，青少年の活動，早朝セミナリー，教
会の建物の維持管理があります。そして
御存じでしょうが，主の健康の律法があ
り，貧しい人々を助けるために毎月行う断
食，それに什

じゅう

分
ぶん

の一があります。」
男性は言いました。「少し，くらくらし

てきました。一体どうしてそのような教会
に好んで入る人がいるのですか。」

夫婦はほほえんで言いました。「そう
おっしゃると思っていましたよ。」

一体どうしてそのような教会に入る人が
いるのでしょうか。

世界中の多くの教会で信者数が減少し
ている中，末日聖徒イエス・キリスト教会
は，ほかの教会よりも小規模でありながら
も，世界で最も急速に発展している教会
の一つとなっています。 2013 年 9 月現
在，教会には全世界で 1500 万人の会員
がいます。

これには多くの理由がありますが，その
幾つかについて説明したいと思います。

大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

ある男性が夢を見ました。彼は世
界中の宗教の代表者が集って
いる大ホールにいました。それ

ぞれの宗教には魅力があり，価値がある
と思えることがたくさんあることに気づき
ました。

末日聖徒イエス・キリスト教会を代表す
る上品な夫婦に出会った彼は，こう尋ね
ました。「会員になる人にあなたがたは
どのようなことを求めているのですか。」
「わたしたちは何も求めていません。し

かし，主はわたしたちにすべてをささげる
よう求めておられます」とその夫婦は答え
ました。

夫婦はさらに教会の召し，ホームティー
チングと家庭訪問，専任伝道，毎週の家
庭の夕べ，神殿の業，福祉と人道支援活
動，教師を務める割り当てについて説明
しました。
「それらの務めを果たす人全員に報酬

を支払っているのですか」と男性は尋ね
ました。
「いいえ。自分の時間を惜しみなくささ

げているのです。」
「そのうえ，6 か月ごとに開かれる総大

会に出 席 するか 視 聴します。 そして，
10 時間に及ぶ話を聞いて週末を過ごす
のです」と夫婦は言いました。
「10 時間も話が続くのですか。」男性は

信じられないといった様子で言いました。

ともに集いましょう
どのような環境に置かれているか，どのような人生を送ってきた
か，また証

あかし

が強いか弱いかにかかわらず，教会にはあなたの居場
所があります。
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大いなる祝福につながるからです。
わたしたちはバプテスマが弟子として

歩む道の出発点に立つことであると考え
ています。日々キリストとともに歩むこと
により，この世において平和と目的を得，
来
きた

るべき世において大いなる喜びと永遠
の救いを得る道へと導かれます。

この道を忠実に歩む人は人生の多くの
落とし穴や悲しみ，悔いを避けることがで
きます。

心の貧しい者と心の正しい者は教会で
知恵の大いなる宝を見いだします。

苦しみ，悲しむ者は癒
いや

しを見つけます。
罪の重荷を負う者は赦しと自由と安息

を見いだします。

去って行った人々へ
数百万に上る人々が真理を探究した結

果，末日聖徒イエス・キリスト教会に導か
れて来ました。しかし，かつては愛した教
会を去って行った人々もいます。
「福音がそれほどすばらしいものである

としたら，なぜ去って行くのですか」と尋
ねるかもしれません。

その理由は，心を傷つけられたこと，怠
惰であったことあるいは罪を犯したことで
あったのかもしれません。実際，それほど
単純ではありません。一つの理由だけで
様々な状況をくくることはできないのです。

わたしたちの愛する会員の中には教会
をやめるべきかどうかを何年もの間悩み
続けている人たちがいます。

わたしたちの教会は個人の選択の自由
をとても大切にしています。疑問を問い
かけ，答えを探し求めた一人の少年によっ
て回復されたこの教会では，真理を心か
ら探し求める人々に敬意を払っています。
わたしたちの愛する教会とわたしたちの
見いだした真理から旅半ばで去って行く
人々を見るとき，わたしたちはひどく落胆
しますが，良心の命じるとおりに全能の
神を礼拝する個人の権利を尊重していま
す。その特権を求めるのはわたしたちも
同様です。5

答えを見いだせない疑問
過去に受けた言動に対して疑問を持

ち，その答えを見いだせずに苦しんでいる
人がいます。率直に言って，200 年に近
い教会の歴史において，霊感を受けた誉
れある神聖な出来事が絶え間なく起きて
きた一方で，人々に疑問を抱かせるような
何かしらの言動があったことは否めませ
ん。

すべての情報を手にしていないこと，も
う少し忍耐する必要があったことに起因
して，疑問が生じる場合があります。最終
的に真実がすべて明らかにされるときに，

それまで納得のいかなかったことは満足
を得られる形で解決することでしょう。
「事実」がほんとうに意味するところに

ついて意見の相違が生じる場合がありま
す。一部の人に不信を抱かせる疑問で
あっても，よく調べてみると，それがほか
の人々の信仰を築くものとなっていること
があります。

不完全な人の犯す過ち
きわめて率直に申し上げると，教会の

会員や指導者も過ちを犯すことがありま
す。教会の価値観や原則，教義と調和し
ない言動があったかもしれません。

完全な人が管理するとしたら，教会は
必ず完全であると思います。神は完全で
あられ，神の教えは純

じゅん

粋
すい

無
む

垢
く

です。けれ
ども，不完全な子供であり，過ちを犯す不
完全な人であるわたしたちを通して神は
御
み

業
わざ

を行われます。
モルモン書のタイトルページにはこのよ

うに記されています。「もし誤りがあると
すれば，それは人の犯した間違いである。
したがって，キリストの裁きの座で染みが
ないと認められるために，神にかかわるも
のを非難しないようにしなさい。」6

キリストが自ら地上を統治される完全
な日が来るまでこの状態はこれまでと同
様今後も続くことでしょう。
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残念ながら，人の犯す間違いのために
つまずく人たちがいます。しかし，それで
も，末日聖徒イエス・キリスト教会の中に
ある回復された福音の永遠の真理は，汚

けが

されることも，損なわれることも，滅ぼさ
れることもありません。

わたしは主イエス・キリストの使徒とし
て，またこの教会の評議会と働きを直接
見てきた者として，厳粛に証します。この
教会またはその会員に重大な影響を与え
る決定が，永遠の御父に霊感と導き，承
認を熱心に求めることなしに行われるこ
とは決してありません。この教会は，イエ
ス・キリストの教会です。神はこの教会
が定められた道を外れることをお許しに
なりませんし，神の目的が達せられないこ
ともありません。

あなたの戻る場所がある
教会から離れている方々に申し上げま

す。皆さんはわたしの愛する友です。教
会にはまだあなたの戻る場所があります。

来て，あなたの才能や賜物，力を貸して
ください。それによってわたしたち全体
が良くなるのです。
「わたしの抱えている疑問はどうなるの
ですか」と尋ねるかもしれません。

疑問を持つのは自然なことです。率直
な疑問という種は発芽して，理解という大
木に育つことがしばしばあります。重大
な疑問や慎重に扱うべき疑問について真
剣に考えたことのない教会員がまれにい
ます。教会の目的の一つは，時にはそれ
が猜

さい

疑
ぎ

心や疑念という荒れ地にまかれた
種であるとしても，信仰の種を養い育てる
ことです。信仰とはまだ見ていない真実
のことを待ち望むことです。7

ですから，愛する兄弟姉妹，愛する友人
の皆さん，自分の信仰について疑いを持
つ前に，その疑いを疑ってみるよう心から
お願いします。8  疑念のとりこになって，神
の愛や平安，主イエス・キリストの信仰の
もたらす賜物を遠ざけてしまうことのない
ようにしなければなりません。

このように言う人がいるかもしれませ
ん。「わたしはどうしても教会の人たちに
溶け込めません。」

もしあなたがわたしたちの心をのぞき
込むことができるとすれば，恐らく，意外
に溶け込みやすいことが分かると思いま
す。あなたと同じようにわたしたちもあこ
がれを持ち，もがき苦しみ，希望を抱いて
いることを知って驚くことでしょう。あな
たの生い立ちや受けた教育は多くの末日
聖徒のそれと異なるかもしれません。し
かしそれが祝福となることがあります。
兄弟姉妹，そして愛する友人の皆さん，わ
たしたちはあなたにしかない才能と物の
見方を必要としています。世界中に様々
な個人とグループを持っていることがこ
の教会の強さなのです。
「わたしはあなたがたの標準を守れる
とは思えない」と言う人がいるかもしれ
ません。

だからこそ来ていただきたいのです。
教会は不完全な人，悩み苦しんでいる人，
疲れ果てている人を強めるためにありま
す。戒めをすべて守ることがまだできな
くても，守りたいと心から望んでいる人が
大勢います。
「わたしは言行の一致しない教会員を
知っていますよ。あのような人のいる教
会に入りたいとは思いません」と言う人

がいるかもしれません。
もしあなたが言行不一致を自分の信じ

ていることに完全に従っていないという
意味でおっしゃっているなら，わたしたち
は皆言行が一致していません。わたした
ちが本来あるべき姿と考えているキリスト
のような人物になり得ている人はいませ
ん。けれども，わたしたちは欠点や罪を
犯してしまう性癖を克服し，イエス・キリ
ストの贖

あがな

いの助けによってより善い人物に
なることを心から願っています。

もしあなたがこれらのことを望んでい
るなら，どのような環境に置かれている
か，どのような人生を送ってきたか，また
証が強いか弱いかにかかわらず，教会に
はあなたの居場所があります。ともに集
いましょう。

ともに集いましょう
わたしたちは人間として不完全ですが，

それでもあなたはこの教会の会員の中に
世界中でもえり抜きの人物をたくさん見つ
けられるはずです。イエス・キリストの教
会は親切な人や思いやりのある人，正直な
人や勤勉な人を引き寄せるようです。

教会で完全な人を見つけようとすると，
失望を味わうことでしょう。けれども，
キリストの純粋な福音，「傷ついた心を
癒す」9  神の御

み

言
こと

葉
ば

，聖霊の聖
きよ

めの力を

グアテマラ，グアテマラシティー
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求めるのであれば，それらを見いだすこと
でしょう。信仰心が薄れていくこの時代
に，非常に多くの人が神の愛との隔たりを
感じているこの時代に，神とあなたのよう
な隣人に仕えることによって，救い主を知
り救い主に近づこうとしている人々を教会
の中に見いだすことでしょう。ともに集い
ましょう。

あなたがたも去ろうとするのか
救い主の生涯の中で多くの人が主を見

捨てたときのことを思い出します。10  イエ
スは十二弟子に尋ねました。
「『あなたがたも去ろうとするのか。』
シモン・ペテロが答えた，『主よ，わたした

ちは，だれのところに行きましょう。永遠の
命の言

ことば

をもっているのはあなたです。』」11

わたしたちは同じ質問を問いかけなけ
ればならないときがあります。わたしたち
も去ろうとするのですか。それとも，ペテ
ロのように永遠の命の言葉にしっかりと
つかまっていますか。

もしあなたが真理や意義深いこと，信
仰を行いに表す方法を探しているのであ
れば，もし身を寄せる場所を見つけようと
しているのであれば，ともに集いましょう。

かつては受け入れていた信仰から離れ
ているならば，また戻って来てください。
ともに集いましょう。

あきらめようとする誘惑に駆られている
のであれば，もう少しだけとどまってくださ
い。ここにはあなたの居場所があります。

この話に耳を傾けている，あるいは読
んでいるすべての人にお願いします。とも
に集いましょう。柔和なキリストの呼びか
けに聞き従いましょう。自分の十字架を
負って，主に従いましょう。12

ともに集いましょう。金銭に代えられな
い貴いものがここにあるからです。

永遠の命の言葉と平安の道，祝福され
た贖いの約束，平安と幸福への道がこの
教会にあることを証します。

真理を探し求めることによって，ともに
集う望みを持つことができるように心から
願っています。イエス・キリストの聖なる
御名により，アーメン。■

注
1. マタイ 16：18 −19； ヒラマン 10：7 参照
2. 教義と聖約 84：20 参照
3. 2 ニーファイ 33：10 参照
4. 「今日われ善きことせしか」『賛美歌』137 番

参照
5. 信仰箇条 1：11 参照
6. 『モルモン書』のタイトルページ；モルモン 8：

17 参照
7. ヘブル 11：1；アルマ 32：21 参照
8. F・F・ ボ ズ ワ ー ス， Christ the Healer

（1924 年），23 参照
9. モルモン書ヤコブ 2：8
10. ヨハネ 6：66 参照
11. ヨハネ 6：67− 68
12. マタイ 16：24 参照
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大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長による提示

の働きに対して感謝の意をお伝えします。
これらの兄弟たちの卓越した働きに対

して，わたしたちとともに感謝を示してく
ださる方は，その意を表してください。

わたしたちは次の方々を新しい地域
七十人として支持するよう提議します。フ
リオ・A・アングロ，ピーター・F・エバン
ズ，ジェナディー・N・ポドボドブ。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方。
わたしたちは，中央若い男性会長会第

二顧問としてランドール・L・リッドを支
持するよう提議します。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方はその意を表してください。
そのほかの中央幹部，地域七十人，中

央補助組織会長会を現在のまま支持する
よう提議します。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方はその意を表してください。
兄弟姉妹の皆さん，皆さんの賛意の表

明と変わらぬ信仰と献身，そしてわたした
ちのための祈りに感謝します。■

わたしたちは預言者，聖見者，啓
示者，末日聖徒イエス・キリスト
教会の大管長としてトーマス・

スペンサー・モンソンを，大 管長 会 第
一顧問としてヘンリー・ベニオン・アイリ
ングを，大管長会第二顧問としてディー
ター・フリードリッヒ・ウークトドルフを
支持するよう提議します。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方がいれば，その意を表してく

ださい。
十二使徒定員会会長としてボイド・ケネ

ス・パッカーを，また同定員会会員として，
ボイド・K・パッカー，L・トム・ペリー，
ラッセル・M・ネルソン，ダリン・H・オー
クス，M・ラッセル・バラード，リチャー
ド・G・スコット，ロバート・D・ヘイルズ，
ジェフリー・R・ホランド，デビッド・A・
ベドナー，クエンティン・L・クック，D・
トッド・クリストファーソン，ニール・L・ア
ンダーセンを支持するよう提議します。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方がいれば，その意を表してく

ださい。
大管長会顧問と十二使徒を預言者，聖

見者，啓示者として支持するよう提議しま
す。

賛成の方はその意を表してください。
反対の方がいれば，その意を表してく

ださい。

わたしたちはジョン・B・ディクソン長
老，ポール・E・コーリカー長老，F・マイ
ケル・ワトソン長老を七十人第一定員会
会員から解任するよう提議します。

わたしたちはケント・D・ワトソン長老
を七十人第二定員会会員から解任するよ
う提議します。

同様にわたしたちは，地域七十人として
の奉仕から解任となったセザール・H・
フッカー長老とクレーグ・T・ライト長老

土曜午後の部会 ―2013 年10月 5日

教会役員の支持
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周囲に大勢いると言える確証があります。
モロナイもまた，現代の悪について語

り，こう警告しました。
「これらのものがあなたがたの中に起

こるのを見るときに，自分たちがひどい状
態にいるという意識に目覚める……。

そこでわたしモロナイは，これらのこと
を書き記すように命じられている。このこと
によって，悪がなくなるようにするためであ
り，またサタンが人の子らの心を支配する
力を持つことなく，彼らが絶えず善を行う
ように促されてあらゆる義の源に来て，救
われる時が来るようにするためである。」3

現代について述べたパウロとモロナイの
言葉はあまりにも正確なので，無視するこ
とはできません。多くの人は非常に心配
し，落胆さえするでしょう。それにもかか
わらず，わたしは将来について考えるとき，
前向きで楽観的な気持ちに満たされます。

パウロの啓示の中には，困難な問題が
並べ立てられていますが，同時にわたした
ちが自分を守るためにできることも述べ
られています。
「あなたは，自分が学んで確信している

ところに，いつもとどまっていなさい。あ
なたは，それをだれから学んだか知って
おり，

また幼い時から，聖書（訳注─「聖
文」の意）に親しみ，それが，キリスト・イ
エスに対する信仰によって救

すくい

に至る知恵
を，あなたに与えうる書物であることを
知っている。」4

聖文は霊的な守りを受けるための鍵を
教えています。すなわち，神の子供一人
一人に救い主，贖い主であるイエス・キリ
ストへの証

あかし

をもたらす教義や律法，儀式
が書かれています。

長年にわたる準備を経て，脚注や参照
聖句の付いた聖典をあらゆる言語で出版
するために多大な努力が払われてきまし
た。聖文を学びたいと思うすべての人が
入手できるように願っています。聖文はわ
たしたちに，どこへ行き，何をするべきか
を教えてくれます。また，希望と知識を与

神聖を汚す者，
無情な者，融和しない者，そしる者，無

節制な者，粗暴な者，善を好まない者，
裏切り者，乱暴者，高言をする者，神よ

りも快楽を愛する者，
信心深い様子をしながらその実

じつ

を捨て
る者となるであろう。こうした人々を避け
なさい。」1

また，パウロはこのように預言しました。
「悪人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わさ
れて，悪から悪へと落ちていく。」2

これらの聖句は，どのような行動様式を
避けるべきかを示す警告です。わたした
ちは常に用心し，熱心に努力しなければな
りません。以上の預言を一つ一つ読み直
し，今日の世の中に当てはまる重大な問題
として注意を向けるようにしましょう。

苦難の時代─これは現代を指しま
す。わたしたちは非常に危険な時代に生
きています。

金を愛する者，大言壮語する者，高慢な
者─そのような人は，周囲にも，わたし
たちの中にもいます。

神をそしる者，親に逆らう者，恩を知ら
ぬ者，神聖を汚す者，無情な者─このよ
うな人もよく見受けます。

融和しない者，そしる者など─すべて

十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長

先日，わたしは神殿で若い夫婦の
結び固めを執り行いました。こ
の夫婦はふさわしさを保ってこ

のすばらしい日を迎えました。この日，息
子あるいは娘として子供時代を過ごした
家を離れ，夫婦になったのです。二人は
清く汚

けが

れのない状態でこの神聖な機会に
臨みました。時がたてば，天の御父がお
定めになった規範に従って，自分たちの
子供を育てることになるでしょう。この夫
婦と子孫が幸福になれるかどうかは，救
い主がお定めになって主の聖文に説明さ
れている標準に従って生活するかどうか
にかかっているのです。

今
こん

日
にち

の親たちは子供を育てるうえで安
全な場所などあるだろうかといぶかしく
思っています。安全な場所はあります。
それは福音を中心とした家庭です。この
教会では家族に重点を置いており，義に
かなって子供を育てるよう親である皆さん
に勧めています。

使徒パウロはこのように預言し，警告し
ました。「終

おわ

りの時には，苦難の時代が
来る。

その時，人々は自分を愛する者，金を愛
する者，大言壮語する者，高慢な者，神を
そしる者，親に逆らう者，恩を知らぬ者，

霊的な守りを
受けるための鍵

か ぎ

聖文を読み，その中で教えられている守りと贖
あがな

いの約束の扉を開
ける人は皆，心に平安を得ることでしょう。
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えてくれます。
何年も前，七十人の S・ディルワース・

ヤング長老から，聖文を読むことについて
教訓を学びました。あるステークが，会員
たちの間に広がった不安と問題の解消に
悪戦苦闘しており，助言を与える必要があ
りました。

わたしはヤング会長に尋ねました。「何
と言えばよいでしょうか。」

会長はただこう答えました。「聖文を読
むように言ってください。」

わたしは聞きました。「どの聖文ですか。」
会長は言いました。「どれでもかまいま

せん。例えば，モルモン書を開いて，読み
始めるように言ってください。間もなく平
安な気持ちと霊感が訪れ，おのずと事態は
解決へと向かうでしょう。」

聖文を読むことを日常生活の一部にし
てください。そうすれば，祝福が与えられ
るでしょう。聖文の中には警告の声もあ
りますが，力強い励ましもあります。

最初のうち，聖文の言葉遣いがなじみ
の薄いものに思われるとしても，読み続け
てください。そのうち聖文は美しく力強い
ものであると感じるようになるでしょう。

パウロはこう述べています。「聖書（訳
注─「聖文」の意）は，すべて神の霊感

を受けて書かれたものであって，人を教
え，戒め，正しくし，義に導くのに有益で
ある。」5

この約束を自分で試してみるとよいで
しょう。

わたしたちは危険な時代に生きていま
す。しかしながら，自分と家族のために
希望と平安を見いだすことができます。悲
しみに暮れ，この世の力により子供を奪
われ，そこから救い出す可能性に絶望し
ている人がいたら，決してあきらめてはな
りません。「恐れることはない。ただ信じ
なさい。」6 義は悪よりも強いのです。

幼いうちから聖文を理解するように教
えられた子供は，歩むべき道を知るように
なり，その道から外れない傾向がいっそ
う強いようです。たとえ道を外れても，戻
る力を与えられ，助けを受けて，帰る道を
見いだすことができます。

モーサヤの息子たちは一時期，教会に
背きましたが，後に悔い改めて，劇的な変
化を遂げました。アルマ書にはこうありま
す。「モーサヤのこの息子たちは……正
しい理解力を備えた人々であり，また神の
言葉を知るために聖文を熱心に調べてき
たので，すでに真理を深く知るようになっ
ていた。」7

ジョセフ・F・スミス大管長は父親のハ
イラムがカーセージの監獄で殺されたと
き，6 歳でした。後に，ジョセフは残され
た母親と一緒に大平原を渡りました。

15 歳のとき，ハワイへ伝道に召されま
した。自信をなくし，孤独感に襲われた
彼はこう言っています。「重荷に押しつぶ
されそうでした。……貧しく，知性も知識
もない，ただの少年にすぎない自分を惨
めに感じました。〔だれの〕顔もまともに
見られない状態でした。」

ある晩，自分が置かれた困難な状況に
ついて思い巡らしていると，若いジョセフ
は夢を見ました。夢の中で彼は旅をして
いて，できるだけ速く歩いていました。小
さな包みを抱えていました。やがて目的
地の立派な邸宅に着きました。近づくと，

「浴室」と書かれた表示があります。急い
で中へ入り，体を洗いました。持っていた
小さな包みを開けると，清潔な白い服が
入っていました。「長いこと見たことのな
かったものだ」と言ってその服を着ると，
邸宅の扉へ急いで向かいました。

ジョセフはこう述べています。「ノック
すると，扉が開きました。そこに立ってい
たのは預言者ジョセフ・スミスでした。
彼は少し非難するようにわたしを見ると，
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開口一番こう言いました。『ジョセフ，遅
かったね。』でもわたしは自信をもって言
いました。
『はい，でもわたしは清く，汚れがありま

せん。』」8

このことはわたしたち一人一人にも当て
はまります。

もしあなたが信仰の道を歩み，教会に
活発なら，その道をそれずに歩み，聖約を
守ってください。そして，主の祝福があな
たのものとなり，聖霊の力が生活に大きな
影響を与えるようになるまで，前進を続け
てください。

もしあなたが現在，聖文に示されてい
る道から外れているなら，必ず戻る道が
あります。

イエス・キリストは，わたしたちが悔い
改めて生活の中に癒

いや

しを見いだすために，
非常に分かりやすい方法を示してください
ました。個人の祈りを通して赦

ゆる

しを求め
ることにより，たいていの過ちを正すこと
ができるのです。しかし，特定の霊の病，
特に道徳的な律法を犯した場合には，霊
の病を癒す資格のある医者の助けと治療
がどうしても必要です。

数年前，ある若い女性と高齢の父親が
わたしの執務室にやって来ました。父親
が感じてきた罪悪感からの救いを求めて，
数百キロも遠くから一緒に来たのです。
父親は若いころに重大な過ちを犯し，年
を取るにつれてその記憶がよみがえってき

ました。罪悪感をぬぐい去ることができ
ませんでした。昔に戻って若いころの問
題を自分独りで取り消すことはできなかっ
たのです。しかし，今いる場所から出発
し，助けを受けて，長年にわたり抱えてき
た罪悪感を消し去ることができました。

とても喜ばしいことに，わたしがモルモ
ン書から原則を教えると，彼はあたかも
大きな重荷を肩から下ろしたようでした。
娘さんと一緒に遠距離の帰路に就くとき，
その高齢の男性は過去の罪に対する罪悪
感から解き放たれていました。

もし皆さんが「自分たちがひどい状態
にいるという意識に目覚める」9 ならば，
そして霊的な健全さを取り戻したいと望
むなら，ビショップと面接してください。
彼は鍵を持っており，悔い改めの道に
沿って助けることができます。

悔い改めは個人的に取り組むものであ
り，赦しも個人に与えられます。主がお求
めになるのは，ただ罪から離れることで
す。そうすれば，「〔主は〕 彼らの不義をゆ
るし，もはやその罪を思わない」のです。10

悔い改めの過程を終えると，贖
しょく

罪
ざい

に関
するイザヤの約束の意味が分かるように
なります。「さあ，われわれは互

たがい

に論じよ
う。たといあなたがたの罪は緋のようで
あっても，雪のように白くなるのだ。紅の
ように赤くても，羊の毛のようになるの
だ。」11

黒板にチョークで書いた文字を消すこ

とができるように，真心から悔い改めるな
らば，イエス・キリストの贖罪を通して，背
きの結果を消し去ることができるのです。
この約束はどのような状況にも当てはまり
ます。

福音はわたしたちに，幸せになり，恐れ
ではなく信仰を抱き，希望を見いだして絶
望を乗り越え，闇

やみ

を離れて永遠の福音の
光に向かって進むように教えています。

パウロやほかの預言者は，現代および
将来の試練について警告しています。し
かし，聖文を読み，その中で教えられてい
る守りと贖いの約束の扉を開ける人は皆，
心に平安を得ることでしょう。救い主イエ
ス・キリストに心を向け，旧約聖書，新約
聖書，モルモン書，教義と聖約，高価な真
珠に記された主の教えを学ぶよう，すべて
の人に勧めます。

わたしたちが霊的な守りを受けるうえ
で，聖文が重要な鍵であることをはっきり
と証します。また，イエス・キリストの贖罪
が持つ癒しの力について証するとともに，

「すべての者が，彼によって救われる」12 

こと，確かに救われることを証します。主
の教会が再び地上に設立されました。福
音が真実であることを証します。わたしは
主の証人です。イエス・キリストの御

み

名
な

に
より，アーメン。■

注
 1. 2 テモテ 3：1－ 5
 2. 2 テモテ 3：13
 3. エテル 8：24 ，26
 4. 2 テモテ 3：14 －15
 5. 2 テモテ 3：16
 6. マルコ 5：36
 7. アルマ 17：2
 8. ジョセフ・F・スミス，Gospel Doctrine，第

5 版（1939年），542
 9. エテル 8：24
 10. エレミヤ 31：34
 11. イザヤ 1：18
 12. 教義と聖約 76：42

パナマ，パナマシティー
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くさんいますが，中でもアンナ・デインズと
いう人がそうです。アンナは夫のヘンリー
と4人の子供とともに，アメリカ合衆国
ニュージャージー州の教会の開拓者に数
えられています。 1930年代の初めにヘン
リーがラトガーズ大学の博士課程の学生
であったころ，彼はアンナと一緒に，自分
たちの住むメタッチェンの学校や市民の
組織のために精力的に働いていました。
モルモンに対する根強い反感を克服し，
子育てに励むあらゆる親のために地域社
会をより良い場所にしようとしたのです。

例えばアンナはメタッチェンの YMCA
でボランティアをしていて，組織にとって
は欠か せない存 在となっていました。
1 年もしないうちに母親の組織から会長
に指名され，「さらに YMCA の理事会で
女性が就任する 3 つの役職のうちの 1 つ
に立候補するよう要請を受けました。彼
女は反対もなく当選しました。こうして，
ほんの数年前まで末日聖徒がその建物に
集まることも拒否していた，まさにその理
事会の一員となったのです。」2

わたしの家族は，わたしがまだ 10代の
ころ，ニューブランズウィックワードの地
域へ引っ越しました。デインズ姉妹はわ
たしに関心を寄せてくれ，わたしの能力や
可能性を信じている，と度々言ってくれま
した。そのためにわたしは，彼女の励ま
しがなければ決してできなかったような
高い目標に到達することができたのです。
かつて彼女から思慮深い，時宜にかなっ
た警告を受けたために，後々後悔するよ
うな事態を避けられたということもありま
す。彼女はもうこの世にはいませんが，ア
ンナ・デインズの影響力は今なお，彼女の
子孫の生活の中で感じられ，影響を及ぼ
し続けています。それはそのほか無数の
人の生活でも，わたし自身の生活でもまっ
たく同じです。

わたしの祖母のアデナ・ウォーニック・
スウェンセンも，わたしに誠実に神権の奉
仕をするようにと教えてくれた人です。聖

せい

餐
さん

のパンと水の祝福の言葉を暗記するよ

のことを思い出します。メキシコに住む教
会の姉妹たちの多くは，本人も気づいてい
ないのではないかと思うほどとても自然
に，神を信じる信仰によって生活に恵みを
もたらしています。その若い母親もそんな
女性の一人でした。この美しい女性は，善
良さから醸

かも

し出される道徳の力を輝かせ
ていて，そのため周りは皆感化され，善い
ことをしようとしました。夫とともに，より
大切なもののために，数多くの楽しみや持
ち物を，見たところためらうことなく犠牲
にしてきました。人を高めたり，柔軟に対
応したり，子育てとバランスを取ったりす
るという偉業を成し遂げる彼女の能力は，
まさに超人的でした。求められることは
無数にあり，繰り返し単純な作業を行わ
なければならないことがしばしばでした
が，心にはいつもすばらしい平安がありま
した。神の業に携わっているという思い
がありました。救い主と同様，奉仕と犠牲
によって人に祝福をもたらすことが，彼女
を気高い存在にしていたのです。その女
性はまさに愛の化身でした。

わたしは女性の及ぼす道徳上の影響力
によって大いに祝福を受けてきています。
特に母と妻からはそれが言えます。ほか
にも感謝の思いをもって振り返る女性はた

十二使徒定員会
D・トッド・クリストファーソン長老

有史のはるか以前から，社会は道
徳のあり方を女性の力に依存し
てきました。女性が支える道徳

の基盤は，社会において前向きな影響を
及ぼしてきただけではありません。広く社
会全体にとって何より有益であることを立
証してきました。恐らく，それがあまりに
も浸透しているために，女性が貢献してき
たことが十分に評価されてはいません。
わたしは善良な女性の影響力に感謝をお
伝えしたいと思いますし，女性の強さや立
場を脅かす考え方や傾向を幾つか指摘し
て，女性の心の中に存在する，生まれなが
らの道徳の力をさらに養うようにお願いし
たいと思います。

女性はある美徳を持ってこの世に生ま
れて来ます。その神聖な賜

たま

物
もの

によって，女
性は信仰，勇気，共感，優雅さといった特
質を，人間関係にも文化にも少しずつ注ぎ
込むことに熟達しています。テモテを「偽
りのない信仰」を持っていると褒めたパウ
ロは，その信仰が「まずあなたの祖母ロイ
スとあなたの母ユニケに宿ったものであ

〔る〕」と記しています。1

何年か前，メキシコに住んでいたころ，
わたしはパウロが言ったことの意味を実
感する機会がありました。ある若い母親

道徳に及ぼす
女性の力
皆さんは直観的に善いことを行い，良い人になろうとしています。
皆さんが聖なる御

み

霊
たま

に従うとき，道徳の力と影響力は増します。
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うわたしを励まし，また，どのように言った
ら理解も思いも込められるか，説明してく
れました。ステークの祝福師だった祖父
を祖母がどう支えるか見てきたわたしの
心には，神聖なものに対する敬意が育

はぐく

ま
れました。スウェンセンおばあちゃんは最
後まで車の運転の仕方は知りませんでし
たが，男の子たちが神権者らしくなれるよ
うに助ける方法を知っていたのです。

道徳に及ぼす女性の影響力がどこより
も力強く感じられ，有益に使われるところ
は，家庭をおいてほかにありません。伝
統的な家族以上に次世代を育てる環境と
してふさわしいところはありません。そこ
では父親と母親が心を一つにして子供を
養い，教え，育てています。この理想的な
環境が存在しないところでは，人々はそれ
ぞれ状況に合わせて最善を尽くし，その
恩恵に浴することができるよう努めてい
ます。

どのような状況にあろうとも，母親なら
ほかのだれにもできない，ほかの人間関
係ではできない影響力を発揮することが
できます。母親の模範や教えの力によっ
て，息子は女性を尊敬するようになり，自
分自身の生活にも規律と高い道徳の標準

を取り入れるようになります。娘は美徳を
養うことを覚え，たとえ賛同者がいなくと
も，繰り返し繰り返し，正しいことを貫こう
とします。母親が愛を抱き，高い期待を
抱いていると，子供も言い訳なしで責任を
もって行動し，教育や個人の資質を伸ば
すことにまじめに取り組み，周りの皆の福
利のために絶え間なく貢献するようになり
ます。かつてニール・A・マックスウェル
長老がこう言ったことがあります。「人類
の真実の歴史がすべて明らかにされると
き，脚光を浴びるのは砲火の響きでしょう
か，それとも子守歌の調べでしょうか。軍
人の停戦条約でしょうか，それとも家庭
や地域社会で女性たちが作り出す平和で
しょうか。議会の出来事よりも，ゆりかご
や台所の出来事にいっそうの抑止力があ
ることを知ることでしょう。」3

最も神聖なものは，命の創造に果たす
女性の役割です。わたしたちは自分の肉
体が神聖な起源を有しており，4 神の日の栄
えの王国で最も高い領域に入るためには，
肉体の誕生とともに霊の再生も経験しな
ければならないことを知っています。5 そ
のため女性は，「人の不死不滅と永遠の
命をもたらす」6 神の業と栄光に（時には

自身の命を危険にさらしながらも）欠か
すことのできない役割を果たします。祖
母として，母として，模範を示す者として，
女性は命の源泉の守り手であり続けてい
ます。それぞれの世代に性的に清くある
ことの重要性を教え，結婚前は純潔を守
り，結婚したら貞潔を守るようにと教えま
す。このようにして，女性は社会を啓発す
る影響力となっています。女性は男性の
最も優れた点を引き出してきましたし，
しっかりした元気な子供を育てるための
健全な環境をずっと絶やさずにいます。

姉妹の皆さん，わたしは皆さんを過度
に称賛するつもりはありません。時々，母
の日の話では，そういう言葉で姉妹たち
の居心地を悪くしているようです。皆さん
は完全な人である必要はありませんし，7 

わたしも皆さんが完全であると言うつもり
もありません。（ただちょうど今近くに座っ
ている妻だけは例外かもしれませんが。）
つまり，わたしが言いたいことは，皆さん
が独身であろうと既婚であろうと，あるい
は子供を産んでいてもいなくても，さらに
年を取っていようが若かろうがその間で
あろうが，道徳に及ぼす皆さんの力はきわ
めて大きなものであり，そして，恐らくわた
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したちは皆さんと皆さんの影響力を当然
のことのように思い始めているということ
です。皆さんの影響力を弱めよう，それど
ころかなくしてしまおうと考える傾向ある
いは勢力があることは間違いありません。
それによって個人や家族，社会全体が大
きな損失を被ろうとしています。注意点と
して，また警告として，3 つ挙げてみま
しょう。

道徳に及ぼす女性の影響力を揺るがす
危険な考え方とは，結婚に重きを置かず，
母親の務めや家事に立派なキャリアとし
ての価値を認めようとしない考え方です。
家事はまったくの屈辱であると見なし，母
親の務めや家事は女性の名誉を傷つけ，
子育ての際限のない負担は搾取の一形態
であると主張する人がいます。8 そのよう
な人たちは，キャリアとしてのいわゆる

「母親コース」をあざ笑います。これは公
平なことでも，正しいことでもありません。
わたしたちは，いかなる立派な努力やキャ
リアの中であれ女性や男性が達成するこ
とについて，その価値を過小評価するつ
もりはありません。わたしたちもそうした
功績の恩恵を受けています。それでもわ
たしたちは，結婚した男女の母親の務め，
父親の務めに勝るものはないと理解して
います。それ以上のキャリアはありません
し，どれだけお金を積み，権威や名声を
得ようとも，家族として受ける究極の報い
以上のものはないのです。一人の女性が
ほかにどのようなことを成し遂げようとも，
道徳に及ぼす女性の影響力が家庭以上
に適切に働く場はありません。

人間の性に対する考え方が，様々な場
面で，女性の持つ道徳の力を脅かしてい
ます。個人や社会の都合に合わせて堕胎
が行えるという考え方は，女性の最も神
聖な力の核心部分に大きな衝撃を与え，
女性の持つ道徳の力をも破壊します。性
的な不道徳という点でも，露出の多い服
装という点でも同じことが言えます。そう
したものは女性の品性を落とすだけでな
く，性的な魅力にこそ女性の価値がある

とするうそを上塗りしているのです。
長い間文化的な「二重の基準」という

ものが存在してきました。それによれば，
女性には性的に控えめであることを期待
しながら，男性の不道徳は大目に見られ
ます。そのような「二重の基準」が不公平
であることは明らかですので，批判され，
拒否されてきたのは当然のことです。そ
のように拒否する以上，男性に立ち上がっ
てもっと気高く揺るぎない標準を確立す
るよう願うのも当然のことでした。しかし，
まったく逆のことが起きました。「二重の
基準」によって男性に不品行が助長され
たように，女性も少女も，同じように不品
行が奨励されているのです。かつては女
性の高い標準を維持するために，男性の
側が決意し責任を引き受けることがどうし
ても必要でした。しかし今では，道義心
もない性的な関係や父親のいない家族が
存在し，貧困は深刻さを増しています。女
性にも等しく不品行を認めることは，女性
の道徳的影響力を奪い，社会全体の品位
を引き下げることにほかなりません。9 こ
のむなしい取り決めの中で，「性的に解放
された」のは男性であり，最も苦しんでい
るのは女性と子供です。

わたしが心配する 3 番目の分野は，男
女平等という名の下に，男性と女性の違
いをことごとく消してしまおうとする人々
のことです。こうした人々は多くの場合，
女性に圧力をかけて，もっと男性的な特
徴を身に付けるように求めます。もっと攻
撃的で，屈強で，譲らない姿勢を要求しま
す。現在では，映画でもコンピューター
ゲームでも，女性がひどく暴力的な役を演
じることが珍しくありません。女性の振
る舞いが人の死や破壊行為を引き起こす
のです。そのような役柄の男性を見るの
も心痛むことですが，女性が暴力を働き，
それに苦しむのを見るのも，同様に心が
痛みます。

かつて中央若い女性会長を務めたマー
ガレット・D・ナドールはこう教えました。

「世には強情な女性は十分います。必要

なのは心の優しい女性です。粗暴な女性
は十分います。必要なのは思いやりのあ
る女性です。無礼な女性は十分います。
必要なのは品のある女性です。名声と財
産を手にしている女性は十分います。必
要なのは信仰の篤

あつ

い女性です。貧
どん

欲
よく

はも
う十分です。もっと慈しみが必要です。
うぬぼれももう十分です。もっと徳が必
要です。流行ももう十分です。もっと清さ
が必要です。」10 男女の境界があいまいに
なると，わたしたちは男性と女性が授か
る，まったく異なった，互いを補い合う賜
物を失うことになります。男女の賜物は
一緒になって，より偉大な統一体を作り
出すものなのです。

今
きょう

日，女性や少女の皆さんにわたしが
訴えたいことは，皆さんの内にある道徳
の力を守り，養っていってほしいというこ
とです。皆さんがこの世に来るときに
一緒に持って来た，徳やかけがえのない
賜物を守り通してください。皆さんは直
観的に善いことを行い，良い人になろうと
しています。皆さんが聖なる御霊に従うと
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き，道徳の力と影響力は増します。若い
女性に申し上げます。その道徳の力を，
まだ今は完全に身に付けていないとして
も，決して失わないでください。言葉遣い
が清いものであるよう，粗暴な言葉を使
わないよう，特に注意してください。着る
物が慎み深さを映すものであって，決して
虚栄心を映すものでありませんように。
行いが汚れのないものであって，決して不
品行なものではありませんように。一方
の手で悪と戯

たわむ

れていながら，もう一方の
手で人を徳高い状態にまで高めることは
できないのです。

姉妹の皆さん，皆さんがどのような人た
ちの中にいようとも，皆さんの生活で常に
一番に置かなければならないのは，皆さ
んの道徳の力の源である神，すなわち天
の御父との関係です。イエスの力は御父
の御

み

心
こころ

にひたすら思いを向けたことから
もたらされたものだということを忘れない
でください。イエスは，御父を喜ばせたい
という望みから決して外れることはありま
せんでした。11 御父と御子にとってそのよ
うな弟子となれるよう努めましょう。そう
すれば，皆さんの影響力が衰えることは
決してないのです。

そして，その影響力を行使することをた
めらわないでください。恐れる必要も弁
解する必要もありません。「あなたがた
のうちにある望みについて説明を求める人

〔男も女も子供も〕には，いつでも弁明の
できる用意をしていなさい。」12「御

み

言
ことば

を
宣
の

べ伝えなさい。時が良くても悪くても，
それを励み，あくまでも寛容な心でよく教
えて，責め，戒め，勧めなさい。」13「あな
たがたの子供たちを光と真理の中で育て
るように……。」14「その子供たちに祈る
ことと，主の前をまっすぐに歩むことも教

えなければならない。」15

これまで女性に勧めをしてきましたが，
決して故意に間違った意味に取る人がい
ないよう願っています。わたしは，女性の
中にある道徳の力を称賛し，励ましてきま
した。でもそれは，男性や少年が，真理と
義を守るという彼ら自身の義務を何とか
免れると言っているわけではありません。
また，奉仕をし，犠牲を払い，教え導くと
いう男性の責任は，女性に託された責任
よりも何らかの形で劣っているとか，ある
いは女性にゆだねることができると言っ
ているわけでもありません。兄弟の皆さ
ん，女性とともに立ち上がって，彼女たち
の重荷をともに担い，わたしたち自身の持
つもう一方の道徳の力を養っていこうでは
ありませんか。

愛する姉妹の皆さん，わたしたちは皆さ
んが，この世界と，結婚生活，家族，教会
にもたらしてくれる道徳の力に信頼を寄せ
ています。皆さんが祈りと信仰によって天
から引き出してくれる祝福を信頼していま
す。皆さんに安心と平安と幸福がありま
すように，そして皆さんがこれからも影響
を与え続けることができますように，イエ
ス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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思った」と言いました。彼のクォーター
バックの一人だったわたしは，そんな単純
な話ではないと思いましたが，そのような
単純な哲学のおかげで，彼の名前の付い
たスタジアムがあるのかもしれません。

わたしたちは皆，主のチームの一員で
すが，勝つための作戦を各自が持ってい
るでしょうか。プレーする準備はできて
いるでしょうか。わたしたち会員が，家族
や友人，同僚をほんとうに愛しているな
ら，回復された福音についての自分たち
の証

あかし

を分かち合いたいと思うのではない
でしょうか。

6 月に開催された新しい伝道部会長の
セミナーでは，新記録となる173名の新任
伝道部会長がそれぞれの夫人とともに，
任務を始める前の最後の指導を受けまし
た。大管長会と十二使徒定員会の 15人
全員がこの人々に向けて話しました。

L・トム・ペリー長老はセミナーの最後
に次のように話しました。「今の時代は
教会の歴史上，最も驚くべき時代です。
すなわち，最初の示現やモルモン書が与
えられたこと，福音の回復，わたしたちが
出て行って天の御父の王国で教えるため
の基を築くあらゆる事柄のような，過去の
偉大な出来事と肩を並べる重要な時代で
す。」（｢ 最後の話 ｣〔新伝道部会長セミ
ナーでの説教，2013年 6月 26日〕，１，教
会歴史図書館，ソルトレーク・シティー）

わたしたちは，指導者の熱意と専任宣
教師の決意にこたえて，今まで以上に伝
道活動に携わる必要があります。わたし
たちの働きがなければ，この業は主が意
図されるようには進まないのです。ヘン
リー・B・アイリング管長が語ったように

「年齢や能力，教会での召し，または住ん
でいる場所に関係なく，わたしたちは主
の再臨前の人の刈り入れの業に，皆等しく
召されているのです。」（「わたしたちは一つ
です」『リアホナ』2013年 5月号，62）

わたしが祈り，『わたしの福音を宣
の

べ伝
えなさい』の第 13 章を読み，そして，過去
の経験について思い巡らせた後に，実行

大管長はわたしたち一人一人に大切な業
を行うよう呼びかけています。「今こそ，
会員と宣教師が一致協力して，主のぶど
う園で働き，人々を主のみもとに導く時で
す。」（「救いの業に対する信仰」〔世界指
導 者訓練放 送〕，2013年 6月。 lds.org/
broadcasts）

わたしたちは耳を傾けてきたでしょうか。
世界各地のステーク，地方部，伝道部で

は新たな活気が生じていて，1832年に主
がジョセフ・スミスに語られたことが成就
しています。「見よ，わたしは，時が来れば
わたしの業を速やかに行う。」（教義と聖
約 88：73）

兄弟姉妹の皆さん，今がその時です。
わたしはそれを感じます。皆さんもきっと
感じていると思います。

わたしも胸の高鳴りとイエス・キリスト
を信じる信仰を行動で表したいと思いま
した。フットボールをしていたとき，わた
しは作戦について考えました。正しいプ
レーを準備して臨めば，わたしたちのチー
ムは試合に勝てるということに疑いはあり
ませんでした。しかし最近，BYU の伝説
のコーチ，ラベル・エドワーズ氏と作戦に
ついて話したところ，彼は「タッチダウン
につながれば，どんなプレーだっていいと

七十人
S・ギフォード・ニールセン長老

何年か前，わたしたちのステークの
一人のビショップの奥さんと話す
必要があり，家に電話をかけま

した。若い息子が電話に出たので，わたし
は「こんにちは。お母さんはいますか」と
尋ねました。

すると，その子はこう答えました。「いま
す。お母さんを呼んで来ます。どちら様
ですか。」

わたしは「ニールセン会長だとお母さん
に伝えてください」と答えました。

一瞬の沈黙の後，とても大きな声でこ
う叫ぶのが聞こえました。「お母さん！ 
ヒンクレー大管長から電話だよ！」

その姉妹がどのように思ったか，まった
く分かりません。電話機までがかつてな
いほど遠かったことでしょう。実は，わた
しも一瞬大管長になりすまそうかという
考えがよぎりました。結局何もしませんで
したが，二人で笑いました。今になって思
いますが，きっとわたしの声が聞こえて，
彼女はかなりがっかりしたに違いありま
せん。

ほんとうに主の預言者が電話をかけて
きたら，皆さんはどうしますか。預言者は
実際に呼びかけています。今朝，再び呼
びかけたように，トーマス・S・モンソン

主の行動計画を
速める！
わたしたちは一人一人熱意をもってそれぞれ個人の奉仕の行動計
画を練って実行し，専任宣教師と肩を並べて働かねばなりません。
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したいと強く感じた行動計画を話したい
と思います。皆さんが自分自身の行動計
画を考える際に，次の 3 つの点を考えるよ
うに勧めます。

第 1 に，毎日だれかを救い主と救い主
の福音に近づけられるよう，具体的に祈り
ます。これは，周りの人を皆天の家に戻れ
るよう助け合っている神の息子と娘である
と見なせば実行できます。これからできる
新しい友達のことを考えてみてください。

第 2 に，皆さんの地域で奉仕している
宣教師とその求道者のために，名前を挙
げて祈ります。これを実行する唯一の方
法は，宣教師とあいさつを交わし，名札を
見て，名前で呼び，どのような人たちを教
えているか尋ねることです。ラッセル・
M・ネルソン長老は次のように洞察のある
言葉を述べました。「名前と顔を覚えるま
では，主は，皆さんが人の心を知ることが
できるように助けてくださいません。」

わたしは，証を分かち合ってくれたある
すてきな姉妹のバプテスマ会に出席しま
した。彼女の言葉をいつまでも忘れませ
ん。「これほどたくさんの人がわたしのた
めに祈ってくれ，こんなにたくさんの愛を
感じたのは初めてです。わたしはこの業
が真実であると分かります。」

3 番目に，皆さんの家庭の内外の活動
に友人を誘いましょう。どこに行こうと，
あるいは何をしようと，そのことを楽しみ

そうな人はだれか考え，御
み

霊
たま

の導きに耳
を傾けてください。

救い主はわたし個人の福音学習の中
で，「業を速める」ことによく当てはまると
思える鋭い教訓を教えてくださいました。
これは，何かについて気持ちが盛り上がっ
ているときは，わたしは，書く文字にその
気持ちが表れ，感嘆符を最後に付けてい
ます。感嘆符は，定義としては，「強い思い

〔または〕重要な事柄」を伝えるものです
（Merr iam-Webster ’s Col leg iate 
Dictionary， 第 11 版〔2003 年〕，“excla-
mation point”）。

感嘆符が付いているかのように，「集
合」に関する聖句がはっきりと目に飛び込
んできて，わたしは興味を引かれました。
ちょうどアルマの心打つ嘆願の聖句のよ
うにです。「おお，わたしが天使であって，
わたしの心の願いを遂げることができれ
ばよいものを。わたしの心の願いとは，出
て行って，神のラッパのように地を震わせ
る声で語り，すべての民に悔い改めを叫
ぶことである。」（アルマ 29：1）

調べてみたところ，次の聖句を含めて，
このような宣教師の強い思いが表れてい
る聖句が 65 ありました。
「人が悔い改めるとき，主の喜びはいか

に大きいことか。……
あなたがたはこの民に悔い改めを叫ぶ

ことに生涯力を尽くし，一人でもわたしの

もとに導くならば，わたしの父の王国で彼
とともに受けるあなたがたの喜びはいか
に大きいことか。

さて，あなたがたがわたしのもとに導い
てわたしの父の王国に入れるようにした，
一人の人とともに受けるあなたがたの喜び
が大きいならば，もし多くの人をわたしの
もとに導くとすればその喜びはいかに大
きいことか。」（教義と聖約 18：13, 15－16）

これらの特別な聖句に気づいたことは，
地域七十人としての最初の割り当てにお
いて重要な役割を果たしました。使徒の
クエンティン・L・クック長老に同行した
わたしは少々緊張していました。その週
末の最初の集会のためステーク会長室に
入ったとき，机の後ろのサイドボードに，
青銅メッキを施した，ぼろぼろになった靴
が飾ってあるのに気がつきました。靴に
は文末に感嘆符の付いた聖句が添えられ
ていました。その聖句を読んだとき，主は
わたしが学んできたことを御存じであり，
祈りにこたえてくださり，そして，不安に満
ちた心を落ち着かせるためにわたしに何
が必要かをはっきりと御存じであることを
感じました。

わたしはステーク会長にその靴にまつ
わる話を聞かせてほしいと頼みました。

彼はこのように述べました。
「この靴は，教会に改宗した青年のもの

です。家族は貧しかったのですが，彼は
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知者を辱め，また多くの人を救われる。」
（アルマ 37：6 － 7）

純真で若い宣教師を見ると，主の方法
がよく分かります。つまり，それは，謙

けん

遜
そん

な者が「人々にキリストの〔み〕もとへ来
るように勧める〔という方法〕です。その
ために……イエス・キリストとキリストの
贖
あがな

いを信じる信仰，悔い改め，バプテス
マ，聖霊の賜

たま

物
もの

を受けること，最後まで堪
え忍ぶことを通して，彼らが回復された福
音を受け入れられるよう助けるのです。」

（『わたしの福音を宣
の

べ伝えなさい─伝
道活動のガイド』1）

教会員としてわたしたちは，自身の小さ
な，簡単なことを通して，「多くの人に彼ら
の行いが誤っていることを納得させ，神に
ついて知らせて彼らが救われるように」
助けることができます（アルマ 37：8）。

ステーク会長とビショップとともに，
一人の教会に来ていない会員を訪問した
ときのことです。わたしたちは彼に，非常
に簡単な方法で安息日の祝福について教
え，わたしたちの心からの愛を伝えまし
た。 彼は答えました。「わたしに必 要
だったのはただ，だれかに来て，『アブ
ラーソウ』，つまり抱き締めてもらうこと
だったのです。」わたしはすぐに立ち上が
り，彼を抱き締めました。次の日は日曜日
でした。その兄弟は家族全員で聖

せい

餐
さん

会に
来てくれました。

わたしたちのワードの会員，マーサは，

七十人
アルヌルフォ・バレンスエラ長老

愛する兄弟姉妹，ほんの 2 ，3 週
間前，わたしは宣教 師にメッ
セージを伝えるためメキシコシ

ティーの宣教師訓練センターにいました。
妻とわたしは，ある目的のために数時間早
く到着しました。訓練センターの美しい
庭やよく手入れされた通りを見て回ってい
ると，数百人いる長老と姉妹たちの顔が
幸せに輝いていることにすぐ気づきまし
た。それぞれが新しい言葉を習得し，宣
教師としての目的をさらに理解することに
集中していました。

わたしはこのすばらしい光景をもっとよ
く見ようと足を止めながら，アルマが息子
ヒラマンに命じた言葉に思いをはせまし
た。アルマは，自分に託されていた記録
の一部となる民の歴史を記録し，神聖に
保つようにとヒラマンに命じたのです。い
つの日か，あらゆる国民，部族，国語の
民，民族にこれらの記録がもたらされる
ようにするためです。

アルマは言いました。
「記録を保存するのはわたしが愚かだ

からであると，あなたは思うかもしれな
い。しかし見よ，わたしはあなたに言う。
小さな，簡単なことによって大いなること
が成し遂げられるのである。そして，小さ
な手段が度々知者を辱める。

主なる神は偉大な永遠の目的を達する
ために，様々な手段によって事を行われ
る。また，ごく小さな手段によって，主は

小さな，簡単なこと
信仰と愛をもって人々に手を差し伸べましょう。

伝道を立派に果たそうと決意し，グアテ
マラで奉仕しました。彼が帰還した際，
わたしは名誉の解任をするために彼と会
いました。そのときに，彼の靴がぼろぼろ
になっていることに気づきました。青年
は，家族の支援がほとんどない中で，す
べてを主にささげたのです。

彼はわたしが靴を見ていることに気づき，
『会長，何か問題ですか』と聞きました。

わたしはこう答えました。『いいえ。長老，
何も問題ないですよ！ その靴を頂けませ
んか。』」

ステーク会長は続けてこう言いました。
「この帰還する宣教師に対してあふれん
ばかりの尊敬と愛を感じました。その経
験をいつまでも記憶にとどめたいと思っ
たので，彼の靴を青銅で塗装しました。
この部屋に入るときに，わたしにとって，
この靴は，置かれた状況にかかわりなくわ
たしたち全員が行わなければならない努
力を思い起こさせるものです。添えてある
聖句はイザヤの聖句です。『よきおとずれ
を伝え，平和を告げ，よきおとずれを伝
え，救

すくい

を告げ，シオンにむかって「あなた
の神は王となられた」と言う者の足は山の
上にあって，なんと麗しいことだろう。』」

（イザヤ 52：7）
兄弟姉妹の皆さん，あのビショップの奥

さんは，預言者がなぜ電話をしてきたか
不思議に思ったかもしれません。彼女も，
わたしたちも，もはや不思議に思う必要は
ないと，感嘆符を付けて申し上げます。

わたしたちが熱意をもってそれぞれ個
人の試合戦略を練って実行し，専任宣教
師と肩を並べて働かねばならないことを
わたしは知っています！

わたしの証を預言者ジョセフ・スミス
の証に付け加えます。「そして今，小羊に
ついてなされてきた多くの証の後，わたし
たちが最後に小羊についてなす証はこれ
である。すなわち，『小羊は生きておられ
る。』」（教義と聖約 76：22）イエス・キリ
ストの聖なる御

み

名
な

により，アーメン。■
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家庭訪問中にわたしの妻と同僚にもう来
ないように言いました。教会に来るのを
やめる決心をしていたのです。訪問教師
の一人がマーサに，これが最後となるの
で賛美歌を一緒に歌ってもよいかと聞き，
彼女は同意しました。3 人で歌っていると
きに特別なことが起きました。少しずつ，
御
み

霊
たま

が部屋を満たし始めたのです。全員
がそれを感じました。マーサの心は和ら
ぎ始めました。涙を目にいっぱいため，
彼女は訪問教師に心の奥底の思いを伝え
ました。そのとき，自分が，福音が真実で
あることを知っていると気づいたのです。
すると今度は，訪問教師に感謝し，また来
てほしいと言いました。その日以来，彼
女は訪問教師を喜んで迎えています。

やがてマーサは，下の娘と教会に集うよ
うになりました。それ以降長年にわたっ
て毎週出席し，いつかは夫が教会員にな

る選択をするという希望を決して失いませ
んでした。そして，とうとうその日が来た
のです。主が彼の心に触れ，彼は二人と
ともに出席し始めました。その後間もな
く，もう一人の娘も来るようになりました。
この家族は，家庭に福音の祝福があるこ
とでもたらされる真の喜びを感じるように
なったのです。その後マーサは，わたした
ちのワードの扶助協会会長として忠実に
奉仕し，夫もステークの幾つかの召しでよ
く奉仕しました。これはすべて，賛美歌
を歌ったことがきっかけでした。マーサ
の心の琴線に触れたのは，賛美歌を歌う
という小さな，簡単なことだったのです。

スリヤ王の軍勢の長ナアマンは，有力
で，武勇に秀でた人でしたが，重い皮膚病
を患っていました。（列王下 5：1 参照）イ
スラエル王から治療を受けようとしてもう
まくいかなかったので，ナアマンは預言者

エリシャの家に行きました。エリシャは使
者を遣わして言いました。
「『ヨルダンへ行って七たび身を洗いな

さい。そうすれば，あなたの肉はもとにか
えって清くなるでしょう。』

しかしナアマンは怒って去り，そして
言った，『わたしは，彼がきっとわたしのも
とに出てきて立ち，その神，主の名を呼ん
で，その箇所の上に手を動かして，重い皮
膚病をいやすのだろうと思った。』

その時，しもべたちは彼に近よって言っ
た，『わが父よ，預言者があなたに，何か
大きな事をせよと命じても，あなたはそれ
をなさらなかったでしょうか。まして彼は
あなたに「身を洗って清くなれ」と言うだ
けではありませんか。』

そこでナアマンは下って行って，神の人
の言葉のように七たびヨルダンに身を浸す
と，その肉がもとにかえって幼な子の肉の
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かれています。
救い主は片手で布の端を揚げ，もう

一方の手で手招きをして，鋭い質問をされ
ます。「なおりたいのか。」

病人は答えて言います。「主よ，水が動
く時に，わたしを池の中に入れてくれる人
がいません。わたしがはいりかけると，ほ
かの人が先に降りて行くのです。」（ヨハネ
5：6 － 7）

この人の不可能と思えるチャレンジに対
して，イエスは意味深く，思いも寄らない
答えをお与えになります。
「『起きて，あなたの床を取りあげ，そし

て歩きなさい。』
すると，この人はすぐにいやされ，床をと

りあげて歩いて行った。」（ヨハネ5：8－9）
別の心打たれる場面で，ルカは，救い

主がエルサレムに向かう途中，皮膚病に
かかった 10人の人に出会われたことを記
しています。病気のため，彼らは遠くの方
で「立ちとどま〔って〕」いました（ルカ
17：12）。汚れた者，好ましくない者とし
て見捨てられた人々でした。

彼らは「イエスさま，わたしたちをあわ
れんでください」と叫びました（ルカ17：
13）。つまり，「わたしたちのために何か
していただけることはありませんか」と懇
願したのです。

憐れみに満ちた偉大な医者であって
も，奇跡の前には信仰が必要なことを御
存じだった主は，彼らに「祭司たちのとこ

七十人
ティモシー・J・ダイクス長老

救い主はエルサレムでの喜ばしい
祭りのとき，集まった大勢の人を
後にして，最も助けを必要として

いる人々を探し出されました。主が行か
れた羊市場の隣にあるベテスダと呼ばれ
る池には 5 つの廊があり，病気で悩んで
いる人が集まるので有名でした。

ヨハネの福音書にはこうあります。池
の近くには「病人，盲人，足なえ，やせ衰
えた者などが，大ぜいからだを横たえて
いた。〔彼らは水の動くのを待っていたの
である。

それは，時々，主の御
み

使
つかい

がこの池に降り
てきて水を動かすことがあるが，水が動い
た時まっ先にはいる者は，どんな病気に
かかっていても，いやされたからである。〕」

（ヨハネ 5：3 － 4） 
カール・ブロッホ作の美しい絵画「ベ

テスダの池」には救い主がそこを訪れら
れた様子が描かれています。ブロッホは，
イエスがにわか作りの天

てん

蓋
がい

を優しく持ち
上げられ，池の近くに横たわって水が動く
のを待っている「病人」が見えた場面を
とらえています（ヨハネ 5：7）。この病人
に当たる言葉は，無力な人という意味で，
救い主の憐

あわ

れみと恵みを強調しています。
なぜなら主は，自分ではどうすることもで
きない人々を助けるために，ひそかにおい
でになったからです。

絵には 38年間も病に苦しみ，疲れ果て，
意気消沈し，暗い床にうずくまる病人が描

なおりたいのか
悔い改め，主に改心するとき，わたしたちは癒

いや

され，罪がぬぐい去
られます。

ようになり，清くなった。」（列王下 5：10 －
11，13 －14）

わたしたちの預言者トーマス・Ｓ・モン
ソン大管長は，わたしたちに，出て行っ
て，兄弟姉妹を救い出すよう勧めました。

「この世は皆さんの助けを必要としていま
す。足もとを支え，手をしっかり握り，精
神を励まし，心に霊感を与え，人を救わな
ければなりません。永遠の祝福が待って
います。」（「救 助に向かう」『リアホナ』
2001 年 7 月号，57）

助けを必要としている大勢の人たちが
わたしたちを待っていることを証

あかし

します。
彼らは，信仰深い兄弟姉妹が手を差し伸
べ，小さな，簡単な方法で救い出してくれ
るのを待っているのです。わたしは多く
の時間をかけて，教会に来ていない会員
たちを訪問してきましたが，彼らの心はす
でに主によって和らげられ，わたしたちの
証と心からの愛を受け入れる用意ができ
ていました。わたしたちが手を差し伸べ
て招くならば，彼らはためらうことなく教
会に戻って来ることでしょう。

信仰と愛をもって人々に手を差し伸べま
しょう。主の約束を忘れないようにしま
しょう。
「あなたがたはこの民に悔い改めを叫

ぶことに生涯力を尽くし，一人でもわたし
のもとに導くならば，わたしの父の王国で
彼とともに受けるあなたがたの喜びはい
かに大きいことか。

さて，あなたがたがわたしのもとに導い
てわたしの父の王国に入れるようにした，
一人の人とともに受けるあなたがたの喜び
が大きいならば，もし多くの人をわたしの
もとに導くとすればその喜びはいかに大
きいことか。」（教義と聖約 18：15 －16）

主がすべての神の子供たちを愛してお
られることを証します。主が生きておら
れ，わたしたちの贖い主であられることを
知っています。イエス・キリストの御

み

名
な

に
より，アーメン。■
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ろに行って，からだを見せなさい」と言わ
れました（ルカ17：14）。

彼らが信仰をもって進むと奇跡が起き
ました。一歩進むごとに即時に体が清め
られ，癒され，回復していくのを目にした
彼らの計り知れない喜びを想像できるで
しょうか。
「そのうちのひとりは，自分がいやされ

たことを知り，大声で神をほめたたえなが
ら帰ってきて， 

イエスの足もとにひれ伏して感謝した。
……

それから，〔イエスは〕その人に言われ
た，『立って行きなさい。あなたの信仰が
あなたを救ったのだ。』」（ルカ17：15 －
16，19）

医者であり外科医であった間，わたし
は肉体の回復と治療を中心として働きま
した。イエス・キリストは肉体と心，そし
て霊を癒されます。主の癒しは信仰から
始まるのです。

皆さんは自分が喜びと信仰に満ちあふ
れていたときのことを覚えていますか。
証

あかし

を得た瞬間や，あなたが神の息子ある
いは娘であって，御父があなたをとても愛
しておられるという確信を御父が与えてく
ださったときのことを覚えていますか。そ
して癒されたと感じたときのことを覚えて
いますか。そのときのことを忘れてしまっ
たと思っても，もう一度思い出すことがで
きます。

救い主は，癒される，完全になる，また
は治る方法についてこう教えておられます。

「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとにきなさい。あなたがた
を休ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへりくだった者で
あるから，わたしのくびきを負うて，わた
しに学びなさい。そうすれば，あなたが
たの魂に休みが与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷
は軽いからである。」（マタイ11：28－30）
「わたしに従ってきなさい」という主の

言葉は，古い生活と現世の欲を捨てて，
新たな者となるように呼びかけています

（ルカ18：22）。そうすれば「古いものは
過ぎ去〔り〕……すべてが新しくな〔り〕」，
忠実な新しい心さえも与えられます。そし
てわたしたちは癒されるのです（2 コリン
ト 5：17）。
「わたしに近づきなさい。そうすれば，

わたしはあなたがたに近づこう。熱心に
わたしを求めなさい。そうすれば，あなた
がたはわたしを見いだすであろう。求め
なさい。そうすれば，与えられるであろう。
たたきなさい。そうすれば，開かれるであ
ろう。」（教義と聖約 88：63）

主に近づくとき，この世は初めから困難
なものであって，「すべての事物には反対
のものが〔ある〕」のは救いの計画の欠陥
ではないと気づくようになります（2 ニー
ファイ 2：11）。敵対するものはむしろ，
死すべき状態に不可欠な要素であり，わ
たしたちの意志を強いものとし，より善い
選択を促します。人生の浮き沈みでさえ，
わたしたちが神との永遠の関係を作り上

げるうえで助けとなります。また，自分の
思いを神にゆだねるとき，顔に神の面影を
刻まれるようになるのです（アルマ 5：19  
参照）。

救い主は聖
せい

餐
さん

を執り行うときに，「わた
しを記念するため，このように行いなさ
い」と命じられました（ルカ 22：19）。パン
と水によるこの儀式は，わたしたちが神と
交わした神聖な聖約を新たにし，生活の
中に贖

しょく

罪
ざい

の力をもたらします。わたしたち
は，心をかたくなにさせる習慣や生活習慣
を捨て去るときに癒されます。「謀反に使
う武器」を捨てるとき（アルマ 23：7），わた
したちが「自ら選択し行動する者」となり

（教義と聖約 58：28），二度とサタンの詭
き

弁
べん

に踊らされることも，この世の不協和音
に惑わされることもないようになります。

悔い改め，主に改心するとき，わたした
ちは癒され，罪がぬぐい去られます。わた
したちはエノスと同じように「主よ，それ
はどうしてですか」と問うかもしれません。
主は答えて言われます。「あなたが……
キリストを信じているからである。……そ
れゆえ，行きなさい。あなたの信仰があな
たを罪のない者としたのである。」（エノス
1：7，8）

オランダ人で敬
けい

虔
けん

なクリスチャンのコ
リー・テンブームは，第二次世界大戦中，
強制収容所に収監された経験があったに
もかかわらず，そのような癒しを見いだし
ました。大きな苦しみを経験し，愛する
姉のベッツィーは収容所の一つで亡くなり
ましたが，コリーは生き延びました。
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戦後彼女は，自分の体験と癒しと赦
ゆる

し
について頻繁に講演を行いました。ある
とき，ドイツのラーフェンスブルク収容所
におけるコリー自身の耐え難い幽閉生活
にかかわったナチスの元看守がやって来
ました。キリストの赦しと愛について語っ
た彼女のメッセージを聞き，喜んだ彼は彼
女のところに来ました。
「『メッセージにとても感謝しています』

と彼は言いました。『あなたが言われたよ
うに，主がわたしの罪を洗い清めてくだ
さったとは！』

彼は握手しようとわたしに手を伸ばしま
した」と，コリーは思い出します。「でも，
あれほど何度も……赦しの必要性を説き
勧めてきたわたしなのに，その手は下がっ
たままでした。

体の中に怒りと復
ふく

讐
しゅう

心が煮えたぎって
いたそのときですら，わたしはそれが罪だ
と知っていました。主イエスよ，とわたし
は祈りました。どうぞわたしをお赦しくだ
さい。そして，この人を赦せるようにお助
けください。

わたしはほほえもうとし，必死で手を上
げようとしましたが，無理でした。わたし
は何も，ほんの少しの温かさも慈愛も感
じませんでした。そこでもう一度，心の中
で祈りました。イエスよ，わたしには彼を
赦すことができません。わたしにあなた
様の赦しをお与えください。

彼の手を取ったとき，ほんとうに信じら
れないことが起こりました。わたしの肩
から腕，そして手まで電流が走り，わたし
から彼に伝わっていったように感じまし
た。一方，心の中にはこの見知らぬ人へ
の愛がわき上がり，圧倒されそうになりま
した。

こうしてわたしは，この世の癒しを可能
にするのはわたしたちの赦しでも善良さで
もなく，主の赦しと善良さであることを知
りました。主がわたしたちに敵を愛せよ
とおっしゃるとき，主はその戒めだけでな
く，愛そのものも与えてくださるのです。」1

コリー・テンブームは癒されたのです。

トーマス・S・モンソン大管長はこう
言っています。「苦難と悲しみに満ちた
人々を支えている一つの模範があります。
主イエス・キリストです。」2

もし自分は汚れている，愛されていな
い，不幸だ，ふさわしくない，癒されてい
ないと感じるなら，「人生の中で経験する
すべての不公平なことは，イエス・キリス
トの贖

あがな

いによって正される」3 ことを思い
出してください。救い主の時間と，あなた
のために用意された目的に信仰と忍耐を
持ってください。「恐れることはない。ただ
信じなさい。」（マルコ 5：36）

救い主がわたしたちの魂を回復し，心
を癒そうとしてくださっていることを信じ
てください。主は扉のそばで待ち，たた
いておられます。再び祈り，悔い改め，赦
し，そして忘れることで主にこたえましょ
う。神を愛し，隣人に仕え，清められて，
聖なる場所に立ちましょう。ベテスダの池
にいた病人やエルサレムへの旅で会った
皮膚病の男，そしてコリー・テンブームは

癒されました。「なおりたいの〔です〕か。」
起きて，歩きましょう。主の「恵みはあな
たに対して十分」であり（2 コリント12：
9），独りで歩むことはないのです。

わたしは神が生きておられることを知っ
ています。わたしたちは神の子であり，神
は今のわたしたちと，将来なり得るわたし
たちを愛しておられると知っています。神
は全人類の贖いの犠牲として御子を世に
送り，福音を受け入れ主に従う人々が癒さ
れ，欠けるところがないようにしてください
ました。─それは「神自身の時に，神自
身の方法で，神自身の思いに従〔い〕」，神
の深い憐れみにより起こります（教義と
聖約 88：68 ）。このことをイエス・キリス
トの御

み

名
な

により証します，アーメン。■

注
 1. コ リ ー・ テ ン ブ ー ム，The Hiding Place

（1971年）， 215 ，強調付加
 2. トーマス・S・モンソン「人生のチャレンジに

立ち向かう」『聖徒の道』1994年 1月号，79
 3. 『わたしの福音を宣

の
べ伝えなさい─伝道活

動のガイド』52
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男性が 50 年間連れ添った最愛の伴
はん

侶
りょ

を
亡くしたとき，その病に襲われたのを見た
ことがあります。出産後の母親が，英語
では婉曲的にアフターベビーブルーと呼
ばれる産後うつで苦しむのも見ました。
不安を抱えた学生や退役軍人，成人した
子供の幸福を案じる年配の女性がこの病
に襲われるのも目にしました。

また，家族を養おうと頑張る若い父親
がこの病に襲われるのも目にしました。
同じように，わたし自身もかつてそのよう
な恐ろしい経験をしたことがあります。結
婚後のある時期，経済的不安とどうしよう
もないほどの疲労が重なったとき，思いが
けなく，しかし紛れもない心理的打撃を
受けたのです。神の恵みと家族の愛によ
り，何とか日常生活を維持し，働き続ける
ことができましたが，それから何年もたっ
た今でも，同じような病気で，より慢性的
な，あるいは深刻な重荷に苦しむ人々に深
い共感を覚えます。それはともかく，わた
したちは皆，預言者ジョセフの言葉で言え
ば，「最も暗く深い淵

ふち

……を細かく調べ，
つくづくと考え」，3 それを乗り越えた人々
から勇気をもらってきたはずです。その
中には，エイブラハム・リンカーン，ウィン
ストン・チャーチル，そしてこの神権時代
の最も心優しくキリストのような人物の
一人，ジョージ・アルバート・スミス長老
がいます。長老は繰り返すうつ症状と何
年も闘いましたが，後に末日聖徒イエス・
キリスト教会の第８代預言者そして大管
長となり，万人に愛されました。

それでは，皆さんや皆さんの愛する人
が精神的または情緒的問題に直面したと
き，どのように対応するのが最も良いので
しょうか。何よりも，天の御父を信じる信
仰を決して失わないでください。御父は
皆さんが理解できる以上に皆さんを愛し
ておられます。先週の土曜日にモンソン
大管長が感動的な言葉で扶助協会の姉
妹たちに語ったように，「その愛は不変で
す。……皆さんが悲しんでいるとき，喜ん
でいるとき，落胆しているとき，希望に満

せ，栄光のうちに高く上げてくださる贖
あがな

い
主です。御父と御子がそのために払われ
た犠牲は計り知れないものでした。この
神聖な愛を正しく認識することで，わたし
たちはそれに比べて小さな自分の苦しみ
にまず耐えられるようになり，次いでそれ
を理解できるようになって，最終的に贖い
を受けられるようになるのです。

今日は，先ほど挙げた比較的まれな病
気ではなく，「大うつ病性障がい」，あるい
は一般的に「うつ病」と呼ばれるものに
焦点を当てましょう。わたしが言うのは，
だれもが経験する何をやってもうまくいか
ない日や，納税締め切り日や，ほかの落胆
するときを指しているのではありません。
人はだれしも，時には心配したり，がっか
りしたりするものです。モルモン書にはア
ンモンと兄弟たちがその伝道活動の困難
な時期に意気消沈したと記されています。2 

わたしたちにもそんなときがあり得ます。
しかし，今日わたしが話しているのは，もっ
と深刻な病気や障がいによって，その人
本来の能力が著しく制限されて日常生活
ができなくなる場合など，胸を張ってもっ
と前向きに考えたら必ず良くなるなどとだ
れも言えないような，情緒的に深い傷を
負っている場合のことです。もちろん，個
人的には，胸を張って前向きに考えること
を大いに勧めます！

このような心と霊の暗
くら

闇
やみ

は単なる弱気
ではありません。天使そのもののような

十二使徒定員会
ジェフリー・R・ホランド長老

使徒ペテロは，イエス・キリストの
弟子は「同情し合」わなければ
ならないと書いています。1 今

きょう

日
は同じ思いで，何らかの精神疾患あるいは
情緒障がいを抱えている方々に向かって
話したいと思います。軽症か重症か，短期
か，あるいは長期で一生闘い続けるものか
は関係ありません。専門家の口から，神経
症や精神病，遺伝性素因や染色体の欠
損，双極性障がい，偏執症，統合失調症な
どという言葉を聞くと，問題の複雑さが分
かってきます。しかし，戸惑いを覚えはして
も，このような病気は死すべき世の現実の
一つであり，高血圧や突然見つかった悪
性腫

しゅ

瘍
よう

で苦しんでいても恥ではないよう
に，恥じる必要はないのです。

始めに申し上げますが，このような難し
い事柄について多少の平安と理解を得よ
うと努力するときに絶対忘れてはならない
のは，わたしたちが現在堕落した世に生き
ていること，しかもそれを自ら選択したと
いうことです。この世は（かつてのような）
エデンの園でも，（いつの日かなる）日の栄
えの王国でもありません。ここは，神の目
的の下に，神のようになることを目指すわ
たしたちの忠実さと忍耐強さが，神聖な目
的のために繰り返し試され，試練を受ける
場なのです。何よりも，神の計画が救い主
を約束していることを忘れてはなりませ
ん。すなわち，主を信じるわたしたちの信
仰を通してそのような試しと試練に勝利さ

破れた器のように
皆さんや皆さんの愛する人が精神的または情緒的問題に直面した
とき，どのように対応するのが最も良いのでしょうか。
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ちているとき，皆さんのために存在してい
ます。神の愛は，皆さんがその愛にふさ
わしいと感じているかどうかにかかわら
ず，皆さんのために存在しています。いつ
もそこに存在しているのです。」4 決してそ
れを疑わないでください。決して心をかた
くなにしてはいけません。生活に主の御

み

霊
たま

を招くために，これまで多くの人が試し
てきたことを行いましょう。皆さんの霊的
な福利について鍵

かぎ

を持つ人々に助言を求
めてください。神権の祝福をお願いし，そ
れを大切にしてください。毎週聖

せい

餐
さん

にあ
ずかり，完全にしてくださるというイエス・
キリストの贖

しょく

罪
ざい

の約束にしっかりとつか
まってください。奇跡を信じてください。
わたしは，あらゆる点で希望がないと思
われたときに多くの奇跡が起きるのを目
にしてきました。希望がなくなることは決
してありません。奇跡がすぐに，十分に，
あるいはまったく起こらないように思える
ときは，救い主御自身も苦しまれたことを
思い出してください。たとえ苦い杯

さかずき

が過ぎ

去らなかったとしても，前途の幸福な日々
を信じて，それを飲みほして，強くなってく
ださい。5

病気をできるだけ予防するために，自分
だけでなく，人のストレスの兆候にも気を
配り，助けられるようにしてください。自動
車と同じように，温度の上昇，スピードの出
しすぎ，あるいは燃料不足に注意しましょ
う。「消耗性うつ病」の場合は，調整が必
要です。ペースを落として，心を静め，栄
養と燃料の補給をしなければなりません。
医師たちは，健康のために時間を取らない
人は，後で必ず病気のために時間が取ら
れることになると断言しています。

もし消耗状態が続くようであれば，資
格があり，専門技術と健全な価値観を合
わせ持った評判の良い人々に助言を求め
てください。そして，これまでのいきさつ
や苦しみについて正直に話してください。
よく祈り，責任をもって彼らの助言と治療
法を検討してください。皆さんが虫垂炎
になれば，神は当然，神権の祝福だけで

なく，利用可能な最高の医療を受けるこ
とを皆さんに期待されます。情緒障がい
についても同じです。天の御父はこの栄
えある神権時代に与えておられるあらゆ
る賜

たま

物
もの

を使うよう望んでおられるのです。
皆さん自身がそのような病気にかかって

いるか，そのような人を世話している場合，
問題の大きさに圧倒されないようにしてく
ださい。すべてをできると思わないことで
す。しかし，できることを行いましょう。
ほんの少しでも成功したら，それに感謝
し，耐えてください。聖文の中で主は何十
回も言っておられます。「そのままでいな
さい」「静まれ」そして待ちなさいと。6 忍
耐強く耐えることも，現世における教育の
一部なのです。

お世話をしている方は，人の介助に熱
心なあまり，自分自身の健康を損なうこと
のないようにしてください。これらすべて
のことに賢明であってください。自分の
力以上に速く走らないでください。7 でき
ることとできないことがあっても，祈りと
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「偽りのない愛」8 をささげることはできま
す。「愛は寛容であり，愛は情

なさけ

深
ぶか

い。……
いらだたない，……そして，すべてを忍び，
……すべてを望み，すべてを耐える。愛
はいつまでも絶えることがない」のです。9

また，どのような病気や困難な試練を
経験しても，人生にはまだたくさんの希望
があり，感謝するべきことがあることを覚
えておきましょう。わたしたちはだれでも，
自分が抱えている困難や試練をはるかに
超えた存在なのです。ステファニー・ク
ラーク・ニールソンとその家族は，わたし
たちの 30年来の友人です。2008年 8月
16日，ステファニーと夫のクリスチャンは
飛行機事故に遭い，炎に包まれてひどい
やけどを負いました。それは，被害者の
身元確認に来た家族が，唯一ペディキュ
アでしか彼女と確認できなかったほどひ
どいものでした。ステファニーの生存確
率は限りなくゼロに近いものでした。彼
女は５か月間の薬によるこん睡状態から
目覚め，自分の姿を見ました。それから，
心理的な傷を負った彼女に，すさまじい
うつが襲いました。７歳以下の子供が４人

いたステファニーは，子供たちには絶対自
分の姿を見せたくないと思い，死んだ方
がましだと感じました。彼女はかつてわ
たしの執務室でこう言いました。「子供た
ちがわたしのことを忘れてくれたら楽なの
にと思いました。彼らの生活から静かに
消え去ろうと思ったのです。」

しかし，永遠の誉れを受けるにふさわし
く，ステファニーは，夫や家族や友人，そ
して４人の子供たちと１年半前に生まれた
５番目の子の祈りのおかげで，破滅の淵
から這

は

い上がりました。今では，アメリカ
で最も人気のある母親ブロガーの一人と
なり，定期的にブログを読む 400 万人の
フォロワーに向けて，自分の人生の「神聖
な使命」は母親であることと，この美しい
地上にいられる一日一日を大切に生きる
ことだと公言しています。

兄弟姉妹の皆さん，精神的，情緒的，身
体的など，どのような苦しみを抱えていて
も，貴い命を絶つことを選んではなりませ
ん！ 神を信頼してください。その愛にす
がって堪え忍んでください。いつか日は
輝かしく明け，死すべき世の影が消えるこ

とを知っていてください。詩篇の作者が
言うように，10 わたしたちが「破れた器の
ように」なったとしても，その器は天の陶
工の御

み

手
て

にあることを忘れてはなりませ
ん。折れた骨や傷ついた心臓が癒

いや

される
ように，傷ついた心も癒されます。神がそ
の修復に携わっておられる間，残りのわた
したちは慈悲深く，裁かず，いたわりをも
つことによって助けることができます。

わたしは神聖な復活について証
あかし

します。
復活は主イエス・キリストの贖いの中で言
い尽くせないほど重要な賜物です！ 使徒
パウロとともに，朽ちるものでまかれたも
のがいつか朽ちないものによみがえり，弱
いものでまかれたものが強いものによみが
えることを証します。11 死すべき世で障が
いを抱えていた愛する人々が，栄光に満ち
た，すばらしい，息をのむほど完全な体と
精神でわたしたちの前に立つ日が来ると
証します。何とすばらしい瞬間でしょう！ 
そのとき，そのような奇跡を目にした自分
のための喜びと，「ついに自由になれた」12 

彼らのための喜びのどちらが大きいのか，
わたしには分かりません。キリストの完全
な賜物が万人に明らかになるそのときま
で，信仰と希望をもち，「同情し合」って 13 

生きることができますように。イエス・キ
リストの御

み

名
な

により，アーメン。■

注
 1. 1 ペテロ 3：8
 2. アルマ 26：27 参照；アルマ 56：16 も参照
 3. 『歴代大管長の教え─ジョセフ・スミス』267
 4. トーマス・S・モンソン「決して独りで歩いて

いるのではない」『リアホナ』2013年 11月号，
123 ，124

 5. マタイ 26：39 参照 
 6. 例えば，詩篇 4：4；教義と聖約 101：16 参照
 7. モーサヤ 4：27 参照
 8. 教義と聖約 121：41
 9. 1 コリント13：4 ，7－ 8 ，強調付加。モロナイ

7：45 － 46 も参照
 10. 詩篇 31：12
 11. 1 コリント15：42 － 43 参照
 12. “ Free at Last”，J・W・ワーク，American 

Neg ro  S ong s :  2 3 0  Fo l k  S ong s  a nd 
Sp i r i t u a l s ,  R e l i g i ou s  a nd  S e cu l a r  

（1998年），197より抜粋
 13. 1 ペテロ 3：8
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ち合うための手段を主は用意しておられ
ます。わたしたちが主の業を成し遂げる
ために信仰をもって行動するならば，主は
わたしたちの働きに力を貸してくださいま
す。」（「救いの業に寄せる信仰」〔2013 年
6 月 23 日の 特 別放 送における説 教〕，
lds.org/broadcasts）

兄弟姉妹の皆さん，ジョセフ・スミスの
時代から現在までの預言者の教えを思い
起こしてみるとよいでしょう。彼らは，天
の御父の世界中の子供たちすべてに回復
された福音のメッセージを伝える業に熱
心に携わるよう教会の指導者と会員に勧
め，呼びかけてきました。

今日のわたしのメッセージは，主が確
かに御

み

業
わざ

を速めておられるということで
す。この時代においてそれは，教会員一人
一人が愛をもって手を差し伸べ，イエス・
キリストの回復された福音の真理を伝え
るときにのみ達成できるのです。わたし
たちは現在奉仕している 8 万人の宣教師
とともに力を合わせて働かなければなり
ません。この大いなる業についての詳細，
とりわけステークおよびワード評議会構
成員の割り当てについては， LDS.org の

「救いの業を速める」というウェブサイト
で分かりやすく説明されています。

わたしたちの調査では，教会の活発会
員のほとんどが，愛する人々はもちろん，
まったく見ず知らずの人々の生活にも福音
の祝福があるよう望んでいることが明ら
かになっています。同時に，多くの会員が
伝道活動に携わって福音を伝えるのをた
めらうのには二つの基本的な理由がある
ことも分かりました。

• 第 1 の理由は恐れです。教会員の多く
は福音を伝える機会が与えられるよう
祈ることすらしません。それは，自分に
はできないと思っていることをするよう
天から促しが与えられるかもしれない
と恐れているからです。

• 第 2 の理由は，伝道活動に対する誤解
です。

それに伴う約束，その召しや報いについ
てたくさん書かれています。ここで戒めと
いう言葉を意図的に使いましたが，それ
は，このことがわたしたち個人としても全
体としても逃れることのできない重要な
指示だと思われるからです。」（「この世が
改宗するとき」『聖徒の道』1984年 9月
号，1）

同じ年の 7 月，バラード姉妹とわたしは
子供たちを連れてカナダ・トロント伝道部
を管理するために出発しました。キン
ボール大管長の言葉，特に次の言葉が，
まだ耳に強く残っていました。「兄弟姉
妹の皆さん，わたしたちは自分にできるす
べてのことをしようとしているでしょうか。
福音を人々に教える取り組みに自己満足
していないでしょうか。教会はこれまで
144 年にわたり伝道活動を行ってきまし
た。歩みを速める用意はできたでしょう
か。わたしたちの視野を広げる用意はど
うでしょうか。」（『聖徒の道』1984年 9月
号，3）

キンボール大管長はまた，歩みを速め，
教会と神の王国の建設のために一致して
働くように勧告しました。

今年の 6 月，トーマス・S・モンソン大管
長は教会員に向けて，次のような言葉で
同じ呼びかけをしました。「人々を主のも
とへ導くために，会員と宣教師が団結し，
力を合わせて，主のぶどう園で働く時が
今来ています。様々な方法で福音を分か

十二使徒定員会
M・ラッセル・バラード長老

最近，バラード 姉 妹とわたしは
ヨーロッパ 5 か国を訪問すると
いう割り当てを果たし戻って来

ました。旅行中，多くの宣教師と会う特権
を頂きました。皆さんの息子さんや娘さん
にも会ったかもしれません。モンソン大
管長が若い男性と女性の伝道に出ること
ができる年齢を引き下げると発表して以
来，それに応じた宣教師のうち 3,000人
以上に会う機会がありました。彼らはキ
リストの光で顔を輝かせ，意欲的にこの
業を進めようとしています。求道者を見つ
け，教え，バプテスマを施し，活発化に取
り組み，神の王国を強め，築こうとしてい
るのです。しかし，彼らに会うとすぐ，宣
教師だけでこの業はできないということ
に気づきます。今

きょう

日，わたしはすべての教
会員に向けてお話をしたいと思います。
なぜなら，わたしたち一人一人が福音を伝
える活動に携わることが急務となってい
るからです。

幾度も引用されている通り，預言者ジョ
セフ・スミスは「結局のところ，最も偉大
で最も重要な義務は福音を宣

の

べ伝えるこ
とです」と断言しています（『歴代大管長
の教え─ジョセフ・スミス』330）。

1974年，スペンサー・W・キンボール
大管長は次のように言いました。「伝道を
行う最大の理由は，世の人々に福音を受
け入れる機会を提供することだと思いま
す。聖典には，福音を教えよとの戒めや

主に信頼を寄せる
イエス・キリストの福音の回復というすばらしいメッセージを伝え
るために，自分ができることをしてください。
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だれかが聖
せい

餐
さん

会のお話で，「今日は伝
道活動について話します」と言ったり，バ
ラード長老が総大会で同じことを言った
りすると，聴いている皆さんの中には「ま
たか。もう聞き飽きた」と思う人がいるこ
とを，わたしたちは知っています。

さて，後ろめたさを感じたい人はいない
でしょう。もしかしたら皆さんは，とうてい
できそうもないことを友人や隣人にするよ
う求められるのではないかと思っている
のかもしれません。主の助けをお借りし
て，皆さんや専任宣教師が福音を伝える
ことに対して抱いている恐れを取り除い
て差し上げましょう。

イエス・キリストがわたしたちに求めて
おられることを行う決意をしてください。
救い主はこう言われました。
「求めよ，そうすれば，与えられるであろ

う。捜せ，そうすれば，見いだすであろ
う。門をたたけ，そうすれば，あけてもら
えるであろう。

すべて求める者は得，捜す者は見いだし，
門をたたく者はあけてもらえるからである。

あなたがたのうちで，自分の子がパンを
求めるのに，石を与える者があろうか。

魚を求めるのに，へびを与える者があ
ろうか。

このように，あなたがたは，……自分の子
供には，良い贈り物をすることを知っている
とすれば，天にいますあなたがたの父はな
おさら，求めてくる者に良いものを下さらな
いことがあろうか。」（マタイ7：7－11）

兄弟姉妹の皆さん，会員と専任宣教師
がひざまずいて祈り，伝道の機会に恵ま

れるよう主に願い求めるとき，信仰と自信
が恐れに取って代わります。そうしたら，
その信仰を表し，イエス・キリストの福音
を天の御父の子供たちに紹介する機会が
来るのに注意を払っていなければなりま
せん。機会は必ず訪れます。そのような
機会に，わざとらしい不自然な対応が必
要になることは決してありません。わたし
たちの胸にある兄弟姉妹への愛がごく自
然に現れ，会話が進んでいくはずです。
ただ前向きでいてください。そうすれば
相手は皆さんの愛を感じることができま
す。たとえ，その人にとって福音を受け入
れる時期でなかったとしても，そのとき感
じた気持ちを決して忘れることはないで
しょう。将来その人の状況が変わるとき，
受け入れる気持ちになるかもしれません。

主の用向きを受けて最善を尽くしてい
るときに失敗はあり得ません。結果は相
手の選択の自由にかかっていますが，分
かち合う責任はわたしたちにあるのです。

主を信頼してください。主は良い羊飼
いです。主は御自身の羊を御存じで，主
の羊はその声を知っています。今

こん

日
にち

，良
い羊飼いの声は，皆さんの声であり，わた
しの声です。そして，わたしたちがこの業
に携わらなければ，回復のメッセージを聞
くはずだった多くの人々がその機会を
失ってしまいます。端的に言うと，わたし
たちにとって，これは信仰と実践の問題な
のです。原則はとても簡単です。伝道の
機会が与えられるよう，個人と家族で祈っ
てください。教義と聖約の中で主が言っ
ておられるように，「見いだす場所を知ら

ないということだけで」真理を得られずに
いる人が大勢いるからです（教義と聖約
123：12）。

外交的な性格も，雄弁さも必要ありま
せん。また説得力のある教師である必要
もありません。自分の中に揺るぎない愛
と希望があれば，主がこう約束しておられ
るからです。「この民に向かって声を上げ
なさい。わたしがあなたがたの心の中に
入れる思いを語りなさい。そうすれば，
あなたがたは人々の前で辱められること
はないであろう。

あなたがたの言うべきことは……その
瞬間にあなたがたに授けられるからであ
る。」（教義と聖約 100：5 － 6）
『わたしの福音を宣

の

べ伝えなさい』では
こう教えられています。「伝道活動という
ものは，教える人を見つけるまでは何も起
こりません。毎日できるだけ多くの人々に
話しかけてください。人々に話しかけるこ
とに多少の不安を覚えることは自然です。
けれども回復された福音を宣言するため，
もっと大胆にあなたの口を開く信仰と力
を祈り求めることができます。」（157 ペー
ジ）専任宣教師の皆さん，もっと多くの人
を教えたいと思うなら，毎日もっと多くの
人に話しかけなければなりません。これ
までもずっと，主はそうするために宣教師
を送り出してこられたのです。

主はわたしたちを御存じです。様々な問
題を抱えていることも御存じです。わたし
も，皆さんの中に重荷を負っていると感じ
ている人がいることを知っています。しか
し，普通に，感じよく福音を伝えることを
重荷と感じる人が一人もいないように祈り
ます。むしろ，これは特権なのです！　
人生において，主の奉仕の業に熱心に携わ
ること以上に大きな喜びはありません。

最も大切なのは，皆さんが神の霊感を
受けることであり，主の指示を仰ぎ，それ
から御

み

霊
たま

に促されるままに行って行うこと
です。会員が救いの業を責任であるとし
か見ることができなければ，おじけづいて
しまうかもしれません。しかしそれを，主
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に従うように招かれていることととらえ，
専任の長老や姉妹宣教師の教えを受けら
れるように人々を主のみもとに導くのだと
考えると，感動的で，楽しい，心高まるも
のとなります。

皆さん一人一人に何もかもしてください
とお願いしているのではありません。た
だすべての会員に祈るようお願いしている
のです。それは，若い人も年配の人も，会
員一人一人が，今からクリスマスまでの間
にたった「一人」の人に手を差し伸べるな
ら，何百万もの人々が主イエス・キリスト
の愛を感じることができると知っているか
らです。救い主へのすばらしい贈り物に
なることでしょう。

6 週間前，会員伝道で大きな成功を経
験しているフロリダのマンズ家族から手紙
を受け取りました。こう書いてありました。

「親愛なるバラード長老，救いの業を速
めることについての放送が終わって 30 分
後，家 族で 伝 道 評 議 会を開きました。
10 代の孫たちも参加を希望していると知
り，感激しました。ここに報告できること
をうれしく思います。この評議会以来，家
族が宣教師に紹介しようと思う人のリスト
は３倍に増えました。

孫たちが友人を連れて教会に出席しま
した。あまり教会に来ていない友人数人
と聖餐会を楽しむことができたほか，新し
く知り合った何人かが宣教師から福音の
レッスンを受ける決意をしてくれました。
あまり教会に来ていなかった姉妹の一人
は，活発に教会に集うようになっただけで
なく，新しい求道者を数人，連れて来てく
れました。

これまで，宣教師のレッスンを断った人

は一人もいません。この時期に教会員で
あることは，なんとすばらしいことでしょ
うか。」（2013年 8月15日付の個人書簡）

御霊のささやきに従ってください。熱烈
な祈りをもって主に嘆願してください。イ
エス・キリストの福音の回復というすばら
しいメッセージを伝えるために，自分がで
きることをしてください。

もう一人，会員伝道に成功しているク
レートン・クリステンセンの言葉を引用し
ます。「比

ひ

喩
ゆ

的にですが，だれかの手を
取ってイエス・キリストに紹介する度に，
わたしとわたしが手を取っているその人に
対する救い主の深い愛を感じることがで
きます。」（The Power of Everyday Mis-
sionaries: The What and How of Sharing 
the Gospel〔2013年〕，裏表紙）

兄弟姉妹の皆さん，皆さんに神の祝福
があり，信仰によって奇跡を体験すること
で得られる大いなる喜びを見いだすこと
ができますように。モロナイ書第 7 章に
はこうあります。
「キリストは言われた。『あなたがたは

わたしを信じるならば，わたしの心にかな
うことを何事でも行う力を持つであろう』
と。……

……奇跡が行われるのは信仰によるか
らである。天使が人に現れて教え導くの
も，信仰による。したがって，もしこれら
のことがなくなっているとすれば，それは
不信仰のためであり，すべてはむなしいの
で，人の子らは災いである。」（モロナイ
7：33 ，37）

わたしは自分の経験から，主が皆さん
の祈りを聞いてくださり，皆さんが今後何
年にもわたって天の御父の大切な子供た
ちにイエス・キリストの福音を紹介する機
会に恵まれると証

あかし

できます。モンソン大
管長，わたしたちは聞きました。わたした
ち全員がこれからその一人を探します。
わたしたちが皆，伝道の奉仕によって得ら
れる大きな喜びを体験することができま
すように。イエス・キリストの聖なる御

み

名
な

により，アーメン。■
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十二使徒定員会
L・トム・ペリー長老

教義を研究するようにわたしたちを励まし
ました。そして，信仰箇条の中に見られる
教義は幾つかの項目に分けられると説明
しました。

Ⅰ．神会とキリストの基本的教義
わたしたちは信仰箇条第1条から，神

会が御三方により構成されていることを
学びます。父なる神と，キリストなるイエ
スと，聖霊です。
第 2条は，わたしたちは地上での自分

の行動に対して責任を負うと教えていま
す。
第 3 条は，天の御父の子供たちの救い

に対する救い主の使命について述べてい
ます。
第 4 条は，基本的な原則と儀式が重要

であることを教えています。
その教師が語った言葉の力は，わたし

にとって霊感の源となっています。なぜな
ら，彼女は福音研究について強調したか
らです。聖文によって真理の基準を知る
ようになり，それによってわたしたちは，
自分が得る知識は真実か，それとも偽り
かを判断することができるのです。真実
の教義は，すべての真理の源であり基で
あられる神から来ます。真実の教義の教
えと概念は，主なる救い主の福音の中に
見いだされます。偽りの教義は，あらゆる
偽りの父であるサタンから来ます。サタン
の望みは，啓示された真理を曲解し，また
全体的にあるいは部分的にそれを変える
ことです。天の家に戻る旅路で道を見失
う者が出るように，サタンはわたしたちを
欺きたいと思っているのです。

聖文は偽りの教えを避ける方法を教え
ています。例えば，テモテにあてたパウロ
の手紙にはこう述べられています。
「聖書は，すべて神の霊感を受けて書

かれたものであって，人を教え，戒め，正
しくし、義に導くのに有益である。

それによって，神の人が，あらゆる良い
わざに対して十分な準備ができて，完全
にととのえられた者になるのである。」

わたしは総大会の神権部会で話
す割り当てを与えられたとき，す
ばらしい初等協会教師のことを

すぐに考えました。彼女の大きな望みは，
神権を受けるにふさわしくなるようにわた
したちを備えることでした。彼女は初等
協会の卒業要件に関連してわたしたちを
厳しく試験しました。その卒業要件とは，
十二使徒定員会会員の名前と信仰箇条を
覚えることでした。また，全員が 13 の信
仰箇条を暗唱できたら，最後のレッスンと
して，わたしたちの選んだ場所に出向い
て活動をすると約束してくれました。

わたしたちは特別な場所を選びました。
ユタ北部のローガン峡谷の入口で，最初
のダムのすぐ上にある岩の斜面までハイキ
ングに行きたかったのです。この岩のが
けには狭い平坦な場所があり，そこに天
然の野外炉があって，ホットドッグを調理
したり，焼きマシュマロを作ったりできる
のです。しかし，その場所を選ぶとき，教
師のことは考えませんでした。彼女は年
を取り，まったく運動のできるタイプでは
なかったのです。わたしたちがもっと慎
重に考えていたら，彼女にとってそのハイ

キングは大変だと気づいたかもしれませ
ん。それでも彼女は約束を守ろうとして，
意を決してついて来てくれました。

まず，わたしたちは小高い丘を登りまし
た。当時は，登る妨げになる送電線はあ
りませんでした。教師は多少の手助けを
得ながら丘を登りました。頂上を越える
と，わたしたちは岩の尾根に下り，「亀の
甲羅」と呼んでいた場所に向かいました。

そこに到着した後，教師は呼吸を整え
るためにしばらく休息しました。わたした
ちが座る場所を見つけて食事の準備をし
たときには，彼女は十分に回復して，最後
のレッスンを教える備えができていまし
た。彼女は，過去 2 年間初等協会で教え
たことがどれほど楽しかったか語ってくれ
ました。また，あなたたちは信仰箇条を
ほんとうによく覚えた，と褒めてくれまし
た。彼女が信仰箇条のどれか一つの番
号を言うと，わたしたちはそれを暗唱でき
ました。それから彼女は，信仰箇条を暗
記することは，それに含まれている教義と
原則を理解しないかぎりただ単にたくさ
んの言葉にすぎないと告げました。信仰
箇条の一つ一つで教えられている福音の

神権部会 ―2013 年10月 5日

信仰箇条に含まれている
教義と原則
それぞれの信仰箇条がイエス・キリストの福音を理解するのに固
有の価値ある情報を加えているのです。
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（2 テモテ 3：16 －17）
携帯電話に電池が必要であるように，

教会にはこの教義が必要です。携帯電話
は電池を取り外すと役立たなくなります。
同様に，真実の教義が教えられない教会
は役立ちません。天の御父のみもとと永
遠の家庭に帰るようにわたしたちを導くこ
とができないのです。

Ⅱ．神権の組織と秩序
わたしたちは，キリストの基本的な教義

を理解し始めた後，信仰箇条の第 5 条と
第 6 条から神権の組織と秩序について
学びます。主の指示の下で，ジョセフ・ス
ミスは神権の権能，すなわち神の力を用
いて救い主の教会を組織しました。末日
聖徒イエス・キリスト教会は，キリストが
地上におられた間に設けて指導された組
織と同じものです。

1829 年 5 月，ジョセフ・スミスとオリ
バー・カウドリは，実に輝かしい日を迎え
ました。その日，彼らは，モルモン書の翻
訳中に読んだ罪の赦

ゆる

しのためのバプテス
マの教義について祈るために，森に入りま
した。 1800 年代の初めには，バプテスマ
について多くの教えがいろいろな教会に

よって教えられており，ジョセフとオリ
バーはそれらの異なった教えがすべて真
実であるはずがない，と確信していまし
た。二人はバプテスマの正しい方法と，ま
ただれがバプテスマを施す権能を持って
いるかについて知りたいと思いました。

彼らの主への嘆願に応じて，天からの
使者，バプテスマのヨハネが姿を現しまし
た。そして，彼らの頭の上に手を置き，次
の言葉を述べて二人にバプテスマを施す
権能を授けました。「わたしと同じ僕

しもべ

で
あるあなたがたに，メシヤの御

み

名
な

によっ
て，わたしはアロンの神権を授ける。」（教
義と聖約 13：1）

世界の歴史における何とすばらしい日で
しょう。神権が地上に回復されたのです。

わたしたちは神権を受けるとき，神の御
名によって行動し，真理と義の道に導く権
能を受けます。この権能は，地上にいる
神の子供たちにとって義の力と影響力の
極めて重要な源であり，幕の彼方まで続
くのです。イエス・キリストのまことの教
会が組織される前に，神権が回復される
ことが必要でした。これが，信仰箇条の
第 5 条と第 6 条から学ぶ基本的な教え
です。

Ⅲ．死すべき世の旅路における永遠の拠
り所

続く3 つの信仰箇条，第 7，8，9 条は，
死すべき世の旅路で教えを受けるために
利用できるよりどころについて述べていま
す。わたしたちには，主の教えに従うとき
にわたしたちを導く，また悪からわたした
ちを守る，霊的な賜

たま

物
もの

が与えられます。も
う一つのガイドは聖文です。わたしたち
が神の言葉を注意深く読むならば，神は
永遠の命に至る道を明らかにしてください
ます。
信仰箇条の第 9 条は，神は過去，現

在，未来にわたって神の預言者，聖見者，
啓示者に多くの偉大で重要な真理を啓示
される，と教えています。御

み

霊
たま

の静かな
細い声に耳を傾けることと聖文を読むこ
とに加えて，導きを受けるもう一つの源
は，教会の指導者たち，すなわち，教えを
述べることによってわたしたちの生活に
祝福をもたらすように選ばれ，召され，任
命された人々であることが分かります。

IV．会員宣教師
信仰箇条の第10，11，12 条は，多くの

国と様々な法律がある世界で伝道活動を
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行い，福音を分かち合う方法に関して教
えています。わたしたちは救い主の再臨
に備えるイスラエルの集合について学び
ます。人は男女を問わず自ら選択し行動
する者であること，また自分の良心に従っ
て神の言葉を受け入れることも拒むことも
できるということを教えられます。最後
に，地の四方にイエス・キリストの福音を
広めるときに，わたしたちが入るそれぞれ
の国の政府を尊ばなければならないこと
を学びます。実にわたしたちは，それぞ
れの国の法律を守り，尊び，支えるべきこ
とを信じているのです。

V．身に付けるように努める特質
信仰箇条第13 条は，わたしたちはどの

ように生活し，ほかの人々にどう接するべ
きかについて特別な洞察を与えてくれま
す。こう述べられています。「わたしたち
は，正直，真実，純潔，慈善，徳高くある
べきこと，またすべての人に善を行うべき
ことを信じる。実に，わたしたちはパウロ
の勧告に従うと言ってもよい。わたしたち

はすべてのことを信じ，すべてのことを望
む。わたしたちはすでに多くのことを堪
え忍んできており，またすべてのことを堪
え忍べるようにと望んでいる。どのような
ことでも，徳高いこと，好ましいこと，ある
いは誉れあることや称賛に値することが
あれば，わたしたちはこれらのことを尋ね
求めるものである。」

わたしたちは皆，これらの特質を身に
付け，その模範となる生活をするように努
めなければなりません。携帯電話の部品
が互いに作用し合っているように，信仰箇
条で教えられている真理は互いに関連し
合っています。 携帯電話に部品を組み込
む精巧な製造工程のように，信仰箇条は
回復の鍵

かぎ

となる教義をわたしたちに提供
します。それぞれの信仰箇条がイエス・
キリストの福音を理解するのに固有の価
値ある情報を加えているのです。

わたしの初等協会の教師は，王国の教
義を研究する決意をわたしに抱かせてく
れました。これらの簡潔な信仰箇条に含
まれている，深い意味を追い求めるように

教えてくれました。そして，これらの神聖
な真理を学ぶことに時間をかければ，自
分が得た知識で人生はより良く変わると
約束してくれました。そして実際にそう
なったことをわたしは証

あかし

します。
ローガン峡谷のあの山で教師のすばら

しい教えを受けた後，わたしたちは，予定
よりも少し長い時間そこにいたことに気づ
きました。日暮れが近づき，わたしたちは
一つの問題があることを理解しました。

教師はわたしたちの特別な場所に来る
のに苦労しましたが，帰りには大変な困
難が待ち受けていました。これは，遠出
をした場所の選択に当たってわたしたち
が思慮に欠けていたことを重ねて示すも
のでした。丘をよじ登って帰るのはわたし
たちにとって大変でしたが，彼女の年齢の
人にはもっと大変でした。

彼女が丘を登るのをわたしたちが懸命
に助けていたとき，二人の警察官がやっ
て来ました。わたしたちが道に迷ったの
ではないかと心配して，初等協会会長が
捜索を依頼したのです。その劇的な出来
事と教えられたレッスンによって，それは
わたしの生涯における忘れられない経験
となりました。

若い男性の皆さん，わたしは皆さんに，
明
めい

晰
せき

な頭脳を用いて信仰箇条とそれが教
えている教義を研究し学ぶようにお勧め
します。それらは教会における最も重要
で，確かに最も簡明な教義の声明の一つ
です。イエス・キリストの福音の研究に
方向づけを与えるガイドとしてこれらを用
いるならば，回復された真理についての証
を世に述べる備えができることでしょう。
末日聖徒イエス・キリスト教会の会員とし
て大切にしている基本的な信条を易しく，
率直に，心を込めて宣言できるようになる
でしょう。

13 の信仰箇条が真実であることに，わ
たしの証を付け加えます。わたしたちの
主であり救い主であられるイエス・キリス
トの御名により，アーメン。■
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します。この言葉は通常，出身，文化，見
解，宗教などの様々な理由で「部外者」で
ある人を指します。この世にあってこの世
の者にならないように努力しているイエ
ス・キリストの弟子として，わたしたちは
自分が部外者であるかのように感じると
きがあります。異なっていると思われてい
る人に，ある種の機会が与えられないこ
とが数多くあるのを知っています。

時 代を通じて神の民は，異国人や異
なっているように見えるすべての人の世話
をするように戒めを受けてきました。旧
約の時代では，異国人は寡婦や孤児と同
様の親切なもてなしから恩恵を受けまし
た。寡婦や孤児と同じように，異国人は
非常に弱い立場にあり，その生存は地元
の住人から受ける保護にかかっていまし
た。イスラエルの民はこの問題に関して
次のような明 確な指 示を受けました。

「あなたがたと共にいる寄留の他国人を，
あなたがたと同じ国に生

うま

れた者のように
し，あなた自身のようにこれを愛さなけれ
ばならない。あなたがたもかつてエジプ
トの国で他国人であったからである。」4

ことにより，多くの国や言語，または文化
を代表する会員の皆さんに会うことがよく
あります。この福音の神権時代ですばら
しいのは，地理的な区域や国境に制限を
受けないことです。教会は世界中に広
がっています。教会は「地の四方からそ
の子らを」集めることにより，神の御子の
栄えある再臨に備えています。1

教会の会員は多様性を増しています
が，わたしたちの神聖な受け継ぎは，その
違いを越えて浸透しています。教会の会
員として，わたしたちはイスラエルの家に
迎えられています。兄弟姉妹となり，同じ
霊的な血統の同等の相続人となります。
神はアブラハムに「この福音を受け入れ
るすべての者は〔彼〕の名によって呼ば
れ，〔彼〕の子孫と見なされ，立ち上がって

〔彼〕を〔彼らの〕父としてたたえるであろ
う」2 と約束しておられます。

教会の会員となるすべての人に対する
約束があります。「そこであなたがたは，
もはや異国人でも宿り人でもなく，聖徒た
ちと同じ国籍の者であり，神の家族なの
である。」3

この「異国人」を表すstranger という
言葉は，ラテン語のextraneus から来て
いて，「外側」または「外部から」を意味

管理ビショップリック第一顧問
ジェラルド・コセービショップ

わたしたちの多くは一度ならず，新
しい状況に置かれたために，不
慣れや不安を感じたことがある

でしょう。約 5 年前にトーマス・S・モン
ソン大管長がわたしを教会幹部として奉
仕するように召したとき，そのような状況
がわたしの家族に起こりました。この召
しを果たすためには，20 年以上家族が
慣れ親しんだ美しい場所から引っ越すこ
とが必要でした。妻とわたしは，この変
化を知った直後の子供たちの反応を今で
も覚えています。 16 歳の息子は声高に言
いました。「まったく問題ないよ。みんな
は行きな。ぼくは残るから！」

その後息子は，程なくしてわたしたちと
一緒に行く決心をし，人生の新しい機会
を忠実に受け入れました。新しい環境で
過去数年間過ごしたことは，わたしの家
族にとって楽しい学びの機会となりまし
た。それは特に，末日聖徒の温かい歓迎
と善意があったからです。わたしたちは
様々な国で生活してきたので，この地上の
神の民の一致が現実的で確実なものであ
ることを理解するようになりました。

わたしはこの召しを通して，多くの国々
を訪れ，多くの集会を管理する特権に恵
まれてきました。数々の集会に出席する

あなたがたはもはや
異国人ではない
この教会には，異国人も部外者もいません。兄弟姉妹がいるだけ
です。

パナマ，パナマシティー
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イエスは地上で教え導かれた間，親切
と寛容の基本的な義務をはるかに越えた
模範を示されました。主は，社会から疎
外された人々や，自分は義人であると信じ
る人から拒まれ，汚れていると見なされて
いた人々を，哀れみ尊重されました。これ
らの人々も同じように主から教えと導きを
受けたのです。

例えば，救い主は，その時代に確立し
ていた習慣を気に留めず，サマリヤの女に
話しかけて水をお求めになりました。主
は取税人とともに席に着いて食事をされ
ました。重い皮膚病を患う人に近づき，
その人に触れて癒

いや

すことをためらわれま
せんでした。ローマの百卒長の信仰をた
たえ，主は群衆に向かってこのように言わ
れました。「よく聞きなさい。イスラエル
人の中にも，これほどの信仰を見たことが
ない。」5

イエスは，普遍的で無条件の賜
たま

物
もの

であ
る完全な愛の律法を守るようにわたした
ちに求め，次のように言われました。
「あなたがたが自分を愛する者を愛し

たからとて，なんの報いがあろうか。その
ようなことは取税人でもするではないか。

兄弟だけにあいさつをしたからとて，な
んのすぐれた事をしているだろうか。そ
のようなことは異邦人でもしているではな
いか。

それだから，あなたがたの天の父が完

全であられるように，あなたがたも完全な
者となりなさい。」6

この教会には，異国人も部外者もいま
せん。兄弟姉妹がいるだけです。永遠の
御父についてわたしたちが持っている知
識は，兄弟姉妹の間の愛に対してもっと
敏感になるように助けてくれます。この兄
弟姉妹の間の愛は，地上のすべての男性
と女性の間に存在するべきなのです。

小説『レ・ミゼラブル』の一節が，外来
者と目される人に神権者はどう接したらよ
いかを説明しています。ジャン・ヴァル
ジャンは，ちょうど囚人の状態から放免さ
れたところでした。長い旅と死ぬほどの
飢えと渇きでくたくたになって，小さな町
にたどり着き，食事ができる所と一晩の宿
を探していました。彼が町に来たという
うわさが広まると，すべての住人は一人ま
た一人と，皆彼に対して扉を閉ざしまし
た。ホテルも，小さな宿屋も，監獄さえも
中に入れてはくれませんでした。拒絶さ
れ，追い出され，追放されたのです。最後
に力尽きて，その町の司教の家の玄関で
崩れるように倒れました。

この善良な聖職者は，ヴァルジャンの過
去にすっかり気づいていました。しかし，
彼はこの浮浪者を家に招き入れて，次のよ
うな憐

あわ

れみ深い言葉をかけました。
「『ここは私の家ではなくて，イエス・キ

リストのお家です。この家の戸ははいっ

て来る人に向かって，その名前を尋ねはし
ません。ただ心に悲しみのあるなしを尋
ねます。あなたが苦しんでいられ，飢えと
渇きを感じていられるならば，あなたは歓
待せられます。……何であなたの名前を
知る必要がありますか。それにまた，あ
なたが（名前）を言われない前から私は
あなたの一つの名前を知っています。』
〔ヴァルジャンは〕驚いた目を見開いた。
『本当ですか。あなたは私が何という

名前か知っていられたのですか。』
『そうです。』と司教は答えた。『あなた

の名前は私の兄弟というのです。』」7

この教会では，ワードや定員会はわた
したちに所属しているのではありません。
イエス・キリストに所属しているのです。
教会の集会所に入る人はだれでもくつろ
ぎを感じるべきです。あらゆる人を歓迎
する責任はかつてないほど大切です。わ
たしたちが住むこの世界は，大きな変動
の時期を経験しています。交通手段や通
信速度の向上と経済のグローバル化によ
り，地球は一つの大きな村になりつつあり
ます。そこで人々や国々がかつてないほ
どの頻度で会い，つながり，交わっていま
す。

これらの広大で全世界に及ぶ変化は，
全能の神の計画によるものです。地の
四方から主の選民を集めることは，遠くの
国々に宣教師を派遣するだけで起こるの
ではなく，わたしたちの住む都市や近所
に人々がほかの地域から移って来ること
によっても起こるのです。多くの人が，知
らないうちに，主に導かれて福音に耳を
傾け，主の群れに入ることができる場所
に導かれているのです。

これから皆さんのワードで福音に改宗
する人は，皆さんの友達や知人ではないと
いうのは非常によくあることです。そのこ
とは，その人の外見，言語，服装，肌の色
で分かるでしょう。その人は，異なった背
景や生活様式を持った別の宗教の中で
育った人かもしれません。

フェローシッピングは大切な神権の責

チリ，サンティアゴ



512 0 1 3 年 1 1 月 号

任です。アロン神権定員会とメルキゼデ
ク神権定員会は，ビショップの指示の下
で姉妹たちと一致して働き，確実に各人
が愛と親切をもって歓迎されるようにしま
す。ホームティーチャーと訪問教師は，忘
れ去られたり，無視されたりする人がだれ
もいないように見守るでしょう。

わたしたちは皆，ワードや支部の中で
霊的な一致を築くためにともに働く必要
があります。完全な一致の模範は，キリス
トがアメリカ大陸を訪れられた後に神の
民の間にありました。モルモン書にはこ
のように記されています。「レーマン人と
か何々人とか言われる者もなく，彼らは
一つであり，キリストの子であり，神の王
国を受け継ぐ者であった。」8

異なっている，あるいは弱く見える会員
を無視したり，孤立させたり，わたしたち
に似た人とだけ関係を持ったりしていて
は，一致を達成することはできません。
そうではなく，一致は新しい人や特別な
ニーズを持った人々を歓迎し，彼らに仕え
ることによって得られるのです。こうした
会員は，教会にとって祝福となり，隣人に
仕える機会をわたしたちに提供し，その
結果として，わたしたちの心が清められる
のです。

そのようなわけで兄弟の皆さん，教会
の建物の入口に来る人がだれであっても
手を差し伸べることが皆さんの責任なの
です。感謝の心で偏見を捨てて，歓迎し
てください。もし，知らない人が集会に
入って来たら，温かくあいさつをして，
一緒に座るように招き入れてください。彼
らが皆さんのところに来るのを待つので
はなく，むしろ歓迎され愛されていると感
じられるように皆さんから先に行動を起こ
してください。

初めに歓迎した後，その人に仕え続け
ることができる方法を考えてください。あ
るワードで二人の聴覚障がいのある姉妹
のバプテスマの後に，二人のすばらしい
扶助協会の姉妹が，この新しい改宗者と
上手に話ができるように，手話を学ぶ決
意をしたと以前に聞いたことがあります。
福音における同

はら

胞
から

の兄弟姉妹に対する何
とすばらしい愛の模範でしょうか。

天父にとって，異国人は一人もいないこ
とを証します。天父にとって，大切でない
人は一人もいないのです。ペテロとともに
次のように証

あかし

します。「神は人をかたより
みないかたで，神を敬い義を行う者はど
の国民でも受けいれてくださる……。」9

主が御自分の羊を終わりの日に集めら

れるとき，わたしたち一人一人に「わたし
が……旅人であったときに〔あなたは〕
宿を貸し〔てくれた〕」と声をかけてくだ
さるように祈ります。

そうすると，わたしたちは主にこのよう
に言うでしょう。「いつあなたが旅人であ
るのを見て宿を貸しましたか。」

すると，主は答えられるでしょう。「あ
なたがたによく言っておく。わたしの兄弟
であるこれらの最も小さい者のひとりにし
たのは，すなわち，わたしにしたのであ
る。」10

イエス・キリストの御
み

名
な

により，アーメ
ン。■

注
1. 1 ニーファイ 22：25
2. アブラハム 2：10 ，強調付加
3. エペソ 2：19
4. レビ 19：34
5. マタイ 8：10 。 マタイ 8：2 － 3；マル コ 1：

40 － 42；2：15；ヨハネ 4：7－ 9 も参照
6. マタイ 5: 46 － 48
7. ヴィクトル・ユーゴー『レ・ミゼラブル』第

1 部，第 2 編，第 3 章，豊島与志雄訳，岩波文
庫

8. 4 ニーファイ 1：17
9. 使徒 10：34 － 35
10. マタイ 25：35 ，38 ，40
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師になれたのでしょうか。宣教師として，
伝道地の人々に扉と電子メールの受信箱
と心を開いてもらう霊的な力を得るには
どうすればよいのでしょうか。いつもどお
り，答えは聖文と，生ける預言者や使徒の
言葉の中にあります。

1837 年 7 月に英国で初めて福音が説
かれたとき，主は次のように啓示されまし
た。「あなたがたによって正式に推薦さ
れて権能を与えられた者で，兄弟たちすな
わち十二使徒会の声により，わたしの名に
よって遣わされる者は，あなたがたから遣
わされるどの国に対してでも，わたしの王
国の門を開く力を持つ。」4

皆さんがどこに遣わされ，どの伝道部
に割り当てられようと，十二使徒の一人が
その割り当てを正式に推薦しており，主の
預言者によって召されることを理解してく
ださい。皆さんは「預言によって，また
……按

あん

手
しゅ

によって」5 召されるのです。
主はそれから，この約束が成就するた

めに必要な条件をお授けになりました。
「彼ら（すなわち遣わされる宣教師）が
（1）わたしの前にへりくだり，（2）わたし
の言葉のうちにとどまり，（3）わたしの御
霊の声を聴くかぎり，そうである（すなわ
ち約束が成就する）。」6

主の約束は明白です。伝道地において
神の王国の門戸を開くのに必要な霊的な
力を得るには，謙遜で，従順で，御霊の声
を聴き，それに従わなければならないの
です。

この 3 つの特質には密接な相関関係が
あります。謙遜であれば，従順でありたい
と思うはずです。従順であれば，御霊を
感じます。御霊は絶対不可欠です。なぜ
なら，エズラ・タフト・ベンソン大管長が
教えたように，「御霊の助けがなければ，
あなたにどれほど多くの才能や能力が
あったとしても，決して成功することはで
き〔ない〕」からです。7

伝道部会長として，完全にふさわしく
なっていないために苦しんでいる宣教師
を面接することが時々ありました。彼らは

数週間は毎日無力感を感じたと言います。
伝道のその時期について彼はこう表現し
ています。「英語を学ぶのが難しかった
だけではなく，伝道も同じくらい困難でし
た。……そのうえ，空腹で，疲れ，ホーム
シックでした。……状況が厳しくても，わ
たしの決意は揺るぎませんでした。弱さ
と無力感を感じたときは天父に助けを求
めて祈りました。必ず，祈る度に慰められ
ました。」3

ポクフレル長老にとって伝道活動は初
めてで困難な経験でしたが，大いなる信
仰と忠実さをもって奉仕しました。聖文と

『わたしの福音を宣
の

べ伝えなさい』，そし
て伝道部の指導者から学んだことを理解
し，それに従おうと努力しました。彼は福
音を力強く，しかも英語で教えられる教
師となり，すばらしい指導者となりました。
伝道後，ネパールでしばらく暮らしてか
ら，学業を続けるためにインドに戻りまし
た。この 1 月からは，ニューデリーで支
部会長を務めています。宣教師として真
の成長を経験した彼は，今もインドにおけ
る教会の真の成長に貢献し続けていま
す。

宣教師を見たこともなかった青年が，ど
うしてそのような霊的な強さを持った宣教

七十人
ランディー・D・ファンク長老

この 4 月に中央幹部として支持さ
れたとき，わたしはインドで伝道
部会長として奉仕していました。

わたしは別の伝道部会長から聞いたこと
を直接体験しました。それは，「この教会
の宣教師はほんとうにすばらしい」1 とい
うことです。

ファンク姉妹とわたしは多くの優れた
宣教師とともに奉仕しましたが，その一人
がネパール出身のポクフレル長老です。
教会の会員となってわずか 2 年後，彼は
英語を話す伝道部であるインド・バンガ
ロール伝道部に召されました。十分に備
えができていなかったと彼は言うでしょ
う。それは理解できます。自分が宣教師
になるまで，彼は宣教師に会ったことがあ
りませんでした。ネパールで奉仕する若
い宣教師はいないからです。英語もよく
読めなかったので，伝道の召しの手紙に
ある指示をよく理解できませんでした。
宣教師訓練センターに入所したときスーツ
ケースに詰められていたのは，よそいきの
スラックスと白いワイシャツとネクタイでは
なく，彼の言葉によると「デニムのジーン
ズ 5 本に T シャツが 2 枚，そしてたくさ
んの整髪用ジェル」だったのです。2

適切な衣服を手に入れた後も，最初の

御
み

言
こ と

葉
ば

を告げ知らせる
よう主に召される
謙

けん

遜
そん

かつ従順で御
み

霊
たま

の声に耳を傾けるならば，皆さんは宣教師と
しての奉仕に大きな幸福を見いだすでしょう。
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自分の霊的な潜在能力より下のレベルで
生活していました。どれほど熱心に働い
ても，どれほど善いことを行っても，へり
くだり，完全に悔い改めて救い主の憐

あわ

れ
みと恵みを受けるまでは平安を感じるこ
とができず，聖霊を常に伴

はん

侶
りょ

とすること
ができませんでした。

主はその僕
しもべ

たちにへりくだるよう教えら
れました。なぜなら，霊的な癒

いや

しの過程
は，打ち砕かれた心から始まるからです。
砕かれることで良いものが生じる例を考
えてみましょう。麦を植えるにはまず土を
砕きます。麦を砕いてパンを作り，パンは
ちぎられて聖

せい

餐
さん

の象徴となります。悔い
改めた人が打ち砕かれた心と悔いる霊を
もって聖餐を受けるとき，その人は癒しを
受けるのです。8 悔い改めてイエス・キリス
トの贖

あがな

いによって癒されるとき，救い主に
よりよく仕えることができるようになりま
す。「キリストのもとに来て，自分自身を
キリストへのささげ物としてささげ……な
さい。」9

もし罪の重荷を負っていて悔い改める
必要があるならば，今すぐそうしてくださ
い。救い主は病人を癒されたとき，彼らに
起きるように招かれました。彼らは即座
にそうしたと聖文に記されています。10  霊
的な病が癒されるように，起きよと言われ
る主の招きを受け入れてください。先延

ばしせずにビショップ，支部会長，あるい
は伝道部会長に話し，悔い改めの過程を
今すぐ始めてください。

贖いの持つ癒しの力はあなたの霊に安
息をもたらし，聖霊を感じることができる
ようにしてくれます。救い主の犠牲は計り
知れませんが，どんなに多く深刻な罪で
あっても，わたしたちの罪には限りがあ
り，告白してそれを捨て，赦

ゆる

しを受けるこ
とが可能です。「人が悔い改めるとき，主
の喜びはいかに大きいことか。」11

教義と聖約にある次の約束は力強いも
のです。「絶えず徳であなたの思いを飾
るようにしなさい。そうするときに，神の
前においてあなたの自信は増し，神権の
教義は天からの露のようにあなたの心に
滴るであろう。」12 徳高い生活を送るとき，
神の御

み

前
まえ

にある自らのふさわしさについ
て安らかな自信を感じるとともに，御霊の
力を身に付けることができます。13

教会員になって日の浅い人や最近活発
になった人の中には，「今はふさわしく生
活しているし，伝道に出たいと思うけれど
も，自分の知識に自信がない」と言う人
がいるかもしれません。 4 月の大会で
トーマス・S・モンソン大管長はこう教え
ました。「神の戒めに従順になることに
よって，真理を知り，人が抱く最大の疑問
への答えを得ることができます。」14  従順

になることを通して知識が得られるとは，
何と心強いことでしょう。

才能や能力や経験が足りないと感じる
人もいるかもしれません。そのように心配
している人はポクフレル長老の経験を思
い出してください。できるだけの備えをし
てください。そうすれば，天の御父が皆さ
んの謙遜で従順な努力を尊び，大いなる
ものに変えてくださいます。リチャード・
G・スコット長老はこのように励ましの勧
告を与えています。「主の戒めに従い主
の子供たちに無私の奉仕をするとき，当
然の結果としてわたしたちは神から力を頂
きます。それは自分の力以上のことを行
う力です。主から強さと力を受けるので，
わたしたちの知力や才能，能力が広がる
のです。」15

主とその善意を信頼するとき，全能の
神はあなたを通して御自身の子供たちを
祝福してくださいます。16  ネバダ出身のホ
リングズ長老は伝道に出て間もなくそのこ
とを学びました。インドに到着した翌日，
彼はファンク姉妹とわたしと一緒に最初
の赴任地であるラジャマンドリに行きまし
た。その午後，ホリングズ長老とガナパラ
ム長老はある教会員とその母親に会いに
出かけました。母親は教会について知り
たいと思っていました。福音によって娘
の生活が祝福されているのを目にしたか
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らです。ファンク姉妹がフェローシップの
ために長老たちに同行しました。レッス
ンが英語で行われるのに母親がテルグ語
しか話せなかったので，支部の兄弟が通
訳をするために来ていました。

初めてのレッスンでホリングズ長老が
受けた割り当ては，預言者ジョセフの言
葉を使って最初の示現を教えることでし
た。その場面に差しかかると，長老はファ
ンク姉妹を見て尋ねました。「一言一句
そのまま言った方がいいでしょうか。」通
訳されることを知っていたからです。
「あなたの言うことについて御霊が証

あかし

で
きるように，一言一句違わずに言いなさ
い」と彼女は答えました。

この新任の宣教師が最初の示現を心を
込めて預言者の言葉のままに教えたとき，
この姉妹の表情が変わり，目に涙があふ
れました。ホリングズ長老がその栄光に
満ちたメッセージを語り終えたとき，彼女

は通訳も待たずに泣きながら母国語で尋
ねました。「バプテスマを受けさせてい
ただけませんか。そして，息子に教えてく
ださいませんか。」

ともに主に仕える若人の皆さん，福音の
メッセージに対し，扉も心も毎日開かれて
います。そのメッセージは世界中の神の
子供たちに希望と平安をもたらします。
謙遜で，従順で，御霊の声に聞き従うなら
ば，皆さんは宣教師としての奉仕に幸福
を見いだすでしょう。17 宣教師にとって何
とすばらしい時代でしょうか。今は主が
その業を速めておられる時代なのです。

わたしは救い主と，主の「神聖な戒め」18，
すなわち，「それゆえに，あなたがたは
行って，すべての国民を弟子として……教
えよ」19 について証します。これは主の
教会です。主は生ける預言者や使徒を通
して教会を導いておられます。この後，大
管長から教えを受けます。わたしたちが

モルモンのように「観察が鋭〔く〕」20 ，召
されるときにふさわしくあり，御霊の力に
よってこう宣言することができますように。

「見よ，わたしは神の御子イエス・キリスト
の弟子である。わたしはイエス・キリスト
の民の中でイエス・キリストの言葉を告げ
知らせ，彼らが永遠の命を得られるように
するために，イエス・キリストから召され
た。」21 イエス・キリストの御

み

名
な

により，
アーメン。■

注
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ています。「我々は，前へ前へと進み続け
るのだ。流れに立ち向かうボートのよう
に，絶え間なく過去へと押し戻されなが
らも。」1

わたしは，潜在的な能力と優しさを十
分に備えている人々が，1 度や 2 度の失敗
のために神の王国を築くというやりがい
のある業から身を引くのを見てきました。
ひときわ優れた神権者となり神の僕

しもべ

とな
れたはずの有望な人々です。しかし，つま
ずき，落胆したことで，神権の務めから身
を引き，ほかのそれほど価値のないもの
を追い求めるようになりました。

こうして彼らは，指導的役割を果たせ
たはずの人生をひっそりと過ごし，生得権
である潜在的な能力をまったく発揮せず
にいます。ある詩人が嘆いているように，
これらの人々は，「自分が奏でられる音楽
を心に秘めながら死んでいく」不幸な人
です。2

失敗するのが好きな人はいません。特
に，愛する人々には自分の失敗する姿を
見られたくないものです。人は皆，尊敬さ
れ，重んじられたいと思っています。チャ
ンピオンになりたいと思っています。しか
し，わたしたち人間は，努力と鍛錬なし
に，あるいは間違いをせずに，チャンピオ
ンにはなれません。

兄弟の皆さん，わたしたちの行く末は，
つまずく回数ではなく，立ち上がり，ちり
を払い，歩みを進める回数によって決まる
のです。

神の御心に添った悲しみ
わたしたちが知っているように，この死

すべき生涯は試しの時です。しかし，天
の御父は完全な愛をもってわたしたちを
愛してくださっているので，答えを見つけ
ることのできる場所を明らかにしておられ
ます。よく知らない地域やそれぞれが遭
遇する予期せぬ試練を通り抜けるための
地図を与えてくださっています。預言者の
言葉はその地図の一部なのです。

わたしたちが道からそれるとき，つまり

今できるよ」と言いました。
即座に，わたしは立ち上がりました。
わたしは今もって信じられません。不

可能に思えたことが次の瞬間には可能に
なったのです。 12 歳の少年が手を差し
伸べて，「今できるよ」と言ってくれたから
です。それによって，わたしは確信とやる
気と力を増したのです。

兄弟の皆さん，立ち上がって歩み続け
るのに自分の力が足りないと思われるこ
とが，人生には時折あります。わたしはあ
の日，雪の斜面で大切なことを学びまし
た。起き上がれないと思うときでさえ，ま
だ希望があります。目を見て，手を取り，

「今できるよ」と言ってくれる人を必要と
することが，時折あります。

強さに関する誤解
女性は男性よりも至らなさや落胆を感

じやすい，つまりそのような感情は男性よ
りも女性に影響しやすいと考えている人
がいるかもしれません。わたしはそうは
思いません。男性は罪悪感や抑

よく

うつ，挫
ざ

折
せつ

を味わいます。このようなことを思い悩
んでいないふりをするかもしれませんが，
実際は悩んでいるのです。失敗や弱さに
よる重荷をひどく感じると，二度とうまく
いかないと思うようになります。前に転ん
だので，転ぶのが自分の定めだと思い込
むことさえあります。ある作家はこう述べ

大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

幼いころは，転ぶと同時に起き上
がれたものでした。しかし，年
を取ると物理の法則が変わって

しまったようで，わたしに不利な結果をも
たらすようになりました。

先日，わたしは 12 歳の孫と一緒にス
キーをしました。一緒に楽しい時間を過
ごしていたとき，わたしは凍った雪にス
キーをとられ，急斜面を派手に転びなが
ら胴体着陸しました。

何とかして立ち上がろうとしましたが，
できません。転んだまま，起き上がれな
かったのです。

体は大丈夫でしたが，自尊心はいささ
か傷つきました。それで，ほかのスキー
ヤーに気づかれたくなくて，ヘルメットと
ゴーグルがちゃんと付いているか確かめ
ました。わたしは，自分がどうすることも
できずに座り込んでいて，そのそばを彼ら
が優雅に滑りながら，楽しげに「こんにち
は，ウークトドルフ兄弟」と叫んでいる有

あり

様
さま

を想像しました。
わたしは助けてもらうために何が必要

かと思い始めました。そのときに孫がわ
たしのところに来ました。わたしは何が
起こったかを告げましたが，彼はわたしが
起き上がれない理由の説明にはまったく
興味がないようでした。わたしを見て手
を伸ばした孫は，わたしの手を取って，
きっぱりした口調で「おじいちゃんなら，

あなたなら，今できます
再び起き上がって……道を歩み続けようとするかぎり，失敗から何
かを学び，……より良く，またより幸せになれます。
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転んだり天の御父の道から外れたりする
とき，預言者の言葉は，起き上がって道に
戻る方法を告げてくれます。

何世紀にもわたって預言者たちが教え
てきたすべての原則の中で，何度も繰り返
し強調されてきたことがあります。それ
は，人は悔い改め，進路を変え，弟子とし
て正しい道に立ち戻ることができるとい
う，希望に満ちた，心を鼓舞するメッセー
ジです。

自分の弱さや間違いや罪に甘んじてよ
いという意味ではありません。悔い改め
に至る罪に対する悲しみと，絶望に至る
悲しみとの間には，重要な違いがありま
す。

使徒パウロはこう教えています。「神の
みこころに添うた悲しみは，悔いのない
救
すくい

を得させる悔
くい

 改
あらた

めに導き，この世の悲
しみは死をきたらせる。」3 神のみこころ
に添うた悲しみは，イエス・キリストの贖

しょく

罪
ざい

による変化と希望を促します。この世
の悲しみは，わたしたちを弱らせ，希望を
失わせ，さらなる誘惑に屈するように説き
付けます。
神のみこころに添うた悲しみは，改心4  

と心の変化5 を招きます。それはわたした
ちに罪を憎ませ，善を愛させます。6 立ち
上がって，キリストの愛の光の中を歩むよ
うに促します。真の悔い改めにとって肝
要なのは，苦悩と苦痛ではなく，変わるこ
とです。そうです。不従順を心から悔い，
真に後悔することは，多くの場合，苦痛を
伴いますが，神聖な悔い改めの過程にお
けるとても重要な段階なのです。しかし，
罪悪感が自己嫌悪をもたらし，あるいは

再び起き上がるのを妨げる場合，それは
悔い改めを促すどころか，むしろ妨げとな
ります。

兄弟の皆さん，良い方法があります。立
ち上がり，神の人となりましょう。わたし
たちにはチャンピオン，わたしたちに代
わって死の陰の谷を歩まれた救い主がお
られます。救い主はわたしたちの罪の贖

あがな

いの代価として御自身をささげられまし
た。これよりも大きな愛はありません。
傷のない小羊イエス・キリストは，自発的
に犠牲の祭壇に身を横たえ，わたしたち
の罪のために「最後の一コドラント」まで
払ってくださいました。7 救い主はわたした
ちの苦しみをその身に引き受けられまし
た。わたしたちの重荷，罪の責任をその
肩に負われました。愛する友である皆さ
ん，救い主のもとに来る決意をするとき，
救い主の御

み

名
な

を受け，弟子としての道を勇
気をもって歩むとき，贖罪を通じてわたし
たちは，「この世に」おける幸福と「平和」
だけでなく，「来るべき世に〔おける〕永
遠の命」も約束されるのです。8

間違いを犯すとき，また罪を犯して転ぶ
とき，心から悔い改めるとはどういう意味
かを考えましょう。それは自分の心と思
いを神に向けること，そして罪を捨てると
いう意味です。真実の心からの悔い改め
はそれに伴って「今できる」という天与の
確信をもたらします。

あなたは何者か
わたしたちの進歩を妨げるサタンの方

法の一つは，自分は実際に何者であり，
実際に何を望んでいるかについて，わたし

たちを混乱させることです。
わたしたちは子供たちと一緒に時間を

過ごしたいと思いますが，人として自分の
好きな趣味の時間を持ちたいとも思いま
す。体重を減らしたいと思いますが，食べ
たい物を食べたいとも思います。キリスト
のようになりたいと思いますが，自分の車
の前に割り込んできた車のドライバーを
非難したいとも思います。

サタンの目的は，わたしたちを誘って，
真実の幸せと永遠の価値がある非常に高
価な真珠を，プラスチック製の偽の小さな
装身具と交換させることです。それは，幸
せと喜びに見せかけた幻影であり，まが
いものにすぎません。

わたしたちに立ち上がるのをやめさせ
るためサタンが用いるもう一つの方法は，
戒めを，わたしたちに強要されているもの
と思わせることです。そもそも自分の考え
ではないように見えるものに反対するのが
人間の習性であるように思われます。

健康に良い食べ物と運動を，単に医師
から期待されていることと見なす場合，わ
たしたちは失敗するでしょう。しかし，自
分は何者であり，どのような人物になりた
いかということでこれらの選びに目を向け
るならば，道にとどまって成功を得るすば
らしい機会があります。

ホームティーチングをステーク会長の目
標にすぎないと見なす場合，それを行う
のをあまり価値あることと思わないかもし
れません。それを自分の目標，すなわち，
もっとキリストのようになり，ほかの人々に
仕えるために行いたいことと見なすなら
ば，自分の責務を果たすだけでなく，訪
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問先の家族と自分の家族に祝福をもたら
す方法でそれを成し遂げることにもなる
でしょう。

わたしたちはしばしば，友人や家族か
ら助けを受けます。しかし，注意力を働
かせて，ほかの人々の役に立ちたいという
思いをもって周囲を見回せば，ほかの人々
が起き上がって自分のほんとうの潜在的
な能力を発揮するのを助ける機会が，主
からわたしたちに与えられていることに気
づくでしょう。聖典にはこう述べられてい
ます。「何をするにも，人に対してではな
く，主に対してするように，心から働きな
さい。」9

高潔で義にかなった生活を送り，永遠
に住みたいと願う場所に目を向け続ける
ことは，霊的な力を得る偉大な源です。
たとえ信仰の目をもってその神聖な目的の
場所を見るだけだとしても，その道にとど
まるようにするのに役立つことでしょう。

日々の成功や失敗にあまりにも心を奪
われていたら，道を見失い，さまよい，転
んでしまうかもしれません。より高い目標
に目を向け続けるなら，もっと良い息子，
兄弟，もっと優しい父親，もっと愛情深い
夫になれることでしょう。

神聖な目標を心に留める人々でさえ，時
にはつまずくかもしれませんが，彼らは負
けません。彼らは神の約束を信頼し，約
束に頼ります。義の神に明るい希望を抱
き，大いなる将来について霊感あふれる
ビジョンをもって，再び立ち上がります。
自分は今できるということを知っているの
です。

あなたなら，今できます
すべての人が，老若を問わず，個人的に

転んだ経験があることでしょう。転ぶこ
とは死すべき人のだれもが経験すること
です。しかし，再び起き上がって，神から
与えられた霊的な目標に向かって道を歩
み続けようとするかぎり，失敗から何かを
学び，その結果としてより良く，またより幸
せになれます。

愛する兄弟であり，友である皆さん，立
てない，あるいは歩み続けられないと思う
ことが，時折あるでしょう。どうか救い主
と救い主の愛に頼ってください。主イエ
ス・キリストを信じる信仰と，回復された
福音のもたらす力と希望によって，皆さん
は胸を張って歩み続けることができるで
しょう。

兄弟の皆さん，わたしたちは皆さんを愛
しており，皆さんのために祈っています。
モンソン大管長が皆さんのために祈って
いる言葉を皆さんにも聞いていただけた
らと思っています。若い父親か，高齢の
神権者か，聖任されて間もない執事かを
問わず，わたしたちは皆さんを心にかけて
います。主は皆さんを心にかけておられ
ます。

わたしたちは，皆さんの道が時々困難
であることを承知していますが，主の御名
によって次のことをお約束します。立ち上
がって，贖い主，救い主の足跡に従ってく
ださい。そうすれば，いつの日か皆さん
は振り返って，贖罪と，自分を引き上げて
力を与えてくれた贖罪の力に頼る選びを

したことへの永遠の感謝の念に満たされ
ることでしょう。

愛する友人と兄弟の皆さん，何度滑り，
転んでも，立ち上がってください。あなた
の行く末は輝かしいものです。まっすぐ
に立って，イエス・キリストの回復された
福音の光の中を歩んでください。あなた
は自分が気づいている以上に強く，想像
する以上に有能です。あなたなら，今で
きます。このことを，わたしたちの主であ
り贖い主であるイエス・キリストの聖なる
御名によって証

あかし

します，アーメン。■
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聖文には，サマリヤ人がエルサレムから
エリコへ向かっていた理由について書か
れていません。独りで歩いていたとは思
えません。無用心な旅人を強盗がねらっ
ているのを知っていたはずだからです。
大事な用があったのでしょう。慣例に漏
れず，家畜にオリブ油やぶどう酒などが
入った荷を積ませていたことでしょう。

主の言葉によると，サマリヤ人は傷つい
た人を見ると足を止めました。「気の毒
に思〔った〕」からです。

ただ気の毒に思うだけでなく，行動しま
した。この話の詳細をいつも心に留めて
ください。
「近寄ってきてその傷にオリブ油とぶど

う酒とを注いでほうたいをしてやり，自分
の家畜に乗せ，宿屋に連れて行って介抱
した。

翌日，デナリ二つを取り出して宿屋の主
人に手渡し，『この人を見てやってくださ
い。費用がよけいにかかったら，帰りがけ
に，わたしが支払います』と言った。」1

皆さん，そして皆さんが導くよう召されて
いる神権者たちは，少なくとも 3 つの確約
を受けることができます。第 1 に，もし皆
さんが求めるなら，困っている人に対して
主が感じておられる哀れみの気持ちを，主
は皆さんにもお与えになります。第 2 に，
皆さんが奉仕するときに，宿屋の主人の
ような助け手を主は与えてくださいます。
第 3 に，主は，良いサマリヤ人のように，
困っている人を助けるすべての人に，あふ
れんばかりの報いを与えてくださいます。

定員会会長の皆さんは一度ならず，この
ような確約に基づいて行動したことがあ
るでしょう。主の神権を持つ人たちに助
けを要請したとき，哀れみの気持ちで応じ
てくれると確信していたでしょう。これま
で最も頻繁に応じてくれた人たちに，ため
らわず依頼したでしょう。なぜなら，彼ら
が哀れみの気持ちを感じやすい人たちで
あり，主の寛容さを感じて，これまで人助
けをしてきた人たちだと知っていたからで
す。また，すでに多くの重荷を背負ってい

浮かびました。
助けの要請があったときは，もう昼を過

ぎていました。夕方には教会の集会があ
る日でした。会長はその日，家の用事を
手伝うと妻に約束していました。子供た
ちから一緒にやろうと頼まれていたことも
ありました。今までなかなか時間が取れ
なかったのです。

定員会の会員たち，特にいつも助けを
頼む最も忠実な会員たちは，同じときに難
しい状況にあるかもしれないことも，会長
は知っていました。

主はこの職に皆さんを召したとき，その
ような困難な問題に出遭うことを御存じ
でした。そこで，皆さんを励ますために，
ある話をしてくださったのです。それはあ
まりにも忙しい神権者のためのたとえで
す。良いサマリヤ人の話と呼ばれることも
あります。しかし，それはまさに，この末
日の忙しい困難な時代に生きる立派な神
権者のための話です。

その話は重すぎる荷を背負う神権者に
ぴったりの話です。皆さんはサマリヤ人であ
り，傷ついた人のそばを通り過ぎた祭司や
レビ人ではないことを忘れないでください。

皆さんがそうした困難な問題に直面した
ときには，その話について考えなかったか
もしれません。しかし，そのような日が再
び来るときには考えるように願っています。
そのような日は必ずまたやって来ます。

大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

わたしたちは皆，ほかの人を世話
する責任という祝福を受けてい
ます。神の神権を持つとは，神

の子供たちの永遠の命に対して神から責
任を受けているということです。それは
現実にあるすばらしいものですが，時には
重荷に感じられることもあります。

今晩，皆さんの中には，わたしの言わん
とすることが分かる長老定員会会長がい
るでしょう。会長の一人に起きたことをお
話ししましょう。恐らく，多くの会長が
一度ならず経験したことがあるでしょう。
細かい点は異なるかもしれませんが，状況
は同じです。

ある会長があまりよく知らない長老か
ら助けを求められました。本日中に，これ
まで住んでいたアパートから近くの別のア
パートへ妻と幼い息子を連れて引っ越さ
なくてはならなくなったのです。

その夫婦はすでに，家財道具や身の回
りの品を運ぶために，友人にトラックを貸
してくれるように頼んでありました。友人
はトラックを使わせてくれました。若い父
親は家財道具をすべてトラックに積み込
み始めましたが，数分もたたないうちに，
腰を痛めてしまいました。トラックを貸し
てくれた友人は，忙しくて助けに来ること
ができませんでした。若い父親は絶望的
な気持ちになりました。すると，皆さんの
ような長老定員会会長のことが頭に思い

人々 の傷を癒
い や

す
この世の旅路を歩むわたしたちに主がお与えになる神権の務めが
どのようなものであれ，それを行うために自らを備えられるようお
祈りします。
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る人にも頼んだことでしょう。犠牲が大
きければ大きいほど，主から受ける報いも
大きくなることを知っていたからです。こ
れまで助け手となった人々は，救い主のあ
ふれんばかりの感謝の気持ちを感じたこ
とがあるでしょう。

あのトラックの荷の上げ下ろしの手伝
いについて，ある人には頼むのを控えた
方がよいという気持ちになったとしたら，
それはそれでもっともなことです。あなた
は指導者として定員会の会員やその家族
をよく知っています。また，主は，すべて
御存じです。

次のような人がだれか，主は御存じで
す。夫が妻の必要を満たすために必要な
ことを行う時間を見つけられないために，
妻ががまんの限界に達しつつある夫婦。
父親がもう一度，人助けに行く姿を見るこ
とによって祝福される子供。あるいは，
その日，一緒に過ごして，父親にとって自
分が大切な存在だということを実感する
必要のある子供。しかし，人を助けられ
そうにない，あるいは進んで助けようとし
ない人だと思われても，奉仕を促す必要
のある人はだれかも主は御存じなのです。

皆さんは定員会の全員についてすべて
を知ることはできません。しかし，神は御
存じです。ですから，皆さんはこれまで何
度もしてきたように，奉仕を助けてくれる
ようだれに頼めばよいか分かるよう祈っ
たことでしょう。助けを依頼されることに
よって祝福される人，または依頼されない
ことによって祝福される家族を主は御存
じです。それは皆さんが神権者を導く際
に受けると期待してもよい啓示です。

わたしは若いときに，そのような経験が
あります。わたしは祭司定員会の第一補
佐でした。ある日，ビショップから家に電
話がありました。夫に先立たれた女性が
非常に困っているので，訪問するために同
行してほしい，わたしに来てほしいと言う
のです。

家へ迎えに来るビショップを待っている
と，複雑な気持ちになりました。ビショッ

プには堅固で賢い顧問がいました。一人
は有名な判事でした。もう一人は大きな
会社を経営しており，後に中央幹部になる
人でした。ビショップ自身もいつか幹部
を務めるような人でした。なぜ未熟な祭
司に「あなたの助けが必要です」と言っ
たのでしょうか。

今となってみると分かりますが，ビショッ
プはこう言ってもよかったのです。「主には
あなたを祝福する必要がおありになるの
です。」訪問先の女性の家で，意外にもビ
ショップがこう言うのを聞きました。「以
前に差し上げた予算の用紙に書き込まな
ければ，教会から援助を受けることはで
きませんよ。」家へ帰る途中，ビショップ
は意外な表情をしているわたしを見ると，
笑って言いました。「彼女は家計の出費を
抑えることができるようになると，ほかの
人を助けられるようになりますよ。」

別の折にビショップは，両親ともにアル
コール依存症の会員の家にわたしを連れ
て行きました。おびえた表情の二人の幼
い少女が両親から言われて，戸口で出迎
えてくれました。二人の少女と少し話した
後，わたしたちはその家を後にしました。
ビショップはわたしにこう言いました。「わ
たしたちはまだあの家族の生活の悲劇を
変えることはできないが，家族の人たちは
主から愛されていることを感じることがで
きるよ。」

また別の日の夕方，ビショップに同行し

て，長年教会に来ていない男性の家へ行
きました。ビショップは自分がいかにそ
の人を愛しているか，またワードの人々が
いかにその人を必要としているかを語りま
した。その人にはあまり大きな影響がな
かったようでしたが，わたしはビショップ
に同行するときはいつでも，大きな影響を
受けました。

以上のような訪問に同行することによっ
て，どの祭司が祝福を受けるかを知るた
めに，ビショップが祈ったかどうか，わた
しにはとうてい分かりません。ほかの祭
司を同行させてもよかったと思われる場
合も幾度となくあったことでしょう。しか
し，主は御存じでした。いつかわたしが
ビショップになり，信仰が弱くなった人々
に福音の温かさを再び味わうよう勧める
ことになると。また，物質的にひどく困っ
ている，何百人，あるいは何千人もの天の
御父の子供たちに対する神権の責任を与
えられるようになると。

若い男性の皆さんは，主が皆さんのた
めにどのような神権の務めを備えておら
れるかを知ることはできません。しかし，
どの神権者にとってもいっそう大きな課
題は，霊的な助けを与えることです。わた
したちには皆，その責任があります。それ
は定員会会員に課せられた責任です。家
族の一員が持っている責任です。もし皆
さんの定員会または家族の中のだれか
が，サタンから信仰を攻撃されたら，皆さ
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んは哀れみを感じるでしょう。サマリヤ
人が奉仕と慈悲の行いをしたように，必
要なときに傷を癒すために香油を塗って
あげることでしょう。

皆さんは専任宣教師として奉仕すると
きに，霊的に大きな必要性を抱えた何千
人もの人たちのもとへ行くでしょう。多く
の人は，皆さんから教えられるまでは，自
分が霊的な傷を持ち，手当てを受けなけ
れば際限のない苦悩にさいなまれること
さえ分からないのです。皆さんはそのよ
うな人々を救うために，主の用向きを受け
るのです。永遠の命へ通じる儀式を受け
入れる人々に対して，主だけが霊的な傷
を癒す力を持っておられるのです。

皆さんは定 員会会員，ホームティー
チャー，宣教師として，強い信仰を持たな
いかぎり，人々が霊的な傷を治すのを助け
ることはできません。つまり，定期的に聖
文を読み，聖文について祈る以上のことを
行わなければなりません。困ったときに
祈ったり，ちらっと聖文を読んだりするだ
けでは，十分な準備はできません。皆さ
んが必要とするものは，次の勧告で再確
認することができます。教義と聖約第

84 章にこう書かれています。「また，あ
なたがたは何を言おうかと，前もって思い
煩ってはならない。ただ絶えず命の言葉
をあなたがたの心の中に大切に蓄えるよ
うにしなさい。そうすれば，それぞれの
者に必要な部分が，必要なそのときに授
けられるであろう。」2

その約束が果たされるのは，命の言葉
を「大切に蓄え」，それを続けて行うとき
に限ります。その聖句の大事な部分に
は，わたしにとって，命の言葉について何
らかの特別な気持ちを感じるという意味
があります。例えば，預言者ジョセフ・ス
ミスの神聖な召しについて信仰が揺らい
でいる人を助けようとするとき，自分が抱
いてきた特別な気持ちが再びわき上がっ
てくるのです。

わき上がってくるのは，モルモン書の言
葉だけではありません。モルモン書の中
の数行でさえ，読むときはいつでも，確か
に真実であるという気持ちがわいてくる
のです。預言者ジョセフ・スミスやモルモ
ン書について疑念を抱いている人には，
このような気持ちがわいてくると必ずしも
約束することはできません。しかし，わた

しはジョセフ・スミスが回復の預言者で
あると知っています。また，モルモン書が
神の御

み

言
こと

葉
ば

であると知っています。なぜ
なら，それを大切にしてきたからです。

わたしは経験から知っています。皆さ
んは御

み

霊
たま

の力によって真理に対する確信
を得られます。なぜなら，わたしもその確
信を得てきたからです。わたしたちの愛
する旅人が真理に敵対する人々によって
傷つけられてうずくまる道に，主がわたし
たちを置かれる前に，皆さんもわたしもそ
の確信を得なければなりません。

わたしたちがしなければならない準備
がもう一つあります。ほかの人の苦痛に
冷淡になるのは人間の特性です。そのよ
うな理由もあって，主の贖

しょく

罪
ざい

について，ま
た天の御父のすべての子供を助けるため
に，彼らの苦痛と悲しみを御自身に引き受
けたことについて，主が労を惜しまずに語
られたのです。

この世で最もすばらしい，天の御父の
神権者でさえも，そのような深い哀れみの
域に容易に達することはできません。わ
たしたち人間には，自分には非常に明

めい

瞭
りょう

な真理が分からない人に対していらいら
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が道を覚えていて，犬が羊を追ってくれる
のです。

その様子は，何年も前にドイツ・ミュン
ヘンで見た光景とは対照的でした。それ
は日曜の朝で，わたしたちは宣教師大会
に向かっていました。伝道部会長の車の
窓から外を眺めると，一人の羊飼いが杖
を握り，羊たちを導いていました。羊たち
は羊飼いが行く方向へついて行きました。
羊飼いが左へ動けば，羊たちも左へ，右
へ動けば，同じ方向へついて行きます。
羊を導くまことの羊飼いと，羊の後ろから
気楽に馬で行く羊飼いとはこうも違うもの
かと思いました。

イエスは，「わたしはよい羊
ひつじ

飼
かい

であっ
て，わたしの羊を知……る」2  と言われ，
まことの羊飼いの完全な模範を示されま
した。

兄弟の皆さん，神権者であるわたした
ちには，羊飼いの責任があります。主の
知恵によって，教会の家族を導く羊飼いと
なるために，彼らに仕え，彼らを教え，彼
らに証

あかし

を述べるための指針が示されまし
た。それはホームティーチングと呼ばれて
おり，それが今晩のわたしのお話のテー
マです。

教会の各ワードのビショップは，毎月会
員の家庭を訪問するホームティーチャー
の責任が神権者に割り当てられる過程を
見守ります。彼らは二人一組で行動しま
す。可能な所では，アロン神権の祭司か

トーマス・S・モンソン大管長

今晩，ソルトレーク・シティーのカ
ンファレンスセンターと様々な場
所に，神の神権を持つ者たちが

集っています。皆さんは，使徒ペテロが言
うとおり，まことに忠実なる神権者「選ば
れた種族」1  です。皆さんにお話しする
特権を光栄に思っています。

子供のころ，わたしの家族は毎年夏に，
ソルトレーク・シティーから車で 70 キロ

（45 マイル）南下して，少し東に入った所
にあるプロボキャニオンに行き，家族用の
山小屋で数週間過ごしました。わたした
ち男兄弟は，川で魚を釣ったり，泳いだり
するのが待ち遠しくて，何とか車を急がせ
ようとしたもので す。 当時，父の車は
1928 年型のオールズモビルでした。車
の速度が時速 60 キロ（35 マイル）を超
えると，母はよく「ブレーキ，ブレーキ」と
言ったものです。わたしの方は「パパ，ア
クセルだよ，アクセル！」と言いました。

父はプロボキャニオンに到着するまで，
カーブを曲がるとき以外はずっと時速
60 キロで走り続けるのでした。羊の群
れに遭遇すると車は完全に停止しました。
何百匹もの羊が通り過ぎますが，羊飼い
の姿は見えず，2 ． 3 頭の犬だけがほえ
ながら羊をせき立てています。ようやくは
るか後方から羊飼いが馬に乗って登場し
ます。馬には，くつわをかませず，端

は

綱
づな

だ
けで引いています。羊飼いは，くらの上で
前かがみになり，居眠りをしています。馬

まことの羊飼い
ホームティーチングは多くの祈りの答えとなり，人の生活に起こる
変化を目にする機会となります。

する傾向があります。わたしたちの性急
さが非難や拒絶と解釈されないように注
意しなくてはなりません。

主の神権を持つ僕
しもべ

として主に代わって
人を助ける備えをするとき，指針となる聖
句があります。主がわたしたちをどこへお
遣わしになっても，わたしたちの旅路に必
要となる賜

たま

物
もの

について述べている聖句で
す。良いサマリヤ人はその賜物を持って
いました。わたしたちにはそれが必要で
す。それを見いだす方法を主は教えてお
られます。
「したがって，わたしの愛する同

はら

胞
から

よ，
もしあなたがたに慈愛がなければ，あな
たがたは何の価値もない。慈愛はいつま
でも絶えることがないからである。した
がって，最も大いなるものである慈愛を固
く守りなさい。すべてのものは必ず絶えて
しまうからである。

しかし，この慈愛はキリストの純粋な愛
であって，とこしえに続く。そして，終わり
の日にこの慈愛を持っていると認められ
る人は，幸いである。

したがって，わたしの愛する同胞よ，あ
なたがたは，御父が御子イエス・キリスト
に真に従う者すべてに授けられたこの愛
で満たされるように，また神の子となれる
ように，熱意を込めて御父に祈りなさい。
また，御子が御自身を現されるときに，わ
たしたちはありのままの御

み

姿
すがた

の御子にま
みえるので，御子に似た者となれるよう
に，またわたしたちがこの希望を持てるよ
うに，さらにわたしたちが清められて清い
御子と同じようになれるよう，熱意を込め
て御父に祈りなさい。」3

この世の旅路を歩むわたしたちに主が
お与えになる神権の務めがどのようなも
のであれ，それを行うために自らを備えら
れるようお祈りします。イエス・キリスト
の聖なる御

み

名
な

により，アーメン。■

注
1. ルカ 10：33 － 35
2. 教義と聖約 84：85
3. モロナイ 7：46 － 48
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教師の若い男性が，メルキゼデク神権を
持つ成人に同行します。自分たちが担当
する人々の家に招き入れられると，アロン
神権者もレッスンの中で割り当てられた
役割を果たします。こうした割り当ては，
若い男性にとって伝道の準備になり，また
生涯にわたって神権者として奉仕をする
備えになります。

ホームティーチングは「教え，説き明か
し，勧め，バプテスマを施し，……また各
会員の家を訪れて，彼らが声に出して祈
り，ひそかにも祈るように，また家庭にお
けるすべての義務を果たすように勧め
……常に教会員を見守り，彼らとともにい
て彼らを強め……教会の中に罪悪がない
ように，互いにかたくなになることのない
ように，偽り，陰口，悪口のないように取り
計らう」3  という，神権者に託された近代
の啓示にこたえるプログラムです。

デビッド・O・マッケイ大管長は勧告し
ています。「ホームティーチングは，御父
の子供たちを養い，鼓舞し，助言し，指導
するために，最も差し迫った報いの大きい
プログラムの一つである。……それは神
聖な奉仕の機会であり，天よりの召しであ
る。ホームティーチャーとして，天からの
霊感をあらゆる家庭に，人々の心の中に
もたらす務めは，わたしたちの義務であ
る。この務めを愛し，全力を尽くすなら，
神の子供を教える〔高貴で〕献身的な

〔教師〕に，計り知れない平安と喜びと満
足がもたらされる。」4

モルモン書にはこうあります。アルマは
「民のすべての祭司とすべての教師を任
命した。また，正しい人でなければだれも
任命されなかった。

そして，彼らは民を見守り，義にかかわ
ることをもって彼らを養った。」5

ホームティーチングの責任を果たすに当
たって，家族一人一人の問題について知
り，理解することが賢明です。教えたり，
必要な助けを与えたりするときに効果的
に働くことができるからです。

訪問の際には，事前に約束をしておい
た方がずっとうまくいくものです。この点
について説明するために，何年か前に経
験したことを紹介しましょう。当時の宣
教師管理役員会は，スペンサー・W・キ
ンボール，ゴードン・B・ヒンクレー，トー
マス・S・モンソンの 3 人で構成されてい
ました。ある晩，ヒンクレー夫妻が役員
会の夫婦を夕食に招いてくれました。わ
たしたちがちょうど食事を終えたその時，
だれかが玄関のドアをノックしました。ヒ
ンクレー大管長がドアを開けると，一人の
ホームティーチャーが立っていて，こう
言ったのです。「訪問の約束もしていませ
んでしたし，同僚も一緒ではないのです
が，今晩訪問するべきだと感じたので参り
ました。お客様がいらっしゃっていると
は存じませんでした。」

ヒンクレー大管長は彼に，中に入って，
いすに座って，3 人の使徒とその妻たちに

教会員の義務について教えてくださいと
優しく勧めました。若干不安の色はあり
ましたが，ホームティーチャーは最善を尽
くしました。ヒンクレー大管長が「訪問し
てくれてありがとう」と伝えると，彼は急い
で出て行ってしまいました。

好ましくないホームティーチングの例に
ついて，もう一つ紹介しましょう。何年か
前に大管長会の顧問を務めたマリオン・
G・ロムニー管長は，自分のホームティー
チャーについてよく話してくれました。あ
る寒い冬の夜にロムニー家を訪れたホー
ムティーチャーは，いすに座ってメッセー
ジを伝えてくださいと勧められても，帽子
を手にしたまま，そわそわしています。そ
して立ったまま，こう言ったのです。「ロ
ムニー兄弟，外は寒いので，車のエンジン
をかけたままにしてきましてね。実はビ
ショップに報告できるよう，ちょっと寄ら
せてもらっただけなんです。」6

エズラ・タフト・ベンソン大管長は，神
権者の集会でロムニー管長の経験を紹介
して，こう言いました。「兄弟の皆さん，
わたしたちにはこれ以上のことができるは
ずです。もっとよくできるはずです。」7   わ
たしもそう思います。

ホームティーチングは月に 1 度の機械
的な訪問以上のものです。わたしたちの
責任は，教え，霊感を与え，動機づけるこ
と，そして活発でない人には，活発になっ
て，やがて神の息子娘として昇栄するよう
に助けることなのです。

ホームティーチャーに確実に当てはまる
思慮深い勧告を紹介しましょう。これは
エイブラハム・リンカーンの言葉です。

「人の信頼を勝ち得たければ，まず自分
が真の友であることを相手に確信させな
さい。」8   エズラ・タフト・ベンソン大管
長はこう勧めています。「とりわけ，担当
の家族や個人と真の友情を築いてくださ
い。……友なら，毎月義務的な訪問以上
のことをします。友なら，自分の成績より
も人助けに関心を持ちます。友は親切
で，愛を示し，耳を傾けます。また，友な
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トーマス・S・モンソン大管長の
言葉にあるように，総大会の模様は，
「大陸を越えて，世界各地に」届けられた。
写真の会員と宣教師は，左上から時計回りに，
イタリアのローマ，フィリピンのカビテ，
ペルーのリマ，テキサス州のコリービル，
ブラジルのフォズ・イグアス，
イングランドのロンドン，
パナマのアライジャン，
フランスのリヨンで撮影された。
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ら，助けの手を差し伸べます。」9

ホームティーチングは多くの祈りの答え
となり，人の生活に起こる変化を目にする
機会となります。

ディック・ハマーがその良い例です。彼
は大 恐慌時 代に資源保 全市民部隊の
一員としてユタ州にやって来て，末日聖徒
の女性と知り合い，結婚しました。彼はユ
タ州セントジョージでディックス・カフェと
いう飲食店を始め，店は繁盛しました。

ハマー家族のホームティーチャーは，わ
たしの友人ウィラード・ミルンでした。
ディックの店のメニューを印刷した関係
で，わたしも彼をよく知っていたので，セン
トジョージを訪れる度に，ミルン兄弟にこ
う尋ねました。「ディックは改宗しそうか
い。」

返事はたいていこうでした。「すると思
うよ。いつかはね。」

ウィラード・ミルンは同僚とともに毎月
ハマー家族を訪問し，いつも何とかして
ディックと家族に福音のメッセージと証を
伝えていました。

時は流れ，ある日ウィラードが電話で良
い知らせを伝えてくれました。「モンソン
兄弟，ディック・ハマーが改宗してバプテ
スマを受けることになったよ。今年で彼
も 90 歳，わたしたちはずっと友達だった
ね。彼の決心を聞いて，胸がいっぱいだ
よ。長年，彼のホームティーチャーだった
から。」このうれしい知らせを伝えるウィ
ラードの声は震えていました。

ハマー兄弟はバプテスマを受け，1 年後
には美しいセントジョージ神殿に入り， エ
ンダウメントと結び固めの祝福を受けまし
た。

ウィラードにこう聞いてみました。「長
年彼のホームティーチャーをしてきて，失
望したことはなかったかい。」

彼の答えはこうでした。「なかったよ，
全力を尽くす価値があったからね。ハ
マー家族の喜びを見て，感謝で満たされ
ているよ。福音が彼らの生活にもたらし
た祝福と，わたしが少しでも助けになる特

権を頂いたことに感謝している。わたし
は幸せ者だ。」

兄弟の皆さん，教会にあまり前向きで
ない人，十分に決意をしている人，そのよ
うな多くの人々を長年にわたって訪問し，
教えることはわたしたちの特権となるで
しょう。自分の召しに誠実であるなら，
人生を祝福する多くの機会に巡り合うで
しょう。教会から少し距離をおいている
人々を訪問することは，やがて彼らが戻っ

て来るための扉を開けるきっかけになる
のです。

そのことを心に留めて，自分が担当する
人々に手を差し伸べて主の食卓に招き，
主の御

み

言
こと

葉
ば

を味わってもらい，主の御
み

霊
たま

を伴
はん

侶
りょ

とすることに喜びを感じてもらい，
「もはや異国人でも宿り人でもなく，聖徒
たちと同じ国籍の者であり，神の家族」10   

となってもらおうではありませんか。
自分のホームティーチングについて自己
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満足に陥っている人がいるなら，ホーム
ティーチャーとしての義務を遂行するため
に，自分を再奉献する時は今であると申し
上げます。皆さんが担当する人々に手を
差し伸べるために，どんな努力も惜しまず
にしようと，今決意してください。時に
は，一緒に行くための時間を確保するよう
に，同僚を少し励ます必要があるかもしれ
ませんが，根気強く続けていれば，必ず道
は開けます。

兄弟の皆さん，ホームティーチングは継
続します。この業は，主が「もう十分であ
る」と言われるまで終わりません。光を
必要とする人生があり，慰めを必要とする
心があり，救いを必要とする魂がありま
す。わたしたちの神聖な特権は，託され
たかけがえのない人々に光と，慰めと，救
いを与えることなのです。わたしたちは忠
実に，喜びに満ちて，そうするべきです。

最後に，理想のホームティーチャー像を
示す特別な模範に心を向けたいと思いま
す。他のすべてを凌

りょう

駕
が

する生涯を送った
教師がいます。その教師は，命と死，義務

と行く末を教えました。彼は，仕えられる
のではなく仕えるため，受けるのではなく
与えるため，自分の命を救うのではなく人
のために自分の命を犠牲にするために，
生きました。欲望よりも美しい愛を，富よ
りも豊かな貧しさを，彼は教えました。律
法学者のようにではなく，権威ある者のよ
うに教えたのはこの教師でした。11  彼の
律法は石の上ではなく，人の心に刻まれま
した。

わたしが話しているのは，主なる教師，
イエス・キリスト，神の御子，全人類の救
い主，贖

あがな

い主のことです。聖書の記録で
は，この 御 方は「よい 働きをしながら
……巡回され」12 たとあります。その御
方を確かな導き手，模範者として，ホーム
ティーチングを行う際に，その御方の聖な
る助けを受けるにふさわしい者となりま
しょう。人生は祝福され，心は慰められ，
魂は救われるでしょう。わたしたちはまこ
との羊飼いになるのです。そうなりますよ
うに，イエス・キリストの御

み

名
な

によりお祈
りします，アーメン。■

注
1. 1 ペテロ 2：9
2. ヨハネ 10：14
3. 教義と聖約 20：42 ，47，53 － 54
4. デ ビッド・O・マッケイ, Priesthood Home 

Teaching Handbook ，改 訂 版（1967 年），
ii–iii

5. モーサヤ 23：17－18
6. マリオン・G・ロムニー，神権ホームティーチン

グセミナーにおける説教で引用，1963 年 8 月
9 日

7. エズラ・タフト・ベンソン「教 会 のホーム
ティーチャーへ」『聖徒の道』1987 年 7 月号，
54

8. エイブラハム・リンカーンの言葉，デビッド・
デキャンプ・トンプソン，Abraham Lincoln, 
the First American（1895 年），226 で引用

9. エ ズ ラ・ タ フト・ ベ ン ソ ン『聖 徒 の 道』
1987 年 7 月号，54 参照

10. エペソ 2：19
11. マタイ 7：28 － 29 参照
12. 使徒 10：38
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大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

声がわたしの耳に直接入ってきました。
「清くなった。清くなった」とうれしそう
な声でささやく彼の顔からは，フォントの
水と，涙が流れ落ちていました。

同じ喜びの涙を流した女性がいます。
彼女は神の使徒から，綿密で情け深い面
接の後，こう告げられました。「主の御

み

名
な

により，わたしはあなたを赦します。主は
御自身の時に御自身の方法であなたをお
赦しになるでしょう。」そして，主はそうな
さいました。

罪が赦されたときにはもうそれを思い
起こさないと，主が言われた理由が分か
るようになりました。贖いの力により，身
近な愛する人々が新たにされ，罪の影響
がぬぐい去られました。わたしの心は，
救い主と，救い主を遣わされた優しい御
父に対する愛で満たされています。

わたしにその祝福が与えられたのは，
主だけがお与えになれる「苦痛からの癒

いや

し」を求めるよう，人々を励ましてきたか
らです。ですからわたしは，どんな召しで
も受け入れ，尊んで大いなるものとするよ
うお勧めします。その選択は幸福な家族
を作る一つの大切な鍵

かぎ

だからです。
絶え間ない人生の圧力によって，主へ

の奉仕の召しを後回しにするよう誘惑さ
れます。それは，自分自身と配偶者と家
族を霊的な危機に陥れます。重要ではな
いと思える召しもあるかもしれません。
しかし，執事定員会の教師の召しを受け
たとき，わたしの生活とわたしの家族はと
もに祝福されました。わたしは執事たち
の主への愛と，彼らに対する主の愛を感じ
ました。

ステーク会長と伝道部会長を歴任した
後で教師定員会アドバイザーの召しを受
けた兄弟もそうでした。また，ビショップ
と地域七十人を歴任した後で，主の御

み

手
て

に使われ，事故でけがをした教師定員会
の少年を助けた兄弟もいます。そのよう
な奉仕がもたらした奇跡により，わたしを
含め，多くの人が影響を受け，主への愛を
深めたのです。

今年，わたしの最初の二人の孫が
結婚します。数年以内には，ほ
かの10人の孫も，「家族を作る」

という，人生のすばらしい時期を迎えるこ
とになるでしょう。

この喜ばしい時期に，孫たちから助言を
求められるおかげで，わたしは深く考える
機会を得ました。孫たちの質問は基本的
にはこういうことです。「どのような選択を
すれば，幸福になれるの？」そして「どのよ
うな選択をすると，不幸になるの？」

御父は一人一人の人を個性的な者とされ
ました。二人としてまったく同じ経験をす
る人はおらず，二つとして同じ家族はあり
ません。ですから当然，幸福な家族生活
を選ぶ方法に関する助言は簡単ではあり
ません。しかし，御父はすべての子供たち
に，幸福へ通じる一つの道を備えられまし
た。個性や経験がどうあれ，幸福の計画
は一つしかありません。その計画とは神
のすべての戒めを守ることです。

結婚について考えているわたしの孫に
とって，そしてすべての人にとって，困難に
立ち向かいながらも幸福な家族を作るた
めの最も重要な戒めがあります。それは
状況にかかわらず，すべての人間関係に当
てはまるものです。それは聖文や現代の
預言者の教えの中で繰り返されてきたもの
です。愛と幸福の中で永遠にともに生活

したいと望むすべての人に向けられた主の
助言が，聖書の中にこう記されています。
「そして彼らの中のひとりの律法学者

が，イエスをためそうとして質問した，
『先生，律法の中で，どのいましめがい

ちばん大切なのですか。』
イエスは言われた，『「心をつくし，精神

をつくし，思いをつくして，主なるあなた
の神を愛せよ。」

これがいちばん大切な，第一のいまし
めである。

第二もこれと同様である，「自分を愛す
るようにあなたの隣り人を愛せよ。」

これらの二つのいましめに，律法全体
と預言者とが，かかっている。』」1

この言葉から始めるならば，家族を幸
福へ導く選択についてのわたしの経験を
要約するのは難しくありません。まず，こ
う自問します。「どのような選択が，心を
尽くし，精神を尽くし，思いを尽くして主を
愛するようにわたしを導いただろうか。」
わたしにとってそれは，主の贖

あがな

いによる赦
ゆる

しの喜びを感じられるような選択をした
ときでした。

何年も前，ニューメキシコ州アルバカー
キで伝道中，同僚と一緒に教えた若い男
性にバプテスマを施しました。彼を水に
沈め，起き上がらせました。わたしと同じ
くらいの背丈があったのでしょう。彼の

日曜午前の部会 ―2013 年10月 6日

わたしの孫たちへ
困難に立ち向かいながらも幸福な家族を作るための最も重要な戒
めがあります。
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人に仕えるとき，聖霊を伴
はん

侶
りょ

とすること
ができるよう願い求めることが多くなりま
す。正しく主に仕えると，自分の力を超え
た奇跡が必ず起こります。子供の深刻な
罪に直面する親も，離婚を言い渡された
女性から慰めを求められる訪問教師も，
それが真実であることを知っています。
どちらの僕

しもべ

もその朝，聖霊を伴侶として
遣わしてくださいと主に祈っておいたこと
に感謝するのです。

聖霊を伴侶として初めて，結婚生活の
中で，争うことなく，ともにくびきを負うこ
とができます。聖霊を伴侶とすることが，
幸福な結婚生活に欠かせないことをよく
知っています。夫婦が一つになるという
奇跡には，天の助けと時間が必要です。
わたしたちの目標は，天の御父と救い主の

みもとで永遠にともに暮らすことです。
わたしの両親は非常に異なっていまし

た。母は歌を歌い，芸術をたしなみました。
父は化学を愛していました。二人がオー
ケストラのコンサートに行ったとき，拍手
が始まる前に父が立ち上がって会場を出
ようとするのを見て，母は驚きました。「ど
こへ行くの」と母が尋ねると，父は無邪気
に言いました。「もう終わったんだろう？」
聖霊の優しい導きがなかったら，父はそ
もそも母と一緒にコンサートへ行くこと
も，その後行き続けることもなかったで
しょう。

母が16年ニュージャージーに住んだの
は，父が化学の研究と教育によって家族
を養えるようにするためでした。母方の
祖父はすでに亡くなっており，未婚のおば

が祖母の世話をしながら，実家の古い農
家に住んでいました。おばも祖母も，母
がニュージャージーにいる間に亡くなりま
した。母が泣くのを見たのは，二人が亡く
なったときだけです。

数年後，父はユタ州で働くよう誘われま
した。父は母に，今度もまったく無邪気に，

「ミルドレッド，どうしたらいいと思う」と
尋ねました。

母は，「ヘンリー，あなたがいちばんい
いと思うようにしてちょうだい」と答えま
した。

父はその誘いを断りました。翌朝，母
は父に手紙を書きました。（その手紙をわ
たしがまだ持っていたらよかったのにと
思います。）母がこう言ったのを覚えてい
ます。「ここで読まないで。職場へ行って
から読んで。」冒頭には父を責める言葉が
ありました。何年も前，父は母に，機会が
あれば，母を実家の近くに連れて帰ると
約束していたのです。父は母が怒りを表
したことに驚きました。母の望みを覚え
ていなかったのです。即座に父は仕事の
誘いを受けるという返事を送りました。

父は母に言いました。「ミルドレッド，
どうして言ってくれなかったんだい？」

母は答えました。「あなたが覚えておく
べきでしょ。」

父はいつも，ユタへ移る選択は，キャリ
アを犠牲にしたのではなく，自分が選択
したことだと言っていました。父と母は
一つになるという奇跡を経験しました。
父は聖霊によって昔の約束を思い出せた
らよかったかもしれません。しかし，父は
聖霊の助けを受けて心を和らげ，母の選択
が自分の選択になるようにしたのです。

天の御父は将来を完全に見通し，わた
したち一人一人の将来を御存じです。人が
経験する困難を御存じです。御父は御子を
遣わし，御子は人を救う方法を知るため
に，苦痛をお受けになったのです。

天の御父の霊の子供たちの中には，時
折，罪や不幸を選ぶ人もいます。そのため
に御父は，御自分の長子を遣わし，最大



712 0 1 3 年 1 1 月 号

の愛の行為である贖いを成し遂げられた
のです。ですからわたしたちは，永遠の
命を得て御父とともに暮らすために，神の
助けを受け，時間をかけて，自分を磨く必
要があるのです。

家族生活はわたしたちを試します。それ
は，現世という賜

たま

物
もの

に伴う神の目的の一つ
です。つまり，試しは人を強めるのです。
それは特に，家族生活に当てはまります。
なぜなら家族は，大きな喜びや悲しみを味
わい，時には，とても忍耐できないほどの
困難に遭遇する場所だからです。

そのような試しに神が皆さんやわたしを
どう備えておられるかについて，ジョージ・
Q・キャノン管長はこう述べています。

「神の愛が注がれなかった人，神が心にか
け，優しい手を伸べてくださらなかった人，
神が救いたいと思われなかった人，救う方
法が用意されていない人は，一人もいませ
ん。神が天使たちに見守る務めを与えられ
なかった人は一人もいません。わたしたち
は自分自身や他人の目から見ると，価値の
ない，つまらない者かもしれませんが，わ
たしたちは神の子供であり，神は実際に，
目には見えなくとも力強い天使たちに，わ
たしたちを助ける務めをお与えになり，わ

たしたちはその天使たちに見守られている
のです。」2

キャノン管長の教えは真実です。それ
が確かであるという確信が皆さんにも必
要となるでしょう。わたしもその確信を必
要とし，それに頼ってきたのです。

わたしは，愛する人が贖いの力を求め，
感じるように，信仰を込めて祈ってきまし
た。また，天使のような人たちの助けを祈
り求め，彼らの助けを受けてきました。

神は御自分の子供たちを救う方法を用
意しておられます。多くの人にとってそれ
は，どんな時でも愛してくれるきょうだい
や祖父母がいるということです。

何年も前，ある友人が彼の祖母の話を
しました。彼女は充実した人生を送り，
常に主と主の教会に忠実でした。ところ
が，孫の一人が犯罪に手を染め，ついに
は刑務所に送られたのです。友人は，彼
女が刑務所の孫に会うために車を運転
し，目に涙をためながら苦

く

悶
もん

の表情でこ
う祈ったと話してくれました。「正しい生
活を送ってきたのに，どうして，『自分で自
分の人生を台なしにするような孫』という
悲劇が与えられなければならないので
しょうか。」

その答えはこのような思いとなって返っ
て来ました。「彼が何をしようとも，あなた
には彼を愛する力と意思があることを
知っていたから，わたしはあなたに彼を与
えたのです。」

皆にとって有益な教訓があります。堕
落するこの世にあって，親や祖父母，神の
僕たちが歩む道はたやすいものではなく
なるでしょう。神の子供たちに幸福への
道を強制することはできません。神でさ
えも選択の自由を侵すことはできないの
です。

天の御父と御父の愛される御子は，選
択のいかんにかかわらず，神のすべての
子供たちを愛しておられます。救い主は，
その忌まわしさの程度を問わず，あらゆる
罪の代価を支払われました。正義は必要
ですが，正義を決して侵すことのない憐

あわ

れみの機会が差し伸べられています。
アルマは息子コリアントンに，その希望

を教えました。「したがって，正義によれ
ば，贖いの計画はこの試しの状態，すなわ
ちこの準備の状態で人々が悔い改めると
いう条件がなければ成し遂げられない。
これらの条件がなければ，正義の働きを
損なうことなしに憐れみが効力を発するこ
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とは不可能だからである。正義の働きが
損なわれることはあり得ない。もしそのよ
うなことがあれば，神は神でなくなる。」3

わたしの孫，そして永遠の家族を目標
とするすべての人へのメッセージは，忠実
な者には喜びが訪れるということです。
創世の前から，優しい御父と御子は，い
つか道に迷うことを御存じだった者たち
を愛し，助けてこられました。神は彼らを
永遠に愛されることでしょう。

幸いにも，皆さんは彼らが霊界で救い
の計画を学んでいたことを知っています。
不忠実のためにこの世に来るのを許され
なかった人が大勢いる中で，彼らも皆さん
も，この世に来るのを許されるほど忠実
だったのです。

聖霊の助けにより，すべての真理が思
い出される日が来るでしょう。人に強制
することはできませんが，自分の生活を通
して示すことはできます。すべての人がか
つて御父の家族として生活する喜びを味
わったという確信から，わたしたちは常に
勇気を得ることができます。神の助けに
より，皆，その希望と喜びを感じることが
できます。すべての人がそうなりますよう，
主イエス・キリストの御名によりお祈りし
ます，アーメン。■

注
	 1.	マタイ22：35－ 40
	 2.	ジョージ・Q・キャノン，“Our	Pre-existence	

and	 Present	 Probat ion”，Contributor，
1890年10月号，476

	 3.	アルマ42：13

ならない。」（出エジプト20：5）この戒め
によって，単に目に見える偶像が禁じられ
ただけでなく，あらゆる時代に共通する
基本的な優先順位が教えられています。
エホバはさらにこう説明しておられます。

「あなたの神，主であるわたしは，ねたむ
神である〔。〕……わたしを愛し，わたし
の戒めを守るものには，恵みを施〔す〕で
あろう。」（出エジプト20：5－ 6）このね
たむという語には深い意味があります。
この語のヘブライ語の原文の意味は，「傷
つきやすく深い感情を有する」ということ
です（出エジプト20：5）。このように，わ
たしたちが，ほかの神に「仕える」とき，
つまり，第 1の優先順位をほかのものに
するとき，神の感情を傷つけるのです。1

I．
では今

こん

日
にち

，人が，場合によっては信仰心
の篤

あつ

い人でも，神を差し置いて「仕え」る，
ほかの優先順位にはどのようなものがあ
るでしょうか。次のようなものの可能性に
ついて考えてみましょう。どれもわたした
ちの世界には普通のものです。

•	文化的な伝統や家族の伝統
•	政治的公正

十二使徒定員会
ダリン・Ｈ・オークス長老

十戒は，キリスト教徒にとってもユ
ダヤ教徒にとっても信仰の基盤
となるものです。神からイスラ

エルの子らに預言者モーセを通して与え
られたこの十戒のうち，最初の二つの戒
めは，わたしたちの礼拝とわたしたちの
優先順位について説いています。最初に
主はこう命じられました。「あなたはわた
しのほかに，なにものをも神としてはなら
ない。」（出エジプト20：3）それから何世
紀もたって，「律法の中で，どのいましめ
がいちばん大切なのですか」と尋ねられ
たイエスは，「心をつくし，精神をつくし，
思いをつくして，主なるあなたの神を愛せ
よ」とお答えになりました（マタイ22：
36－37）。
十戒の 2 番目の戒めは，ほかに何もの

をも神としてはならないという指示をさら
に詳細に述べたもので，神の子であるわ
たしたちの生活の中で究極の優先順位は
どうあるべきかを明らかにしています。

「あなたは自分のために，刻んだ像を造っ
てはならない。」そして，天にあるものも
地にあるものも「どんな形をも造ってはな
らない。」（出エジプト20：4）この戒めに
はさらにこう加えられています。「それに
ひれ伏してはならない。それに仕えては

ほかに何ものをも
神としてはならない
わたしたちが礼拝していると公言している神よりも上に，ほかの優
先事項やほかの神々を置いて，仕えてはいないでしょうか。
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•	出世願望
•	物の所有
•	娯楽の追及
•	権力，名声，地位

こうした例がわたしたちの中のだれ一人
にも当てはまらないようなら，当てはまりそ
うな例をほかにも挙げられるでしょう。原
則は，個々の例よりもはるかに大切です。
原則は，わたしたちにはほかに優先するも
のがあるかどうかではありません。第
2 の戒めが提示している問いかけは，「わ
たしたちの究極の優先順位は何か」とい
うことなのです。わたしたちが礼拝してい
ると公言している神よりも上に，ほかの優
先事項やほかの神々を置いて，仕えてはい
ないだろうか，もしわたしを愛するなら，戒
めを守るべきであると教えられた救い主に
従うことを忘れてはいないだろうか，という
ことなのです（ヨハネ14：15）。もしそう
なら，わたしたちの優先順位は，霊的な無
関心やわたしたちの時代にはびこっている
無節操な欲望によって，まったく逆転して
いることになるのです。

II.
末日聖徒にとって，神の戒めは，神がそ

の子供たちのために立てられた計画，つ
まり偉大な救いの計画を基盤としており，
またその計画と不可分の関係にあります。
この計画は，時に「偉大な幸福の計画」

（アルマ42：8）と呼ばれていて，神の子
であるわたしたちの出自や行く末につい
て，つまり，わたしたちがどこから来て，な
ぜここにいるのか，そしてどこに行こうと
しているのか，ということについて説明し
ています。また救いの計画は，天地創造
の目的，死すべき世にいる状態について
説明し，その中で，神の戒め，救い主の必
要性，そして，この世と永遠の世にわたる
家族の重大な役割についても触れていま
す。わたしたち末日聖徒が，こうした知識
を与えられているにもかかわらず，この計
画と調和した優先順位を付けられなけれ

ば，わたしたちはほかの神々に仕えるとい
う危険を冒していることになるのです。

神がその子供たちのために立てられた
計画を知っている末日聖徒には，結婚や
家族に対する独特な見方が生まれます。
わたしたちが家族中心の教会として知ら
れていることは，実に適切なことです。わ
たしたちの神学はまず天の両親から始ま
りますし，わたしたちの最大の望みは完全
なる永遠の昇栄に到達することであって，
それが家族という関係の中でのみ可能に
なることも，わたしたちは知っています。
わたしたちはまた，男女間での結婚が神
の計画を完成させるためにはどうしても必
要であることも知っています。こうした結
婚関係だけが，地上における誕生の場と
なり，家族を永遠の命へと備えさせるため
に承認された機会となります。わたしたち
は，結婚をし，子供をもうけ育てることは
神の計画の一部であると考え，そうしたこ
とを行う機会が与えられている人々にとっ
ては神聖な義務であると考えています。
わたしたちは，地上や天における究極の宝
とはわたしたちの子供たちであり，わたし
たちの子孫であると信じています。

III.
わたしたちは，家族には本来永遠の役

割があると理解していますが，それゆえ
に，西欧社会の多くで出生率や結婚の数
が著しく減少している実態に心を痛めて
います。しかし，これらの西欧諸国の歴
史的な文化は，キリスト教やユダヤ教に基
づくものであるはずです。信頼できる筋
から以下のような報告が上がっています。

•	アメリカ合衆国の現在の出生率は，史
上最低です。2 また，数多くのEU（欧州
連合）諸国やその他の先進国では，そ
の出生率がそれぞれの国の人口を維持
するのに必要なレベルにまで達していま
せん。3 この現象は，文化の存続にとっ
て，ひいては国家の存続にとって脅威と
なっています。

•	アメリカ合衆国では，18歳から29歳ま
での若い成人のうち，既婚者の割合が，
1960年では59パーセントでしたが，
2010年には20パーセントに低下しまし
た。4	初婚の平均年齢が，現在は史上最
も高いレベルにまで上がっています。女
性が26歳，男性がほぼ29歳です。5

•	数多くの国や文化では，（1）結婚した
父母と子供たちという伝統的な家族の
形態が，一般的というよりもむしろ例外
的になりつつあります。また，（2）結婚
して子供をもうけることよりも，仕事上
のキャリアを積むことを選ぶ若い女性
が増えています。さらに（3）父親の役
割や実感としての必要性が弱まってき
ています。

わたしたちはこうした傾向を憂慮しなが
らも，同時に，神の計画はすべての神の子
供たちのために立てられたものであるこ
と，そして神がその子供たちをすべて，ど
こにいようとも愛しておられることを承知
しています。6 モルモン書は，その最初の
章で，神の「力と慈しみと憐

あわ

れみは地に住
むすべての者に及んでいます」と宣言して
います（1ニーファイ1：14）。また後の章
では，神が「すべての人に救いを無料で授
けてこられ」，さらに「すべての人に，ほか
の人と同様の者となる特権が与えられてお
り，それを禁じられる者はだれ一人いな
い」と宣言しています（2 ニーファイ26：
27－28）。その結果として，聖典では，わ
たしたちにはあらゆる人に対して思いやり
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と愛とを持つ責任があると教えているの
です（1テサロニケ3：12；1ヨハネ3：17；
教義と聖約121：45 参照）。

IV.
わたしたちはまた，あらゆる人々の信仰

に敬意を払っています。神を信じないと
公言している人の数が増加していますが，
そのような人々に対しても敬意を払いま
す。また，神から賜った選択の力によっ
て，多くの人々がわたしたちの信仰とは異
なる信仰を持っていることも承知していま
す。しかし，わたしたちは，ほかの人々も
わたしたちの信仰に対して同じように敬
意を払い，わたしたちがその信仰のゆえ
にほかの人 と々は異なる選択をし，振る舞
いをするということも理解していただきた
いと願っています。例えば，わたしたち
は，救いの計画の最も根幹となる部分とし
て，性的な関係は結婚している男女の間
でのみ営まれるものであるとする永遠の
標準を神が確立された，と信じています。

この世の生命を生み出す力は，神がそ
の子供たちに賜った力の中でも最も気高
い力です。その力の活用については，アダ
ムとエバに与えられた神の最初の戒めの
中で定められました（創世 1：28 参照）。
しかし，その力の誤用を禁じるため，ほか

にも重要な戒めが与えられました（出エジ
プト20：14；1テサロニケ4：3 参照）。わ
たしたちが純潔の律法を強調する理由を
説明するなら，それは神の計画を達成す
るうえで生殖の力が果たす目的をわたし
たちが理解しているからです。男女の結
婚のきずなの外で，いかなる形であれ，生
殖の力を用いることは，確かに罪深いこと
であり，子供たちの昇栄のために立てられ
た神の計画に反することでもあります。

わたしたちが純潔の律法の重要性を強
調するのは，アダムとエバから始まり，あ
らゆる時代を通じて続いてきているこの
結婚の形態に強いこだわりを持っている
からです。つまり，神の息子と娘の間で成
立する生殖の関係と神の子供たちに養い
を与えることは，神の定められた形態だか
らなのです。幸いなことに，ほかの教会
や組織にかかわりを持つ多くの人々が結
婚の性質や重要性に関して，わたしたちの
主張に共鳴してくださっています。中には
宗教上の教義を根拠に支持してくださる
方々や，社会にとって最善なものとは何か
を考えて支持してくださる方々もいます。

わたしたちは神がその子供たちのため
に立てられた計画をよく知っています。7	

そのために，結婚を経ずに生まれてくる子
供たちの数が増加していることに心を痛

めています。現在では，アメリカ合衆国に
おける子供の総数の41パーセントがそう
です。8 また，結婚せずに同棲している男
女の数は，ここ半世紀の間に著しく増えて
います。50年前，最初の結婚をした人々
のうち，同棲を経験していた人々の割合は
ほんのわずかでした。現在では，結婚し
た人々のうち 60パーセントが同棲を経験
しています。9 しかも，この傾向は急速に
許容されつつあります。特に10代の若者
の間ではそうです。最近の調査のデータ
によれば，10代の若者のうち約50パーセ
ントが未婚のまま子供を産むことは「価値
ある生活スタイル」だと答えています。10

V.
性的な道徳，また結婚と出産の永遠性

やその目的についての神の定めが存在す
るにもかかわらず，その定めに反する行動
を認めさせようと，法的，政策的な変化を
求めるための，政治的，社会的な圧力も
数多く存在します。こうした圧力のゆえに
すでに様々な州や国家が同性婚を認めて
きました。また，性の違いの問題に混乱を
生じさせたり，神の偉大な幸福の計画の
成就には男女のそうした違いが不可欠で
あるにもかかわらず，その違いを均質化し
ようという圧力も存在します。
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神の計画やその教義について理解して
いるわたしたちは，永遠の見地から物事
を見ることができますから，そのような行
動を黙認したり，それを認める法律に正
当性を見いだすことはできません。さら
に，自分たちの方針だけでなく教義さえ変
更できるほかの組織とは異なり，わたした
ちの方針は，神が不変であると明言され
た真理によって決定されるのです。

わたしたちの信仰箇条第12 条は，国
家の権威に従い，「法律を守り，尊び，支
えるべき」であるというわたしたちの信条
を述べたものです。しかし，神が不道徳
だと宣言された事柄を，人の作った法律
によって道徳的に正しいものとすることは
できないのです。神を愛し神に仕えると
いうわたしたちの優先順位の先頭に来る
事柄を遵守しようと決意するには，神の定
めた律法をわたしたちの行動規範と考え
ることが必要です。例えば，不義や姦

かん

淫
いん

がわたしたちの住む州や国ではもはや犯
罪の対象にならないとしても，わたしたち
はなお，そうしたことを行ってはならない
とする神聖な命令の下にいます。同様に，
いわゆる「同性婚」を合法化する法律が
あったとしても，結婚に関する神の律法，
あるいはそれに関する神の戒めやわたし
たちの標準が変わるわけではありません。
わたしたちは，神を愛し，その戒めを守
り，ほかの神々や優先順位に仕えることは
しないという聖約の下にいます。ある特定
の時代，ある特定の場所でそれらが広く
認められるようになったとしてもです。

そう決意すると，わたしたちは人から誤
解されるかもしれません。偏見に満ちた
非難を浴びたり，差別に甘んじたり，信教
の自由を行使する権利がおびやかされる
ことに耐えなければならなかったりするか
もしれません。そのような場合でも，わた
したちは最初の優先順位が神に仕えるこ
とにあることを忘れず，開拓者であるわた
したちの先祖たちのように，彼らが示した
のと同じ不屈の精神をもって自分の手押
し車を押して前進させるべきだと，わたし

は考えています。
トーマス・Ｓ・モンソン大管長の教えは

そうした状況にも当てはまるものです。
27年前の総大会で，大管長はこのように
明言しました。「多数意見に対抗する勇
気，原則を守る勇気を持とうではありませ
んか。勇気は神の承認の笑みをもたらし
ますが，妥協にはそれがありません。勇
気を，男らしく死をいとわぬ態度としてで
はなく，ふさわしく生きる決意として理解
するときに，それは生き生きとした魅力あ
る徳になります。道徳的な意味での臆病
者とは，周囲の人から受け入れられなかっ
たり，ばかにされたりすることを恐れて，
自分が正しいと考えていることを実行し
ない人のことを指します。恐れを抱いてい
ない人はだれもいません。しかし，毅

き

然
ぜん

と
してその恐れに立ち向かう人こそが勇気
ある人と言えるのです。このことを忘れて
はなりません。」11

わたしたちが，この死すべき世の一時的
な試練のために，わたしたちの創造主，わ
たしたちの救い主から授かっている偉大
な戒めや優先順位を忘れるようなことが
ないように，祈っています。わたしたちは，
この世のものに過度に心を奪われたり，人
の誉れを得ることを望んだりすることが
あってはなりません（教義と聖約121：35 	
参照）。わたしたちの永遠の行く末に到達
するための努力をやめてしまうことになる
からです。神がその子供たちのために立
てられた計画を知っているわたしたち，そ
してその計画に参加することを聖約によっ

て誓ったわたしたちには，はっきりとした
責任があります。それは，わたしたちの究
極の望みから決して逸脱してはならないと
いうことです。それは永遠の命に到達す
ることであり，12 わたしたちの第一の優先
順位を決して見失わない，すなわちほか
の神をあがめず，父なる神とその御子で
あるわたしたちの救い主イエス・キリスト
を後回しにしてほかの優先順位のために
仕えないということです。	

神の助けがあって，この優先順位を理
解することができますように，そして，賢
明で愛に満ちた方法でそれを求めるわた
したちをほかの人々が理解してくださるよ
うに，イエス・キリストの御

み

名
な

によって祈
ります，アーメン。■
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ネスは遠く離れたスコットランドから移住
し，福音のために様々な試練と苦難を経
験しました。それほどの犠牲を払って得た
ものが自分の子から失われていくのを，何
としても防ぎたかったのです。」2 裕福な家
族は言葉を尽くして説得しようとし，イザ
ベル自身も行かせてほしいと涙ながらに
訴えました。しかし，アグネスは断固とし
て考えを変えませんでした。ご想像のよう
に，16歳のイザベルは人生が台無しになっ
たと感じました。

イザベル・ホーガンはわたしの曾
そう

祖母
です。彼女の母親の胸に赤 と々燃えてい
た強い証

あかし

と信念に心から感謝しています。
母親はこの世的な約束と引き換えに娘の
教会員としての祝福を失わせることを良し
としませんでした。そして今では，何百人
というイザベルの子孫が教会員として祝
福にあずかり，アグネスの深い信仰と福音
への改心から恩恵を受けているのです。

青少年の皆さん，わたしたちは苦難の
時代に生きています。わたしたちが毎日，
あるいは毎時間のように迫られる決断は
永遠にかかわる結果を招きます。日常生
活でする決断が皆さんの将来を決めるの
です。末日聖徒イエス・キリスト教会が地
上における神の王国であるという強い証
と確信がまだないなら，今こそ，その確信
を得るために必要な行動を起こすときで
す。そのような確信を得るために必要な
努力を先送りすることは，皆さんの魂に
とって危険なこととなり得ます。

真の改心とは単に福音の原則を知って
いることではありません。また，その原則
について証があるだけでもありません。
福音の証がありながら，それに従った生
活をしていないことはあり得ます。真に改
心しているとは，信じることを実践し，そ
れによって自分に，あるいは「心の中に大
きな変化を生じさせ〔る〕」ことを言いま
す。3 小冊子『真理を守る』にはこうあり
ます。「改心は過程であり，瞬間的な出
来事ではありません。救い主に従おうと
する義にかなった努力の結果として改心

12歳のイザベルは，末日聖徒ではない裕
福な家族の召し使いとしての職を運よく得
ることができました。

彼女はその家族の大きな屋敷に住み込
み，幼い子供たちの世話をしました。その
報酬として，毎週わずかな給金が母親に
支払われました。すぐにイザベルは	家族
の一員として受け入れられ，ダンスのレッ
スンを受けたり，美しい衣服を着たり，演
劇鑑賞に行ったりなど，家族同様の恩恵を
受けるようになりました。そのようにして
4年が過ぎたとき，イザベルの雇い主の家
族が別の州に転勤することになりました。
イザベルのことが気に入っていたその家
族は母親のアグネスに会い，正式にイザベ
ルを養女にしたいと願い出ました。立派
に教育を施し，良い人と結婚できるよう計
らい，実子と同じように遺産相続もさせる
と約束しました。また，アグネスへの支払
いも続けると言ったのです。

夫に先立たれたこの貧しい母親は難し
い決断を迫られましたが，一瞬のためらい
もありませんでした。何年も後に書かれ
た，彼女の孫娘の言葉に耳を傾けてくださ
い。「祖母はその申し出を断りました。愛
だけでは断りきれなかったとしても，祖母
にはもっと強い理由があったのです。アグ

中央若い女性会長
ボニー・L・オスカーソン

兄弟姉妹の皆さん，わたしのヒー
ローの多くが立ってきたこの説
教壇に立つときに，とても謙

けん

遜
そん

な気持ちになります。わたしの心に思う
ことを，特に青少年の皆さんに向けて話
したいと思います。

旧約聖書の偉大なヒーローの一人は預
言者であり戦士でもあったヨシュアです。
自らが率いたイスラエルの子らに対し，彼
は次のように勧告しました。「……あな
たがたの仕える者を，きょう，選びなさい。
ただし，わたしとわたしの家とは共に主に
仕えます。」1 ヨシュアの宣言は，彼が心か
ら福音に改心していたことを示していま
す。ヨシュアやわたしたち全員にとって，
福音の原則への改心は福音の原則に添っ
て義にかなった生活をし，主と交わした聖
約に忠実であることを通して得られるも
のです。

わたしの家族歴史の中から，一人のヒー
ローの改宗談を紹介しましょう。彼女の名
はアグネス・ホーガンといい，1861年に，夫
とともにスコットランドで教会に入りまし
た。母国でひどい迫害に苦しんだ二人は，
子供を連れてアメリカに移住しました。数
年後，アグネスは夫を亡くし，8人の子の衣
食を賄うために懸命に働きました。長女で

あなたがたは
改心しなさい
真の改心は，来る日も来る日も，毎月毎月，皆さんが真実だと知っ
ている教義に従って行動し続け，戒めを守るときに起こるのです。
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するのです。」4 それには時間と努力と行
いが必要です。わたしの高祖母には，世
が提供する富や快適さよりも，子供たちに
は福音が大切だという強い確信がありま
した。それは彼女が福音のために犠牲を
払い，堪え忍び，福音に従って生活したか
らです。彼女の改心は福音の原則を実践
し，そのために犠牲を払うことを通して得
られたのです。

このような強い決意を得たいのなら，わ
たしたちも同じ過程を経なければなりま
せん。救い主はこう教えておられます。

「神のみこころを行おうと思う者であれ
ば，だれでも，わたしの語っているこの教

おしえ

が神からのものか，それとも，わたし自身
から出たものか，わかるであろう。」5 時に
わたしたちは，逆のやり方をしてしまいま
す。例えば，このような姿勢です。什

じゅう

分
ぶん

の
一の律法を喜んで守るつもりはあるけれ
ど，まず先にそれが真実だと知る必要が
ある，という考え方です。什分の一の用
紙に記入したこともないのに，什分の
一の律法について証を得たいと祈り，主
が自分を祝福して証を与えてくださると期
待することがあるかもしれません。そうい
うふうにはいかないのです。主はわたし
たちが信仰を働かせることを期待してお
られます。什分の一の証を得るために
は，什分の一を一貫して完全に，そして正
直に納めなければなりません。純潔の律
法，慎み深さの原則，知恵の言葉，断食の
律法など，福音のすべての原則にはこの
同じ規範が当てはまります。

原則に従うことが，どのようにその原則
について改心する助けになるかの例を挙
げましょう。わたしが若い女性だったの
は1960年代で，高校で末日聖徒の女子は
わたしだけでした。当時は，伝統的な道
徳観の否定，薬物の使用など，何でもあり
の考え方に代表される変革の時代でし
た。わたしの同年代の多くは良い人でし
たが，この新しい道徳，実際は単に以前
の不道徳にすぎないのですが，彼らはそ
の刺激に簡単にとらわれてしまいました。

わたしの両親と教会の教師たちは，敬意
をもって自分の体を扱うことの大切さ，頭
脳を明

めい

晰
せき

に保つことの大切さ，そして何よ
りも，主の戒めを信頼することの大切さを
刻み込んでくれていました。わたしは，ア
ルコール類が出されると知っている状況
を避け，たばこや薬物には近づかないと
決心しました。そのために，ほとんどの
パーティーには行けず，めったにデートも
しませんでした。若者の間で薬物の使用
がますます広がっていましたが，その危
険性は今ほど知られていませんでした。
後に同級生の多くが，精神に作用する薬
物の後遺症や，深刻な依存症に苦しんだ
りしました。わたしは，家庭で知恵の言
葉に従うように教えられていたことに感謝
しました。また，信仰を働かせて従うこと
により，その福音の原則について強い証
を得ることができました。真の福音の原
則に従うことで得た良い気持ちは，その
原則が真実であると確認してくださる聖
霊の働きによるものでした。こういったと
きに真の改心が始まるのです。

預言者モロナイはモルモン書の中でこ
う教えています。「信仰とは待ち望んで
いながらまだ見ていないものであること
を，世の人々に示したい。あなたがたは，
自分が見ていないからということで疑って

はならない。信仰が試されてからでなけ
れば，証は得られないからである。」6 すぐ
に満足感が得られることが当たり前の今
の世の中では，努力もせずに報いを期待
することがよくあります。モロナイはわた
したちに，まず努力し，福音に従うことで
信仰を働かせる必要があり，その後それ
が真実であるという証を受けると教えて
いると思います。真の改心は，来る日も来
る日も，毎月毎月，皆さんが真実だと知っ
ている教義に従って行動し続け，戒めを
守るときに起こるのです。

今は教会の青少年にとってすばらしい
時代です。皆さんは青少年の教科課程

「わたしに従ってきなさい」から学ぶ最初
の人々です。新しい教科課程のおもな目
的の一つは皆さんをイエス・キリストの福
音への改心に導くことです。よく覚えてお
いてください。皆さんの両親や青少年の
指導者がどれほど霊感あふれる人たちで
あっても，「自分自身の改心に対しておも
な責任を負うのはあなたです。だれもあ
なたに代わって改心することはできませ
ん。またあなたに改心するよう強いること
もできません。」7 改心は，熱心に祈り聖文
研究をし，教会に出席し，神殿の儀式に
携わるふさわしさを保とうと努力するとき
に起こります。改心は，家庭やクラスで学
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ぶ義にかなった原則に従うときに得られ
ます。清く徳高い生活を送り，聖霊を伴

はん

侶
りょ

とするときに得られます。また，イエ
ス・キリストの贖

しょく

罪
ざい

を理解し，主がわたし
たちの救い主，贖

あがな

い主であることを認め，
贖いの影響が生活に及ぶようにするとき
に起こるのです。

個人的な改心は，神殿で聖約を交わし，
伝道に出て，将来自分の家族を持つ備え
をするうえで助けとなります。改心すると，
自分が学んだことを人と分かち合いたい
と願うようになり，確信と力をもって人に
証する自信と能力が増し加えられます。
福音を分かち合いたいと思うその願いと，
大胆に証する自信は，真の改心の当然の
結果なのです。救い主はペテロに「あな

たが立ち直ったときには，兄弟たちを力
づけてやりなさい」8 と教えられました。

（訳注─「立ち直った」は，英語では
converted─「改心した」の意）
預言者であり戦士でもあったヨシュア

を覚えていますか。彼は自分が改心した
だけでなく，イスラエルの子らを神のみも
とに導くためにその命の尽きるまで休み
なく働きました。旧約聖書にはこうありま
す。「イスラエルはヨシュアの世にある日
の間……つねに主に仕えた。」9 真に改心
した人は，贖罪の力に頼り，自らの魂に救
いを得，その後，その人を知るすべての
人々に手を差し伸べて強い影響を及ぼす
のです。

福音に従い，聖なる場所に立つことは，

必ずしも心地よく楽なことばかりではあり
ませんが，する価値があると証します。主
はエマ・スミスに，「この世のものを捨て
て，この世に勝る世のものを求めなけれ
ばならない」10 と勧告されました。わたし
たちには「この世に優る世のもの」がどれ
ほどすばらしいものか見当もつかないだ
ろうと思います。

わたしたちには天に愛情あふれる御父
がおられ，その最大の願いは，福音に従
い改心しようと努力するわたしたちを助け
て祝福することであると証します。御父
のおもな関心と業は，わたしたちに「不死
不滅と永遠の命」11 をもたらすことである
と御自身が明言しておられます。わたした
ちが御自身のみもとに戻ることが御父の
願いなのです。福音の教義に従い日常的
に実践するとき，わたしたちは改心し，家
庭においても世の中においても大いに善
を行う仲立ちとなることができると証しま
す。わたしたちがその目標に向かって
日々努力するときに祝福がありますよう
に。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アー
メン。■

注
	 1.	ヨシュア 24：15
	 2.	フューシャ・ストリンガム，“Sketch	of	 the	

Life	 of	 Isabelle	Hunter	Hoggan	 String-
ham”（未刊の生涯の記録，1934年），4

	 3.	モーサヤ 5：2
	 4.	『真理を守る』35
	 5.	ヨハネ7：17
	 6.	エテル 12：6
	 7.	『真理を守る』37
	 8.	ルカ 22：32
	 9.	ヨシュア 24：31
	10.	教義と聖約 25：10
	11.	モーセ 1：39
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られます。救い主の贖いの犠牲は将来，
悔い改めの原則を通して救いと昇栄をわ
たしたちにもたらします。正直に，心から
悔い改めるならば，贖いを通してわたした
ちは聖

きよ

くなり，本質を変え，首尾よく問題
を堪え忍ぶことができるのです。

堪え忍ぶことは，イエス・キリストの教
義に含まれる大切な原則です。堪え忍ぶ
ことが大切なのは，義にかなった状態で
堪え忍ぶ能力に永遠の行く末が左右され
るからです。

ニーファイ第二書第31章で預言者ニー
ファイは，イエス・キリストがお受けになっ
たのと同じバプテスマの救いの儀式を受
け，聖霊の賜

たま

物
もの

を受けた後，わたしたちが
「キリストの言葉をよく味わいながら力強
く進み，最後まで堪え忍ぶならば，見よ，
御父は，『あなたがたは永遠の命を受け
る』と言われる」3 と教えています。

したがって，御父の祝福の中で最も大
いなるものである永遠の命を受けるには，
適切な儀式をすべて受け，さらに関連す
る聖約を守り続けなければなりません。
言い換えれば，首尾よく堪え忍ばなけれ
ばならないのです。

最後まで義のうちに堪え忍ぶ能力は，
証の強さと改心の度合いに直接関係して
います。わたしたちの選択は，イエス・キ
リストの福音に真に改心していて証が強
いとき，聖霊に霊感されたもの，キリスト
を中心としたものとなり，義のうちに堪え
忍びたいという望みを支えてくれるでしょ
う。改心が表面的で証が弱い場合，世の
誤った慣習に釣られて，よくない選択をし
てしまう危険がいっそう増します。

肉体的に堪え忍ぶために必要な努力の
例となる経験を紹介し，霊的に堪え忍ぶ
ために求められる努力と比較したいと思
います。わたしは伝道を終えると，カリ
フォルニア州のある大学にて，コーチであ
り作家でもある評判の高い人物のもとで
バスケットボールをする機会を得ました。
このコーチは，選手たちがバスケットボー
ルのシーズンの開始前に体を鍛えておくこ

主はその答えとして，預言者ジョセフとす
べての人に次のことをお教えになりまし
た。わたしたちが直面する問題に首尾よ
く堪えるならば，その問題は最終的には
わたしたちの益となる，と教えられたので
す。主はジョセフの嘆願にこたえてこのよ
うに言われました。
「息子よ，あなたの心に平安があるよう

に。あなたの逆境とあなたの苦難は，つ
かの間にすぎない。

その後，あなたがそれをよく堪え忍ぶ
ならば，神はあなたを高い所に上げるであ
ろう。」1

天の御父は，わたしたちの人格を試す
ために人生の旅路を定められました。わ
たしたちは善と悪双方の影響にさらされ，
与えられた選択の自由を使ってどの道を
行くかを自分で決めます。古代のモルモ
ン書の預言者サムエルが教えたように，

「あなたがたは自由であり，あなたがたは
随意に行動することを許されている……。
見よ，神はあなたがたに知識を与えて，あ
なたがたを自由にしてくださったからであ
る。」2

天の御父は，死すべき状態にあるわた
したちが常に，正しく義にかなった選択を
するわけではないことも御存じでした。
わたしたちは完全ではなく過ちを犯すた
め，御父のみもとに戻るためには助けが
必要です。必要な助けは，イエス・キリス
トの教えや模範，贖

あがな

いの犠牲を通して与え

七十人会長会
リチャード・J・メインズ長老

毎朝目覚めると，わたしたちは人
生の課題に満ちた新たな日を迎
えます。このような課題は様々

な形を取ります。肉体的な問題や経済的
な損失，人間関係での苦労，情緒的な試
し，さらには信仰上の葛藤を抱えることも
あります。

人生で直面する問題の多くは，解決し
克服することができます。しかし，難解
で，克服することが不可能であり，次の世
に行くまで解決しないものもあります。解
決できる問題に一時的に堪え，解決でき
ない問題に堪え続ける際，次のことを覚
えておくことが大切です。すなわち，わた
したちが育む霊的な強さは，人生で直面
するあらゆる問題を首尾よく堪える助けと
なるということです。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちには愛
に満ちた天の御父がおられます。御父は
わたしたちを地球に送り，御父のみもとで
永遠の命を受けるにふさわしい者となる
ために学ぶ必要のある教訓をそれぞれが
学べるようにしてくださいました。

預言者ジョセフ・スミスの生涯のある
出来事がこの原則を物語っています。預
言者は幾人かの人たちとともにミズーリ州
リバティーの監獄で何か月もの間囚

とら

われ
ていました。監獄の中で苦しみを味わっ
ていた預言者ジョセフは，へりくだり祈り
をささげ，聖徒たちが当時の苦しみから
解放されるようにと主に懇願しました。

堪え忍ぶための力
最後まで義のうちに堪え忍ぶ能力は，証

あかし

の強さと改心の度合いに
直接関係しています。
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とをとても重視していました。選手はコー
トでボールに触る前に，まず学校の近くの
丘のクロスカントリーコースを，非常に厳
しい制限時間内で走ることを求められま
した。伝道地から帰ってきたばかりのわ
たしがこのクロスカントリーコースを初めて
走ったときに，死ぬかと思ったのを覚えて
います。

コーチが目標として設定した制限時間
内で走れるようになるまでには，厳しい訓
練を何週間も積まなければなりませんで
した。コースを走れるだけでなく，ゴール
ライン間近でスピードを上げて走れたとき
の気持ちは最高でした。

バスケットボールをうまくプレーするに
は体を鍛えておく必要があります。肉体
的に良いコンディションになるには，献身，
忍耐，自己鍛錬などの代価が求められま
す。霊的に堪え忍ぶ力を得るにも代価が
伴います。同じ代価，すなわち献身と忍
耐，自己鍛錬を必要とするのです。

証を長く堪え得るものにするには，肉体
と同様，鍛えておく必要があります。で
は，証を鍛えるにはどうすればよいので
しょうか。肉体をバスケットボール向きに
鍛えるには，単にテレビでバスケットボー
ルを観戦しているだけでは不十分です。
同様に，証を鍛えるには，総大会をテレビ
で見ているだけでは不十分です。イエス・
キリストの福音の基本原則を研究し，学
び，それからその原則に従って生活するよ
う最善を尽くさなければなりません。こ
れこそがイエス・キリストの弟子となる方

法であり，長く堪え得る証を築く方法なの
です。

人生の中で逆境に遭ったときにイエス・
キリストの属性に倣

なら

いたいと望むならば，
霊的に準備ができていることが不可欠で
す。霊的に準備ができているとは，霊的
なスタミナや霊的な強さを培い，霊的に
鍛えられた状態であるということです。
霊的に鍛えられているため，常に正しいこ
とを選ぶことができるでしょう。福音に
従った生活をする望みと能力が揺るぎな
いものとなるでしょう。作者不詳の詩に
あるように，「あなたは川に押し流されな
い岩にならなければならない」のです。

わたしたちは毎日問題に直面するため，
霊的なスタミナを毎日養う努力をすること
が重要です。霊的なスタミナを培うなら
ば，世の誤った慣習も日々の個人的な問
題も，義のうちに堪え忍ぶ能力に悪影響

を与えることはほとんどないでしょう。
霊的なスタミナの良い模範は，わたした

ちの家族歴史の中に見てとることができ
ます。先祖の様々な話の中に，堪え忍ぶ
という良い特質を示す模範を見いだすこ
とができるでしょう。

わたし自身の家族歴史がこの原則を実
証しています。わたしの曾

そう

祖父である
ジョセフ・ワトソン・メインズは 1856年に
イングランド，ヨークシャーのハルで生ま
れました。彼の家族はイングランドで教
会に加わり，ソルトレーク・シティーに移
りました。1883年にエミリー・キープと結
婚し，8人の子供の親となりました。1910年
の6月，曾祖父は 53歳のときに専任宣教
師に召されました。妻と8人の子供の助け
を得て，母国であるイングランドに戻り伝
道しました。

約 2 年間忠実に奉仕した彼は，ある日
同僚と自転車に乗って，イングランドのグ
ロスターにある日曜学校に向かっていま
したが，途中でタイヤが破裂しました。彼
は，損傷の度合いを確かめようと自転車
を降りました。損傷がひどく修理に時間
がかかることが分かると，自分は後から
行くので先に行って日曜学校を始めてお
いてほしいと同僚に伝えました。そう言
い終えるや否や，彼は地面に倒れました。
心臓発作による即死でした。

ジョセフ・ワトソン・メインズは，この世

ジョセフ・ワトソン・メインズ（右）。同僚のギルピン・S・ウーリーとともに
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で妻と8人の子供に会うことは二度とあり
ませんでした。遺体をソルトレーク・シ
ティーに返してもらい，古いウォーター
ルー・アッセンブリーホールで葬儀を行
いました。十二使徒のアンソニー・W・ア
イビンズ長老が葬儀で語ったことは，人
生と死，堪え忍ぶことについて重要な教
訓を教えてくれます。「福音がわたしたち
に与えてくれるものはこれです。すなわ
ち，死を免れることではなく，栄えある復
活に対する望みにより死に打ち勝つこと
です。……このことは〔ジョセフ・メイン
ズ〕に当てはまります。……人が義のうち
に，信仰を持ったまま，真理を守りながら
命を捨てたと知り，喜びと満足を感じま
す。」4

この先祖の話は，曾祖父が示してくれ
た，堪え忍ぶことと霊的なスタミナの模範
に従うために全力を尽くすよう促してくれま
す。また，曾祖父の妻エミリーの信仰にも
同じくらい感化されます。曾祖父の死後，
曾祖母の生活は彼女にとって非常な重荷
となったに違いありません。しかし，彼女
の証は強く，完全に改心していたため，真
理を守りながら女手一つで 8人の子供を
支えて，残りの生涯を過ごしたのです。

使徒パウロはこのように述べています。
「いっさいの重荷と，からみつく罪とをか
なぐり捨てて，わたしたちの参加すべき
競走を，耐え忍んで走りぬこうではない
か。」5 この地上でわたしたちが参加すべ
き競争は，障害物だらけの耐久レースで
す。このレースの障害物は，毎朝目覚め
て直面する数々の問題です。わたしたち
は，レースを走り，道徳的な選択の自由を
行使し，正しいことか誤ったことかを選ぶ
ためにこの地上にいます。立派に首尾よ
くレースを走り終えて天の御父のみもとに
帰るには，献身と忍耐，自己鍛錬という代
価を支払わなければなりません。わたし
たちは霊的に自分自身を鍛え，霊的なス
タミナを培う必要があります。真の改心
へと導く強い証が必要です。そうするな
らば，直面するあらゆる問題に堪え忍ぶ

ために必要な平安と力を自分自身の中に
見いだすことができるでしょう。

ですから，朝目覚めてどのような問題が
待ち受けていようと，このことを覚えてお
いてください。あなたが培った霊的な強
さと主の助けが合わされば，レースの最
後にあなたは使徒パウロが述べたような
自信を得ているでしょう─
「わたしは，すでに自身を犠牲としてさ

さげている。わたしが世を去るべき時は
きた。

わたしは戦いをりっぱに戦いぬき，走る
べき行程を走りつくし，信仰を守りとおし
た。

今や，義の冠がわたしを待っているば
かりである。かの日には，公平な審判者
である主が，それを授けて下さるであろ
う。」6

愛に満ちた天の御父と，御父の偉大な
永遠の幸福の計画が実在し，そのために
わたしたちはこの時代に地上にいること
を証します。堪え忍ぶための力を自分自
身の中に育むよう，主の御

み

霊
たま

がすべての人
を促してくださいますように。イエス・キ
リストの御名により，アーメン。■

注
	 1.	教義と聖約 121：7－ 8
	 2.	ヒラマン 14：30
	 3.	2 ニーファイ31：20
	 4.	アンソニー・W・アイビンズ，ジョセフ・ワトソ

ン・メインズ兄弟の葬儀で語った言葉（メイ
ンズ家族の個人的な記録より）

	 5.	ヘブル 12：1
	 6.	2 テモテ 4：6 － 8
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案します。アンモンの民の息子たちは父
親と同じ罪を犯しておらず罪ありとされた
ことがないので，同じ誓いを立てる必要
がないことを思い起こさせました。8 息子
たちは非常に若かったのですが，肉体的
には屈強であり，さらに大切なことは，徳
高く，汚

けが

れがないという点でした。また，
母親の信仰によって強められてもいまし
た。9 こうして彼らの預言者であり指導者
であるヒラマンの指揮下に入ったこの青
年たちは，父親に代わって自分たちの家
族と家庭を守ったのです。10

この重要な決断にかかわる一連の出来
事は，イエス・キリストの贖罪が神の子供
たちの生活にどのように個人の強さをもた
らすかを示しています。父親たちの気持
ちを考えてみましょう。自分たちの過去
の背きのために，危急の時に妻や子供を
守れないと知って，どのような思いになっ
たでしょうか。今や息子たちが直面しな
ければならなくなった過酷な状況をじか
に知っていたため，きっとひそかに涙を流
したでしょう。本来，子供ではなく父親
が家族を守るはずだからです。11 父親た
ちの悲しみの深さがうかがえます。

霊感を受けた神権指導者が，再び武器
を取ることを考え始めた父親たちに対して

「彼らが……滅びることになりはしないか
と」懸念したのはなぜだったのでしょう
か。12 主はこう宣言されています。「見よ，
自分の罪を悔い改めた者は赦

ゆる

され，主な
るわたしはもうそれを思い起こさない。」13	

この忠実な父親たちは，罪を悔い改めて
から長い時間が経過していて，イエス・キ
リストの贖罪によりすでに清められていま
した。それなのに，なぜ自分の家族を守
らないように勧告されたのでしょうか。

イエス・キリストの贖罪によって人が清
められるというのは，根本的な真理です。
わたしたちは清く汚れのない者となること
ができます。しかしながら，愚かな選択を
したときには，長期間にわたってその結果
を受けなければならないこともあります。
悔い改めを完遂するうえで不可欠な段階

すよりも剣の前に屈することを選びます。
彼らの義にかなった模範のおかげで，彼
らよりも多くの人々が改宗し，背きに使う
武器を投げ捨てたのです。3

アンモンを通じて，主はこの民を導き，
ニーファイ人の中に避難させられます。そ
して，この民はアンモンの民という名前で
知られるようになります。4 長年にわたり
ニーファイ人は彼らを守ってきましたが，
やがてニーファイ人の軍隊が弱くなり始め
たために，援兵がどうしても必要になりま
す。5

アンモンの民は，自分たちの霊の命に
とって重大な岐路に立たされます。彼ら
はそれまでずっと聖約に忠実であり，決し
て武器を取ることはありませんでした。
しかし，父親には家族を守る責任がある
ということも理解していました。6 その責
務は，彼らの交わした聖約を破ることを考
えるに値するほど，大きなもののように思
われました。7

思慮深い神権指導者であったヒラマン
は，主と交わした聖約を破ることは決して
正当化されないと知っていました。そこ
で，ヒラマンは霊感に満ちた選択肢を提

十二使徒定員会
リチャード・Ｇ・スコット長老

最近，アイダホ州から来た実に印
象的な青少年のグループと会う
機会に恵まれました。その中の

一人の高潔な若い女性から，「わたしたち
が生活の中で，今この時期に実践しなけ
ればならない最も大切なことは何だと思
われますか」と尋ねられました。わたし
は，生活の中でイエス・キリストの贖罪の
力を認識するようになることを提案しまし
た。今

きょう

日，わたしはその力の持つ一つの
側面，すなわち，イエス・キリストの贖罪
を通して受けられる個人の強さについて
説明します。

モルモン書の中には，アンモンとその同
僚たちが「野蛮でかたくなで残忍な民」1	

のもとへ行ってイエス・キリストの福音を
教えた，という記録があります。民の多く
が改宗し，自分たちの罪深い行いを捨て
去ることを選びます。その改心が完璧だっ
たために，彼らは武器を地中に埋め，二度
と使わないという聖約を主と交わします。2

その後，改宗しなかった同
はら

胞
から

の多くが
攻撃を仕掛け，彼らを殺し始めます。とこ
ろが，今や忠実な民となっていた彼らは，
武器を取って自分の霊の命を危険にさら

イエス・キリストの
贖
し ょ く

罪
ざ い

から得られる
個人の強さ
イエス・キリストの贖罪により，わたしたちは皆清くなることがで
き，背きの重荷は軽くされます。
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の一つは，過去の罪がもたらすそうした
短期および長期の結果に耐えることにあ
ります。自分たちが行った選択のために，
アンモンの民の父親たちは過去に肉欲に
さらされた経験があります。そしてその肉
欲は再び彼らの弱点となる恐れがあり，サ
タンはそこに付け入ろうとするでしょう。

サタンは，かつて罪を犯したというわた
したちの記憶を利用して，自らの影響下
に引き戻そうとします。その誘惑を避ける
ために，わたしたちは絶えず警戒していな
ければなりません。忠実なアンモンの民
の父親たちも似た状況にありました。忠
実な生活を何年も続けていたとしても，過
去の罪の記憶に引き込もうとする力から自
分を霊的に何としても守る必要があった
のです。

数多くの戦いの合間に，司令官モロナ

イは最も弱い町を幾つか選んで防備を固
めるよう指示を出しました。「またテアン
クムは，彼らに堀の内土手の上に木材で
胸壁を築かせ，さらにその胸壁に堀から
上げた土を盛らせた。このように……町
を木材と土から成る非常に高い丈夫な防
壁で囲んだ。」14	司令官モロナイは，強さ
を生み出すためには弱い部分の防備を固
めなければならないことを理解していた
のです。15

アンモンの民の父親たちの状況もおお
むね同じでした。自分たちの忠実な生活
と過去の不義な行動との間に，より高く，
より幅の広いとりでを築く必要があったの
です。その息子たちは，義にかなった習
慣に伴う祝福を受けていて，同じ誘惑に
対してもろくはありませんでした。こうし
て，自分たちの霊的な幸福を危険にさら

すことなく，忠実に家族を守ることができ
たのです。

過去の愚かな選択の結果から解放され
たいと願う人にとって，喜ばしい知らせと
は，主が弱さと背きをまったく異なった見
方で見ておられるということです。主は
悔い改めていない背きに対しては罰を与
えると警告される一方で，16	弱さについて
は，常に憐

あわ

れみをもって語っておられま
す。17

アンモンの民の父親たちについては，自
分の親から誤った伝統を教えられていた
ことをある程度考慮に入れるべきでしょ
う。しかし，天の御父の子供は皆，キリス
トの光とともにこの死すべき世にやって来
ます。動機が何であれ罪深い行為は人を
霊的に弱めることになり，そこにサタンが
付け入ろうとするのです。

幸いにも，彼らは福音を教えられて悔
い改め，イエス・キリストの贖罪によって，
サタンの誘惑に屈しない，霊的にはるか
に強い存在になりました。彼らは過去の
残忍な性質に戻りたいという誘惑は感じ
ていなかったようですが，それでも，預言
者に従うことで，「人々をだまし，巧みに地
獄に誘い落とす」18 機会をサタンに与えま
せんでした。救い主は贖罪によって彼ら
を罪から清めただけでなく，彼らが神権
指導者の勧告に従順であったので，彼ら
を弱さから守り，強めることができたので
す。罪を捨てるという，謙

けん

遜
そん

で，生涯変わ
ることのなかった彼らの決意は，家族を
守るために戦場で成し得るどのようなこと
よりもはるかに大きな影響をもたらしまし
た。彼らの服従はいかなる祝福も彼らか
ら奪い去りませんでした。服従は彼らを
強め，祝福し，数多くの将来の世代をも祝
福したのです。

この物語の結末は，主の憐れみによっ
ていかに「弱さを強さに変え」19 ていた
だけるかを示しています。この忠実な父
親たちは息子たちをヒラマンに託して戦場
に送り出しました。息子たちは激しい戦
場で戦い，皆何らかの傷を負いますが，
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一人として命を失った者はいませんでし
た。20 この若者たちは，疲れ切ったニー
ファイ軍にとって，またとない援軍となりま
した。戦地から帰還した彼らは，忠実で，
霊的に強くなっていました。家族は祝福
され，守られ，強められたのです。21 現在
でも，モルモン書を研究する無数の人が，
この汚れのない，義にかなった息子たち
の模範によって教化されています。

だれもが，人生のどこかで愚かな選択
をしたことがあります。だれであろうと，
イエス・キリストの贖罪による贖

あがな

いの力が
どうしても必要なのです。わたしたちは
皆，いかなる背きをも悔い改める必要があ
ります。「主なるわたしは，ほんのわずか
でも罪を見過ごしにすることはないから
である。」22 見過ごしにされないのは，主
のような者となるためには何が必要かとい
うことを，主が御存じだからです。

わたしたちの多くが，自分の人格の中
で改善しなければならない弱さを見過ご
しにしています。わたしたちはアンモンの
民のように，サタンが付け入ろうとしてい
る過去の過ちとわたしたち自身との間に，
イエス・キリストの贖罪によって霊的なと
りでを築くことができます。アンモンの民
の父親たちは，自分の周囲に霊的な守り
となるとりでを築いたがゆえに，自身に
も，家族にも，祖国にも，将来の世代に
も，祝福と強さをもたらすことができまし
た。わたしたちも同じです。

それでは，こうした永遠のとりでを築く
にはどうしたよいのでしょうか。第 1の
段階は，真心から，徹底的に，完全な悔

い改めをすることです。イエス・キリスト
の贖罪により，わたしたちは皆清くなること
ができ，背きの重荷は軽くされます。忘れ
ないでください。悔い改めは罰ではないの
です。より栄光に満ちた将来に向かって進
む，希望に満ちた道なのです。

天の御父は，わたしたちが自分の弱さ
と忠実さとの間にとりでを築けるよう，道
具を備えてくださいました。次の提案につ
いて考えてみてください。

•	自分自身のために聖約を交わし，儀式を
受けてください。次に，自分の先祖の身
代わりとして神殿で儀式を施せるよう，
確実に一貫して取り組んでください。

•	教会員でない人やあまり活発ではない
家族や友人と福音を分かち合ってくだ
さい。真理を分かち合うことによって，
自分の生活に新たな熱意が生じます。

•	どんな教会の召しであっても忠実に奉
仕をしてください。特にホームティーチ
ングや家庭訪問の責任ではそうです。
毎月15分だけのホームティーチャーや
訪問教師にならないでください。そうで
はなく，家族の一人一人に助けの手を差
し伸べてください。相手を個人的に知
るように努めてください。ほんとうの意
味で友人となってください。愛ある行い
により，彼ら一人一人にどれほど深い関
心を寄せているかを示してください。

•	最も大切なことは，自分自身の家族に
仕えることです。伴

はん

侶
りょ

や子供の霊的な
成長を最優先してください。家族一人
一人を助けるためにどんなことができる

か，心を配ってください。時間と関心を
惜しみなくささげてください。

これら一つ一つの提案には，共通する
テーマがあります。人生を人に対する奉
仕で満たす，ということです。天の御父の
子供たちへの奉仕のために自分の命を失
うことで，23 サタンの誘惑は皆さんの人生
の中でその力を失うことでしょう。

天の御父が皆さんを深く愛しておられ
るので，イエス・キリストの贖罪はその効
力を及ぼせるのです。これはすばらしい
ことではないでしょうか。皆さんの中に
は，愚かな選択の重荷を感じたことのある
人が大勢いることでしょう。しかし，皆さ
ん一人一人が，主の赦しと憐れみと強さか
らもたらされる，高める力を感じることが
できます。わたしが実感してきたように，
皆さん一人一人もそう実感できることを証

あかし

します。イエス・キリストの御
み

名
な

により，
アーメン。■

注
	 1.	アルマ17：14。アルマ17－27 章も参照
	 2.	アルマ 23：4－7；24：5－19 参照
	 3.	アルマ 24：20 －27 参照
	 4.	アルマ 27 章参照
	 5.	アルマ 53：8－ 9；56：10 －17 参照
	 6.	「家族－世界への宣言」『リアホナ』2010年

11月号，129 参照
	 7.	アルマ 53：10 －13 参照
	 8.	アルマ 53：14－16 参照
	 9.	アルマ 56：48 参照
	10.	アルマ 53：17－22；56：3－10，30－57参照
	11.	『リアホナ』2010年 11月号，129 参照		
	12.	アルマ 53：15
	13.	教義と聖約 58：42
	14.	アルマ 53：4
	15.	エテル 12：27 参照
	16.	サムエル上 12：15	；イザヤ 1：20	；1ニーファ
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なくなることを知っています。これこそが
わたしの支えとなっている知識です。

兄弟姉妹の皆さん，こう言っても差し支
えないでしょう。苦しみや悲しみをまった
く経験しない人は一人もいません。同様
に，人類の歴史上でかつて，動乱や苦難
がまったくなかった時期は一度もないの
です。

わたしたちは人生の苦境に陥ると，「ど
うしてわたしがこんな目に？」という問い
を発する誘惑に駆られます。時には，トン
ネルの先に光が見えないときも，夜明け
が来ないかのように思えるときもありま
す。わたしたちの周りには，夢が破れて失
望する人，希望が打ち砕かれて落胆する
人があふれているように思われます。「ギ
レアデに乳香〔はないのだろうか〕」とい
う，聖文に記された嘆願を口にします 1。
もう見捨てられた，希望がない，孤独だと
感じます。わたしたちは，自分の不幸を，
悲観主義というゆがんだレンズを通して
見る傾向があります。忍耐という天の徳
がしばしば必要とされることを忘れ，問題
を解決しようと焦ってしまうのです。

わたしたちが経験する困難は，まさしく
忍耐力が試される機会です。わたしたち
各人は，次の根本的な問いに答えなくて
はなりません。諦めるのか，それともやり
通すのか。困難を乗り越えることは自分
にはできないと思って，諦めてしまう人も
います。やり通すには，人生のまさに最後
まで堪え忍ぶことが必要です。

だれにでも起こり得る人生の出来事に
ついて考えると，昔ヨブが言ったように，

「人〔は〕	生れて悩みを受ける」のだと言
うことができます 2。ヨブは「全く，かつ
正し〔い〕	」人で，「神を恐れ，悪に遠ざ
か」っていました 3	。信心深く，裕福で
あったヨブは，どのような人にも耐えられ
ないような試練に遭います。財産を奪わ
れ，友からあざけられ，苦痛を味わい，家
族を失って心が粉々になったヨブは，「神
をのろって死になさい」と言われます 4	。
しかしこの誘惑を退け，ヨブは気高い心

した。わたしは何日も，時には何週間も，
妻と子供たちのそばにいられないことがよ
くありましたが，妻の口から不平の言葉は
一言も聞いたことはありませんでした。ま
さに天使のような人でした。

妻が亡くなってから，皆さんがあふれる
ばかりの愛を示してくださったことに，家
族ともども感謝を申し上げます。世界中
から何百枚ものカードや手紙を頂きまし
た。妻を称賛する言葉や家族への哀悼の
言葉が書かれていました。また，美しい
花をたくさん頂きました。妻の名前で教
会中央宣教師基金に多額の献金をしてい
ただいたことにも感謝しております。後に
残された者を代表して，皆さんの真心から
の温かい思いやりに深く感謝いたします。

このつらい別れの時を過ごす間，最も
慰めをもたらしてくれたものは，イエス・キ
リストの福音に対する証

あかし

，そして愛するフ
ランシスは今なお生きているという知識で
す。この別れは一時的なものであること
をわたしは知っています。わたしたちは地
上でも天でもつなぐ権能を持つ者により，
神の宮で結び固められました。いつか再
び結び合わされ，もう二度と別れることは

トーマス・S・モンソン大管長

今晩わたしは日記にこう書くつもり
です。「今回の総大会はこれま
でに出席した大会の中で最も霊

感にあふれたものの一つだった。」
兄弟姉妹の皆さん，6 か月前，総大会に

ともに集ったとき，愛する妻フランシスは
入院していました。その数日前に倒れて
大けがをしたのです。数週間，傷を治そ
うと勇敢に闘いましたが，5月に永遠の来
世へ静かに旅立ちました。妻を失った悲
しみは深いものでした。わたしたちは
1948年10月7日にソルトレーク神殿で結
婚しました。生きていれば明日，65回目
の結婚記念日を祝うことができたでしょ
う。わたしは妻を生涯こよなく愛してきま
した。妻は信頼するパートナーであり，親
友でした。妻がいなくて寂しいという言
葉では，わたしの深い思いをお伝えするこ
とはとうていできません。

この大会で，わたしがデビッド・O・マッ
ケイ大管長から十二使徒定員会に召されて
から50年の月日がたちます。その間ずっ
と，愛する伴

はん

侶
りょ

がこれ以上ないほどよく支
えてくれました。わたしが召しを果たせる
ように，計り知れない犠牲を払ってくれま

「わたしはあなたを
見放すことも，見捨てる
こともしない。」
天の御父は，……わたしたちが経験しなければならない試しに立
ち向かい，それを乗り越えるときに，学び，成長し，強くなることを
御存じです。
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の奥底からこう宣言します。
「見よ，今でもわたしの証人は天にあ

る。わたしのために保証してくれる者は
高い所にある。」5

「わたしは知る，わたしをあがなう者は
生きておられる。」6

ヨブは忠実であり続けました。わたし
たちも困難に遭遇したとき，そのようにす
るでしょうか。

人生の苦難に押しつぶされそうなとき
には，ほかの人も同様の経験をし，それに
耐え，乗り越えてきたことを思い起こして
ください。

この時満ちる神権時代における教会歴
史は，苦闘しながらも，揺らぐことなく，
元気を出した人々の経験で満ちています。
どうしてそのようなことができたのでしょ
うか。イエス・キリストの福音を生活の中
心としていたからです。この姿勢は人生
でどんなことに遭っても堪え忍ぶ力となり
ます。厳しい試練がなくなるということは
ありませんが，わたしたちはそのような試
練と向き合い，勇敢に取り組み，打ち勝つ
ことができるのです。
「わたしはあなたを見放すことも，見捨

てることもしない」7 という主の約束と保
証によって，わたしたちは，苦しみの床か
ら起き上がり，涙でぬらした枕

まくら

から顔を上
げ，天へと心を向けるのです。そのような
慰めは，かけがえのないものです。

自らの召しに伴う責任を果たすべく，全
世界を旅する中で，わたしは多くのことを
理解できるようになりました。だれもが悲
しみや苦しみを経験するという事実もそ

の一つです。わたしは，深い悲しみに見
舞われたり，病気にかかったり，離婚を経
験したり，道をそれた子供のことで悩んだ
り，罪の結果に苦しんだりしている人 と々
会って話をしたことがあります。そのとき
目にしたすべての苦しみや悲しみがどれ
ほどのものか，わたしにはとうてい推し量
ることができません。苦しみや悲しみのリ
ストは際限なく続きます。なぜなら，数え
切れないほどの問題が降りかかりかねな
いからです。一つの例だけを挙げるのは
難しいことですが，それでも試練について
考える度に，ブレムス兄弟のことが思い浮
かびます。わたしが少年だったころの日
曜学校の教師です。忠実な教会員で，思
いやりの深い人でした。彼とその妻のサ
ディーには，8人の子供がいました。その
多くが我が家の子供と同じ年ごろでした。

妻のフランシスとわたしは結婚して別の
ワードに移りましたが，その後，わたした
ちはブレムス兄弟姉妹と彼らの家族に，
結婚式や葬式，さらにはワードの同窓会で
会いました。

1968年にブレムス兄弟は妻のサディー
を亡くしました。また，長い年月を経るに
つれ，8人の子供のうち 2人が亡くなりま
した。

13年ほど前のある日のこと，ブレムス
兄弟の上の孫娘から電話がありました。
彼女は自分の祖父が 105歳になったと説
明し，こう言いました。「祖父は小さな介
護センターで暮らしていますが，日曜日に
は毎週家族全員と会って，そこで福音の
レッスンをしています。」彼女はこう続けま

した。「先週の日曜日，祖父はこう言いまし
た。『みんな，わたしは今週死ぬ。トミー・
モンソンに電話をしてくれないか。彼には
何をするべきかが分かるだろう。』」

わたしはその翌日の晩にブレムス兄弟
を訪問しました。しばらくぶりの再会で
した。彼は耳が聞こえなくなっていました
から，話しかけることはできません。目が
見えなくなっていましたから，メッセージ
を書いて読んでもらうこともできません。
ご家族は彼の右手の指を取って，左の手
のひらに訪問者の名前をつづることで知
らせている，とのことでした。何か伝え
たいことがあれば同様の方法でコミュニ
ケーションを取っていました。わたしはそ
の方法に倣

なら

って彼の右手の指を取って左
の手のひらに，「T-O-M-M-Y	M-O-N-S-
O-N（トミー・モンソン）」とつづりまし
た。それは彼がかつて呼び慣れた名前で
した。ブレムス兄弟は生気を取り戻し，わ
たしの両手を取ると，自分の頭に置きまし
た。わたしは彼が神権の祝福を受けたい
と望んでいることを知りました。介護セン
ターまで車で送ってくれた兄弟と一緒に，
わたしはブレムス兄弟の頭に手を置いて，
希望どおりに祝福を授けました。祝福の
後，視力のない彼の目から涙があふれま
した。彼は感謝を込めてわたしたちの手
をしっかりと握りました。たとえわたした
ちが口にした祝福の言葉は聞こえなくて
も，強い御

み

霊
たま

が注がれていたので，きっと
霊感によって，彼は必要な祝福が与えられ
たことを理解したと思います。このすばら
しい男性は，もう見ることも，聞くこともで
きませんでした。昼も夜も，介護センター
の一室から外へ出ることができませんで
した。それでも，彼の顔に浮かんだほほ
えみと唇の動きが伝えた言葉はわたしの
心を揺り動かしました。彼はこう言ったの
です。「ありがとう。天の御父は何とお優
しい方なのだろう。」

その週のうちに，ブレムス兄弟は自ら予
告したとおりに世を去りました。自分に欠
けているものについてくよくよ悩むのでは
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なく，自分が受けている多くの祝福にい
つも心の底から感謝する人でした。

天の御父は，わたしたちに喜びをもたら
す多くのものをお与えになりますが，それ
と同時に，わたしたちが経験しなければ
ならない試しに立ち向かい，それを乗り
越えるときに，学び，成長し，強くなること
も御存じです。わたしたちは，つらい悲し
みを経験したり，胸を痛めたり，極限まで
試されることがあるのを知っています。
しかし，そのような困難を通じて，より良
い方向に変化し，天の御父が教えておら
れる方法で人生を立て直し，過去の自分
とは違う人物，すなわち過去の自分よりも
善良で，理解力があり，同情心にあふれ，
強い証を持った人物となることができる
のです。

我慢し堪え忍ぶことだけでなく，喜び
と悲しみをくぐり抜け，霊的に磨かれるこ
ともわたしたちの人生の目的であるべき
です。克服するべき試練，解決するべき
問題がなければ，いつまでたっても現在
の自分と変わらないでしょう。永遠の命と
いう目標を目指して進歩することも，ほと
んど，あるいはまったくないでしょう。
一人の詩人が，まさしく同じような考えを
次のような言葉で表現しています。

良い木材は穏やかな環境で育つものでは
なく，

風が強ければ強いほど，木は丈夫になる。
空が遠ければ遠いほど，木は高くなり，
嵐
あらし

が激しければ激しいほど，木の強度は
増す。

日光と寒さ，雨そして雪
木の中にも，人の中にも，良い木材は育つ。8

わたしたちの経験する試し，痛み，苦し
みの深さを理解することがおできになる
のは主だけです。逆境のとき，わたしたち
に平安を与えることがおできになるのは主
だけです。次のような慰めの言葉で，わた
したちの苦しむ心に触れることがおできに
なるのは主だけなのです。

「すべて重荷を負うて苦労している者
は，わたしのもとにきなさい。あなたがた
を休ませてあげよう。

わたしは柔和で心のへりくだった者で
あるから，わたしのくびきを負うて，わた
しに学びなさい。そうすれば，あなたがた
の魂に休みが与えられるであろう。

わたしのくびきは負いやすく，わたしの
荷は軽いからである。」9

最良の時であっても，最悪の時であっ
ても，主はわたしたちとともにおられます。
このことが変わることは決してないと主
は約束されました。

愛する兄弟姉妹の皆さん，わたしたち
が時の流れや人生の危機に左右されるこ
となく，天の御父に献身できますように。
わたしたちは主を覚えるために困難を経
験する必要はありません。強いられて謙

けん

遜
そん

になり主を信じ頼るようなことがあって
はなりません。

わたしたちがいつも天の御父に近くあ
ろうと努力できますように。そうするため
には，御父に祈り，御父の御

み

言
こと

葉
ば

に耳を
傾けなければなりません。わたしたちは

良いときも悪いときも，文字どおり主を絶
えず必要としています。主の次の約束を
いつも忘れませんように。「わたしはあな
たを見放すことも，見捨てることもしな
い。」10

全身全霊をもって，わたしは証します。
神は生きて，わたしたちを愛しておられま
す。神の独り子はわたしたちのために生
きて，わたしたちのために亡くなられまし
た。イエス・キリストの福音は，わたした
ちが経験する人生の暗

くら

闇
やみ

を貫いて輝く光
です。いつでもそうでありますように，イエ
ス・キリストの聖なる御

み

名
な

によって祈りま
す，アーメン。■

注
	 1.	エレミヤ 8：22
	 2.	ヨブ 5：7
	 3.	ヨブ 1：1
	 4.	ヨブ 2：9
	 5.	ヨブ 16：19
	 6.	ヨブ 19：25
	 7.	ヨシュア 1：5
	 8.	ダグラス・マロック，“Good	Timber”。スター

リング・W・シル,	Making	the	Most	of	Yourself
（1971年），	23 で引用

	 9.	マタイ11：28－30
	10.	ヨシュア 1：5
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十二使徒定員会
クエンティン・L・クック長老

に語られました。「わたしはあなたをまだ
母の胎につくらないさきに，あなたを知
り，あなたがまだ生

うま

れないさきに，あなた
を聖別し，あなたを立てて万国の預言者
とした。」3

リーハイはこれとは別の召し，使命，責
任を主から受けました。リーハイが召さ
れたのは，青年のときではなく熟年のとき
でした。当初，リーハイは警告の声を発
しましたが，エレミヤと同じメッセージを
忠実に宣言した後に，家族を連れて荒れ
野へ出て行くよう主から命じられました。4   

そうすることにより，リーハイは自分の家
族だけでなく，すべての民を祝福すること
になったのです。

エルサレムが滅亡する前の数年の間に，5 
主がエレミヤに告げられたメッセージを，
わたしは忘れることができません。主は
このように言われました。
「わたしの民はその栄光を益なきものと

取り替えた。
……生ける水の源であるわたしを捨て

て，……水ためを掘った。……こわれた
水ためで，水を入れておくことのできない
ものだ。」6

エルサレムに住む人々に降りかかる災
いに関して，主は次のように悲しみを表現
されました。「（彼らにとって）刈

かり

入
い

れの
時は過ぎ，夏もはや終わった，しかし（彼
らは）まだ救われない。」7

神は，男性も女性も善悪を自由に選択
することができるように計画されました。
悪を選択することが国や文化の風潮の大
半を占めるとき，この死すべき世の人生と
来るべき世の人生の両方において，重大
な結果を招くことになります。人は，有害
で常習性のある物質だけではなく，義に
かなった生活から引き離す有害で依存性
のある様々な思想で自らを束縛したり，隷
属させたりすることがあります。

真実の生ける神を礼拝することをやめ
て，富や名声，あるいは不道徳で不義な
行いをするなどの偽りの神々を崇拝する
ようになると，全

まった

く知らない間に顕在化す

結婚して間もないころ，妻のメア
リーとわたしは，一緒に参加で
きる活動をできるだけ多く選ぶ

ようにしていました。また，予算管理につ
いても賢明でありたいと思っていました。
メアリーは音楽を愛していて，わたしがス
ポーツ観戦を過度に強調しすぎることを
懸念していました。そこで，彼女はお金を
払うすべての活動について，スポーツを１
回観戦したら，ミュージカルかオペラ，ま
たはそのほかの芸術的な公演を 2 回鑑賞
するように取り決めたのです。

当初，オペラ鑑賞に抵抗を覚えました
が，時間がたつにつれて，わたしの考えは
変わりました。特に，ジュゼッペ・ヴェル
ディ1   のオペラを楽しむようになったので
す。今週はヴェルディの生誕 200 周年記
念に当たります。

ヴェルディは青年のころ，預言者エレミ
ヤに 興 味を抱 いて いました。 そして
1842 年，28 歳のとき，バビロンの王ネブ
カデネザルの名前をイタリア式に短くした

「ナブッコ」のオペラで名声を博しました。
このオペラは，旧約聖書のエレミヤ書，哀
歌，詩篇から引用した概念を取り入れて，

エルサレムの征服とユダヤ人の捕囚と束
縛を表現しています。ヴェルディの感動
的で心にしみる「ヘブライ人奴隷の合唱」
は，詩篇 137 篇の影響を受けて書かれた
作品です。欽定訳聖書の詩篇の序文は，
非常に劇的です。「囚

とら

われの状態の間，
ユダヤ人はバビロンの川のほとりで涙を流
した。悲しみのために，シオンの歌を歌
うことさえできなかった。」

わたしの話の目的は，様々な形の束縛
や隷属の状態について考えることです。
今
こん

日
にち

の幾つかの状況をエルサレムが陥落
する前のエレミヤの時代と比較してみま
す。この警告の声を上げるに当たり，教
会員のほとんどが，エレミヤの時代のよう
な，主にとって非常に不快な行いを，義に
かなって避けていることに感謝していま
す。

エレミヤの預言と哀歌は，末日聖徒に
とって大切な聖文です。エレミヤと彼の
時代のエルサレムは，モルモン書の最初
の数章に書かれているエルサレムの時代
と重なっています。エレミヤは預言者リー
ハイと同じ時代の人でした。2 主はエレミ
ヤの予任について非常に劇的にこのよう

日曜午後の部会 ―2013 年10月 6日

エレミヤの哀歌
－束縛に注意する
わたしたちに求められているのは，あらゆる種類の束縛を避け，主
の選民を集める助けをなし，次世代を担う子供たちのために犠牲
をささげることです。
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る束縛を受ける結果となります。それに
は，霊的，肉体的，知的な束縛が含まれ，
時には人に崩壊をもたらします。エレミヤ
とリーハイはまた，義にかなった人々が主
の教会と王国を確立し，散乱したイスラエ
ルの民を集める主の助けをしなければな
らないと教えました。8

これらのメッセージは繰り返され，強め
られて，何世紀にもわたってすべての神権
時代に伝えられました。それは，この最
後の神権時代におけるイエス・キリストの
福音の回復の中心的なメッセージでもあ
るのです。

十部族を含むユダヤ人の捕囚とイスラ
エルの部族の散乱は，福音の回復におい
て考慮すべき非常に重要な教義的要素で
す。イスラエルの失われた十部族は，イス
ラエルの北の王国の一部を形成し，紀元
前 721 年に囚われの身となってアッスリヤ
に連れ去られました。彼らは北の国々に
行ったのです。9 信仰箇条の第 10 条には

このように書かれています。「わたしたち
は，イスラエルの文字どおりの集合と十部
族の回復とを信じる。」10   わたしたちはさ
らに，主がアブラハムと交わされた聖約
の一部として，アブラハムの血統を受け継
ぐ者だけが祝福されるのではなく，地上
のすべての民が祝福されることを信じて
います。ラッセル・M・ネルソン長老が話
したように，集合は「物理的な場所の問
題ではありません。個人の献身の問題な
のです。人々は郷里を離れることなく『神
を知るようになります』（3 ニーファイ 20：
13）。」11

わたしたちの教義は以下のとおりはっき
りとして います。「主 はイスラエル の
十二部族を，その不義と背反のゆえに散ら
し，苦しめられた。しかし，主は選ばれた
民をこのように国々の中に散乱させ，それ
によってその国々に祝福をもたらす機会と
された。」12

この悲劇的な時代から価値ある教訓を

学ぶことができます。束縛につながる罪
や反抗心を避けるために，自分の能力の範
囲でできる限りのことを行うべきです。13  

わたしたちは，義にかなった生活をするこ
とが，主の選民を呼び集め，文字どおりイ
スラエルの集合のために主とともに働く前
提条件であることも理解しています。

束縛，従属，依存，隷属には様々な形が
あります。それらは文字どおり肉体的な
奴隷状態である場合もあれば，わたした
ちの成長を妨げる可能性のある，道徳的
な選択の自由の喪失や欠如である場合も
あります。エレミヤは，不義な行いや反抗
心がエルサレムの破壊をもたらし，バビロ
ンに捕囚されたおもな原因であることを
明らかにしています。14

そのほかの種類の束縛も，人の霊に
とって同様に破壊的なものです。道徳的
な選択の自由は，様々な方法で濫用する
ことが可能です。15  現代社会において特
に有害な４つの事柄について話します。

第 1 に，選択の自由を損ない，道徳的
な信念を否定し，健康を壊す依存症は，
束縛をもたらします。薬物とアルコール，
不道徳，ポルノグラフィー，ギャンブル，借
金苦，そのほかの苦しみの強い影響力
は，束縛状態にある人や社会に，ほとん
ど推し量ることができないほどの大きな
重荷を負わせます。

第 2 に，本質的に悪ではないにしても，
熱中や愛好により大切な時間を浪費して
しまう場合があります。それがなければ，
徳高い目的を達成するために時間を使う
ことができるのです。これには，ソーシャ
ルメディア，ビデオ，デジタルゲーム，ス
ポーツ，レクリエーション，そのほかたくさ
んの物の過剰な使用が含まれます。16

ほとんどの文化圏でわたしたちが直面
している最も大きな課題の一つは，どのよ
うにして家族のための時間を確保するか
ということです。勤務先の法律事務所で
教会の会員がわたし一人であったとき，あ
る女性弁護士が，3 個のボールを同時に
空中に上げている曲芸師のようにいつも
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感じると打ち明けてくれました。一つ目の
ボールは法律の仕事，二つ目のボールは
結婚生活，三つ目のボールは子供たちで
した。彼女自身のための時間はほとんど
あきらめていました。彼女が最も心配し
ていたのは，ボールの一つがいつも地面
に落ちていることでした。そこで，仕事の
仲間と集まって優先順位について話し合
うことを提案しました。まず，わたしたち
が仕事をする基本的な理由は，家族を支
えるためであるという結論に達しました。
そして，もっと多くのお金を稼ぐのは，わ
たしたちの家族ほど大切ではないという
ことで意見が一致しましたが，わたしたち
の能力を尽くして顧客のために働くことは
不可欠であることも確認しました。それ
から，仕事中にしている不必要なことや，
家族のために時間を取るための妨げに
なっていることに話題が移りました。職
場で時間を過ごすプレッシャーの中で，
必ずしも必要でないことはないだろうかと
いうことです。17  職場の男性と女性の両
方が家族にとって好ましい環境を作るこ
とが，わたしたちの目標であると確認され
ました。わたしたちが家族の時間を守る
最前線に立ちましょう。

第 3 に，わたしたちの時代で自由を失
うもっとも一般的な原因は，過去の歴史
に見られるように，イエス・キリストの福
音と相容れない思想や政治的な信念で
す。福音の真理を人の哲学に置き換える
と，救い主のメッセージの平易さからわた
したちを引き離してしまうことになります。
使徒パウロがアテネを訪れたとき，彼はイ
エス・キリストの復活について教えようと
しました。パウロの働きについて使徒行
伝から読んでみます。「いったい，アテネ
人もそこに滞在している外国人もみな， 
何か耳新しいことを話したり聞いたりする
ことのみに，時を過ごしていたのである。」18  

パウロのメッセージが新しいものではな
く，単純な宗教的内容であることを民衆
が理解したとき，彼らはそれを拒否しまし
た。

このことは，福音の真理がしばしば拒
絶されたり，歪

わい

曲
きょく

されたりして，もっと知
的な魅力があるように変えたり，現代の文
化的傾向や知的な考え方に合わせるよう
にしたりする現代の風潮に類似していま
す。わたしたちは，注意していなければこ
れらの傾向のとりこになり，自分を知的な
束縛の中に置くことになります。現在，女
性の生き方について多くの意見がありま
す。19  それらはたいてい，互いに食い違っ
ています。特に懸念されるのは，子供た
ちの母親，教師，養育者，友となるために
必要な犠牲を払うことを選択した女性を
批判したり，軽視したりする考え方です。

数か月前，いちばん年下の二人の孫娘
が訪ねて来ました。別々の週末に一人ず
つです。わたしは家にいたので玄関で出
迎えました。妻のメアリーは別の部屋に
いました。 2 回とも，互いに抱き合った後
に，二人の孫娘はほとんど同じことを言い
ました。辺りを見回してから，「わたし，お
ばあちゃんの家が大好きなの。おばあ
ちゃんはどこ？」と言いました。孫娘には
言いませんでしたが，心の中で思いまし
た。「ここはおじいちゃんの家ではない
の？」しかし，子供のころ，家族でおばあ
ちゃんの家に行ったときのことを思い出し
ました。聞き慣れた歌の歌詞が心に浮か

んできました。「川を渡り，森を抜けて，
おばあちゃんの家に行くんだ。」

さて，わたしが女性に開かれた教育や
そのほかの機会を，非常に喜ばしく思っ
ていることを明白にお伝えしたいと思い
ます。文明の利器により，女性に求めら
れた骨の折れる仕事や家事が世界のいた
る所で減っているという事実や，女性があ
らゆる職業や学問にすばらしい貢献をし
ている事実を尊重しています。しかし，子
供たちが，母親，祖母，または子供たちを
養い育てる人 と々持つ特別な関係の弱体
化を社会が容認するなら，わたしたちは
後悔するようになるでしょう。

第 4 に，誠実に守っている宗教的な原
則から引き離そうとする力が束縛を招く
結果になります。人に最も不快な感情を
起こさせることは，自分の行動に関して神
に報告する責任があると感じている義に
かなった人々が，その良心を踏みにじるよ
うな行動を強いられるときです。例えば，
良心に反して堕胎を手伝うか，仕事を失
うかの選択を迫られる医療従事者の場合
などです。

わたしたちの教会は，同じような考えを
持っている人々でつながっているとはい
え，比較的少人数の集まりです。社会全
体を変えることは難しいでしょうが，わた
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したちを取り巻く道徳的な文化を改善す
るように働かなければなりません。あら
ゆる国の末日聖徒は良い市民となって，市
民の行事に参加し，政治や法律の問題を
研究し，投票する必要があります。

しかしながら，わたしたちの基本的な
強調点は常に，わたしたちの家族と次世
代を担う子供たちを守るために必要な犠
牲を払うことでなければなりません。20  そ
の多くはまだ重い依存症や間違った思想
の束縛を受けていません。リーハイとエ
レミヤが経験したエルサレムに非常によく
似た世の中から，彼らを守る助けをしな
ければなりません。さらに，わたしたちは
彼らが神聖な聖約を交わして守り，主を助
けて主の教会を確立する中心的な働き手
となり，散乱したイスラエルとあらゆる地
に存在する主の選民を集めるために備え
させる必要があるのです。21  教義と聖約
の美しい聖文にはこう書いてあります。

「義人はすべての国の中から集められ，永
遠の喜びの歌を歌いながらシオンに来る
であろう。」  22

わたしたちに求められているのは，あら
ゆる種類の束縛を避け，主の選民を集め
る助けをなし，次世代を担う子供たちの
ために犠牲をささげることです。わたした
ちが自分を救うのではないことをいつも
思い起こさなければなりません。わたし
たちは，救い主の愛と恵みと贖

あがな

いの犠牲
により自由になるのです。リーハイの家族
が荒れ野に逃れたとき，主の光によって
導かれました。もしわたしたちが主の光
に対して忠実で，主の戒めに従い，主の功
徳に頼るなら，主は人を救う力を備えてお
られるので，わたしたちは，霊的，肉体
的，知的な束縛を避けると同様に，自らの
荒れ野をさまよう哀歌を避けることができ
るでしょう。

わたしたちが，束縛の状態やシオンの
歌を歌うことさえできない状態から来る
絶望と悲しみを避けることができますよう
に。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アー
メン。■

注
1.  Aida, La traviata , II trovatore などのヴェ

ルディのオペラは，今日世界中で上演されてい
る最も有名なオペラの中に数えられている。

2.  1 ニーファイ 5：13；7：14 参照
3. エレミヤ 1：5
4.  1 ニーファイ 2：2 − 3 参照
5. ソロモンの神殿の破壊，エルサレムの陥落，ユ

ダの部族の捕囚は，紀元前 586 年に起こっ
た。

6. エレミヤ 2：11，13
7. エレミヤ 8：20 。エレミヤはこの前に悔い改

めを叫ぶ主について書いている。「わたしは
苦しみにもだえる。」（エレミヤ 4：19）そして
主は次のように弁護している。「真実を求め
る者が……捜してみよ。あれば，わたしはエ
ルサレムをゆるす。」（エレミヤ 5：1）

8. エレミヤ 31；1 ニーファイ 10：14 参照
9. 列王紀下 17：6；教義と聖約 110：11 参照
10. 信仰箇条 1：10；2 ニーファイ 10：22 も参照
11. ラ ッ セ ル・M・ ネ ル ソ ン”The Book of 

Mormon and the Gathering of Israel , ”
（2013 年 6 月 26 日に開かれた新伝道部会長
セミナーでの話。）

12. 『聖句ガイド』「イスラエル」の項。 scriptures.
lds.org

13. 主はこの神権時代にこのように語っている。
「全世界は罪の状態にあり，暗

くら

闇
やみ

の下で，また
罪の束縛の下でうめいている。……すなわ
ち，彼らはわたしのもとに来ないからである。」

（教義と聖約 84：49‐50）
14. もちろん，無知な人々も囚われることがある。
15. 教義的な原則は変わらないが，束縛，隷属，

崩壊の手段は，今までにない方法で加速して
いる。

16. 昨年のNew York Times Magazine （2012年
8 月 8 日号）の表紙には，デジタルゲームの常
習性について以下のように適切にかつ少し
ユーモラスに書かれている。「ばかげたデジ
タルゲームの，極度に依存的で，時間を浪費
し，人間関係を破壊し，心を壊滅させる力と魅
力」そして，小さな文字で「（だからといって，
ゲームが嫌いな訳でもないのです。）」と書い
ている。これは，陽気な方法で，わたしたちの

時代のすばらしい技術発明品の使い方につい
て知恵を用いる必要性を強調している。

17. 多くの職場環境の共通の考えは，「一所懸命
に働き，一所懸命に遊べ」である。従業員と
の関係を大切にして，「働き，遊べ」が家族の
時間を奪うとき，自分に不都合な結果を招く。

18. 使徒行伝 17：21 強調付加
19. ケリ・ゴフ，“Female Ivy League Graduates 

Have a Duty to Stay in the Workforce,” 
G u a r d i a n , 2 0 1 3 年 4 月 2 1 日，w w w.
theguardian.com/commentisfree/2013/
apr/21/female-ivy-league-graduates-stay-
home-moms；シェリル・サンドバーグ Lean 
In: Women, Work, and the Will to Lead

（2013 年）参 照；アン‐マリエ・スラター
“ Why Women Still Can’t Have It All ,”  
The Atlantic , 2012 年 6 月 13 日； ロ イ ス・
M・コリンズ“Can Women ‘ Have It All ’ 
When It Comes to Work and Fami ly 
Life? ” Deseret News , 2012 年 6 月 28 日，
A3；ジュディス・ワーナー“The Midcareer 
Timeout ( Is Over) , ” New York Times 
Magazine , 2013 年 8 月 11 日，24 − 29, 38；
スコット・シーマン，マーカス・シェイファー，
ミッチェル・マカイバー共著“When Leaning 
In Doesn’t Pay Off,”  New York Times , 
2013 年 8 月 11 日，12

20. 教会は，もっと多くの時間を若い男性，若い
女性，ヤング・シングル・アダルトとともに過
ごすことによって家族を助けるようにと，ビ
ショップリックに勧めています。ビショップ
リックは，ワード評議会，メルキゼデク神権定
員会，補助組織，人々を適切に支援できる特
別な能力のある会員に，もっと多くの責任を
委任するように奨励されています。

21. 教義と聖約 29：7 参照
22. 教義と聖約 45：71
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となっている様子も目にしています。
この 1 か月，わたしはある若い夫婦が，

かけがえのない男の子が誕生し 1 週間し
か生きることができなかったのですが，神
殿の結び固めの約束から実に大きな強さ
を頂いている様子を目にしました。神権の
儀式を通じて，わたしたちは慰め，強さ，守
り，平安，そして永遠の約束を受けます。5

神権について知っていること
正直に次のような質問をする人がいる

かもしれません。「神権の力と祝福がす
べての人にもたらされるのなら，どうして
神権の儀式は男性により執り行われるの
でしょうか。」

一人の天使がニーファイに「神が御自身
を低くされることがあなたに分かるか」と
尋ねたとき，ニーファイは正直にこう答え
ました。「わたしは，神がその子供たち
を愛しておられることは知っていますが，
すべてのことの意味を知っているわけで
はありません。」6

わたしたちが神権について語るとき，分
かっていることはたくさんあります。

すべての人は等しい存在である
わたしたちは，神がその子供たちをす

べて愛しておられ，人を偏り見る方でない
ことを知っています。「主は，……男も女
も主のもとに来る者を決して拒まれない。
……すべての人が神にとって等しい存在
なのである。」7

わたしたちは確かに，神の愛が，神の息
子にも娘にも「等し」く及ぶことを知って
いますが，同時に，神が男と女をまったく
同じように創造されたわけでもないことも
知っています。わたしたちは，性というも
のが，この地上でも永遠の世でも，その役
割や目的において，不可欠な特徴である
ことを承知しています。男女双方に神聖
な責任が与えられているのです。8

初めから
わたしたちは，主が初めから神権の儀

この世および次の世において，神権の
祝福と力，約束を受けることは，死すべき
人にとって偉大な機会と責任の一つです。
わたしたちがふさわしくあれば，神権の儀
式はこの地上におけるわたしたちの生活
は豊かなものとし，次の世で受ける壮大
な約束の備えとなってくれます。主は，

「……儀式によって神性の力が現れる」
と言われました。3

バプテスマを受け，聖霊を受け，定期的
に聖餐を頂く人には，皆ふさわしければ，
神からの特別な祝福が用意されています。
神殿は，永遠の命の約束とともに，新たな
光と強さをもたらしてくれます。4

すべての儀式は，わたしたちが神と聖
約を交わし，聖約を守るためにイエス・キ
リストを信じる信仰を増すように促すもの
です。こうした神聖な聖約を守るとき，わ
たしたちは神権の力と祝福を頂くのです。

わたしたちは，自分自身の生活の中でこ
の神権の力を感じたり，聖約を守っている
教会員の中にその力を目にしたりすること
はないでしょうか。わたしたちは，新しい
改宗者が，赦

ゆる

され，清められたと感じなが
らバプテスマの水から上がって来るときに
その力を目にします。わたしたちは，教会
の子供たちや青少年が聖霊の促しや導き
に対して感性が鋭くなってきている様子を
目にしています。神殿の儀式が世界中の
義にかなった男女にとって強さと光の灯台

十二使徒定員会
ニール・L・アンダーセン長老

神権の祝福はすべての人に与えられる

聖餐
せいさん

会で子供たちが「愛の言葉」
という初等協会の歌を楽しそう
に歌っていると，だれもがその

通りだと言わんばかりにほほえんでいま
す。 5 人の子供を育てている勇気ある母
親が，2 番の歌詞を注意深く聞いていま
した。「あふれる神権の祝福と喜び　信
仰と従順の教えは心に深く響くよ　優し
い愛の言葉」。1  その母親は悲しそうにこ
う思いました。「うちの子供たちはそんな
家庭があるなんて知らないでいるわ。」  2

この信仰あふれる女性とあらゆる人に
お伝えしたいわたしのメッセージは，わた
したちは状況がどうであれ「あふれる神
権の祝福と喜び」のうちにいつも生活す
ることができるということです。

わたしたちは時に，神権の力と教会の
男性とを過度に結びつけてしまうことがあ
ります。神権とは，老若男女を問わず，あ
らゆる人の救いと祝福のために賜った神
の力であり権能です。

人は暖かい太陽の光を部屋に入れるた
めにカーテンを開けることができます。し
かし，その人が太陽や，その光，あるいは
太陽がもたらす温かさを所有しているわ
けではありません。神権の祝福はその賜

たま

物
もの

を行使するよう求められている人よりも
無限大に大きなものです。

神権に宿る力
人は暖かい太陽の光を部屋に入れるためにカーテンを開けること
ができます。しかし，その人が太陽や，その光，あるいは太陽がも
たらす温かさを所有しているわけではありません。
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式がどのように執り行われるか，お定めに
なったことを知っています。「神権は最初
アダムに与えられました。」9  ノア，アブラ
ハム，モーセは皆，神権の儀式を執り行い
ました。イエス・キリストは，昔も今も，
偉大なる大祭司です。主は使徒たちを召
されて，「あなたがたがわたしを選んだの
ではない。わたしがあなたがたを選んで
聖任したのである。」10  と言われました。
わたしたちの時代になって，御

み

使
つか

いたち
が神のもとから送られてきました。バプテ
スマのヨハネ，ペテロ，ヤコブ，ヨハネが預
言者ジョセフ・スミスを通じて神権を地
上に回復しました。11  これが，わたしたち
の天父は神権の業を執り行ってこられた
方法です。12

神から与えられている多くの賜物
わたしたちは，聖なる神権の力が信仰

や聖霊，霊的な賜物と無関係に働くもの
ではないことを知っています。聖文には
次のような警告があります。「神の賜物は
多いので，これらの賜物を否定しないよう
に勧める。……これらの賜物の与えられ
方は様々であるが，すべての人の中ですべ

ての働きをされるのは同じ神である。」13

ふさわしさ
わたしたちは，ふさわしさが神権の儀

式を執り行い，受けるときの中心であるこ
とを知っています。中央扶助協会の会長
のリンダ・S・バートン姉妹がこう言ってい
ます。「義にかなっているかどうかが，
……わたしたちの生活に神権の力を招き
入れるための要件です。」14

たとえば，世界中にはびこっているポル
ノグラフィーという疫病について考えてみ
ましょう。ふさわしさに関する主の標準で
は，神権の儀式を施す役職にある人々に
ポルノグラフィーの入る余地はありませ
ん。救い主はこう言われました。
「あなたがたの……秘密の忌まわしい

行い……を悔い改め……なさい。」15

「目はからだのあかりである。……あな
たの目が悪ければ，全身も暗いだろう。」  16

「だれでも，情欲をいだいて女を見る者
は，心の中ですでに姦

かん

淫
いん

をしたのであ
る。」17

ふさわしくない状態のまま聖餐の祝福
やパスをしたり，病人に祝福を与えたり，
あるいは神権のほかの儀式に参加するこ
とは，デビッド・A・べドナー長老が言っ
たとおり，神の御

み

名
な

をみだりに唱えること
と同じです。18  もしふさわしくない場合
は，神権の儀式を執行するようなことは
せずに，第 1 の段階として祈りの気持ち
でビショップのもとへ行き，悔い改めて，
戒めの道に戻る必要があります。

謙
けん

遜
そん

さ
もう一つわたしたちが知っていること

は，義にかなった母親と父親が協力して
子供たちを導いている家庭には，神権の
祝福が豊かに注がれるということです。
しかし，同時に，神が同じ祝福をほかの
様々な環境にある人々にも届けたいと心
から願っておられることも知っています。19

霊的にも物質的にも子供たちを養わな
ければならない重荷を背負っている一人

の母親が，子供の一人に祝福を施しても
らうためにホームティーチャーに電話をす
るには謙遜になる必要があります，と慎重
に話してくれました。しかし，それに必要
な謙遜さと言っても，ホームティーチャー
たちがわたしの子供に祝福を施す準備の
ために必要な謙遜さに比べたら，比較に
もなりません，と彼女は洞察深い言葉を足
しました。20

神権の鍵
かぎ

大管長会と十二使徒定員会の会員の持
つ神権の鍵によって，地上における主の
御
み

業
わざ

が導かれていることを，わたしたちは
知っています。特定の神権の鍵は，その
地理的な責任範囲において，ステーク会
長やビショップに授けられています。そし
て，彼らは男性や女性を啓示によって召
し，その人々は委任された権能を行使し
て，教えたり，業を執り行ったりできるよ
う，支持を受け，任命されます。21

神権についてわたしたちが知っている
事柄はたくさんありますが，死すべき世の
レンズを通して見ているので，神の御業に
ついて完全に理解しているわけではない
のです。しかし，「わが道は，あなたがた
の道よりも高く，わが思いは，あなたがた
の思いよりも高い」22 というやさしい神の
御
み

言
こと

葉
ば

はわたしたちに，時間をかけて永
遠の見地から見れば，「現在のことをあり
のままに」23 見て，神の完全な愛について
さらに完璧に理解できることを確信させ
てくれます。

わたしたちは皆，率先して奉仕をしま
す。時折，自分の召しに物足りなさを感
じ，もっと多くのことを任されたいと願う
ことがあります。また別の折には，解任さ
れるのを心から喜びます。しかし，わたし
たちには受ける召しを決めることはでき
ないのです。24  わたしたちはこの教訓を
新婚のときに学びました。若い夫婦とし
て，妻のキャシーとわたしはフロリダ州に
住んでいました。ある日曜日のこと，ス
テーク会長会の顧問の一人がやって来
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て，キャシーを早朝セミナリーの教師とし
て召すよう強い気持ちを感じていると，わ
たしに説明しました。

わたしは尋ねました。「わたしたちはそ
れにどう対応したらいいのですか。まだ
子供たちも幼いですし，セミナリーは午前
5 時に始まります，それにわたしはワード
の若い男性の会長です。」

その顧問はにこっと笑って，こう言いま
した。「大丈夫ですよ，アンダーセン兄
弟。わたしたちは彼女を召して，あなたを
解任しますから。」

そしてそのとおりになりました。

女性の貢献
女性が口にする思いや関心事を知りた

いと真心から求め，それに耳を傾けるこ
とは，人生においても，結婚生活において
も，神の王国を建てるためにも，きわめて
重大なことです。

20 年前の総大会で，M・ラッセル・バ
ラード長老は，中央扶助協会の会長と交
わした会話について話をしました。その
時，伝道に出ようとする青少年のふさわし
さを高めるためにどうしたらよいかという
質問が出されたのです。イレイン・ジャッ
ク姉妹はほほえみながら，こう言いまし
た。「バラード長老，御存じのように，教
会の姉妹たちは意見を求められさえすれ
ば，……良い提案をすることができます。
何といっても，わたしたちは彼らの母親な
のですから。」25

トーマス・S・モンソン大管長の生涯
は，女性が何に関心を持っているかを尋
ね，それにこたえるという歴史です。大
管長に最も影響を与えた女性はフランシ
ス・モンソン姉妹です。わたしたちは，モ
ンソン姉妹がいないのをとても寂しく思っ
ています。また，ちょうど先日の木曜日，
モンソン大管長は，ビショップとして自分
のワードの 84 人の未亡人からどれほど多
くのことを学んだか，お話しされました。
この未亡人たちは，大管長の奉仕と生涯
に大きな影響を与えたのです。

宣教師として奉仕をする年齢の変更に
ついて，モンソン大管長が祈りを込めた
決断をする前に，中央扶助協会，若い女
性，初等協会の会長会の皆さんと数多く
の話し合いが持たれたことは，驚くには当
たりません。

ビショップの皆さん，皆さんがモンソン
大管長の模範に従うとき，主の導きの御

み

手
て

が働いて，皆さんのかかわる神聖な業
にはるかに豊かに祝福がもたらされるの
を感じるでしょう。

わたしたちは何年かブラジルに住んだ
ことがあります。ブラジルに到着直後，わ
たしはアデルソン・パレーラという当時
七十人として奉仕をしている人物に会いま
した。彼の弟はアディルソンといって，ス
テーク会長会の一員として奉仕をしていま
した。その後，彼らの弟のアダルトンとい
う人物に会いましたが，彼はフロリアノポ
リスのステーク会長でした。そしてもう
一人の弟のアデルモという人はビショップ
として奉仕をしていました。わたしはこの
兄弟たちの信仰に心を打たれ，彼らの両
親について尋ねてみました。

この家族は，42 年前にブラジルのサン
トスでバプテスマを受けました。アディル
ソン・パレーラはこう言いました。「最初，
父は教会に加入できたことをほんとうに喜
んでいる様子でした。でも，［すぐに］父
はあまり活発でなくなり，母にも教会へ出
席しないように言うようになったのです。」

アディルソンの話は続きます。「母は，
子供たちが教会へ行くためのバス代を稼
ぐために，近所の人たちのために裁縫をし
ました。 4人の幼い子供たちは，一緒に
1マイル以上歩いて，隣り町まで行き，そこ
から45分間バスに乗って，それからもう
20 分歩いて礼拝堂まで通ったんです。」

子供たちと一緒に教会へ行けなくなっ
たパレーラ姉妹は，それでも，息子や娘た
ちと一緒に聖文を読み，子供たちに福音
を教え，一緒に祈りました。彼らの質素
な家は，神権の権能が豊かに注がれて，バニー・パレーラ
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祝福に満たされました。幼い少年たちは
成長し，伝道に出て，教育を受け，神殿で
結婚しました。神権の祝福が彼らの家庭
に満ちたのです。

何年か経ち，バニー・パレーラは，独身
の姉妹として，神殿に参入し，自分自身の
エンダウメントを受け，その後，ブラジル
で 3 回伝道活動のために奉仕しました。
84 歳となった今，彼女の信仰は彼女に続
く世代の人々に祝福をもたらし続けてい
ます。

証
あかし

と約束
神の聖なる神権の権能は，末日聖徒イ

エス・キリスト教会の中に存在します。皆
さんがふさわしい状態で神権の儀式に参
加するとき，主は皆さんの力，平安，永遠
の見方をさらに強めてくださることを証し
ます。どのような状況にいようと，皆さん
の家庭は「あふれる神権の祝福と喜び」
に満たされ，皆さんの周囲にいる人々は，
自らそうした祝福にあずかりたいと切に
願うようになるでしょう。

男性として女性として，姉妹として兄弟
として，神の息子娘として，わたしたちは
一緒に前進します。これはわたしたちに
与えられた機会であり，責任であり，祝福

です。これは，わたしたちの究極の使命，
すなわち救い主の再臨に神の王国を備え
ることなのです。イエス・キリストの御名
により，アーメン。■
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になるとしたら，どんなことを，どのように
語られるだろうか。」ですから，皆さんも
同じように行う必要があるのです。

この責任から，一部の人々は自分はふ
さわしくないと思ったり，あるいは恐れさ
え感じたりするかもしれません。その道は
難しいものではありません。主はすべての
ふさわしい末日聖徒が救い主の方法で教
えるための道を備えておられます。

第 2 に，皆さんはイエス・キリストの福
音を説くように召されました。聖文を使う
にしても，皆さんは自分の考えや哲学を教
えてはなりません。福音は「救

すくい

を得させ
る神の力」1  で，わたしたちは福音を通し
てのみ救われるのです。

第 3 に，皆さんは教会の標準聖典にあ
る福音の原則，現代の使徒と預言者の言
葉，そして聖霊が伝える事柄を教えるよう
に命じられています。

何から始めるべきでしょうか。
わたしたちの最大の責任は，聖霊を導

き手および伴
はん

侶
りょ

とできる生活をすること
です。ハイラム・スミスが末日の業に携わ
りたいと望んだとき，主は「見よ，あなた
の勢力と思いと力を尽くしてわたしの戒め
を守ることが，あなたのなすべきことであ
る」2  と言われました。これがスタート地
点です。主がハイラムにお与えになった
勧告は，あらゆる時代の聖徒にお与えに
なってきた勧告です。

今
こん

日
にち

の教師に対し，大管長会は次のよ
うに述べています。「皆さんの奉仕で最
も大切な部分は，祈り，聖文研究，戒めへ
の従順を含む皆さん自身の霊的な備えで
す。皆さんが以前よりもいっそう大きな目
的意識を持って献身的に福音を実践する
ようお勧めします。」3

大管長会が，皆さんの務めで最も大切
な部分は，レッスンをよく準備することで
あるとか，様々な教授法を習得することで
あると言わなかったことに深い意味があ
ります。もちろん，生徒が選択の自由を行
使して福音を心に刻めるよう，毎回のレッ
スンを熱心に準備し，教え方を学ぶ努力

ことはないのです。
皆さんは預言と啓示の霊によって召さ

れ，神権の権能によって任命されました。
これは何を意味するでしょうか。

第 1 に，それは皆さんが主の用向きを
行っているという意味になります。皆さん
は主の代表であり，権能を与えられ，主の
代わりに行動する責任を授けられている
ことを意味します。皆さんは主の代表とし
て主の助けを受ける権利があります。皆
さんはこのように自問 するべきで す。

「今
き ょ う

日，救い主がわたしのクラスをお教え

中央日曜学校会長会第一顧問
デビッド・M・マッコンキー

教会のすべての教師に対し，言い
尽くせない感謝の念でいっぱい
です。皆さんを愛し，とても信

頼しています。皆さんは，回復された福音
の大きな奇跡の一つなのです。

福音を教える教師として成功するには，
すなわち神の力と権能をもって教えるに
は，確かに，秘

ひ

訣
けつ

があります。わたしが秘
訣という言葉を使うのは，教師の成功を
左右する原則は，1820 年の早春の美し
い，空が晴れ渡った朝に起きた出来事に
対する証

あかし

を持つ人々にしか理解できない
からです。

14 歳の少年の謙
けん

遜
そん

な祈りにこたえて，
天が開かれました。永遠の父なる神とそ
の御子イエス・キリストが御

み

姿
すがた

を現され，
預言者ジョセフ・スミスに語られました。
長く待たれていた万物の更新が始まり，こ
の神権時代に啓示の原則が永続するもの
として確立されました。ジョセフのメッ
セージ，そして世に対するわたしたちの
メッセージは，次の言葉に集約できます。
すなわち，「神は語られる」のです。神は
古代においても語られ，ジョセフに語られ
ました。そして，皆さんにも語られます。
これこそ，皆さんと世のほかの教師とのち
がいです。ですから，皆さんが失敗する

神の力と権能によって
教える
主はすべてのふさわしい末日聖徒が主の方法で教えることができ
るように方法を与えてくださいました。

イタリア，ローマ
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をしなければなりません。しかし，皆さん
の奉仕で最も大切な部分は，あなたが個
人的に，霊的に備えることです。この勧
告に従うなら，大管長会は「聖霊が何を
すべきかわかるように助けてくださり，皆
さんの証は大きくなり，皆さんの改心は深
まり，人生の試練に立ち向かう皆さんは
強められる」4  と約束しています。

教師にとって，これより偉大な祝福があ
るでしょうか。

次に，主は御
み

言
こと

葉
ば

を告げようとする前
に，それを得るように努めなければならな
いと命じておられます。5  皆さんは熱心に
聖文を調べ，それを心に蓄えることによ
り，正しい理解力を備えた男女にならな
ければなりません。そうすれば，主の助
けを求めるとき，主は御

み

霊
たま

と御言葉を授
けてくださいます。皆さんは人々を確信に
導く神の力を受けるのです。

パウロは，福音が二つの方法，すなわち
言葉と力によってもたらされると語ってい
ます。6  福音の言葉は聖文に書かれている
ので，聖文を熱心に調べれば御言葉を得

られます。福音の力は，聖霊を伴侶とす
る生活を送り，受けた促しに従う人々の生
活にもたらされます。御言葉を得ることに
のみ集中し，情報を伝えることにおいて優
れた人たちもいれば，準備を怠り，クラス
の時間を何とか無事に乗り切れるよう主
の御慈悲により助けを受けられるよう願
う人たちもいます。自分が学んだり深く考
えたりもしていない聖句や原則を思い出
すのを御霊が助けてくださると期待する
ことはできません。福音をうまく教えるた
めには，生活の中に御言葉と福音の力の
両方がなければなりません。

アルマは，モーサヤの息子たちについ
て，そして彼らがどのように神の力と権威
によって教えたかについて説明する際に，
これらの原則を理解していました。聖典
には次のように書いてあります。
「彼らは正しい理解力を備えた人々であ

り，また神の言葉を知るために聖文を熱
心に調べてきたので，すでに真理を深く
知るようになっていた。 

そればかりではない。彼らはしばしば

祈り，また断食もしたので，預言の霊と啓
示の霊を受けていた。」7

次に皆さんは，ジェフリー・R・ホランド
長老が宣教師たちに教えた教えを聴いて
学ばなければなりません。ホランド長老
の言葉を引用しますが，勝手ながら，宣教
師と求道者という言葉をそれぞれ教師と
生徒に置き換えます。「御霊に耳を傾け
ることの次に教師が行うべき責任は，生
徒に耳を傾けることです。……もし霊の
耳で聞くなら，……生徒たちは自分が聞く
必要があるレッスンは何か教えてくれるで
しょう。」

ホランド長老はこう続けました。「実際
のところ，まだ，教師は個々の生徒に焦点
を当てるよりも，教えやすい，いつも繰り
返し教えてきたレッスン内容を伝えること
に集中しています。」8

皆さんが能力の限りを尽くして，自分自
身を備え，レッスンを準備した後は，御霊
の導きに任せなければなりません。聖霊
の静かな促しを感じたら，自分が考えた
レッスンの概要やメモをわきに置いて，そ

パナマ，アライジャン
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の促しが導く方向に進む勇気を持たねば
なりません。そうすれば，皆さんが伝える
レッスンはもはや自分のレッスンではな
く，救い主のレッスンとなるのです。

皆さんが以前よりもいっそう大きな目的
意識をもって献身的に福音を実践し，聖
文を調べて心に蓄えるとき，その言葉を古
代の使徒や預言者に明らかにされたのと
同じ聖霊が，それが真実であることを証し
てくださるでしょう。基本的に，聖霊はそ
れらを改めて皆さんに明らかにされます。
これが起きたとき，皆さんが読んでいる言

葉は，もはやニーファイやパウロやアルマ
の言葉であるだけでなく，皆さんの言葉と
なるでしょう。そして，皆さんが教えると
きに，聖霊はすべてのことを教え，ことご
とく思い起こさせてくださるでしょう。ほ
んとうに，皆さんの「言うべきことは，ま
さにそのときに，まことにその瞬間にあな
たがたに授けられる」9  でしょう。これが
起きると，皆さんは予定していなかったこ
とを言っていることに気づくでしょう。そ
して，皆さんが注意を向ければ，教えると
きに皆さんの語る言葉から何かを学ぶで

しょう。マリオン・G・ロムニー管長はこ
う語りました。「自分が聖霊の霊感を受
けて語っているときは必ずそれが分かり
ます。自分が語ったことからいつも何か
を学ぶからです。」10  忘れないでくださ
い，教師も生徒なのです。

最後に，皆さんは自分の教える事柄に
ついて，手引きの言葉や人の考えを復唱す
るだけでなく，自分の証を述べなければ
なりません。皆さんが以前よりもいっそう
大きな目的意識をもって，キリストの言葉
を味わい，福音を実践する努力をすると
き，聖霊は皆さんが教えていることが真
理であることを明示してくださいます。こ
れが啓示の御霊です。そして，その同じ
御霊がそれを受けたいと望み，喜んで受
ける人々の心に皆さんのメッセージを伝え
てくださいます。

ここでわたしたちが始めた場所，すなわ
ち，聖なる森で終わりましょう。そんなに
昔ではないあの美しい春の朝に起きたこ
とにより，皆さんは，神の力と権能によっ
て教える資格が与えられているのです。
わたしは，このことをイエス・キリストの
御
み

名
な

により厳粛に自分自身の証を述べま
す，アーメン。■

注
1. ローマ 1：16
2. 教義と聖約 11：20
3. 大管長会の言葉，『救い主の方法で福音を教

える−青少年のための学習リソース「わたし
に 従 っ て き な さ い」の た め の ガ イド』

（2012 年）2 より抜粋
4. 大管長会，『救い主の方法で福音を教える』 

2 より抜粋
5. 教義と聖約 11：21 参照
6. 1 テサロニケ 1：5 参照
7. アルマ 17：2 − 3
8. ジ ェ フ リ ー・R・ ホ ラ ン ド“ The Divine 

Commission”（新しい伝道部会長のための
セミナーでの説教，2009 年 6 月 26 日，ソルト
レーク・シティー，教会歴史図書館）オリジナ
ルに強調付加

9. 教義と聖約 100：6
10. マリオン・G・ロムニーの言葉，ボイド・K・

パッカー“ Teach Ye Diligently”（1975 年）
304 で引用
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は，〕しっかり鉄の棒につかまりながら道
を押し進み，ついにやって来ると，ひれ伏
して木の実を食べた。」3   鉄の棒はこのグ
ループの人々にとって，自分たちが得られ
る唯一の安全と安心感を象徴していまし
た。彼らは絶えずしっかりつかまっていま
した。日曜日の午後に田舎へドライブに
出かけるといったささいなことに対してす
ら気を許さず，棒を離しませんでした。

このグループの人々について，デビッド・
A・ベドナー長老はこう教えています。

「この節の中で大切な言葉は，鉄の棒に
『しっかり……つかまりながら』という部
分です。……このグループは恐らく，キリ
ストの御

み

言
こと

葉
ば

を一貫して読み，そして研究
して， さらに調べたのでしょう。……こ
れこそ，皆さんやわたしが目指す生き方で
す。」4

今
こん

日
にち

，神の教会の会員であるわたした
ちは，イエス・キリストに従い，神の戒め

ハイは〕群れ集まる無数の人々を見たが，
その中の多くは，〔彼〕の立っているそば
の木の所に通じる道にたどり着こうとし
て，押し進んでいた。

そして，その人たちは進んで来ると，木
に通じている道を歩き始めた。

そこで，暗黒の霧が起こった。……道
を歩き始めていた人々は道を見失い，迷っ
て姿が見えなくなってしまった。」1

次に，リーハイは 2 番目のグループを見
ました。「〔彼らは〕進んで来て，鉄の棒
の端をつかんだ。そして彼らは，鉄の棒
にすがりながら暗黒の霧の中を押し進
み，ついに進んで来てその木の実を食べ
た。」残念ながら，「彼らは，木の実を取っ
て食べると，恥じるかのように辺りを見回
した。」なぜなら，「一つの大きく広 と々し
た建物」の中にいた人々が，「その木の所
までやって来てその実を食べている人々
を指さし，あざけり笑っている様子であっ
た」からです。それから，その木の所まで
やって来た人々は，「禁じられた道に踏み
込んで姿が見えなくなって」しまいまし
た。2  彼らは，最後まで堪え忍ぶ力，ある
いはもしかするとその意志がなかったの
です。

しかし，3 番目のグループがいました。
このグループは命の木にたどり着くこと
ができただけでなく，後で道を外れること
もありませんでした。このグループについ
て，聖典にはこう記されています。「〔彼ら

七十人
ケビン・S・ハミルトン長老

わたしの父は，彼の父親，母親，
そして4 人の子供から成る自分
の家族が教会を離れたときのこ

とを，その日にちや時間まで正確に思い出
すことができました。家族の多くは生涯
二度と教会に戻って来ませんでした。父
は 13 歳で執事でした。当時，家族は午
前中に日曜学校に出席し，午後は聖

せい

餐
さん

会
に出席していました。ある晴れた春の日
のこと，父の家族は日曜日の朝の礼拝行
事を終えて帰宅し，一緒に昼食を取りまし
た。その後で，母親が父親の方を向いて，
一
ひと

言
こと

，こう尋ねました。「ねえ，あなた，
今
きょう

日の午後のことだけど，聖餐会に出た
方がいいかしら。それとも田舎を家族で
ドライブした方がいいかしら。」

父は，聖餐会に出るか出ないかという
選択肢があるなどと一度も考えたことが
ありませんでした。父と 3 人いた 10 代の
きょうだいは皆，姿勢を正し，一心に耳を
傾けました。その日の午後，田舎をドライ
ブしたことは楽しい家族の活動だったか
もしれません。しかし，その小さな決定
は新しい方向へ踏み出すきっかけとなり，
最終的に，父の家族は安全と安心感，祝
福を与えてくれる教会から離れ，異なる道
へと進むことになったのです。

異なった道を選ぶ誘惑に駆られる現代
の人々への教訓として，モルモン書の預言
者リーハイは，自分の家族に一つの示現
について話しました。その示現で「〔リー

しっかりつかまる
天の御父のみもとへ通じる鉄の棒に絶えずしっかりつかまってい
ることができますように。
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を守るという聖約を交わしています。バプ
テスマのときわたしたちは，救い主の証人
になり，5  弱い者や助けの必要な者を助
け，6  神の戒めを守り，必要なときには悔
い改めるという聖約を交わしました。そ
れは，使徒パウロが教えたように，「すべ
ての人は罪を犯したため，神の栄光を受
けられなくなって〔いる〕」7  からです。

毎週，わたしたちには聖餐会に出席す
る機会があります。そこで，聖餐の儀式
のパンと水をいただくことでこれらの聖約
を新たにすることができます。この簡潔
な行為を通して，わたしたちはイエス・キ
リストに従うことを改めて約束し，その約
束を果たせなければ悔い改めることがで
きます。それに対して，神は御自分の御

み

霊
たま

がわたしたちを導き守ると約束してくだ
さいます。

宣教師は，『わたしの福音を宣
の

べ伝えな
さい』の中から，啓示と証

あかし

は日曜日に行
われる集会に出席するときに与えられる
と教えています。「教会の集会に出席し
て，一緒に礼拝することにより，互いに強
め合います。友達や家族と一緒に過ごす
ことにより，新しい力をもらいます。聖文
を研究し，回復された福音についてもっと
学ぶことにより，信仰が強くなります。」8

こう尋ねる人がいるかもしれません。
「日曜日に，どうして 3 つの別々の集会が
行われるのですか。どうしてそれぞれの
集会に出席する必要があるのですか。」
では，この 3 つの集会について，少し考え
てみましょう。

• 聖餐会では聖餐の儀式を受ける機会
があります。わたしたちは聖約を新た
にし，御霊をますます豊かに受け，さら
に聖霊によって教えられ教化されると
いう祝福を受けることができます。

• 日曜学校では，「互いに王国の教義を
教え合〔い〕」9  ます。 すべての人 が

「教化されて，ともに喜ぶ」10  ためです。
回復された福音の教義を理解すること
で，大きな力と個人的な平安を受けるこ
とができます。

• 神権会は，成人男性および若い男性が
「自分の義務を学び」11  「完全に教えら
れる」12  機会です。また，扶助協会集
会では，教会の女性に，「信仰を深め
……家族と家庭を強め，困っている人
に手を差し伸べる」13  機会が提供され
ます。

同様に，若い女性や子供たちにも彼ら

のための集会やクラスがあり，福音を学
び，将来受けることになる大切な責任に備
えます。こうしたそれぞれ異なる，しかし
関連し合う集会で，わたしたちは教義を
学び，御霊を感じ，互いに仕え合うので
す。距離，移動にかかる費用，あるいは
健康などの理由による例外もあるでしょ
うが，わたしたちは努めて，日曜日のすべ
ての集会に出席する必要があります。わ
たしは，日曜日の 3 時間の集会を通して
行われる礼拝から，大きな喜びと平安と
いう祝福がもたらされると約束します。

わたしたち家族は日曜日のすべての集
会に出席すると決めています。そうするこ
とによって，わたしたちの信仰は強くなり，
福音の理解は深くなるということが分か
りました。わたしたちは教会の集会に出
席し，特に，帰宅してからも引き続き安息
日を守ると決意することで良い気持ちを
感じるということを知りました。わたした
ちは，休暇中あるいは旅行中であっても，
日曜日の集会すべてに出席します。娘の
一人から最近送られてきた手紙には，旅
行先で教会に出席したことが書かれてあ
り，さらにこう付け加えられていました。

「もちろん，お父さん，日曜日の集会には
3 つとも全部出たわよ。」そのような正し
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い決心をしたことで，娘は祝福を受けたこ
とでしょう。

安息日をどのように守るかについて，
一人一人が決断するべき多くの選択肢が
あります。「良い」時間の過ごし方はいつ
でも必ずあります。しかしそれらは，教会
の集会に出席するという，より良い選択肢
のために犠牲にすることのできる，あるい
は犠牲にするべきものです。「良い」もの
は実際には，敵対者が「〔わたしたち〕を
だまし，〔わたしたちを巧みに〕誘〔う〕」14  

一つの方法です。サタンは「より良い」も
の，さらには「最も良い」ものの代用とし
て「良い」ものを使うのです。15 

絶えずしっかり鉄の棒につかまってい
るということは，可能な限りいつでも日曜
日のすべての集会，すなわち聖餐会，日曜
学校，神権会もしくは扶助協会に出席す
るということです。教会の子供や青少年
は，それぞれ初等協会，若い男性および
若い女性の集会に出席します。決して，ど
の集会に出席するかを選ぶべきではあり
ません。わたしたちは礼拝し安息日の集
会に出席して，とにかくただ神の言葉に
しっかりとつかまるのです。

絶えずしっかり鉄の棒につかまってい
るということは，神の戒めをすべて守り，
個人で，そして家族で祈り，聖文を毎日研
究するよう努力するということです。

絶えずしっかり鉄の棒につかまってい
るということは，モルモン書で教えられて
いるように，キリストの教義の一部です。
わたしたちはイエス・キリストを信じる信
仰を働かせて罪を悔い改め，心を変え，
キリストの模範に従ってバプテスマの水に
入り，導き手としてまた慰め主として働く
聖霊の確認の賜

たま

物
もの

を受けます。そして
ニーファイが教えたように生涯の終わりま
で「キリストの言葉をよく味わいながら力
強く進み」16 ます。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちは聖約
の民です。進んで聖約を交わし，それを
守るわたしたちには，「〔御〕父が持ってお
られるすべて」17  を受けるという祝福が

約束されています。聖約を守ることによっ
て絶えずしっかり鉄の棒につかまってい
るとき，わたしたちは世の誘惑や危険に
立ち向かう力を得ます。あらゆる試練が
待ち構える現世をしっかりと進み，文字ど
おり「非常に貴く，ほかのあらゆる実より
も好ましい」18  実のなる木にたどり着くこ
とができるのです。

わたしの父は幸運にもすばらしい女性
と結婚しました。その女性は，父が若い
ときに集っていた教会に戻り，もう一度福
音の道を歩み出すよう父を励ましました。
二人が忠実に人生を歩んだおかげで，子
供たち全員，次の孫世代，そして今やひ孫
まで祝福を受けています。

安息日の礼拝行事の一つに出席するか
しないかというささいな決断が，祖父の家
族の人生に大きな変化をもたらしたよう
に，わたしたちの日々の決断が，わたした
ちの生活に大きな影響をもたらします。例
えば，聖餐会に出席するかどうかという
一見小さな決断でも，長く将来にわたる永
遠の結果を生じる可能性があるのです。

わたしたちが勤勉であることを選び，と
もに集い，聖約を守ることによってもたらさ
れる大きな祝福と守りを受けることができ
ますように。天の御父のみもとへ通じる鉄

の棒に絶えずしっかりつかまっていること
ができますように。イエス・キリストの聖な
る御

み

名
な

によって祈ります，アーメン。■

注
1. 1 ニーファイ 8：21− 23
2. 1 ニーファイ 8：24 − 28
3. 1 ニーファイ 8：30 ，強調付加
4. デビッド・A・ベドナー「生ける水の源」（“A 

Reservoir of Living Water”）（教会教育シス
テム・ファイヤサイドにおける説教，2007 年
2 月 4 日），lds.org/broadcasts

5. モーサヤ 18：9 参照
6. 教義と聖約 81：5 参照
7. ローマ 3：23
8. 『わたしの福音を宣べ伝えなさい ― 伝道活動

の手引き』74
9. 教義と聖約 88：77
10. 教義と聖約 50：22
11. 教義と聖約 107：99
12. 教義と聖約 88：78
13. 『手引き第 2 部―教会の管理運営』（2010 年），

9.1.1
14. 2 ニーファイ 28：21
15. ダリン・H・オークス「良いこと，より良いこ

と，最も良いこと」『リアホナ』2007 年 11 月
号，104 −108 参照

16. 2 ニーファイ 31：20
17. 教義と聖約 84：38
18. 1 ニーファイ 15：36
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（「再臨への備え」『リアホナ』2004 年
5 月号，9）つまり，見上げることを怠って
はならない，ということです。 

霊的な備えが緊急に必要なこの危険な
時代にあって，一つの非常に明白な時の
しるしについて警告しておきます。わたし
は仕事柄，最先端の科学技術を使ってき
たので，その価値，とりわけ通信技術の
価値をよく知っています。非常に多くの情
報が簡単に引き出せます。しかし，イン
ターネットには，汚

けが

れた，人を惑わす情報
もあふれています。科学技術は言論の自
由を促進してきましたが，一方で，ふさわ
しくない情報発信者が，閲覧者が多いと
いう理由で，信頼感を高めています。だ
からこそ，これまでにも増して次の永遠の
原則を心に留める必 要があるのです。

「あなたがたはその実によって彼らを見わ
けるのである。」（マタイ 7：20）

特に，汚れた画像を見たり，キリストや
預言者ジョセフ・スミスをそしる人たちに
関心を寄せたりしないように忠告します。
どちらにも同じ結果が伴います。聖霊を
失い，聖霊の守りと支えを失うのです。そ
の結果は，常に罪悪と不幸です。

愛する兄弟姉妹の皆さん，福音に対す
る証を疑わせるようなものに出くわした
ら，どうぞ見上げてください。あらゆる知
恵と真理の源に目を向けてください。神
の言葉で信仰と証を培ってください。こ
の世には，半分だけの真理にうそを混ぜ
てあなたの信仰を弱めようとする人たち
がいます。だからこそ，御

み

霊
たま

を受けるふさ
わしさを常に保つことが非常に重要なの
です。聖霊を伴

はん

侶
りょ

とすることは，単に良
い気持ちを感じさせてくれる便利なもの
ではありません。霊的に生き残るために
不可欠なものなのです。キリストの言葉
を大切に蓄え，御霊の促しに注意深く耳
を傾けることを怠るならば，惑わされるで
しょう（ジョセフ・スミス―マタイ 1：
37 参照）。わたしたちはこれらのことを
行わなければならないのです。

完全であられたイエス・キリストと，自

れ，おいしい豆の料理を食べさせ，寝る場
所を用意してくれました。しばらくして，
部屋の床が平らな土であるのに気づき，
またすばらしい考えが浮かびました。床
に円を描き，倒れて寝るまで，ビー玉遊び
を続けました。

幼いわたしたちは，自分のことしか考え
ていませんでした。家では愛する人たち
がわたしたちを懸命に捜していようなど思
いつきもしませんでした。もし気づいてい
れば，そのような遊びのために，旅を遅ら
せはしなかったでしょう。それに，もう少
し賢明であったならば，空を見て，雲がわ
き起こっているのに気づき，嵐

あらし

に追いつか
れないよう歩みを速めたことでしょう。少
し経験を積んだ今，わたしはいつも自分自
身に言い聞かせています。「見上げるこ
とを忘れるな。」

いとことのこの経験は，時のしるしに注
意を払うことを教えてくれました。今は，
嵐が吹きすさぶ，危険な時代です。パウ
ロは「人々は自分を愛する者，……親に逆
らう者，恩を知らぬ者，神聖を汚す者，
……そしる者，無節制な者，……神よりも
快楽を愛する者〔となる〕」と述べていま
す（2 テモテ 3：2 − 4）。

この時代について，ダリン・H・オーク
ス長老は次のように言いました。「物質
的および霊的な備えをする必要がありま
す。……最も怠りがちな備えは，目に見
えにくく，より難しい霊的な備えです。」

七十人
アドリアン・オチョア長老

わたしが 8 歳のとき，二人のいと
ことわたしは，15 日分の食糧を
買うために近くの町まで使いに

出されました。今思うと，祖母とおばとお
じが示してくれた信頼の厚さに驚くばかり
です。明るく輝く朝空の下，わたしたちは
3 頭の馬にまたがって小さな隊列を組ん
で出かけました。

草原の中で，すばらしい考えが浮かん
できました。馬を降りてビー玉遊びをす
るのです。わたしたちは長い間遊び続け
ました。遊びに夢中になったわたしたち
は，頭上に黒雲が垂れ込めてきていると
いう「時のしるし」に気づきませんでし
た。何が起ころうとしているのかに気づ
いたときには，もう馬に乗る暇さえありま
せんでした。激しい雨がわたしたちを襲
い，雹

ひょう

が顔に打ちつけます。思いつくこと
といえば，馬の鞍

くら

から毛布を取り外して，
かぶることくらいでした。

馬に逃げられ，びしょ濡れで，凍えなが
ら，わたしたちは旅を続けました。今度
はできるだけ速く進もうとしました。目的
地に近づくと，町に続く大通りは水浸し
で，まるで川が流れてくるようでした。残
された選択肢は，かぶっていた毛布を手
放して，町を囲む有刺鉄線をよじ登ること
でした。町に入って最初に見た家に宿を
求めたころには，すっかり夜もふけていま
した。疲れ切り，体は痛み，びしょ濡れで
した。親切な若い夫婦が体を乾かしてく

見上げなさい
今こそ，真理の源に目を向けて証

あかし

を強めるときです。
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分自身は完全ではないことを認めていた
ジョセフ・スミスはどちらも，その証を受
け入れず，そしる者たちに命を奪われまし
た。二人の証が真実であること，つまりイ
エス・キリストが神の御子であられ，ジョ
セフ・スミスがまことの預言者であること
を，どのように知ることができるでしょう
か。
「あなたがたはその実によって彼らを見

わけるのである。」悪い木に良い実がなる
でしょうか。贖

あがな

い主がわたしの罪を赦
ゆる

し，
わたしをくびきから解放し，その存在を知
らなかった幸福な状態に導いてくださっ
たことを，わたしは知っています。わたし
はジョセフ・スミスが預言者であることを
自分で知っています。それは，モルモン
書の簡単な約束を実 践したからです。

「キリストの名によって永遠の父なる神に
問〔いなさい〕。」（モロナイ 10：4）簡単
に言えば，「見上げなさい」ということで
す。

キリストの復活や，回復された福音の真
実性を信じるには物理的な証拠が必要
だ，と言う人がいます。そのような人たち
のために，信じないよう人々をそそのかし
ていたコリホルに向けて語ったアルマの
言葉を引用します。「あなたはすでに
数々のしるしを十分に持っている。あな
たは神を試みようとするのか。あなたの

同
はら

胞
から

であるこのすべての人の証と，すべて
の聖なる預言者たちの証があるのに，あ
なたは『しるしを見せてくれ』と言うの
か。」（アルマ 30：44）

皆さんもわたしも，救い主の贖いの力の
生きた証です。わたしたちは，預言者ジョ
セフの教導の業と，強い証を持ち続けた
初期の聖徒たちの忠実さの生きた証で
す。イエス・キリストの教会は今や全世界
に広がり，かつてないほど発展していま
す。信じるために見る必要も，触れる必
要もない謙

けん

遜
そん

な人々が，キリストの時代と
同じようにこの教会を受け入れているの
です。

主が来られる時がいつかはだれにも分
かりません。しかし，わたしたちは危険な
時代に生きています。今こそ，真理の源に
目を向けて証を強めるときです。

先ほどの話に戻ります。いとことわたし
が朝目覚めると，日差しは明るく空は晴
れわたっていました。その 3 人の迷子の
少年を捜して，一人の男性が戸をたたきま
した。彼はわたしたちを馬に乗せ，同じ
草原を通って家に帰りました。家に帰る
途中で見た光景を決して忘れることはな
いでしょう。夜を徹して捜してくれた大勢
の人たち，ぬかるみにはまった彼らのトラ
クターやトラックが見えたのです。わたし
たちの鞍と馬は先に見つかっていました。

わたしたちが家に帰って来たのを目にし
たときの彼らの安

あん

堵
ど

と愛を，感じることが
できました。町の入り口では大勢の人た
ちがわたしたちを待ってくれていました。
先頭には優しい祖母とおじとおばの姿が
ありました。行方不明の子供たちを見つ
けた彼らは，喜びのあまり泣きながらわた
したちを抱きしめてくれました。この出来
事は，優しい天の御父がわたしたちを気
にかけてくださっていることをわたしに思
い起こさせてくれます。御父は，首を長く
してわたしたちの帰宅を待っておられる
のです。

そうです，わたしたちの周りには至る所
に嵐のしるしがあります。見上げ，備えよ
うではありませんか。強い証は安全をも
たらします。日々証を大切にはぐくみ，強
めましょう。

わたしは，家族が永遠にともに暮らせ
ることを知っています。優しい天の御父
はその子供であるわたしたちに手を差し
伸べながら待っておられます。救助者イ
エス・キリストが生きておられることを
知っています。ペテロと同じように，この
ことをあらわしたのは，血肉ではなく，天
にいます わたしの 父 で す（マタイ 16：
15 −19 参照）。イエス・キリストの聖な
る御

み

名
な

により，アーメン。■

ブラジル，ブラジリア
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に近づくことができました。
主の導きと指示は欠くことができませ

ん。主は忠実なヤレドの兄弟を助け，彼
が抱えていた二つの問題のうちの一つを
解決してくださいました。主に従って造っ
た船に，新鮮な空気を入れる方法を教え
てくださった の で す（エテル 2：20 参
照）。しかし重要なことは，光については
一時的に未解決のままにされただけでな
く，それを解決することが必要となるよう
な試練に遭わせられたということです。
風や雨，多くの水を送り出されたのは，主
御自身 だったので す（エテル 2：23 −
24 参照）。

主はなぜそのようなことをされるので
しょう。危険を防ぐこともおできになるの
に，危険から遠ざかるようにと警告される
のはなぜなのでしょう。ウィルフォード・
ウッドラフ大管長はこのような話をしてい
ます。大管長と妻と子供たちが寝ていた
馬車を移動するようにという御

み

霊
たま

の導き
を受けたという話です。その後，竜巻で
大木が根元近くで折れ，馬車があった
ちょうどその場所に落ちてきたそうです

（『歴代大管長─ウィルフォード・ウッド

ける特権があり，実際に多くの人が受け
ています。また主に従うという聖約を交
わしています。それにもかかわらず，主に
近づく人もいれば，そうでない人もいます。
皆さんはどちらでしょうか。

神はわたしたちの生活の中心であり，文
字どおり焦点となるべきです。神はそのよ
うな存在でしょうか。それとも，わたした
ちの心の思いと志が，主から離れてしまう
ときがあるでしょうか（モーサヤ 5：13 参
照）。心の思いだけではなく，「志」も重
要であることに注意してください。わたし
たちの態度や行いは，その志が誠実であ
るかどうかをどのように表しているでしょ
うか。

息子のベンが 16 歳のときにステーク大
会で話し，次のように尋ねました。「もし
だれかが毎週あなたに約束をして，一度
もそれを守らなかったら，あなたはどう感
じますか。聖

せい

餐
さん

を受けるときに交わす約
束，主の戒めを守り，いつも主を覚えると
いう聖約を真剣にとらえているでしょう
か」と。

主はわたしたちに，主と主の助けの力を
覚える方法を与えておられます。その
一つは，だれもが経験する，試練という方
法です（アルマ 32：6 参照）。わたしが
受けた試練を思い返すとき，試練によって
成長と理解を得て，人の気持ちが分かる
ようになったのは明らかです。試練によっ
て経験や清さが心に刻まれ，御父と御子

七十人
テレンス・M・ビンソン長老

6歳の孫のオリは，親しみを込めて
わたしを「ポピー」（訳注─父
や祖父に対する愛称）と呼びま

す。オリが車に忘れ物を取りに行ったと
きのことです。家にいたオリの父親が内
緒で，オリが車に近づいたときにリモート
キーで鍵を開け，忘れ物を取った後でま
た鍵

かぎ

をかけました。オリはにこにこしな
がら家に駆け込んで来ました。

家族全員から「どうやって鍵を開けた
り閉めたりしたの？」と聞かれても，オリ
はただほほえむだけです。

わたしの娘であるオリの母親が言いま
した。「たぶん，ポピーと同じね。オリも
ポピーみたいに魔法が使えるのよ！」

少し後にまた同じことが起こったとき，
新たに見つけた能力について聞かれ，オ
リはこう言いました。「すごいや！ ポピー
がぼくのこと大好きで，ぼくの親友で，ぼ
くのこと助けてくれるからだと思うよ！」

わたしは恵まれて，アフリカ，パプア
ニューギニア，オーストラリア，ニュージー
ランド，また太平洋の島々に住む忠実な聖
徒たちが経験した奇跡を知る機会にあず
かっています。わたしも孫のオリに同意し
ます。忠実な人々は，オリがわたしに対し
て抱くのと同じ思いを，天の御父と救い主
に対して抱いています。彼らは神を親し
い友のように愛し，神は彼らを助けてくだ
さいます。

この教会の会員たちは，霊的な証
あかし

を受

神に近づく
救い主はわたしたちに，自分の意思と主の御

み

心
こころ

を一致させたいと
思うほど，真に主を愛するように望んでおられます。
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ラフ』47 参照）。
いずれの場合も，天候を変えることで

危険を避けられたはずです。しかし大切
なのは，主御自身が問題を解決されるの
ではなく，問題を解決できるように主に頼
り，信頼できるほどの信仰を培ってほしい
とわたしたちに望んでおられるということ
です。それによって，より頻繁に，より力
強く，よりはっきりと，より個人的に，主の
愛を感じることができます。主と一致し，
主のようになることができます。わたした
ちが主のようになることは主の目標です。
実際それは，主の栄光であり，主の業なの
です（モーセ 1：39 参照）。

ある少年がおもちゃの自動車で遊ぶた
めに，家の裏の砂地を平らにしようとして
いました。大きな岩が邪魔だったので，
力いっぱい押したり引いたりしましたが，
どうにもこうにも動きません。

その様子をしばらく眺めていた父親が，
来て言いました。「こんな大きな岩を動か
すには，すべての力を使う必要があるよ。」

少年は「ぼく，自分の力全部を使った
よ」と答えました。

すると父親は「いいや，まだわたしの助
けを借りていないよ」と諭しました。

二人はともにかがんで，簡単に岩を動か
しました。

友人のバイバ・ローマの父親であり，パ
プアニューギニアの最初のステーク会長
であった兄弟は，助けが必要なときに天
の御父に頼れることを学びました。彼と
村人にとって，自分たちが育てた穀物だ
けが生き延びる手立てでした。ある日彼
は，植え付けの前に，村の農園にある自分
の農地をきれいにしようと火をつけまし
た。しかし，それまでずっと暑い日が続
き，草が非常に乾燥していたため，火は，
前回の総大会でトーマス・S・モンソン大
管長が 話した経験のようになりました

（トーマス・Ｓ・モンソン「従順は祝福を
もたらす」『リアホナ』2013 年 5 月号，
89 − 90 参照）。火は草地ややぶにも燃
え広がりました。友人の言葉を借りれば，

「大きな火の怪獣」のようになってしまっ
たのです。兄弟は，村の仲間が危険にさ
らされるのではないか，穀物が燃えてしま
うのではないかと心配しました。もしそう
なれば，彼は村の裁きを受けるでしょう。
火を消すことができずにいた彼は，主を思
い起こしました。

友人はこう述べています。「父は丘の
やぶの中にひざまずき，火を消してくださ
るように天の御父に祈り始めました。する
と急に，祈っている場所の真上に大きな
黒雲が現れ，激しい雨が降りました。た
だしそれは火が燃えている場所だけで，
父が見渡すと，その場所以外は青空が広
がっていたのです。父は自分のような普
通の人の祈りに主がこたえてくださること
が信じられず，再びひざまずいて，子供の
ように泣きました。この上なく麗しい気持
ちがしたそうです。」（アルマ 36：3 参照）

救い主はわたしたちに，自分の意思と
主の御心を一致させたいと思うほど，真
に主を愛するように望んでおられます。

そのとき，主の愛を感じ，主の栄光を知る
ことができます。そして，主は御自分の望
むままにわたしたちを祝福することがおで
きになります。ヒラマンの息子ニーファイ
は，主から絶大な信頼を受けるまでにな
り，それによって主は，ニーファイが願うこ
とすべてを祝福することがおできになっ
たのです（ヒラマン 10：4 − 5 参照）。

ヤン・マーテルのフィクション小説「パ
イの物語」で，主人公はキリストへの思い
をこう述べています。「ぼくは，キリストの
ことを忘れることができなかった。いま
だにできないでいる。ぼくは丸 3 日間，キ
リストのことを考えた。気になって考えれ
ば考えるほど，忘れられなくなっていっ
た。そして，キリストについて知れば知る
ほど，離れ難くなっていった。」（Life of 
Pi , 2001 年，57）

わたしは救い主に対してまったく同じ気
持ちを感じています。主はいつも近くにお
られます。特に聖なる場所において，また
助けが必要なときにそう感じます。時に

テキサス州，コリービル
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価値を，人生の様々な局面で常に尊ばな
ければなりません。

聖文では，体と霊が人を成すと教えられ
ています。7  二つのものから成る存在とし
て，皆さんはそれぞれ，体と霊という神の
貴い賜

たま

物
もの

について神に感謝しなければな
りません。

人の体
わたしは医師として長年働いているうち

に，人の体を心から尊ぶ気持ちを抱くよう
になりました。あなたへの賜物として神
によって創造された体は，実に驚くべきも
のです。あなたの周囲にあるすべてのす
ばらしいものを見る目，聞く耳，触れる指
について考えてみてください。脳があるの
であなたは学び，考え，推論できます。心
臓は日夜休みなく働きますが，あなたがそ
れを意識することはほとんどありません。8

あなたの体には防御する力があります。
どこか悪いところがあり，注意が必要な
場合，警告として痛みを生じます。感染性
の病気になることが時々あります。そうす
ると，抗体が形成され，その後の感染に
対する抵抗力が増します。

あなたの体には自然治癒力があります。
切り傷や打撲傷は治り，折れた骨はもう
一度強くなります。これらは，あなたの体
にある，神から与えられた多くの驚くべき
特性のほんのわずかな実例です。

それでも，すべての人ではないとしても，

十二使徒定員会
ラッセル・M・ネルソン長老

愛する兄弟姉妹の皆さん，毎日が
決断の日です。トーマス・S・モ
ンソン大管長は「決断は行く末

を決める」と述べています。1  決断する自
由を賢明に行使することは，現世と永遠
にわたる皆さんの霊的な成長にとってき
わめて重要です。皆さんが学ぶのに若す
ぎることはありません。皆さんが変わる
のに年を取りすぎているということもあり
ません。学んで変わりたいという強い気
持ちは，神から与えられた永遠の進歩を
目指す熱意から生じます。2  永遠のため
の決断を下す機会は毎日あります。

わたしたちは永遠の存在であり，天の
両親の霊の子供です。聖書にこう記され
ています。「神は自分のかたちに人を創
造された。すなわち……男と女とに創造
された。」3  最近，わたしは人々に愛され
ている歌「神の子です」を歌う子供たち
のコーラスを聴きました。4  そして考えま
した。「母親や信仰篤

あつ

い父親がこの歌を
歌うのをあまり聞いたことがないのは，な
ぜだろうか。」皆が神の子なのではないで
しょうか。実際，だれ一人として神の子で
あることを決してやめられないのです。

神の子として，わたしたちは，この世の
両親を愛する以上に，心と精神を尽くして
神を愛さなければなりません。5  兄弟や
姉妹のように隣人を愛さなければなりま
せん。これらの戒めより大事な戒めはほ
かにありません。6  わたしたちは人の命の

永遠のための決断
決断する自由を賢明に行使することは，現世と永遠にわたる皆さ
んの霊的な成長にとってきわめて重要です。

は，思いも寄らないときに，主がわたしの
肩をたたいて愛を伝えてくださっているよ
うに感じます。不完全な方法であっても
わたしたちが自分の心を差し出すことに
よって，その愛をお返しすることができま
す（教義と聖約 64：22 ，34 参照）。

数か月前，宣教師を伝道地に召すジェ
フリー・R・ホランド長老に同席しました。
部屋を出るとき，わたしを待っていたホラ
ンド長老が，肩に手を回してくれました。

「以前にオーストラリアでもそうしてくださ
いましたね」と話すと，「あなたを愛して
いるからですよ」と答えてくれました。長
老が心からそう言っていることが分かりま
した。

もしも実際に主と歩む特権を頂いたな
ら，主が御

み

腕
うで

を肩に回してくださるのを感
じるでしょう。エマオに向かっていた弟子
たちのように，「心が内に燃え〔る〕」のを
感じるでしょう（ルカ 24：32）。「きてごら
んなさい。」（ヨハネ 1：39）これが主の
メッセージです。主は，わたしたちの肩に
御腕を回し，ともに歩むように一人一人を
招き，迎え入れてくださっているのです。

わたしたちも皆，エノスが記した短くも
深遠な書の最後の節にあるように，自信
で胸を満たしましょう。「わたしは自分の
死すべき体が不死のものを着て，贖

あがな

い主
の前に立つ日のあることに喜びを感じる。
そのとき，わたしは喜んで贖い主の顔を拝
するであろう。そして，贖い主はわたし
に，『祝福された者よ，わたしのもとに来な
さい。わたしの父の住まいには，あなた
のために用意された場所がある』と言わ
れるであろう。」（エノス 1：27）

数々の経験と，御霊による証の力によっ
て，わたしは神が生きておられることを，
絶対的な確信をもって証します。主の愛
を感じます。それはこの上なく麗しい気
持ちです。自分の意思と主の御心を一致
させるために必要なことを行い，主を真に
愛することができますように。イエス・キ
リストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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すべての家族に，特別な世話を必要とす
る何らかの体の状態を抱えた人がいるよ
うです。9  このような試練への対処法が
主から与えられています。主はこう言われ
ました。「わたしは人を謙

けん

遜
そん

にするため
に，人に弱さを与える。……もし彼らが
……へりくだり，わたしを信じるならば，
そのとき，わたしは彼らの弱さを強さに変
えよう。」10

すばらしい霊たちがしばしば不完全な
体に宿ります。11  特別な助けを必要とす
る体を持って生まれたその子供のため
に，親ときょうだいが進んで自分の生活を
変えるとき，賜物としてそのような体を与
えられていることで実際に家族が強めら
れます。

年を取ることも神からの賜物であり，死
もまた同様です。あなたの死すべき体が

やがて死を迎えることは，神の偉大な幸
福の計画に不可欠です。12  どうしてで
しょうか。死によって霊は神のもとに帰る
ことができるからです。13  永遠の観点か
ら見ると，神にお会いする用意をしていな
い人々にとって，死の訪れは早すぎるよう
に思われます。

体がこのように神の永遠の計画にとっ
てきわめて重要であることを思うと，使徒
パウロがそれを「神の宮」と述べたのも
驚くには当たりません。14  鏡で見る度に，
あなたの体は宮であることを思い起こして
ください。この真理を毎日感謝の気持ち
で思い起こすなら，どのように体に気をつ
け，どのように体を使うかについて決断す
るうえで良い影響がもたらされます。そし
て，その決断があなたの行く末を決める
のです。どうしてでしょうか。あなたの

体はあなたの霊の宮だからです。そして，
体の使い方が霊に影響を及ぼします。あ
なたの永遠の行く末を決める決断には，
次のような事柄が含まれます。

• どのように体に気をつけ，どのように体
を使うか。

• どのような霊的な特質を伸ばすか。

人の霊
あなたの霊は永遠の存在です。主は預

言者アブラハムにこう言われました。「あ
なたは生まれる前に選ばれたのである。」15 
主はエレミヤ 16  についても，その他多くの
者17  についても同様のことを言われまし
た。さらに，あなた18  についてもそうで
す。

天の御父は非常に長い期間あなたのこ
とを御存じでした。御父の息子あるいは
娘として，あなたはまさにこの時代にこの
世に来て，地上における御父の偉大な業
において指導者となるように御父によって
選ばれました。19  あなたは身体的特性の
ために選ばれたのではなく，雄々しさ，勇
気，心の誠実さ，真理に対する渇き，知恵
に対する飢え，ほかの人々に仕えたいとい
う望みなど，霊的な特質のために選ばれた
のです。

あなたは前世でこれらの特質の一部を
伸ばしました。ほかにもこの地上で伸ば
せる特質があり，20  根気強くそれらを求
めるときに伸ばすことができます。21

一つの重要な霊的特質は，自制，すな
わち理性で欲求を抑える強さです。自制
は強い良心を築きます。そして，あなたの
良心は，困難や誘惑，試練の状況にあっ
てあなたがどのように道徳的対応をする
かを決めます。断食は，あなたの霊が肉
体的な欲求を抑える力を増すのに助けと
なります。また断食は天の助けを得る機
会を増やします。それが祈りを強くするか
らです。なぜ自制が必要なのでしょうか。
神は人類が永続するために必須の，食物
と愛を欲する強い欲求をわたしたちの内



108 リ  ア  ホ  ナ

に植え付けられました。22 わたしたちは自
分の欲求を神の律法の範囲内で制御する
とき，長寿と深い愛，そして無上の喜びを
享受することができるのです。23

ですから，神の幸福の計画から逸脱す
る誘惑のほとんどが，神から与えられたこ
の基本的な欲求を誤用することから生じ
るというのは，うなずけます。自分の欲求
をコントロールするのは容易ではありませ
ん。それを完全に御せる人はだれもいま
せん。24  間違いが起こります。過ちを犯し
ます。罪を犯します。そのときに何がで
きるでしょうか。わたしたちはそのことか
ら学ぶことができます。そして，心から悔
い改めることができます。25

わたしたちは自分の行動を変えられま
す。望みさえも変えられます。その方法は
何でしょうか。方法はただ一つです。イ
エス・キリストの贖

しょく

罪
ざい

が持つ癒
いや

し，清め，
また人に能力を与える力によってのみ，わ
たしたちはほんとうに永久に変われるの
です。26  イエス・キリストは皆さん一人
一人を愛しておられます。27  熱心に，誠実
に，厳密に戒めを守るとき，あなたはイエ
ス・キリストの力に近づくことができます。
それは簡単で，確実です。イエス・キリス
トの福音はまさに変化を可能にする福音
なのです。28

肉の欲を制する力を持つ，霊の力の強
い人は，感情と熱情を治める主人であり，

それらの奴隷ではありません。体に酸素
が必要であるように，霊にはその種の自由
が不可欠です。自分への隷属状態から
の自由こそ，ほんとうの自由なのです。29

わたしたちは「自由と永遠の命を選ぶ
ことも，……束縛と死を選ぶことも自由」
です。30 自由と永遠の命に通じるより高い
道を選ぶとき，その道には結婚がありま
す。31  末日聖徒は，「男女の間の結婚は神
によって定められたものであり，家族は神
の子供たちの永遠の行く末に対する創造
主の計画の中心を成すものである」と宣
言しています。また，わたしたちは次のこ
とも知っています。「性別は，人の前世，
現世および永遠の状態と目的にとって必
須の特性なのです。」32

男女の間の結婚は，主の教義の基本部
分であり，神の永遠の計画にとってきわめ
て重要です。男女の間の結婚は，地上と
天に生命を満たすための神の方式です。
ほんとうの喜びを得たければ，神が定め
られた結婚の方式を誤用，誤解，あるい
は曲解してはなりません。33  神が定めら
れた結婚の方式は，生殖の神聖な力と合
法的な結婚に伴う親密な交わりのもたら
す喜びを保護してくれます。34  御存じのよ
うに，アダムとエバは神のもとで結婚した
後に夫婦として結ばれる喜びを味わいま
した。35

現在，政府は結婚を保護することに常

に関心を払っています。健康，教育，福
祉，ならびに後の世代の繁栄をもたらす
最善の方法を備えているのが強い家族だ
からです。36 しかしながら，法律を起草し
たり，修正したり，執行したりするとき，政
府は社会の風潮やこの世的な考え方に非
常に影響されます。どのような法律が制
定されようと，結婚と道徳に関する主の教
義は変わることがありません。37  覚えて
おいてください。罪は，たとえ人によって
合法化されたとしても，神の目には依然と
して罪なのです。

救い主の思いやりと哀れみに倣
なら

うなら
ば，また，神のすべての子供たちの権利と
気持ちを尊重するならば，神の教義を変
えることはできません。わたしたちが行う
のは変えることではありません。神の教
義を研究し，理解し，支持することなので
す。

人生に関する救い主の方法はすばらし
いものです。結婚前の純潔と結婚後の完
全な貞節は主の方法です。38  主の方法
は，わたしたちが永続する幸せを味わう
唯一の方法です。主の方法は，わたした
ちの霊に持続する慰めを，またわたしたち
の家庭に永続する平安をもたらします。
とりわけ，主の道は，わたしたちを主と天
の御父のもとに，すなわち永遠の命と昇
栄に導きます。39  これが神の業と栄光の
本質なのです。40
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愛する兄弟姉妹の皆さん，毎日が決断
の日です。そして，自分の決断が自分の
行く末を決めます。いつの日か，わたした
ち一人一人は主の前に立って裁きを受けま
す。41  各自がイエス・キリストから個人面
接を受けます。42  わたしたちは自分の体，
霊的な特質に関して行った決断について，
また結婚と家族に関する神の方式をどの
ように尊んだかについて報告することに
なります。わたしたちが永遠のために毎
日の決断を賢明に選択できるよう，イエ
ス・キリストの神聖な御

み

名
な

により心からお
祈りします，アーメン。■

注
1. トーマス・S・モンソン「決断は行く末を決め

る」（教 会 教 育 システムファイヤ サイド，
2005 年 11 月 6 日），speeches.byu.edu

2. 永遠の進歩の概念については，W・W・フェ
ル プ ス が 賛 美 歌 “ If You Could Hie to 
Kolob ”（Hymns,  284 番）の歌詞の中に適切
に表現しています。第 4 節にこうあります。

「徳に終わりはなく，力に終わりはなく，知恵
に終わりはなく，光に終わりはなく，一致に終
わりはなく，若さに終わりはなく，神権に終わ
りはなく，真理に終わりはない。」第 5 節は次
の言葉で結ばれています。「栄光に終わりは
なく，愛に終わりはなく，存在に終わりはなく，
天に死はない。」

3. 創世 1：27。コロサイ 3：10；アルマ 18：34：
エテル 3：15；モーセ 6：9 も参照

4. 「神の子です」『賛美歌』189 番
5. マタイ 10：37 参照
6. マルコ 12：30 − 31 参照
7. 教義と聖約 88：15 参照
8. あなたの体には神から与えられた機能がほか

にもあります。ナトリウムやカリウム，カルシウ
ムのような元素と，水やブドウ糖，タンパク質
のような化合物は，生きていくために不可欠
です。体は酸素や二酸化炭素のようなガスを
処理します。インシュリンやアドレナリン，チ
ロキシンのようなホルモンを作ります。体の中
のこれらやその他多くの成分はそれぞれ，あ
る範囲内で自動的に調整されます。体の分泌
腺同士の関係も自動制御されています。例え
ば，脳の基部にある脳下垂体の分泌腺は，副
腎皮質ホルモンを生成するために，副腎の皮
質を刺激するホルモンを分泌します。副腎皮
質ホルモンが過剰になると，脳下垂体からの
この刺激ホルモンの分泌が抑えられ，逆に少
なければ分泌が促されます。あなたの体温
は，あなたが赤道地域にいても北極にいても，
摂氏 37 度（華氏 98.6 度）の正常な範囲に保
たれます。

9. 体の状態がよく分かることもあれば，表に出
ないこともあります。遺伝によるものもあれ
ば，そうでないものもあります。癌

がん

になりやす
い人や，アレルギーのある人などがいます。わ

たしたちはそれぞれ，弱さが強さになるよう
に，自分の弱い部分に気を配り，主が教えた
いと思っておられることを謙遜に学ばなけれ
ばなりません。

10. エテル 12：27
11. 復活の時まで完全には正されない状態もあり

ます。復活の時に「すべてのものが本来の完
全な造りに回復される」のです（アルマ 40：
23）。

12. アルマ 42：8 参照
13. 詩篇作者はこう記しています。「主の聖徒の

死はそのみ前において尊い。」（詩篇 116：15）
死は貴いものです。聖徒にとってそれは主の
もとに「帰る」ことだからです。

14. 1 コリント 3：16 。 6：19 も参照
15. アブラハム 3：23
16. エレミヤ 1：5 参照
17. アルマ 13：2 − 3 参照
18. 教義と聖約 138：55 − 56 参照
19. アル マ 13：2 − 3；教 義 と 聖 約 138：38 −

57 参照
20. わたしたちが伸ばし，また授かることのでき

る霊的な賜物として，「信仰，徳，知識，節制，
忍耐，兄弟愛，信心，慈愛，謙遜，勤勉」という
特質があります（教義と聖約 4：6）。感謝も，
伸ばすことのできるもう一つの霊的な特質で
す。感謝は，人の雰囲気や能力に影響を及ぼ
します。あなたは霊的に「神から生まれ」る
とき，次第にあなたの顔に神の面影を受ける
ようになります（アルマ 5：14 参照）。

21. 1 コリント12 章；14：1−12；モロナイ 10：
8 −19；教義と聖約 46：10 − 29 参照

22. 過食の誘惑を受ける人がいます。「肥満は世
界規模で広まっており，太りすぎのために毎年
少なくとも 280 万人が死亡している。」（ “10 
Facts on Obesity,” 世界保健機関，2013 年
3 月，www.who . int/features/fact f i les/
obesity/en）ほんの少ししか食べないように
という誘惑を受ける人もいます。拒食症と過
食症は多くの人の生活，結婚生活，家族を脅
かしています。また，わたしたちの創造主に
よって禁じられているような性欲の誘惑を受
ける人がいます。『手引き　第 2 部：教会の
管理運営』では，次のように説明されていま
す。「純潔に関する主の律法は，合法的な結
婚関係によらない性的関係，ならびに夫婦の
貞節を逸脱する性的関係を禁じている。……
姦淫，私通，男性間または女性間の同性愛関
係，その他のあらゆる汚れた不自然で不潔な
行いは，罪深いものである。」さらに手引きに
はこうあります。「同性愛行為は，神の戒めを
破ることであり，人の持つ性の目的に反してお
り，家族生活の中に，また救いにかかわる福
音の儀式の中に見いだすことのできる祝福を
人々から奪うものである。……教会は，同性
愛行為に反対する一方で，同性に魅力を感じ
てしまう人に理解と敬意をもって手を差し伸
べている。」（〔2010 年〕，21.4.5；21.4.6）

23. 1 コリント 6：9 − 20；ヤコブの手紙 1：25 −
27；教義と聖約 130：20 − 21 参照。わたし
たちは，「人が存在するのは喜びを得るためで
ある」という言葉を常に覚えておかなければ
なりません（2 ニーファイ 2：25）。

24. 聖文に述べられているように，死すべき生涯

は試しの時期です。「わたしたちはこれに
よって彼らを試し，何であろうと，主なる彼ら
の神が命じられるすべてのことを彼らがなす
かどうかを見よう。」（アブラハム 3：25）

25. モーサヤ 4：10；アルマ 39：9；ヒラマン 15：
7 参照。『手引き　第 2 部』には次のような
言葉があります。「同性愛行為は，心からの
悔い改めによって赦

ゆる

しを得ることができる。」
（21.4.6）

26. イエス・キリストの贖
しょく

罪
ざい

によって，また福音の
諸原則に従うことによって，全人類は救われま
す（教 義 と 聖 約 138：4；信 仰 箇 条 1：3 参
照）。

27. エテル 12：33 − 34；モロナイ 8：17 参照
28. モーサヤ 5：2；アルマ 5：12 −14 参照
29. ローマ 8：13 −17；ガラテヤ 5：13 − 25；教

義と聖約 88：86 参照
30. 2 ニーファイ 2：27
31. 教義と聖約 131：1− 4 参照
32. 「家族 ― 世界への宣言」『リアホナ』2010 年

11 月号，129
33. マタイ 19：4 − 6；モーサヤ 29：26 − 27；ヒ

ラマン 5：2 参照
34. 人はそれぞれ独自のアイデンティティー，染色

体と DNA（デオキシリボ核酸）を持って生ま
れます。 DNA とは，生きている細胞が成長
し，機能を果たす際に用いられる遺伝的指令
を持つコードを含む分子です。父親と母親か
らの DNA が結びついて新たな肉体の DNA
が生成されます。すなわち，各人の DNA が
生成されるとき，父母と子供のつながりがで
きるのです。

35. 創世 2：24−25；3：20 −21；4：1−2，25 参
照

36. パトリック・F・フェイガン博士は次のように
述べています。「経済の繁栄に不可欠の基盤
は結婚している親がいる家庭，特に毎週宗教
活動に参加している子供たちがいる家庭で
す。……結婚すると新たな家庭，すなわち，
収入と支出，貯蓄，投資を生み出す独立した
経済単位が 設けられます。」（“ The Family 
GDP: How Marriage and Fertility Drive 
the Economy,” The Family in America,  
第 24 巻，第 2 号〔2010 年春〕，136）

37. 出 エジ プト20：14；レビ 18：22；20：13；
申命 5：18；マタイ 5：27− 28；マルコ 10：
19；ルカ 18：20；ローマ 1：26 − 27；13：9；
モーサヤ 13：22；3 ニーファイ 12：27− 28；
教義と聖約 42：24；59：6 参照

38. ゴードン・B・ヒンクレー「それは，片すみで
行われたのではない」『聖徒の道』1997 年
1 月号，58

39. 教義と聖約 14：7 参照
40. モーセ 1：39 参照
41. 2 ニーファイ 9：41，46；モーサヤ 16：10 参

照
42. わたしたちは自分の行いと心の望みに応じて

裁かれます（教義と聖約 137：9 参照。ヘブ
ル 4：12；アルマ 18：32；教義と聖約 6：16；
88：109 も参照）。
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はかつてないほど広範囲に中継され，大
陸を越えて世界各地の人々に届けられま
した。皆さんの多くは距離的には遠く隔
たっていますが，わたしたちは皆さんの霊
的な力を感じています。

今大会で解任となった兄弟たちに，長
年にわたる献身的な奉仕に対してわたし
たち全員の心からの感謝の意を表します。
数え切れないほどの人が，主の業に対す
る皆さんの貢献によって祝福されてきまし
た。

この大会に参加してくれたタバナクル合
唱団とそのほかの聖歌隊の皆さんに感謝
します。皆さんの美しい音楽は，各部会
で感じた御

み

霊
たま

に彩りを添えてくれました。
わたしのために，また中央幹部や中央

役員のために皆さんがささげてくださる祈
りに感謝します。そのおかげでわたした
ちは力づけられています。

天の祝福が皆さんとともにありますよう
に。皆さんの家庭が愛と思いやりと主の
御霊に満たされますように。皆さんが福
音に対する証を絶えず養い，それがサタ
ンの攻撃に対する守りとなりますように。

今，大会は終わります。家までの道のり
が安全でありますように。日々従事する
事柄に取り組むときにも，ここで感じた御
霊がともにとどまりますように。互いに対
して，いっそうの思いやりを示すことがで
きますように。主の業に常に携わること
ができますように。

兄弟姉妹の皆さん，神が皆さんを祝福
されますように。神が約束された平安が
皆さんとともに今も，そして常にあります
ように。半年後にまた逢うまでのお別れ
です。主なる救い主イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■

耳を傾け，霊の糧を頂きました。
わたしたちは祝福されて，この立派なカ

ンファレンスセンターで穏やかに，また無
事に集うことができました。大会の模様

トーマス・S・モンソン大管長

兄弟姉妹の皆さん，このすばらし
い総大会を終えるに当たり，わ
たしの心は満たされています。

わたしたちは各部会の話者の勧めと証
あかし

に

また逢
あ

う日まで
互いに対して，いっそうの思いやりを示すことができますように。
主の業に常に携わることができますように。
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中央扶助協会会長
リンダ・K・バートン

することを御父である神に立てた厳粛な
約束です。それに対し，御父と御子，そし
て聖霊はわたしたちに，永遠の命という
完全な栄光を約束しておられます。」2 そ
の拘束力のある契約の中で，主が条件を
お定めになり，わたしたちはそれを守るこ
とに同意します。聖約を交わして守ること
は，救い主のようになるという決意を表す
ことです。3 理想としては，親しまれている
賛美歌の歌詞に，最もよく表現されている
態度を身に付ける努力をすることです。

「主よ，み旨のまま行
ゆ

かん……主よ，み旨
のまま言わん　み旨に添いまさん。」4

なぜ聖約を交わし，守るのでしょうか。

1.	 聖約を守ることは強さと力と守りを
与えます。

ニーファイは示現の中で，聖約を守る民
に主がお授けになる大きな祝福を目にし
ました。「そしてわたしニーファイは，神
の小羊の力が，……主の聖約の民のうえ
に下るのを見た。彼らは義と神の力とを
もって，大いなる栄光のうちに武装してい
た。」5

わたしは最近，愛する新しい友人に出
会いました。その姉妹は，神殿でエンダ
ウメントを受けた後，それまで悩まされて
きた誘惑に打ち勝つ力を得て強くなった
と証

あかし

していました。
わたしたちは聖約を守るとき，互いに重

荷を負い合うための支えとなる勇気と強
さも授かります。ある姉妹は，息子が生
命を脅かされるような困難な状況に陥っ
たために悲嘆に暮れていました。扶助協
会の姉妹たちは聖約を守る人々であると
いう信仰心から，彼女は勇気を奮い起こ
して，息子のために断食して祈るよう姉妹
たちに頼みました。別の姉妹は，自分も
同様の祈りを姉妹たちに頼めたらどんな
によかったかと言いました。数年前，彼
女の息子も苦しんでいたのです。家族で
その重荷に耐えるために助けを求めてい
れば，どんなによかったことでしょう。救
い主はこう言われました。「互

たがい

に愛し合う

最初に，わたしが感動した話を紹
介しましょう。

ある日の夕方，夜になる前に
羊を家畜小屋へ入れようとして，ある人が
5 匹の羊を呼びました。ただ一言「おい
で」と呼ぶと，家族は興味津々で見守りま
した。すると，すぐに 5 匹とも頭を上げ
て，彼の方を向きました。 4 匹は彼の方へ
走って来て，優しい愛にあふれた手で 1 匹
ずつ頭をなでてもらいました。羊は飼い主
の声を知っており，彼が大好きでした。

ところが，5 匹目の羊は走って来ません
でした。 2 ，3 週間前に元の飼い主が置
いて行った大きな雌羊でした。元の飼い
主の話では，その雌羊は粗暴で，言うこと
を聞かず，いつもほかの羊を迷子にさせ
ていました。新しい飼い主は雌羊を受け
取り，逃げ出さないように，2 ，3 日の間牧
場の杭

くい

につないでおきました。そして，飼
い主とほかの羊を好きになるように根気
強く教えたのです。雌羊は首に短いロー
プを結んだままでしたが，ようやく杭から
解かれました。

その夕方，家族が見ていると，飼い主は
牧場の端にいた雌羊に近づいて行きまし
た。そして再び優しく言いました。「おい
で。もうつながれてはいない。自由なの
だよ。」優しく手を伸ばし頭をなでると，
雌羊はほかの羊と一緒に小屋へ向かって
歩き始めたのです。1

この話を踏まえたうえで，聖約を守るこ
とについて，今晩皆さんとともに学ぶため
に聖霊の助けがあるよう祈ります。聖約
を交わして守るということは，自分を天の
御父とイエス・キリストに結びつけること
を選ぶという意味です。つまり，救い主に
従うという決意を固めることです。主を信
頼し，贖

しょく

罪
ざい

という無窮の賜
たま

物
もの

を通してわ
たしたちを罪から解き放すために払ってく
ださった犠牲に感謝を表したいと願うこ
とです。

ジェフリー・R・ホランド長老はこのよ
うに説明しています。「聖約とは拘束力
のある霊的な契約です。わたしたちがあ
る特定の方法，つまり，御子である主イエ
ス・キリストの方法で生活し，考え，行動

中央扶助協会集会 ―2013 年 9月28日

聖約を守ることから
生じる
力と喜びと愛
わたしたち各自は，自分がどれほど救い主を愛しているか，自己評
価をしてみるとよいでしょう。その際に，どれほど大きな喜びを
もって聖約を守っているかを評価の手がかりにしてください。
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ならば，それによって，あなたがたがわた
しの弟子であることを，すべての者が認
めるであろう。」6

姉妹の皆さん，わたしたちは皆，耐える
べき重荷と分かち合うべき重荷を背負っ
ています。互いの重荷を負い合うようにと
いう勧めは，聖約を守るようにという勧め
です。初期の扶助協会の姉妹たちに向け
たルーシー・マック・スミスの次の勧告
は，現在，かつてないほど重要な意義を
持っています。「わたしたちは慈しみ合
い，見守り合い，慰め合い，導きを得て，
わたしたちすべてがともに天で座に着ける
ようにしなければなりません。」7 これは
聖約を守ることと家庭訪問の最も理想的
な姿です。

モルモン書は，預言者アルマでさえ反
抗的な息子を持つという重荷を背負わな
ければならなかったことを思い起こさせて
くれます。しかしアルマは福音の中で聖
約を守る兄弟姉妹に恵まれていました。
主に深く帰依し，互いの重荷を負い合うこ
とがどんな意味かを知っていた人たちで

す。モーサヤ書にあるよく知られた聖句
は，息子のために祈りをささげたアルマの
深い信仰を語っています。しかし，そこに
は次のように記されています。「主は……
御自分の民の祈りと，御自分の僕

しもべ

……で
あるアルマの祈りを聞かれた。」8

わたしたちは「人が悔い改めるとき」9 

主がいつも喜ばれることを知っています。
しかし，何よりも願っているのは，子供た
ちがヘンリー・B・アイリング管長の勧告
に従うことです。聖約を交わし，守ること
を「早くから始め，絶えず積み重ねる」よ
うにという勧告です。10 先日，神権指導者
と補助組織指導者の評議会で，次のよう
な率直な質問が出て，考えさせられまし
た。「わたしたちはほんとうに，8 歳の子
供に聖約を守るように期待しているでしょ
うか。」話し合いの中で，このような提案
がありました。神聖なバプテスマの聖約
を交わして守るように子供を備える一つの
方法として，簡単な約束をして，それを守
れるように助けるという提案でした。

忠実な親には，子供の必要を満たすた

めに教える最善の方法を知る資格があり
ます。個人の啓示を求め，それに基づい
て行動し，ともに相談し，福音の分かりや
すい原則を教えて導くとき，家族を強め，
守る力を持てるようになります。家族の中
に助けてくれる人もいます。わたしが敬
慕する祖父は，簡単な歌を通して約束を
守ることの大切さを教えてくれました。歌
詞はこのようなものでした。「約束する前
に，約束の大切さをよく考えよう。約束し
たら，心に刻み込んで，忘れないようにし
よう。」祖父はその短い歌を愛と確信と力
を込めて教えてくれました。祖父自身が，
約束したら心に刻み込んでいたからです。

わたしはある賢明な母親を知っていま
す。彼女は自分が交わした聖約を守ろう
と努力するときに，意図的に子供たちとと
もに取り組むようにしています。隣人や友
人，ワードの会員たちの重荷を喜んで負
い，慰めを必要としている人たちを慰めま
す。先日，彼女の若い娘が助けを求めて
彼女のもとに来たのは意外なことではあ
りませんでした。父親を亡くしたばかりの
友人を慰める最善の方法を知りたいと
思ったのです。友達を慰める願いは，バ
プテスマの聖約を守る一つの方法である
ことを教えるまたとない機会でした。子
供が交わす最初の聖約，すなわちバプテ
スマの聖約を守ることを子供に期待しな
いとしたら，神殿の聖約を交わして守るこ
とをどうして期待できるでしょうか。

リチャード・G・スコット長老はこう述べ
ています。「わたしたちがこの世に与える
ことのできる最大の祝福は，福音を教え，
聖約を守り，愛に満ちた家庭，すなわち，
キリスト中心の家庭が持つ力です。」11 子
供が神殿の聖約を交わして守るよう備え
るためにそうした家庭を築くには，どのよ
うな方法があるでしょうか。

• 神殿推薦状を受けるのにふさわしくな
るとはどういう意味か，ともに答えを見
いだす。

• 聖霊に耳を傾けるにはどうしたらよい
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か，ともに答えを見いだす。神殿のエン
ダウメントは啓示によって受けるため，
耳を傾けるという非常に大切な技能を
身に付ける必要があります。

• まずバプテスマや聖
せい

餐
さん

という神聖な象
徴から始めて，象徴の効用から学ぶに
はどうしたらよいか，ともに考える。

• 肉体が神聖なものであるのはなぜか，
肉体は宮であると言われることがある
のはなぜか，慎み深い服装や身なりは，
神殿衣の神聖さにどのように関連して
いるか，ともに答えを見いだす。

• 聖文を読んで，幸福の計画がどのような
ものかともに見いだす。聖文に書かれ
ている天の御父の計画と贖

あがな

いについて
知れば知るほど，神殿での礼拝がさら
に意義深いものとなります。

• 先祖に関する話をともに学び，家族歴史
を探求し，索引作成をして，亡くなった
家族や親類のために身代わりの儀式を
行う。

• エンダウメント，儀式，結び固め，神権，
鍵
かぎ

など，神殿での礼拝にかかわる言葉
がどのような意味か，ともに答えを見い
だす。

• 神殿に行くのは天の御父と聖約を交わ
すためであり，家に帰って来た後にも聖
約を守ることを教える。12

教えるときに，「良いこと，より良いこ
と，最も良いこと」13 という考え方を忘れ
ないようにしましょう。神殿について子供
に教えるのは良いことです。子供を備え
させ，聖約を交わして守るよう期待するの
は，より良いことです。親が自分のバプテ
スマと神殿の聖約を喜んで固く守ることを
模範によって示すことは，最も良いことで
す。姉妹の皆さん，わたしたちは子供を養
い，教え，聖約の道に沿って成長するよう
備えさせるときに，救いの業の中で自分が
担う非常に重要な役割に気づいているで
しょうか。親が聖約を尊び，守るときに，
そのように行う力を持てることでしょう。

2.	 聖約を守ることは真の幸福を得るた
めに不可欠です。

トーマス・S・モンソン大管長はこのよ
うに教えています。「わたしたちは末日聖
徒イエス・キリスト教会の会員として，神
聖な聖約を尊ばなければなりません。聖
約を忠実に守ることは，幸福になるための
条件です。」14 ニーファイ第二書には次の
ように記されています。「そして，わたし
たちは幸福に暮らした。」15 同じ章に前述
されていますが，ニーファイとその民は神
殿を建てたばかりでした。確かに喜びに
満ちあふれた聖約の民にほかなりません
でした。また，アルマ書にはこう書かれて
います。「しかし見よ，ニーファイの時代
からこのかた，ニーファイの民にとって，モ
ロナイの時代……以上に幸せな時はかつ
て一度もなかった。」16 なぜでしょうか。
その前の節を読むと，彼らは「主の命令を
忠実に守っていた」17 ことが分かります。
聖約を守る民は戒めを守る民なのです。

わたしの大好きな聖句にはこう書かれ
ています。「人々はこの言葉 〔つまりバプ
テスマの聖約を述べた言葉〕 を聞くと手
をたたいて喜び，『それこそわたしたちが
心から望んでいることです』と叫んだ。」18 

わたしは彼らの心からの望みが大好きで
す。彼らは聖約を交わし，守りたいと喜ん
で望んだのです。

ある日曜日のことです。若い姉妹がう
れしそうに大きな声で言いました。「今

きょう

日
は聖餐を取ることができるのね！」わたし
たちが聖餐にあずかる特権を喜んだの
は，今からどれくらい前のことでしょうか。
また，特権を喜んでいることをどのように
示しているでしょうか。それを示す方法
は，常に救い主を覚え，安息日を聖

きよ

く保
つなどの主の戒めを守ることです。また，
常に個人と家族の祈りをささげ，毎日聖文
を勉強し，毎週家庭の夕べを行って，常に
主を覚えることです。そして，このような
大切な事柄について不注意になったり，
いいかげんになったりしたときは，悔い改
めて，もう一度やり直します。

聖約を交わし，喜んで聖約を守るなら，
「〔天の御父〕 が持っておられるすべて」19 

を得るために受ける必要のある非常に神
聖な救いの儀式が，効力と意味のあるも
のになります。ヘンリー・B・アイリング
管長は次の教えの中で，儀式と聖約は人
生における「霊的に重要な節目」である
と述べています。「末日聖徒は聖約の民
です。バプテスマを受けた日から，人生に
おける霊的に重要な節目を迎える度に，
わたしたちは神に約束し，神もわたしたち
と約束されます。神は正しい権能を持つ
僕たちを通して与えられた約束を必ず
守ってくださいます。しかし，神と約束を
交わしてそれを守るかどうかはわたしたち
の人生における試しであり，重要な意味を
持っています。」20

3.	 聖約を守ることは，救い主と天の御
父に対するわたしたちの愛を身をもって
示すことです。

わたしたちはさらに励んで聖約を守ら
なければなりませんが，その理由の中で
何よりも人の心を強く動かすのは愛です。
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愛の原則について考えるとき，心を打たれ
る聖句が旧約聖書にあります。聖書に書
かれたヤコブとラケルの愛の物語に感動
しない人がいるでしょうか。「こうして，
ヤコブは七年の間ラケルのために働いた
が，彼女を愛したので，ただ数日のように
思われた。」21 姉妹の皆さん，わたしたち
はこのような深く献身的な愛をもって聖約
を守っているでしょうか。

救い主は御父と交わした聖約を進んで
守り，世の罪を贖うために神聖な使命を
果たされましたが，それはなぜでしょう
か。それは御父への愛とわたしたちへの
愛のためです。独り子である完全な御子
が，世の罪と苦悩，病，弱さ，および現世
のあらゆる不正を背負うために，筆舌に尽
くし難い苦痛に耐えられるままにしておく
のを，御父が快く良しとされたのはなぜで
しょうか。その答えは次の聖句にありま
す。「神はそのひとり子を賜

たま

わったほどに，
この世を愛して下さった。」22

「わたしたちのためになされた贖いに
よって多くの祝福がもたらされたことを十
分に理解していれば，主が何をお求めに
なろうと，わたしたちは精魂を込め，喜ん
で果たそうと思うようになるに違いありま
せん。」23 ジョセフ・フィールディング・ス
ミス大管長のこの言葉によると，聖約を
守ることはわたしたちの救い主，贖い主の
人知を超えた無窮の贖罪に対する崇

すう

敬
けい

の念と，天の御父に対する心からの愛を
表す一つの方法なのです。

ホランド長老は感情を込めて言いまし
た。「裁きの日にわたしたちがどのような
経験をするのか，わたしには分かりませ
ん。しかし，その日，神とのやり取りのど
こかで『わたしを愛するか』とキリストが
ペテロにお尋ねになったのとまったく同じ
質問を，神がお聞きにならないとすれば，
わたしはとても驚くことでしょう。」24 今晩
わたしたち各自は，自分がどれほど救い
主を愛しているか，自己評価をしてみると
よいでしょう。その際に，どれほど大きな
喜びをもって聖約を守っているかを評価
の手がかりにしてください。救い主はこう
言われました。「わたしのいましめを心に
いだいてこれを守る者は，わたしを愛する
者である。わたしを愛する者は，わたし
の父に愛されるであろう。わたしもその人
を愛し，その人にわたし自身をあらわすで
あろう。」25 わたしたちは皆，日々の生活の
中で何度も救い主に御自身を現していた
だく必要が大いにあると言えるでしょう。

忘れないようにしましょう。過去におい
て道を外れた人でも，あるいは現在，悩み
苦しんでいる人でも，良い羊飼いの手を頭
の上に感じ，その御

み

声
こえ

がこう言うのが聞こ
えます。「さあおいで。あなたはもうつなが
れてはいない。自由なのです。」救い主は
言われました。「わたしはよい羊

ひつじ

飼
かい

である。

よい羊飼は，羊のために命を捨てる。」26 

主がそう言えるのは愛の心で聖約をお守
りになったからです。わたしたちもそうし
ていこうとしているでしょうか。信仰と喜
びに満ちた心で，聖約を守る者になりたい
という大きな望みをもって前進できますよ
うに。これは，天の御父と救い主に対す
る愛を身をもって示す方法です。御二方
について深い愛をもって証します。イエ
ス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。■
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ました。彼がバプテスマを受けたときに
交わした聖約を思い起こさせ，モーサヤ
書 18章に書かれたアルマの言葉を引用し
ました。
「あなたがたは神の羊の群れに入って，

神の民と呼ばれたいと願っており，重荷が
軽くなるように，互いに重荷を負い合うこ
とを望み，

また，悲しむ者とともに悲しみ，慰めの
要る者を慰めることを望み，……永遠の
命を得られるように，いつでも，どのよう
なことについても，どのような所にいても，
死に至るまでも神の証人になることを望
んでいる。

あなたがたが心からこれを望んでいる
のであれば，主からますます豊かに御

み

霊
たま

を注いでいただけるように，主に仕えて主
の戒めを守るという聖約を主と交わした
証拠として，主の御

み

名
な

によってバプテスマ
を受けるのに何の差し支えがあろうか。」1

わたしはアルマの教えをポーターに説
明しました。バプテスマを受けたいと思う
人は，ほかの人に仕えることによって，生
涯にわたり，喜んで主に仕える必要がある
のです。わたしはこう言いました。「自分
では気づかなかったかもしれないけど，あ
なたがひいおばあちゃんに愛と関心を示
したことは，聖約を守るということなのよ。
人に親切にする，愛を示す，互いに思いや
るなどの行いを通して，わたしたちは毎日
聖約を守っているのよ。聖約を守ってい
るあなたを誇りに思っていることを伝えた
かったの。バプテスマを受けたときに交
わした聖約を守るとき，神権を受ける備え
ができるわ。バプテスマの次に交わすこ
の聖約により，ほかの人々を祝福して奉仕
を行う機会が増えて，神殿で交わす聖約
に備える助けとなるのよ。こんなに良い
模範をわたしに示してくれてありがとう。
聖約を守る人がどんな人かを教えてくれ
てありがとう。」

ポーターから返事が来ました。「おば
あちゃん，メッセージをありがとう。いつ
もひいおばあちゃんを抱きしめるとき，そ

りました。彼女の腕に自分の腕をからま
せていることもありました。手にやさしく
触れたり，ちょっと抱きしめたり，隣に立っ
ていることもありました。

その経験から数日間，そのときの光景
が頭から離れませんでした。ポーターに
Eメールを送り，自分が目にしたことを伝
えようという思いに駆られました。わたし
が見たことや感じたことを Eメールに書き

中央扶助協会会長会第一顧問
キャロル・M・スティーブンズ

わたしの義理の父が亡くなったと
き，お悔やみに来てくれた人た
ちにあいさつをするために，家

族が集まりました。その晩は家族や友人
たちと話し合って過ごしましたが，その間
しばしば，10歳の孫息子のポーターがわ
たしの義理の母，つまりポーターのひいお
ばあちゃんのそばにいるのに気づきまし
た。後ろに立って，見守っていることもあ

わたしたちが喜ぶべき
もっともな理由が
あります
皆さんが小さな簡単な方法で，人々を愛し，見守り，仕えるときに，
積極的に救いの業に参加しているのです。

ポーター（右）。曾
そう

祖母とともに
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れが聖約を守ることになってるなんて知ら
なかった。でも心の中が温かくなって，い
い気持ちがしたよ。心の中に聖霊がいた
んだね。」

わたしも心の中が温かくなりました。
ポーターが聖約を守るということを，「い
つも御子の御霊を受けられる」という約
束と関連づけて理解したのが分かったの
です。2 それは聖霊の賜

たま

物
もの

を受けることに
よって可能となる約束です。

姉妹の皆さん，わたしは世界各地の皆
さんと会い，多くの方々がポーターに似て
いると気づきました。皆さんは神の証人
として静かに立ち，悲しむ者とともに悲し
み，慰めの要る者を慰めています。それ
が皆さんの聖約，すなわち，バプテスマの
水と神殿の中で交わした聖約を守ってい
ることだとは気づいていないのです。皆
さんがほかの人を愛し，見守り，ささやか
で簡単な方法で奉仕するとき，救いの業，
すなわち「人の不死不滅と永遠の命をも
たらす」という神の業に積極的に参加し
ているのです。3

王国における娘として 4 ，わたしたちは
神聖な聖約を交わしています。ニーファイ
が「永遠の命に至る細くて狭い道」と呼
んだ道を歩んでいるのです。5 道は同じで
も，皆それぞれ異なる場所にいます。し
かし，「キリストを確固として信じ，完全な
希望の輝きを持ち，神とすべての人を愛し
て力強く進」むように互いに助け合うため
にともに働くことができるのです。6

ジーンは若い女性のアドバイザーを務
めています。数か月前，ワードの青少年の
ための活動が近々行われることを知りま
した。マランズピークという所まで山登り
をするのです。最近ジーンは自分でその
山に登ることを目標に定めていたので，胸
をわくわくさせていました。

登山口に着くと，仲良しのアシュリーが
近づいてきました。ジーンの腕を取って，
一緒に登ろうと誘い，こう言いました。

「わたしはあなたと一緒に行くわ。」そのと
き16歳だったアシュリーは身体がいくら

か不自由なので，あまり早く登れませんで
した。そこで，アシュリーとジーンはゆっ
くりと歩きました。すると，天の御父の創
造物であるそびえる山頂の岩と周囲に咲
き乱れる花に気づきました。後にジーン
はこう述べています。「そのうちに，山頂
まで登るという自分の目標を忘れてしまい
ました。目標がすぐに別の種類の冒険に
なったからです。山道に沿って目にする
美しいものを発見するという冒険です。
その美しいものの多くは，目指すマランズ
ピークに到達することだけを目標としてい
たら，見逃していたことでしょう。」

ジーンとアシュリーは歩き続けました
が，グループのほかの人たちからかなり遅
れてしまいました。すると，エマが合流し
ました。彼女もワードの若い女性です。
歩みを止めて，二人の姉妹と一緒に歩くこ
とにしたのです。エマが加わったおかげ
で，もっと楽しくなりました。二人に歌を
教え，さらに助けと励ましを与えてくれた
のです。ジーンはそのときのことを思い出
してこう述べています。「わたしたちは
座って休憩し，歌い，おしゃべりして笑いま
した。わたしはほかの方法ではできな
かったやり方で，アシュリーとエマと知り合
うことができました。その晩，心に残った
のは登山ではありませんでした。もっと
ずっと大きなものでした。一歩一歩歩き
ながら互いに助け合うことでした。」

ジーンとアシュリーとエマは一緒に登
り，歌い，休み，笑っていたとき，「ねえ，
わたしたちは今，聖約を守っているわよ」
とはおそらく思ってはいなかったでしょ
う。でも実は聖約を守っていたのです。
愛と思いやり，そして固い決意をもって互
いに仕え合っていたのです。互いに励ま
し，教え導き合うときに，互いの信仰を強
めていたのです。

ラッセル・M・ネルソン長老はこのよう
に教えています。「自分が聖約の子孫で
あることを悟るとき，自分が何者であり，
神から何を期待されているかを知ります。
神の律法が心に刻まれます。」7

マリア・クジーナは自分が何者であり，
神から何を期待されているかを知ってい
る，神の聖約の娘です。わたしがロシアの
オムスクにある彼女の家を訪れて歓迎さ
れたとき，自分は彼女に奉仕するために
来たと思っていました。ところが，彼女か
ら学ぶために来たのだということに間もな
く気づいたのです。教会へ改宗したマリ
アはルカ 22 章にある次の教えに従って
生活していました。「あなたが立ち直った
ときには，兄弟たちを力づけてやりなさ
い。」8 彼女は生ける預言者トーマス・S・
モンソン大管長の言葉を信じています。
大管長はこう述べています。
「今こそ会員と宣教師が力を合わせる

時です。ともに働き，主のみもとへ人々を
連れて行くために主のぶどう園で働く時
です。……

わたしたちが主を信じる信仰をもって
行動するとき，わたしたちが生活している
ワードや支部で主の教会を強める方法を
主は示してくださいます。主はわたしたち
とともにあり，伝道活動において力強い
パートナーになってくださるのです。

信仰を働かせて，皆さんの家族，友人，
隣人，知人の中でだれを家に招いて宣教
師に会わせ，回復のメッセージを聞かせ
たらよいか，祈りの気持ちで考えてみてく
ださい。」9

マリアは，この勧告に従い，家庭訪問の
担当の姉妹たちを見守り，教え導き，また
この責任を果たす以上のことをしていま
す。教会にあまり活発ではない友人，イエ
ス・キリストの回復された福音のメッセー
ジをまだ聞いていない友人がたくさんいま
す。毎日信仰を働かせ，助けの必要な人
がだれかを分かるように祈っています。そ
して，受けた導きに従って行動します。電
話をかけ，愛の気持ちを表し，「あなたが
必要です」と友人たちに言うのです。毎
週自分のアパートで家庭の夕べを開き，隣
人や会員たち，宣教師を招待し，ごちそう
します。教会に来るように誘い，出迎え，
来てくれた人の隣に座るのです。



1172 0 1 3 年 1 1 月 号

マリアはジェフリー・R・ホランド長老
が最近述べた次の言葉を理解しています。
「ほかの人と主イエス・キリストに対す

る愛の気持ちは……人を不快にさせると
か，独善的だとか思われることは決してな
いでしょう。」10 彼女は，不快な思いをした
と言う人の名前を書いたリストを持ってお
り，続けてその人たちに仕えています。彼
らは彼女が自分たちのことを愛している
ことを知っているので，彼女はこう言える
のです。「気分を損ねないでちょうだい。
そんなのおかしいわ。」

マリアはイエス・キリストの弟子として
聖約を守っています。家庭に神権者はい
ませんが，神殿で交わした聖約を果たす
中で，毎日神の力を感じています。最後ま
で堪え忍び，途中でほかの人が救いの業
に加わるよう助けながら，力強く前進して
いるのです。

わたしがこれらの経験談を話したこと
で，皆さんは自分たちも主の業に携わって
いるということがわかりましたか。少し時
間を取って考えてみてください。聖約の道
に立ち返るために励ましを必要としてい
るか，またはその道にとどまるために小さ
な助けを必要としている神の娘がいない
でしょうか。そのような人について天の御
父に尋ねてください。そのような人も御父
の娘なのです。御父は彼女の名前を御存
じです。あなたのことも御存じです。彼
女が必要としているものが何かを教えて
くださるでしょう。忍耐し，彼女のために
信仰をもって祈り続けてください。そして
受けた導きに従って行動してください。
その促しに従って行動するときに，皆さん
の行っていることを主が受け入れてくださ
るという確信を御霊が与えてくださるで
しょう。
「エライザ・R・スノー姉妹は，……互い

に強め合う姉妹たちの努力を認めて感謝
しました。そして困っている人々を助ける
ために行われた寄付について，教会はす
べてを記録してはいないが，主は姉妹た
ちの救いの業をすべて記録しておられる

と述べました。
『……ジョセフ・スミス大管長は扶助協

会が組織されたのは人を救うためである
と述べました。道に迷った人を連れ戻す
ために，姉妹たちはどのようなことをして
きたでしょうか。福音に対する熱意が冷
めた人の心を温めてきたのではないでしょ
うか。皆さんの信仰と親切，善い行いや
言葉は別の書物に一つ残らず記録されて
います。別の記録があるのです。忘れ去
られているものは一つもありません。』」11

モルモン書の中でアルマは，わたした
ちが喜ぶべきもっともな理由についてこう
語っています。「さて，わたしは尋ねる
が，神はわたしたちにどんな大きな祝福を
与えてくださっただろうか。あなたがたは
それを告げることができるだろうか。」

胸を躍らせて，アンモンは答えを待たず
にこう言いました。「見よ，あなたがたに
代わってわたしが答えよう。……わたした
ちがこの大いなる業を成し遂げるために，
神の御

み

手
て

に使われる者とされたことは，わ
たしたちに与えられた祝福である。」12

わたしたちは主の王国にあって聖約を
守る娘です。主の御手に使われる者にな
るための機会が与えられています。互い
に見守り，強め，教え合うなど，日々ささや
かで簡単な方法で救いの業に加わると
き，アンモンとともに次のように宣言する
ことができるでしょう。

「見よ，わたしの喜びは満ちており，胸
は喜びでいっぱいである。だから，わた
しは主にあって喜ぼう。

まことに，わたしは自分が何の価値も
ない者であることを知っている。わたし
は力の弱い者である。だから，わたしは
自分のことを誇るつもりはない。しかし，
わたしは神のことを誇ろう。わたしは神
の力によって何事でもすることができるか
らである。」13

わたしはこのことをイエス・キリストの
御名により証

あかし

します，アーメン。■

注
 1. モーサヤ 18：8 －10
 2. 教義と聖約 20：77
 3. モーセ 1：39
 4. 教義と聖約 25：1
 5. 2 ニーファイ 31：18
 6. 2 ニーファイ 31：20
 7. ラッセル・M・ネルソン「聖約」『リアホナ』

2011年 11月号，88
 8. ルカ 22：32
 9. トーマス・S・モンソン，“ Faith in the Work 

of Salvation”（2013年 6月 23日，特 別 衛星
放送での説教），lds.org/broadcasts

 10. ジェフリー・R・ホランド，“Our Responsibili-
ty to Invite”（2013年 6月 23日，特別衛星放
送での説教），lds.org/broadcasts

 11. 『わたしの王国の娘─扶助協会の歴史と業』 
（2011），83

 12. アルマ 26：2 － 3
 13. アルマ 26：11－12
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なったのです。そのことに感謝したくて，
後でその祭司の自宅に電話をしました。
本人は不在でしたが，母親が電話に出ま
した。「お電話を下さったなんて，息子は
喜びますよ。息子が聖餐の祈りをささげ
たのは，あれが初めてだったんです。わた
したちは一緒に準備しました。聖餐の大
切さと，バプテスマのときに救い主と交わ
した聖約を，ふさわしい状態で新たにす
ることの大切さについて話しました。」こ
の母親は，バプテスマの聖約の力につい
て，またどのようにすればワードの会員が
その力を感じることができるかについて
教えたのです。なんとすばらしい母親で
しょう。

また，わたしの知っている別の母親は，
何年もの間，教会の集会中，4人の幼い子
供たちの面倒を独りで見てきました。聖
餐の間に救い主に意識を集中することが
できたことはほとんどありませんでした。
しかし，この姉妹はある計画を立てたの
です。そして今は，毎週土曜日に 1 週間
を振り返り，主と交わした聖約と，悔い改
めの必要な事柄について考えるようにし
ています。彼女はこう言っています。「そ
うしたら，日曜日の子供たちの状態にか
かわらず，準備ができているので，聖餐を
受けて聖約を新たにし，贖

しょく

罪
ざい

の清めの力
を感じることができるようになりました。」

愛する姉妹の皆さん，救い主が聖餐の
大切さをこれほど強調されるのはなぜで
しょうか。毎週バプテスマの聖約を新た
にすることは，わたしたちの人生の中でど
のような重要な役割を果たすのでしょう
か。毎週，ふさわしい状態で深く考えなが
ら聖餐を受ける人を完全に清めることの
できる力を救い主は持っておられます。
わたしたちはこのことを認識しているで
しょうか。ボイド・K・パッカー会長はこ
う証しています。「これこそまさにイエ
ス・キリストの福音と贖罪の約束です。
……生涯の終わりに，罪を悔い改め，キリ
ストの血を通して洗い清められた状態で
とばりを通り抜けることができるようにす

マを受け，清くなることを願って，同じよう
な犠牲を払った人が皆さんの中にたくさ
んいることを，わたしたちは知っています。
恐らく，悔い改めて救い主の愛に包まれ
るのを感じ，救い主から愛され，受け入れ
られていると確信するときほど，救い主の
神聖な愛を豊かに感じる機会はないと思
います。

数週間前の日曜日，わたしは聖
せい

餐
さん

の祈
りを聞いていて，祭司が一つ一つの言葉
に思いを込めていたことに胸を打たれま
した。おかげで聖餐会がわたしにとって
もほかの人たちにとっても霊的なものに

中央扶助協会会長会第二顧問
リンダ・S・リーブズ

姉妹の皆さん，またお会いできて
ほんとうにうれしいです。

最近，バプテスマを受ける準
備をしている女性に会いました。その日
曜日，この女性はひどいぬかるみの中を
3 キロも歩いて教会に来ました。着くとす
ぐに洗面所で，泥で汚れた服を脱ぎ，体
を洗って清潔な安息日の服に着替えまし
た。扶助協会の集会で，改宗のいきさつ
を話してくれたのですが，悔い改めと，救
い主の贖

あがな

いの犠牲によって洗い清められ
たいという願いの圧倒的な強さに，わたし
は感動しました。また，神聖な聖約を天
の御父と交わすために「過去の生き方」
を喜んで捨てたことにも心を打たれまし
た。ボーイフレンドと別れ，知恵の言葉を
守るために依存癖を克服しようとしてお
り，日曜日の仕事も辞めたのです。そし
て，バプテスマを受けるつもりだと宣言し
たために愛する人たちとの友情も失いま
した。そこまでしてすべての罪を捨てた
かったのは，洗い清められて，救い主の贖
いの愛を感じたかったからでした。その
日の朝は，肉体的にも霊的にも清くなりた
いと願うこの女性の言葉を聞いて，鼓舞さ
れました。

聖霊の証
あかし

を感じ，悔い改めてバプテス

聖約の祝福を
受けましょう
聖約を新たにし，それを尊ぶならば，重荷は軽くされ，わたしたち
は絶えず清められ，強くなります。
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ることなのです。」1

わたしたち会長会は，教会の姉妹とそ
の家族が聖約を交わして守っていること
に大きな喜びを感じていますが，愛する人
が聖約を破ったために大きな逆境を経験
している人が皆さんの中にいることには，
心を痛めています。ニーファイの弟である
預言者ヤコブは，当時の義にかなった女
性や子供たちのことを兄弟たちに話すよ
う主から命じられました。そのときのヤコ
ブの言葉が保存されたのは，特に現代の
わたしたちのためだったことをわたしは証
します。ヤコブは，あたかも救い主御自
身が語っておられるかのように語りまし
た。夫であり父親である者たちに向かっ
て証するヤコブは「心配が……大きいの
で，心が沈んでい〔ました。〕」
「あなたがたの妻子の前で，あなたがた

のことをひどくあからさまに話さなければ
ならないのは，わたしにとって悲しいこと
である。あなたがたの妻子の多くは，……
非常に感じやすく，清く，繊 細である。
……

……彼らの心のむせび泣きが神のみも
とに上って……いる。また，……多くの者
が心に深い傷を負って，死んだようになっ
ている。」2

ヤコブは，聖約を守っていた当時の，そ

して今の時代の女性や子供たちに，次の
ように約束しています。
「確固とした思いをもって神に頼り，篤

あつ

い信仰をもって祈りなさい。そうすれば，
神は苦難のときにあなたがたを慰めてく
ださる。……

……頭を上げて，喜びをもたらす神の
御
み

言
こと

葉
ば

を受け入れ，神の愛をよく味わいな
さい。」3

姉妹の皆さん，深い苦しみと心からの
願いを天の御父に伝える祈りには力があ
り，答えは，聖文や生ける預言者の言葉を

「よく味わう」ときに与えられることを証し
ます。

3年近く前，皆に愛されてきた歴史ある
ユタ州プロボのタバナクルは壊滅的な火
事で内部が焼け落ちてしまいました。こ
の建物の焼失は地元の人にとっても教会
員にとっても大きな痛手と思われました。
多くの人が疑問を感じました。「主はなぜ
こんなことが起こるのを許されたのだろ
うか。火事を防ぐことも焼失を食い止め
ることもおできになったはずなのに。」

その 10か月後，2011年 10月の総大会
で，ほとんど全焼したタバナクルが聖なる
神殿，主の宮になるとモンソン大管長が
発表したとき，人々がはっと息をのむのが
聞こえました。そのとき突然わたしたち

は，主はそうなることをずっと御存じだっ
たのだと分かったのです。主は火事を起
こされたわけではありませんが，内部が焼
け落ちるままにされました。タバナクルを
壮大な神殿，神聖な永遠の聖約を交わす
ための永遠の家と見ておられたのです。4

愛する姉妹の皆さん，主はわたしたち
が試練や試しに遭うのをお許しになりま
す。時には限界まで試されることもありま
す。わたしたちは，愛する者たちが，たと
えて言えば焼け落ちるのを目にしたことが
ありますし，自分自身そのような目に遭っ
た人もいるでしょう。愛と思いやりにあふ
れた天の御父がなぜそのようなことが起
きるのをお許しになるのだろうと思ったこ
ともあります。しかし，主がわたしたちを
灰の中に置き去りにされることはありませ
ん。両手を広げて立ち，わたしたちをみも
とに来るようにと熱心に招いてくださいま
す。わたしたちの人生を，主の御

み

霊
たま

が永
遠にとどまる壮大な神殿になるように造っ
てくださっているのです。

教義と聖約第 58 章 3－4 節で，主はわ
たしたちに次のように言っておられます。
「あなたがたは，この後に起こることに

関するあなたがたの神の計画と，多くの
艱
かん

難
なん

の後に来る栄光を，今は肉体の目で
見ることができない。
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多くの艱難の後に祝福は来る。それゆ
え，あなたがたが大いなる栄光を冠として
与えられる日が来る。その時はまだ来て
いないが，もう近い。」

姉妹の皆さん，主がわたしたち一人一人
の人生について計画をお持ちであること
を証します。主は何が起こっても動揺し
たり驚いたりなさいません。すべてを知
り，すべてを愛しておられるからです。贖
罪の力に頼り，聖約を尊ぶわたしたちを助
け，慰め，苦しみを和らげたいと切に願っ
ておられます。わたしたちが経験する試
練や逆境こそがわたしたちを主のみもと
に導き，聖約に忠実であるように助けるも
のであるかもしれず，それがあることで，
わたしたちは主の御

み

前
まえ

に帰って御父の持
てるすべてを受けることができるようにな
るのです。

この 1 年，主の愛をもっと深く感じるこ
と，個人の啓示を受けること，神殿の聖約
をさらによく理解すること，そして重荷を
軽くしていただくことがわたしには必要で
した。また，それを望みました。これら
の祝福について具体的に祈っていると，
神殿に行って自分に宣言される祝福の言
葉を一言一言もっとよくかみしめて聞きな
さいと御霊が 告げるのを感じました。

もっと集中して耳を傾け，信仰を働かせよ
うと努めていると，主はわたしを憐

あわ

れみ，
重荷が軽くなるようにしてくださいました。
そのことを証します。主はまだこたえられ
ていない祈りについて深い平安が感じら
れるようにしてくださいました。わたした
ちが聖約を守り，信仰を働かせるならば，
主は約束を果たす義務を負うことになり
ます。5 愛する姉妹の皆さん，神殿に来て
ください。そして，祝福を受けるのです。

自信と信仰が 得られる方法を，もう
一つ話したいと思います。わたしたち女
性は，自分に対してひどく批判的になりが
ちです。そんなときには，御霊を求め，問
いかける必要があります。「自分をこんな
ふうに考えることを，天の御父はお望みだ
ろうか。サタンがわたしを落胆させようと
しているのではないだろうか。」天の御父
の特質を忘れてはなりません。御父の愛
は完全であり，無限です。6 御父はわたし
たちを力づけようとしておられます。落胆
させようとはしておられません。

教会員としてわたしたちは時々，主に受
け入れられるためには「完

かん

璧
ぺき

な末日聖徒
の家族」の一員になる必要があると感じ
ることがあるようです。自分はそうした図
式に当てはまっていないと感じるとき，神

の王国の中にあって劣った者であるとか，
不適格者であるように感じることがよくあ
ります。愛する姉妹の皆さん，結局，天の
御父にとって大切なのは，どれだけ聖約
を守り，どれほど救い主イエス・キリスト
の模範に従うよう努力したかなのです。

イエス・キリストがわたしたちの救い主
であり贖い主であられることを証します。
イエスの贖罪の犠牲おかげで，毎週ふさ
わしい状態で主の聖餐にあずかるときに
わたしたちは洗い清めていただくことが
できます。聖約を新たにし，それを尊ぶな
らば，重荷は軽くされ，わたしたちは絶え
ず清められ，強くなり，この世の生涯が終
わるときに昇栄と永遠の命を受けるにふ
さわしい者と認められるようになるので
す。これらのことを，イエス・キリストの
御
み

名
な

によって証します，アーメン。■

注
 1. ボ イド・K・ パッカ ー「贖 罪」『リア ホ ナ』

2012年 11月号，77
 2. モルモン書ヤコブ 2：3 ，7，35
 3. モルモン書ヤコブ 3：1－ 2
 4. モーサヤ 23：21－ 22 参照
 5. 教義と聖約 82：10 参照
 6. ラッセル・M・ネルソン「神の愛」『リアホナ』

2003年 2月号，12 －17 参照
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りとあらゆる人が住む，この死すべき世で
生活していることが理由で起こります。
時にわたしたちは投げやりになってこう尋
ねるかもしれません。「この星の栄えの
世界を歩むときに，どうしたら日の栄えの
世界に固く目標を定めることができるの
だろう。」

いばらがまかれ，問題が山積する道を
歩くこともあるでしょう。あらゆる良い贈
り物を下さる御方から遠く離れてしまっ
た，あるいは絶たれてしまったと感じると
きもあるかもしれません。自分は独りで
歩いているのではないかと心配になりま
す。恐れが信仰に取って代わってしまう
のです。

皆さんが，自分は今そのような境遇にあ
ると感じたら，祈りを思い出してくださるよ
う心からお願いします。わたしは祈りにつ
いて語ったエズラ・タフト・ベンソン大管
長の言葉が大好きです。彼はこのように
言いました。
「これまでの人生を通じて，祈りに頼り

なさいという勧告は，わたしにとってほか
のどのような助言よりも貴重なものでし
た。祈りはわたしにとって欠くことのでき
ないものであり，頼みの綱であり，絶えざ
る力の源であり，また聖なる事柄に対する
知識の基盤となるものです。……

……たとえ……災難が来ようとも，わた
したちは祈ることによって安心感を得るこ
とができます。神がわたしたちの心に平安
を下さるからです。この平安，つまり平静
な心は人生における最高の祝福です。」2

使徒パウロは次のように勧告していま
す。
「あなたがたの求めるところを神に申し

上げるがよい。
そうすれば，人知ではとうてい測り知る

ことのできない神の平安が，あなたがた
の心と思いとを，キリスト・イエスにあっ
て守るであろう。」3

何という輝かしい約束でしょうか。平
安こそわたしたちが求めるもの，切望する
ものなのです。

わたしも扶助協会を愛しています。扶
助協会が霊感によって組織されたもので
あり，この地上における主の教会の中で欠
くことのできない部分を構成していること
を証

あかし

します。この組織からこれまでもた
らされてきた善い行いや，この組織によっ
て祝福を受けてきた人々をすべて数え上
げることは不可能なことでしょう。

扶助協会は様々な女性によって構成さ
れています。皆さんの中には，独身の人，
恐らく学生または社会人で，それでも満ち
足りた豊かな生活を送っている人がいる
でしょう。あるいは子育てに忙しい母親
もいることでしょう。さらに，中には離婚
や死別によって夫を失い，夫や父親の助
けのない中で子供を育てることに奮闘し
ている人もいます。また，子供は大きく
なっても親の助けが必要なことには変わ
りがないと実感している人もいます。皆さ
んにしかできない愛に満ちた世話を必要
としている年老いた親のいる人もいます。

人生のどの段階であろうと，わたしたち
は皆，困難や葛藤を経験します。困難や
葛藤は一人一人異なっていますが，すべて
の人が直面するという点では共通してい
ます。

わたしたちが直面する問題の多くは，あ

トーマス・S・モンソン大管長

愛する姉妹の皆さん，今晩わたし
たちはすばらしい気持ちを感じ
ています。それは，皆さんの強

さと，献身と，善良さからもたらされる気
持ちです。主の御

み

言
こと

葉
ば

を借りれば，「あな
たがたは，地の塩……あなたがたは，世
の光」1 です。

皆さんにお話しするこの機会について
深く考えていたとき，心に浮かんだこと
は，愛する妻フランシスが扶助協会を愛
していたということです。妻は生涯を通じ
て扶助協会の様々な責任で奉仕しまし
た。妻もわたしも 31歳になったばかりの
ころ，わたしはカナダ伝道部の会長に召さ
れました。その責任に就いていた 3年の
間，フランシスは，あの広大な地域にある
全ユニットの扶助協会を管理しました。
その範囲はオンタリオ州からケベック州に
まで及びます。彼女の最も親しい友人の
何人かとはこの責任を通して知り合いまし
た。また同じように，その後わたしたち自
身のワードの扶助協会で果たした多くの
召しを通しても，彼女は親しい友人を得ま
した。彼女は天の御父の忠実な娘であ
り，わたしの愛する同僚であり，最も親し
い友でした。彼女がいない寂しさは言葉
で表すことはできません。

決して独りで歩いて
いるのではない
つらかった日々を振り返る時がいつか来ます。そのとき皆さんは，
天の御父がいつもそばにいてくださったことを知るのです。
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わたしたちは独りで歩くようにこの地上
に置かれたのではありません。実に驚くよ
うな力の源，強さの源，慰めの源が一人
一人の手の届く所にあります。わたしたち
自身よりもわたしたちのことを御存じの御
方が，また，はるかに広い視野をお持ち
で，初めから終わりまでを御存じの御方
が，わたしたちが求めさえすればわたした
ちのためにそばにいて助けると約束してお
られるのです。わたしたちにはこのような
約束があります。「常に祈り，そして信じ
ていなさい。……万事があなたがたの益
となるようにともに働くであろう。」4

わたしたちの祈りが天に向かうとき，救
い主が教えられた御言葉を忘れないよう
にしましょう。ゲツセマネと十字架上での
堪え難い苦痛に直面された救い主は御父
にこう祈られました。「わたしの思いではな
く，みこころが成るようにしてください。」5 

御父を信頼することが難しいときがある
かもしれません。しかしわたしたちも天の
御父を信頼し，御父が，どのように，いつ，
どの方法でわたしたちの求める助けを与
えるのが最も良いかを御存じの御方であ
ることを信じなくてはなりません。

わたしは次の詩人の言葉を大切にして
います。

いかなる方法でこたえられるのか，わたし
は知らない

ただ，分かること，それは神が祈りにこた
えたもうこと

神は約束を賜わった
祈りは必ず聞き届けられると
遅かれ早かれこたえられると
だからわたしは祈り，静かに待つ
祝福が求めるままにもたらされるのか
わたしには分からない
だが祈りの答えは神にのみゆだねよう
神の思いはわたしの思いよりもはるかに優

れている
神は必ずわたしの求めにこたえて
はるかに祝福された答えを賜わるだろう 6

もちろん，祈りをささげるのは困ったと
きだけではありません。わたしたちは聖
文の中で，「絶えず……祈〔る〕」7 ように，
そして心の中で祈り続けるようにと，繰り
返し教えられています。8 わたしたちの愛
唱する賛美歌が，毎日問いかけるべき質
問を投げかけています。「部屋を出る前
に　祈りしか」と。9

祈りとともに，困難の多いこの世で対処
できるようわたしたちを助けるものが聖文
の研究です。 4 冊の標準聖典に書かれて
いる真理と霊感の言葉は，わたしにとっ
て非常に価値あるものです。聖文を読む
ことに飽きることは決してありません。聖
文を調べているときはいつも霊的に高め
られます。真理と愛のこれらの聖なる言
葉は，わたしの人生を導き，永遠の完成に
向かう道を指し示してくれます。

聖文を読んで深く考えるとき，御
み

霊
たま

が優
しくささやきかけてくださるのを経験しま
す。疑問に対する答えを見つけることが
できます。神の戒めを守ることからもたら
される祝福について学びます。天の御父
と救い主イエス・キリストについて，そし
て御二方がわたしたちに寄せられる愛に
ついて確かな証を得ることができます。
さらに祈りが加われば，イエス・キリスト
の福音が真実であることを確かに知るこ

とができます。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長は次の

ように言いました。「わたしたち一人一人
のうえに主の祝福があって，主の聖なる御
言葉を味わい，主が約束された『人知で
はとうてい測り知ることのできない』（ピ
リピ 4：7）力と平安と知識を得ることが
できますように。」10

祈りを忘れず，時間を取って聖文を調べ
るなら，わたしたちの生活ははるかに祝福
され，重荷は軽くされます。

ある一人の女性の祈りと願いを天の御
父がどのようにして聞き届け，彼女が心の
底から求めていた平安と確信を下さった
のか紹介したいと思います。

ティファニーの問題は昨年，感謝祭と，
次にクリスマスに家に客を迎えたことを
きっかけに始まりました。夫は医学部を
卒業し，研修医 2年目でした。夫は長時
間働かなければならず，最初に二人が望
んでいたほどティファニーを手伝う時間が
取れない状態でした。 4人の幼い子供の
世話に加え，休暇中にしなければならな
いことの大半がティファニーの肩にのしか
かっていました。彼女の気持ちは次第に
滅入ってきました。さらに，親しい友人が
癌
がん

と診断されたということも分かったので
す。ストレスと不安が重くのしかかり始め
ました。こうして彼女は意欲を失い，うつ
になってしまったのです。医師の助けを求
めましたが改善しませんでした。食欲の
減退と体重の減少で，彼女の小さな体は
対応し切れなくなっていました。聖文を研
究して平安を求め，襲いかかる暗

くら

闇
やみ

から
解放してほしいと祈りました。しかし，平
安も助けも受けられそうにないと思われた
とき，神に見捨てられたと感じるようにな
りました。家族も友人も彼女のために祈
り，懸命に助けようとしました。肉体的な
健康だけは保たせようと，彼女の大好きな
食べ物を届けました。しかし，彼女はほ
んの一口か二口食べるだけで，全部を食
べることはとてもできませんでした。

特に苦しかった日のこと，一人の友人
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が，何とか元気になってもらいたいとティ
ファニーの好きな食べ物を持って来まし
たが，結局は無駄でした。どんなことをし
てもうまくいかなかったとき，その友人が
言いました。「おいしそうだと思うものが
何かあるはずよ。」

ティファニーはしばらく考え，こう言いま
した。「一つだけ，おいしそうだと思うの
は手作りのパンなの。」

でも，手近にはありませんでした。
翌日の午後，ティファニーの家のベルが

鳴りました。夫がたまたま家にいて応対
しました。戻って来た夫は手作りのパン
を 1 斤抱えていました。ティファニーは，
そのパンが二人のあまりよく知らないシェ
リーという女性から届いたことを聞いて，
ほんとうに驚きました。彼女はティファ
ニーの妹ニコルの友人でした。ニコルは
コロラド州のデンバーに住んでいます。数
か月前，ニコルが感謝祭のお祝いに家族
でティファニーの家に滞在していたとき，
姉夫婦に簡単に紹介したのが友人シェ
リーでした。オマハに住んでいたシェリー
は，ニコルに会いにティファニーの家まで
訪ねて来たのです。

それから数か月後，こうしてティファニー
はおいしそうなパンを持ったまま，妹のニ
コルに電話をしました。思いやりあること
づてをシェリーに頼んでくれたことを感謝
するつもりでした。ところが，その訪問は
ニコルの依頼ではなく，ニコル自身知らな
かったことが分かりました。

ニコルがシェリーに，どうしてパンを届
けようと思ったのかを尋ねたことで謎が
解けました。ニコルが知ったこと，それは
ニコルへの霊感であり，ティファニーへの
霊感であり，シェリーへの霊感でした。そ
して，わたしにとっての霊感です。

パンが届けられたあの朝，シェリーは，
予定していた 1 斤ではなく 2 斤のパンを
焼くようにという促しを受けていました。
そして理由は分からないまま，2 斤目はそ
の日，車に乗るときに持って行かなくては
という強い気持ちが起きたと言うのです。

友人の家で昼食を終えると，１歳の娘が
泣き始めました。家に帰って，昼寝をさせ
なければならなくなったのです。シェリー
は，あのパンをニコルの姉のティファニー
のところへ持って行かなければならない
とはっきりと感じたとき，ためらいを覚え
ました。ティファニーの家は町の反対側
にあって 30 分もかかるうえ，よく知らな
い人です。持って行かなくてもいい理由
を考えました。疲れ切った娘を家へ連れ
て帰りたいと思いましたし，ほとんど初対
面の人にパンを届けることが恥ずかしくも
あったからです。しかし，ティファニーの
家へ行かなければならないという思いは
強く，それで促しに従って行くことにした
のです。

彼女が家に着くと，ティファニーの夫が
出て来ました。シェリーは，自分はニコル
の友人で，感謝祭のとき少し会ったことが
あると言ってパンを渡し，帰りました。

こうして主は，町の反対側から初対面に
近い人を送られました。欲しかった手作
りのパンを届けるためだけでなく，ティ

ファニーへの愛をはっきり伝えるためでし
た。彼女に起こったことは，ほかの方法
では説明がつきません。ティファニーは，
自分が独りでないことをどうしても感じる
必要がありました。神が彼女の状況を御
存じで，決して見捨ててはおられないと感
じる必要があったのです。彼女が必要と
していたまさにそのパンは，あまり知らな
い人から，また，彼女に何が必要なのか
まったく分からない人から，しかし，御霊
の促しに耳を傾けその促しに従った人か
ら，届けられました。それは，ティファ
ニーにとって，天の御父が彼女の必要とし
ているものを御存じであり，助けを送って
くださるほどに彼女を愛しておられること
を示す明らかなしるしとなりました。助け
を求める彼女の叫びに天の御父はおこた
えになったのです。

愛する姉妹の皆さん，天の御父は皆さ
んを，皆さん一人一人を愛しておられます。
その愛は不変です。その愛は，皆さんの
外見や持ち物，あるいは銀行口座にある
金額に左右されるようなものではありま
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第二顧問
ランドール・L・リッド

第一顧問
キャロル・M・スティーブンズ

会長
リンダ・K・バートン

第二顧問
リンダ・S・リーブズ

第一顧問
キャロル・F・マッコンキー

会長
ボニー・L・オスカーソン

第二顧問
ニール・F・マリオット

第一顧問
ジーン・A・スティーブンズ

会長
ローズマリー・M・ウィクソム

第二顧問
チェリル・A・エスプリン

第一顧問
ラリー・M・ギブソン

会長
デビッド・L・ベック

第一顧問
デビッド・M・マッコンキー

会長
ラッセル・T・オスガソープ

第二顧問
マシュー・O・リチャードソン

中央補助組織会長会
扶助協会

若い女性

初等協会

若い男性

日曜学校

せん。皆さんの才能や能力でも変わりま
せん。その愛はただそこにあるのです。
皆さんが悲しんでいるとき，喜んでいると
き，落胆しているとき，希望に満ちている
とき，皆さんのために存在しています。神
の愛は，皆さんがその愛にふさわしいと
感じているかどうかにかかわらず，皆さん
のために存在しています。いつもそこに
存在しているのです。

切実な真心からの祈りによって，そして
真剣で熱心な聖文の研究によって天の御
父を求めるとき，証は強められ，深く根付
きます。神がわたしたちを愛してくださっ
ていることが分かり，決して独りで歩いて
いるのではないことを理解します。わた
しは皆さんに約束します。つらかった日々
を振り返る時がいつか来ます。そのとき
皆さんは，天の御父がいつもそばにいてく
ださったことを知るのです。わたしの永
遠の伴

はん

侶
りょ

，フランシス・ビバリー・ジョン
ソン・モンソンが亡くなって，それが真実
だと分かります。

わたしの祝福を皆さんに残します。皆
さんの善い行いすべてに，そして皆さん
の生き方に感謝します。皆さんがあらゆ
る良い賜

たま

物
もの

に恵まれるように祈っていま
す。わたしたちの救い主であり贖

あがな

い主で
あられる，主イエス・キリストの御

み

名
な

によ
り，アーメン。■

注
	 1.	マタイ5：13－14
	 2.	エズラ・タフト・ベンソン「常に祈りなさい」

『聖徒の道』1990年 6月号，4－ 5，6
	 3.	ピリピ 4：6 －7
	 4.	教義と聖約 90：24
	 5.	ルカ 22：42
	 6.	エライザ・M・ヒコック，“Prayer”ジェームズ・

ジルクライスト・ローソン編	The	Best	Loved	
Religious	Poems（1933年）,	160 から

	 7.	ルカ 21：36。 2 ニーファイ32：9；3 ニーファ
イ18：15；教 義 と 聖 約10：5；19：38；20：
33；31：12；61：39；88：126；93：49も参照

	 8.	3 ニーファイ20：1 参照
	 9.	「部屋を出る前に」『賛美歌』78 番
	10.	ゴードン・B・ヒンクレー「聖典を味わう」『聖

徒の道』1986年 6月号，4
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大会で話された実話や物語の索引
以下に総大会で話された経験談を幾つか選びました。個人の研究や家庭の夕べ，その他の教える機会に活用してください。
話者は，アルファベット順に列挙されています。数字は説教が掲載されている最初のページを示しています。

話者 実話や物語

ニール・L・アンダーセン （92）教会の集会に出席することを夫に禁じられたブラジルの信仰深い母親が，子供たちを教会に送り出す。

M・ラッセル・バラード （43）ある家族が，救いの業を速めるというチャレンジを真
し ん

摯
し

に受け止めた結果，伝道に成功して喜びを味わう。

デビッド・A・ベドナー （17）（若い女性のころの）スーザン・べドナーの家族は，什
じゅう

分
ぶ ん

の一の律法を守ったことで祝福を受ける。

ジェラルド・コセー （49）末日聖徒の温かい歓迎のおかげで，ジェラルド・コセーと家族は新しい町での生活が容易になる。

D・トッド・クリストファーソン （29）アンナ・デインズはボランティア団体に入り，地域の人々が末日聖徒に対する偏見をなくせるように働きかける。

クエンティン・L・クック （88）クエンティン・L・クックをはじめ，同じ事務所の弁護士たちは，家族に優しい仕事環境を作ることを決意する。

エドワード・デュベ （15）エドワード・デュベの母親は，エドワードが若いときに一緒に畑仕事をしながら，後ろではなく，前を向くように教える。

ティモシー・J・ダイクス （37）コリー・テンブームは，自身が収容されていた強制収容所の守衛だった元ナチス兵を赦
ゆ る

す。

ヘンリー・B・アイリング （58）若いころのヘンリー・B・アイリングが，ビショップが助けの必要な会員を訪問するときに同行し，祝福を受ける。
（69）ミルドレッド・アイリングとヘンリー・アイリングがユタ州，すなわちミルドレッドの家族の近くに引っ越す選択において一致する。

ランディー・D・ファンク （52）インドのある女性がジョセフ・スミスの経験について自分の分からない言語で聞いた後，バプテスマを受けたいと申し出る。

ケビン・S・ハミルトン （99）ある家族は，聖
せ い

餐
さ ん

会に出席するよりも日曜日にドライブに出かけることを選び，そのことで教会を離れ始める。

ジェフリー・R・ホランド （40）ある姉妹が飛行機事故で重傷を負った後，母親としての目的を見いだす。

リチャード・J・メインズ （79）リチャード・J・メインズの曾
そ う

祖父が伝道中に心臓発作を起こし，亡くなる。

トーマス・S・モンソン （61）ある忠実なホームティーチャーは，何年も訪問し続けた人が教会に入ったことで感謝の念に満たされる。
（85）トーマス・S・モンソンは，目が見えず，耳も聞こえない年老いた兄弟に神権の祝福を授ける。

S・ギフォード・ニールセン （33）あるステーク会長は，実り多い働きをした宣教師のぼろぼろの靴に青銅メッキを施してもらう。

アドリアン・オチョア （102）若いときのアドリアン・オチョアと二人のいとこはひどい嵐
あらし

の後，無事に帰宅し，家族が大喜びする。

ボニー・L・オスカーソン （76）アグネス・ホーガンは，16歳の娘が末日聖徒ではない家族の養子となることを拒む。

ボイド・K・パッカー （26）ボイド・K・パッカーは，多くの問題を抱えるステークの会員に，聖典を読むことを勧めるように促される。

L・トム・ペリー （46）少年時代，L・トム・ペリーと初等協会の他の子供たちが，教師とともに渓谷のお気に入りの場所までハイキングをする。

リンダ・S・リーブズ （118）バプテスマの準備をしていたある女性が，教会に出席するために泥道を2マイル（3km）歩く。

ウリセス・ソアレス （9）南アフリカのモーゼス・マーラングと仲間たちは教会の外に座り，窓から聞こえる集会の様子に耳を傾ける。

キャロル・M・スティーブンズ （12）ホンジュラスの忠実な姉妹たちは，教会の指導者から神権の祝福を受ける。
（115）ある10歳の少年が，夫を亡くした曾祖母を慰めて，悲しむ者とともに悲しむという聖約を守る。

ディーター・F・ウークトドルフ （21）ある男性が見た夢の中に末日聖徒の夫婦が登場し，教会での奉仕の機会について説明する。
（55）ディーター・F・ウークトドルフはスキー中に転倒し，孫息子が助けるまで立ち上がれない。

アルヌルフォ・バレンスエラ （35）あまり活発でないある姉妹は，訪問教師と一緒に賛美歌を歌ったときに聖霊を感じ，教会に戻る。

テレンス・M・ビンソン （104）パプアニューギニアの忠実な会員の祈りがこたえられ，村の作物をのみ込もうとする火災が雨によって消し止められる。
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  教会のニュース

20 13年10月5日に開かれた第183
回半期総大会の最初の部会で，
トーマス・S・モンソン大管長

は，教会員数が 1,500万人に達したと発表
した。また，伝道に出られる年齢条件が
2012年10月に引き下げられて以来，世界
中で奉仕する専任宣教師の数が劇的に増
加し，5万8,500人から 8万333人になった
ことも発表した。
「教会は着実に成長し続け，毎年ますま

す多くの人の生活を変え続けています」
とモンソン大管長は語った。「真理を探し
求めている人を宣教師が探し出す働きに
より，教会は世界中に広がっています。」

大管長は，福音を宣
の

べ伝える業にとも
に携わるよう会員と宣教 師に勧めた。

「今こそ，会員と宣教師が一致協力して，
主のぶどう園で働き，人々を主のみもとに
導く時です。」50 年間使徒として奉仕して
きたモンソン大管長は，そう語った。

土曜日の午後の部会では，七十人第一
定員会の 3 人の会員，ジョン・B・ディク
ソン長老，ポール・E・コーリカー長老，
F・マイケル・ワトソン長老が名誉の解任

となり，名誉幹部の称号を受けた。七十
人第二定員会のケント・D・ワトソン長老
も名誉の解任となった。さらに，コロンビ
ア・ボゴタ在住の 45歳のフリオ・A・アン
グロ兄弟，アメリカ合衆国ユタ州ソルト
レーク・シティーに住む 54歳のピーター・
F・エバンズ兄弟，ウクライナ・ドネツク

モンソン大管長，使徒としての50年

 2013年10月半期総大会で，トー
マス・S・モンソン大管長が

十二使徒定員会に召されてからちょうど
50年がたった。1963年10月4日，モ
ンソン大管長は36歳のときに使徒とし
て支持された。
　モンソン大管長の奉仕の半生に関す
る詳細な情報（英文）については，lds.
org/go/monson50years を参照。■

在住の47歳のジェナディー・N・ポドボド
ブ兄弟が地域七十人として支持された。
また，セザール・H・フッカー長 老とク
レーグ・T・ライト長老が地域七十人を解
任されたことが発表された。

テレビやインターネット，ラジオ，衛星放
送を通して，世界各地で何百万もの人が
総大会を視聴した。今回，土曜午後の神
権部会が初めてテレビで放送され，イン
ターネットでリアルタイム配信された。
10月5日と 6 日で合わせて 10万人以上
が，ユタ州ソルトレーク・シティーにあるカ
ンファレンスセンターで開かれた 5 つの部
会に出席した。総大会はさらに，様々な
メディアを通して 95 の言語で翻訳され，
197の国と属領地で放送された。

モンソン大 管長は，教会員に互いに
いっそうの思いやりを示し，「主の業に常
に携わることができ〔る〕」よう求めて総
大会を閉じた。■

1963年，テンプル・スクウェアの
タバナクルでのトーマス・S・モンソン。
この後間もなく中央幹部として支持された。

会員と宣教師の増加が
総大会で発表される
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教会は，大 管長 会および十二使
徒定員会会員のためのフェイス
ブックおよびグーグルプラスの

公式ソーシャルメディアページを作成し
た。これらのページは，それぞれの幹部
のソーシャルメディアでの公式な情報発
信の役割を果たし，各幹部の指示の下
で，教会が維持管理を代行する。

フェイスブックおよびグーグルプラスの
公式記事は，facebook. com/lds および
plus.google.com から検索できる。ソー
シャルメディアのサイトやページが公式か
どうかを見分けるには，教会のロゴを探す
とよい。

これらのページをフォローすると，教会
幹部一人一人の務めに関する最新情報を

定期的に受け取ることができる。「教会
は説教や記事，ビデオ，その他の関連する
コンテンツへのリンクを教会幹部に代わっ
て投稿します」と教会広報担当のデー
ル・ジョーンズは述べている。

これらのページは，人々が生ける預言
者の言葉をより簡単に見つけるのに役立
つ。ページの「いいね！（Like）」ボタン
を押すことにより，それらのコンテンツを，
その人のフェイスブックの「ホーム」画面

（Facebook feed）に表示して，ほかの人に
気軽に見てもらい，共有することができる。

公式ページを作成することにより，教会
が維持管理するページがどれであるか教
会員に分かりやすくなり，偽造ページから
個人を守ることができる。■

ソーシャルメディアのページが
教会指導者のために作成される
エリック・マードック
LDS.org ニュースと出来事
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神殿に関するニュース
コネチカット州初の神殿の
鍬
くわ

入れ式が行われる
8月17日土曜日，トーマス・S・

モンソン大管長がハートフォードで
鍬入れ式を執り行い，アメリカ合衆
国コネチカット州初となる末日聖徒
の神殿の建設が始まった。コネチ
カット州ハートフォード神殿は合衆
国ニューイングランド地方で 2 番目
となる神殿（もう一つはマサチュー
セッツ州ボストンにある）で，現在儀
式が行われている，または建設中あ
るいは計画段階にある，世界各地の
170の神殿の一つである。

コロラド州 2 番目の神殿
8月 24 日土曜日，七十人会長会

のロナルド・A・ラズバンド長老は，
アメリカ合衆国コロラド州で 2 番目
の神殿となるコロラド州フォートコ
リンズ神殿の鍬入れ式を管理した。
もう一つの神殿は，フォートコリンズ
から約 59 マイル（95 キロ）南の
デンバーにある。

2 0 1 3 年 1 1 月 号
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建築業に携わる父親を持つランドール・L・リッド兄弟は，正
しく仕事を行うことの大切さを早くから学んでいました。
幼いころに何かの作業を終えたランドール兄弟は，父のレ

オン・リッド兄弟から「まだ終わりじゃないよ」と言われることが幾
度もありました。 

そのような几
き

帳
ちょう

面
めん

さは，現在中央若い男性会長会第二顧問とし
て奉仕するリッド兄弟に強い印象を与えました。リッド兄弟はこれ
まで，仕事や家庭，教会での務めを果たすときに，父親の確固とし
た，それでいて愛のこもった言葉を時折耳にしました。「まだ終わ
りじゃないよ。きちんとやりなさい。」

リッド兄弟は，家族のこの労働倫理が生活に祝福をもたらしてき
た，と言います。また，折に触れて福音の道を先へと導いてくれた
相談相手や神権指導者も同様に祝福をもたらしました。高校のク
ラスメートの多くは 19 歳のときに伝道の召しを受けましたが，リッ
ド兄弟は大学に入り，やがて軍に入隊しました。後に，ユタ大学で
勉強を続けながらエックス線技師として働きました。幾人かの賢明
な男性が，リッド兄弟のいるべき場所は伝道地だと勇気をもって告
げました。リッド兄弟は彼らの導きに従って，伝道に出るための申
請書を提出し，間もなく，メキシコ北伝道部で福音を宣

の

べ伝え始め
ました。「伝道に出ていなければどんな人生になっていたか，想像
もつきません」とリッド兄弟は言います。

伝道から帰ると学校に戻り，1975 年にソルトレーク神殿でタミ
ナ・ローク姉妹と結婚しました。リッド兄弟は不動産業や他の企
業でキャリアを積みながら，妻とともに 4 人の子供を育てました。

リッド兄弟は今でも伝道活動を愛しています。 2005 年から
2008 年までエクアドル・グアヤキル北伝道部を管理し，若い男女
が専任宣教師となることによりその人生が変わるのを再び目にしま
した。

2013 年 5 月，中央若い男性管理会の会員として奉仕していた
リッド兄弟は中央若い男性会長会に召されました。■

わたしたちの時代のための教え
2013年10月から2014 年 3月までの間，メルキゼデク神権および扶助協会の第 4日曜日の
レッスンは，2013 年10月総大会の説教の中から一つ
以上を使って準備してください。2014 年 4月は，
2013 年10月または 2014 年 4月の総大会のどちら
から説教を選んでもかまいません。ステーク会長およ
び地方部会長はそれぞれの地域でどの話を使うべきか
を選んでください。あるいは，その責任をビショップや
支部会長に委任することもできます。
詳しくは，『リアホナ』2013 年 5月号の「わたした
ちの時代のための教え」の記事を参照してください。■

20 13 年 9 月，十二使徒定員会のダリン・H・オークス長老
と M・ラッセル・バラード長老はヨーロッパを訪問し，
イタリアのローマで 2 つ目となるステークを組織し，フ

ランスのパリで 3 つ目となるステークを組織した。この訪問の途
中，イングランドのリーズおよびマンチェスター，さらにはスペイ
ンのマドリードでも集会を開いた。ローマでは一つの神殿が建
設中で，パリにも間もなく神殿が建つ。
「教会はヨーロッパにおいて，活発で順調に，見事に発展してい

ます」とオークス長老は述べた。バラード長老はヨーロッパの会
員たちに，教会は「主が救いの業を速めておられ，わたしたち皆
がそれに携わる必要があるということを認識」する必要があると
話した。■

ローマとパリでステークが
組織される
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ランドール・L・
リッド
新たに召された
中央若い男性会長会
第二顧問
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は世に来るすべての人に光を与え、また御霊はその声を聴く全世界のすべての人を照らす。」（教義と聖約 84：46）

「平安な心」  マイケル・T・マーム画
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「わたしたちがいつも天の御父に近くあろうと努力できますように。」   
トーマス・S・モンソン大管長は， 

第 183 回半期総大会の日曜午前の部会でそう語った。 
「そうするためには，御父に祈り，御父の御

み

言
こと

葉
ば

に耳を傾けなければなりません。 
わたしたちは良いときも悪いときも，文字どおり主を絶えず必要としています。 

主の次の約束をいつも忘れませんように。 
『わたしはあなたを見放すことも，見捨てることもしない。』」




